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序 章 日米学生会議概要

日本側実行委員長挨拶

第60回日米学生会議実行委員会

日本側実行委員長武田 尚樹

JASCの意義を一番感じたのが、モンタナでのWarand

PeaceFieldTripであった。そこではPeaceActivist、

第二次世界大戦従軍経験者、現役の軍人、地元の住民、

そして日米の学生が大きな円を作り、戦争や安全保障

についての意見を交わした。方法は異なるけれど、皆

が平和を願って活動している。現役の軍人の方がPeace

Activistに｢Ithinkpeoplelikeyouandlshouldtalk

more｣と言ったときは感動した。JASCは小さな貢献か

もしれないが、全く違う価値観が衝突し、分かち合う

ことができた瞬間だった。

もう一つの大きなJASCの意義というのが、“人の成

長"であろう。1934年の会議発足以来、日米両国4000名

以上の学生を輩出してきた。1カ月間の会議の中で学

ぶことは多大であり、ときには挫折し、悔しさをバネ

に更に成長していくこともある。

大きな希望と夢を持って会議に挑んだ参加者にとっ

て、大きな壁はいくつもあったと思う。思うように分

科会が進まなかったり、ディスカッションで発言でき

なかったりと。私自身も「このような会議にしよう」と

思いつつも多くの壁にぶつかった1年であり、自分の限

界を感じることもあったが、学生のこれからの可能性

を感じることも多かった。今回達成できなかった目標

も、これを機に将来自身の力をつけることにより達成

したいと強く心に誓っている。それはまさにJASCが与

えてくれた"人の成長”というチャンスであり、他の参

加者それぞれにもそういったことをぜひ感じてもらい

たい。

JASCの存在意義というものは結局今分かることでは

ないのかもしれない。20年、30年後に私たちが会議で

得た経験を活かし、社会に、そして世界の平和に貢献

しているかによって測られるものなのだろう。

最後になりましたが、第60回日米学生会議の開催に

際して多大なるご協力を賜りました後援団体の皆様、ご

賛助していただいた財団・企業の皆様、準備段階の勉

強会でご指導賜りました講師の皆様、日頃から大変お

世話になった国際教育振興会、ISC,mcの皆様、そして

温かく現役の活動を見守って下さった会議OB･OGの

皆様、1年間共に会議を一緒に作り上げた実行委員、そ

して会議で活躍してくれた参加者のみんな、また、会

議成功のためご尽力いただいた全ての皆様へ、この場

をお借りして心より御礼申し上げます。

今一度、JASCの存在意義について考えてみたい。

「世界の平和は太平洋の平和にあり、太平洋の平和は

日米間の平和にある。その一翼を学生も担うべきである」

発足当初、当会議はこのような理念の下に開催され

た。その意志を引き継いだ学生によって、今年度の第

60回まで継承され、日米の架け橋としての役割を果た

してきた。しかし、目の前には｢世界平和」という大き

な課題が未だ残っている。我々にとって、創立当初の

目的である2国間の平和的関係に満足することなく、

世界へ、そして未来へと目を向けていかなければなら

ない時にきているのではないだろうか。

時代の変化とともにJASCの担うべき役割は変容し

てきたが、両国間の相互理解の重要性はいつの時代も

変わることはない。しかしながら、アメリカにおける

日本への興味・関心が以前よりも失われつつある「ジャ

パンバッシング」と言われる状況が憂慮される今、現地

の学生はもとより、アメリカの一般市民に対しても日

本の｢良さ」を伝える努力を続けていくべきではないだ

ろうか。また、日米という2国間の枠組みに捉われず

に互いの文化、歴史、価値観の相互理解を図ることで、

世界の中の日米という見方に基づいた考えを構築して

いくことが必要である。

第60回日米学生会議は、「新たな潮流へ～60回を通し

ての再考と創出～」というテーマの下で開催された。こ

のテーマは、日米関係及び、日米学生会議の意義を問

い直し、新たな価値を創出していくことを目的として

設定したものである。そしてJASCを通して学生の立場

から自身の考え方や価値観の根幹を見つめなおす機会

を設け、自己の役割を再考することで多角的に世界を

見ることを期待した。また当会議では、フォーラムに

おいて学生の立場から社会に向けて意見を発信してい

く機会が多々あった。特定の利益に拘束されない我々

の視点から率直に疑問を投げかけ、周囲に対し既存の

価値観を問い直すきっかけを創り出したかった。

当初の目標はアメリカで大きなフォーラムを開き、

一人でも多くの方々を招いて我々の行っている活動や

議論している内容を知ってもらうことだった。しかし、

予算の問題やアメリカで一般の聴衆を集めることの難

しさと直面した。結局思い描いていたような何百人も

が集まるフォーラムを開くことができなかったものの、

少人数ながら、一人一人と意見を交換し、価値観を分

かち合うことができたのではないかと思う。本会議で
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日米学牛会議概要 序 章

アメリカ側実行委員長挨拶

SamanthaScuIv

Chairperson,AmericanExecutiveCommittee

60thJapan-AmericaSmdentCo㎡erence

highapplicantpoolofmorethan250applicants.

Ourcross-culturalengagementwiththebrightest

futureleadersofJapanwashighlyupliftingand

rewarding.ItwasalsothefirsttimeJASCvisited

Missoula,Montana.Thiswaspossiblethanks

tothegenerousinvitationfromtheUniversity
ofMontanaandMaureen&MikeMansfield

Center.Wewerehonoredtohaveself-motivated

delegatesthathelpedcoordinateaneventwith

otherimportantstudentorganizationsinBoston.

Thesearejustafewofthemanythingsthat

distinguishthe60thJASCfrompreviousones.

Inthiscomprehensivereport,youwillfurther

discovernotonlywhat,butmoreimportantlyhow

welearnedabouttheJapan-Americarelationship.

Throughactiveparticipationinawidevarietyof

culturalexchange,dinnerreceptions,academic

roundtables,keynotespeeches,hostfamily

experience,volunteeropportunities,business

andgovernmentvisits,wediscoverednumerous

rolesthatneedtobefulfilledtocontinuebuilding

theJapan-Americarelationship.Wedeveloped

astrongerunderstandingofwhatitmeansto

beaglobally-mindedstudentintoday'sworld.
Throughpresentationsanddiscussions,wehave

notonlyinspiredeachother,butalsothelarger

communitiesinJapanandtheUnitedStates.

Myfinalremarkiswholeheartedlydedicated

toallofthegenerousJASCsupporters.The

successofthe60thJASCwouldhavebeen

unattainablewithoutyourdedicatedsupportand
benevolentcontribution.Onbehalfofthe60th

Japan-AmericaStudentCo㎡erence,Iexpressmy

deepestgratitudetoyou.Thankyou.

IstillclearlyrememberthehotAugustdayin

Kyoto,whenwewereelectedastheExecutive

Committeeforthe60thJASC・Wepromisedto

ourpredecessorsthatwewouldorganizethebest

JASC.Ofcourse,wehadtothenaskourselves,

howwerewegoingtoachievethegoal？Here，

Iwouldliketoarticulateanumberofthings

thatmadethe60thJASCremarkablyunique,

successful,andsignificant.

"Studentsredefiningtheirrolethrough

insightandaction",our60ththemestrikesa

differentchord,especiallycomparedtoprevious

conventionalJASCthemesemphasizingthe

Japan-Americarelationship.Inthe60th,we

focusedontheroleofstudentsintheJapan-

Americaglobalframework.Howcanweasboth

aconferenceandagenerationredefinewhat
ltmeanstobeastudent？Howdoweconfront

ourlimitations,andhowdoweexpandour

opportunitiesasstudents？Asfutureglobal

citizensrepresentmgJapanandtheUmtedStates,

wechallengedourselvestooffercreativeinsight

andmeaningfulaction.

Tocommemorateourlongproudhistory,we

initiatedtheJASCTimeCapsuleCeremonyat

ReedCollegeinPortland.Icannotimagine

anothersitemorehistoricallyappropriatethan

ReedCollege,thesiteofthefirstAmerican

hostedJASC・TheJASCalumnirecordedtheir

favoriteJASCmemoriesintothetimecapsule,

andinvitedourentiredelegationtoawonderful

dinnertocelebratethe60thJASC.Onceagain,

wewitnessedhowJASCcontinuestostrivewith

theundividedsupportitreceivesfromthealumni

community.

The60thJASCwitnessedacoupleoffirsttimes

inadditiontothetimecapsuleceremony.The28

Japanesedelegateswereselectedfromarecord

Sincerely,

SamanthaScull

第60回日米学生会議 日本側報告書3



序 章 日米学生会議概要

日米学生会議の歴史 国の同大学で開催することを決定した。しかし、当

時の日本の経済状況では、日本側参加者の渡米費用

を捻出することは容易ではなく、米軍の輸送機の

提供を受け、15名のみの日本側代表が参加するに留

まった。

日米学生会議は、1934年、満州事変以降悪化しつ

つあった日米関係を憂慮した日本の学生有志により

創設された。米国の対日感情改善、日米相互の信頼

関係回復が急務であるという認識の下、「世界の平

和は太平洋の平和にあり、太平洋の平和は日米間

の平和にある。その一翼を学生も担うべきである」

という理念が掲げられた。当時の日本政府の意思と

能力の限界を感じた学生有志は、全国の大学の英語

研究部、国際問題研究部からなる日本英語学生協議

会(国際学生協会の前身)を母体として、自ら先頭と

なって準備活動を進めていった。資金、運営面で多

くの困難を抱えながらも、4名の学生使節団が渡米

し、全米各地の大学を訪問して参加者を募り、総勢

99名の米国側代表を伴って帰国した。こうして第1

回日米学生会議は青山学院大学で開催され、会議終

了後には満州国(当時)への視察研修旅行も実施され

るに至った。

これがきっかけとなり、日本に留まった参加者の

中から｢2国間関係のみならず、多国間で学生による

交流が行われるべき」との声が強まり、日米学生会

議を国際学生会議に発展的に解消することが決定さ

れ、同じく1954年、アジア地域の学生との会議を主

目的に第1回国際学生会議が開催されることとなる。

なお､国際学生会議は現在も、アジアだけでなくヨー

ロッパを含む諸国から学生を招集する形態で継続さ

れている。一方の日米学生会議は､この決定により、

1954年をもって、再び中断されることとなった。

1963年に至り、翌1964年が第1回会議創立30周年

であることを機に、日米相互開催の形で会議再開を

望む声が高まった。これを受け、第1回会議創始者

が多数理事を務めていた国際教育振興会が日本側主

催者としての責任を取ることで会議が再開すること

が決定された。第1回及び第2回の米国側参加者の努

力もあり、1964年、日本側参加者77名と米国側参加

者62名による、第16回会議が実現し、ゆかりの深い

リードカレッジで開催されることとなった。1964年

は、東京オリンピックが開催された年でもあった。

日本側の努力と熱意に感銘した米国側参加者の申

し出によって、翌年第2回日米学生会議が米国オレ

ゴン州ポートランドのリードカレッジで開催され、

以後1940年の第7回会議まで、以下の通り日米両国

で毎年交互に開催されることとなる。第3回(1936

年)早稲田大学｡第4回(1937年)スタンフォード大学。

第5回(1938年)慶應義塾大学。第6回(1939年)南カリ

フォルニア大学｡第7回(1940年)津田塾大学｡しかし、

太平洋戦争の勃発に伴い、日米学生会議も中断を余

儀なくされた。

その後、日米相互開催の下､会議は継続されるが、

1973年第25回会議において、当時の学生によって抜

本的な改革がなされ、現在の会議の基本形態が整備

されることとなる。それは主に、限られた日程の中

での議論をより効率的かつ集中的に行うために、毎

年の会議ごとにテーマを設定する、期間を1ヵ月間

とする､などである。円が変動為替相場制に移行し、

米軍が南ベトナムより撤退した1973年でもあった。

終戦後、会議復活の声が上がり、当時の学生とか

つての参加者の努力により、日米学生会議は1947年

に再開し、第8回を迎えることとなった。しかし、

当時日本は占領下にあり、米国から学生を招くこと

が不可能であったため、在日米兵および軍属の中か

ら、大学生の資格を持った者を選んでの会議再開で

あり、1953年の第14回会議まで日本のみで開催が続

いた。翌1954年、第14回会議に参加したコーネル大

学の学生の提案により、第15回会議が戦後初めて米

1978年には、戦前の日米学生会議参加者有志によ

り､会議の継続に必要な経済的支援を主目的とする、

国際教育振興会賛助会が設立され、会議永続への道

4第60回日米学生会議 日本側報告書
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が開けることとなった。また、次いで第31回会議が

開催された1979年には、米国においても戦前の参加

者によりJASC,Inc.が設立され、米国側実行委員会

をサポートする体制が確立された。

元アメリカ合衆国国務長官ヘンリー。A・キッシン

ジャー氏

1951年日米学生会議参加者

Ihadhadlittleopportunity,inthispost-war

period,tomeetandexchangeviewsinformally

withJapanesepeople・TheJapan-America

StudentConferenceprovidedthatopportunity,

andfromitcamemanyvaluablenewperspectives

onJapanesecultureandsociety.Itwasalso

atthattimethatmyinterestwasawakenedin

Japaneseartisticandaesthetictraditions,and

appreciationwhichremainswithmetothisday.

その後日米学生会議は、財団法人国際教育振興会

とJASC,Incの協力の下、日米両国学生が主体的に

企画・運営を担うという形態を取る中で、継続され

ることとなる。そして2007年度にアメリカ側主催

団体であるJASC,Incは、ISC,Inc(Intemational

StudentConferences)と名前を変え、他国との学

生会議開催も視野に入れ始めた。創設時と今日では

日米両国を取り巻く環境は大きく異なり、会議の形

態自体も変化している。現在の日米学生会議は、会

議創設時の理念を受け継ぎつつも、時代の変化に対

応し、今日に至っていると言えよう。

本文中の略語について

JASC(ジヤスク):日米学生会議(Japan-America

StudentConference)の略。

JASCer(ジャスカー):日米学生会議参加者。過去

の参加者も含む。

ISC,Inc:アメリカ側主催団体であるInternational

StudentConfereces,Incの略。

EC:実行委員会、または実行委員Ex"uliveComrml尤壁

の略。

AEC:アメリカ側実行委員会AmericanExecutive

Committeeの略。

JEC:日本側実行委員会Japan-Ex"uljyeComrmttee

の略。

デリ、デリゲート：日米学生会議参加者。Delegateo

ジヤパデリ：日本側参加者。

アメデリ：アメリカ側参加者。

アラムナイ：日米学生会議の過去の参加者。

サイト：本会議開催地の意味。ポートランドサイト等。

RT:参加者がいずれかに帰属する分科会のこと。

RoundTableの略。

リフレクション：参加者が会議の感想や反省点を話

し合う場。

過去の参加者からのメッセージ

元内閣総理大臣宮澤喜一氏

1939,1940年日米学生会議参加者

AsonewhoseownfirstmvolvementinJapan-U.

S.relationswasundertheauspicesoftheJapan-

AmericaStudentConferenceinl939,Icantellyou

honestlythatitwasoneofthefonnativeevents

ofmylifetime.Havingstoodinyourshoesmore

thanfiftyyearsago,Isincerelyhopethatyouwill

takefulladvantageofyourparticipationinthe

JASC.

第60回日米学生会議 日本側報告書5
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第1章 第60回日米学生会議概要

"StudentsRedefimngTheirRolethroughlnsightandAction"

新たな潮流へ～60回を通しての再考と創出～

RolethroughlnsightandAction"「新たな潮流へ

~60回を通しての再考と創出～｣をテーマとして掲

げ、ポートランド、ロサンゼルス、モンタナ、ボス

トンで開催される。この記念すべき第60回会議を機

に、日米関係、また日米学生会議自体を問い直し、

さらなる発展への追求を目指す。

日米両国の学生は、文化や言語の壁を乗り越えな

がら、特定の利益に拘束されない率直な議論を交わ

すこととなる。その過程において、参加者は自身の

考え方や価値観の根幹、そして社会の中における自

身の役割を見つめ直す機会に遭遇するだろう。第

60回日米学生会議では、分科会活動、フォーラム、

フィールドトリップなどで個々人が主体的に行動す

る場を設けることにより、自身の考えや思いを積極

的に発信していくこととなる。また、政府、地方自

治体、NGO、NPO、有識者の方々及び会議参加者

以外の学生との対話を積極的に取り入れ、共に再考

する機会も創出していく。このように日米学生会議

を通じて得られた経験や成長はそれぞれの参加者に

蓄積され、築き上げた信頼と絆は様々な問題を解決

する一助となり、必ずや世界に平和をもたらすため

の礎となるだろう。第60回日米学生会議は、学生独

特の意見や考えを発信し、行動する場を設け、未来

への強固な基盤を創出することにより、新たな潮流

を生み出す会議となることを目指す。

「世界の平和は太平洋の平和にあり、太平洋の平和

は日米間の平和にある。その一翼を学生も担うべき

である」という理念の下、1934年、満州事変を契機に

悪化していた日米関係を憂盧していた4人の日本人学

生が太平洋を渡り、日米学生会議を創設した。以後、

太平洋戦争勃発に伴う会議中断をはじめ数々の困難

を乗り越えながら、学生同士の率直な対話が相互理

解を深め、平和の実現に貢献するという創設者の信

念が継承され今日に至る。日米学生会議は創設時よ

り学生独自による会議の企画、運営が行われ、毎年

夏に日米交互で開かれる約1ヵ月の会議は、日米の学

生による相互理解と友情を醸成する場であり続けた。

現在の日米関係は、歴史上最も成熟した2国間関

係とも言われるようになり、創立当初の目的は達成

されつつある。しかし我々を取り巻く世界に目を向

けると、テロリズム、環境問題、貧困、民族問題な

ど様々な問題が山積している。このような状況の中

で日米両国は、良好な2国間関係のみに満足せず、

｢世界の中の日米」という視点に立った行動が求めら

れている。一方で、数々の困難を乗り越えながら日

米関係に寄与し続けてきた日米学生会議は、良好

と思われがちな日米関係、国際交流の一般化、社会

貢献を掲げる学生団体の増加など様々な要因によっ

て差別化と新たな価値の創出が求められている。第

60回日米学生会議は、"StudentsRedefiningTheir

【開催地】

ポートランド、ロサンゼルス、モンタナ、ボストン

【参加者】

日本側36名(実行委員8名を含む）

アメリカ側26名(実行委員8名を含む）

事業概要

【主催】

財団法人 国際教育振興会

【企画･運営】

第60回日米学生会議実行委員会

【後援】

外務省､文部科学省､米国大使館､日米文化センター、

財団法人 国際ビジネスコミュニケーション協会、

社団法人 日米協会

【本会議期間】

2008年7月28日（月）～2008年8月22日(金）

本会議鯉要

第59回日米学生会議の参加者から選出され、発足

した実行委員会が、日本側の主催団体である財団法

人国際教育振興会、米国側はISC,Incの協力の下、

本会議開催のための準備活動を行なう。参加者が決

8第60回日米学生会議日本側報告書



第60回日米学生会議概要 第1章

定した後、所属分科会のテーマに関するレポートを

作成し、講演会や勉強会、合宿などを事前に行ない、

夏の本会議に臨む。

本会議では、日米各36名、合計72名の学生が約1ヵ

月にわたって共同生活を送る。本会議の主な活動と

して、討論が中心となる分科会、各種のフィールド

トリップ、終盤に開催されるフォーラムなどが挙げ

られる。参加者が7つの分科会に分かれ、第60回会

議のテーマである｢新たな潮流へ～60回を通しての

再考と創出～｣の下、ディスカッションを行なう。

また、フィールドトリップでは、各自の視野を広げ、

現実に即した議論をするための基礎とし、討論の充

実化を図る。さらに､本会議では議論にとどまらず、

ホームステイやフォーラムなど積極的に地域の方々

との交流を図っていく。フォーラムでは、分科会で

の討論の結果など本会議の成果を社会に向けて発信

する。

本会議終了後には、参加者は会議の内容を報告書

にまとめ、第60回日米学生会議の総括とする。各

参加者は、本会議で得られた経験を胸に社会へと巣

立っていく。

【分科会】

本会議において活動の中心となる分科会は7つ設

けられており、日米双方からなる参加者が、本会議

期間を通じて議論を重ねる。事前活動に加え、本会

議中もフィールドトリップで関連機関や専門家を訪

れるなど、議論の質の向上を目指す努力が続けられ

る。なお、第60回会議における分科会は以下の通り

である。

・環境とコミュニケーション～自然と共生するために～

CommunicatingEnvironmentalEthics:Media

MindsetandEcologicallnspiration

．法と社会

ComparativeLawandSociety

・企業の社会的責任(CSR)と市民～社会発展への

新たな視点～

ComorateSocialResponsibilityinDevelopment

・科学と倫理～真に豊かな社会形成を目指して～

Ethics:HoldingScienceAccountabletoHmnanity

・現代社会と伝統～調和と共生の模索～

ExploringtheRelationshipbetweenTradition

andModelmty

・悲劇の記憶～歴史認識と教育の役割～

MemoryofTragedy:ExaminingVehiclesof

Bias,EducationandPeace

・マイノリティーと多文化社会

Minoritylssues:FromSocialDiscriminationto

SocialContribution

【フイールドトリップ】

分科会の議題や各開催地に関する理解を深める

ことを目的に、政府機関、国際機関、企業、大学、

NGOおよび研究所などへ訪問研修を実施する。事

前活動におけるものと同様に、社会と直接関わるこ

とができる貴重な機会であり、現実に即した議論を

するための基礎とする。

【SpecialTopics】

テーマが既に決められている分科会とは異なり、

参加者が個々の興味や便宜に沿った議論を自由に設

定し、異なる視点から議論を行なう。参加者の主体

的、自発的な参加により、問題発見力、論題設定能

力などを養う。同時に、より広い参加者同士の交流

を促し、新たな視点や発想の獲得により、会議をよ

り充実させる。

【ConferenceWideDiscussion】

分科会では扱わないテーマを対象とし、日米学生

会議OB、OGや専門家をゲストスピーカーとして

招き、第60回会議のテーマである｢再考と創出｣を掲

げ、既存の事柄への問いかけをするとともに、新た

な潮流へと向かう可能性について参加者と共に考え

ることを目的とする。

【ConferenCeWideRefleCtion】

参加者が一同に集い、会議中に感じた悩み、不安、

感動、喜びなど、様々なことを自由に話し合う。自

分の思いを全体に伝え、また他者の思いを共有する

ことで、自己を振り返り、他の参加者との相互理解

を促進することを目的とする。

【ファイナルフォーラム】

会議の最終開催地、ボストンで行なわれる。本会

議における分科会の発表など、第60回日米学生会議

の成果を提示していく。現代社会が抱える問題を来

場者と共有し、会議の成果を社会に発信することを

目標とする。

第60回日米学生会議 日本側報告書9



第1章 第60回日米学生会議概要

’ ’第60回日米学生会議日本側参加者名簿

日本側実行委員 大学 学部・専攻 学年 RT

武田尚樹＊ 慶應義塾大学

李凌叡*＊ 東京大学

伊関之雄 京都大学

呉宣味 早稲田大学

高野恭平 岐阜大学

竹内菜緒 国際基督教大学

廣田隆介 慶應義塾大学

渡辺恭子 広島市立大学

＊は実行委員長、＊＊は副実行委員長を示す。

経済学部

法学部

経済学部

国際教養学部

医学部医学科

教養学部国際関係学科

法学部政治学科

国際学部国際学科

年
年
年
年
年
年
年
年

３
４
３
３
５
３
４
４

Law

CSR

Minority

Science

Environment

T&M

Memorv
ご

日本側参加者

明石恵美子 慶應義塾大学 法学部政治学科 4年

李鎭河 東京大学 工学部電子工学科 4年

居鶴有未恵 一橋大学 国際･公共政策大学院公共法政ﾌﾛｸﾗﾑ修士課程2年

伊藤昂介 慶應義塾大学 法学部政治学科 2年

今矢涼子 同志社大学 法学部法律学科 4年

大井あゆみ 慶應義塾大学 法学部政治学科 4年

小野元 京都大学 総合人間学部 2年

金光慶紘 東京大学 工学部システム創成学科 4年

後藤昌也 千葉大学 医学部 6年

坂本朋美 京都大学大学院 農学研究科森林科学専攻 博士課程1年

新宮清香 東京大学 法学部 3年

神馬光滋 国際基督教大学 教養学部国際関係学科 2年

高畑乃枝 国際基督教大学 教養学部社会科学科 3年

竹内友里 東京大学 教養学部文科一類 2年

田中豪 東京大学 教養学部文科一類 2年

中村玲奈 慶應義塾大学 法学部政治学科 3年

仁平理斗 早稲田大学 国際教養学部 4年

比嘉慎一郎 静岡大学 工学部システムエ学科 3年

廣瀬祥子 立命館大学 国際関係学部国際関係学科4年

誉田有里 慶應義塾大学 法学部政治学科 2年

松尾恵輔 早稲田大学 法学部 3年

松本秀也 慶應義塾大学 商学部 3年

盛島正人 上智大学 比較文化学部比較文化学科4年

安川瑛美 慶應義塾大学 文学部人文社会学科 4年

油井英孝 東京大学 経済学部経済学科 4年

横山雄一 東京大学 教養学部文科一類 2年

渡辺千尋 上智大学 文学部英文学科 4年

渡邊ともね 東京医科歯科大学 医学部保険衛生学科 2年

Law=法と社会､Mmo面ty=マイノリティと多文化社会、Science=科学と倫理～真に豊かな社会形成を目指して～、
Environment=環境とコミュニケーション～自然と共生するために～、T＆M=現代社会と伝統～調和と共生の模索～、

CSR=CSRと市民～新たな社会発展の視点～、Memoly=悲劇の記憶～歴史認識と教育の役割～

ｔ
ｔ
ｔ
ｔ

ｌｒ
ｎ
ｎ
ｎ

ｅ
ｅ
ｅ
ｅ

皿
函
呵
呼
皿
皿
可
町
ｅ
可
配

、

配
町
ｍ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
、

《》翻邸跡麺睡恥跡恥翻唖吋唖怖恥恥唖函恥翻翻唖睡酎麺唖誕

10第60回日米学生会議日本側報告書



第60回日米学生会議概要 第1章

’60回日米学生会議アメリカ側参加者名生 簿第 米 者力回 メア日 否

アメリカ側実行委員大学 学部・専攻 学年 RT

SamScully* BowdomCollege

HidemiTanaka**MacalesterCollege

JessaHutchinsFashionInstituteofTechnology

BethanyMarshUmversityofWashmgton

JoshSchlachet CornellUniversity

AvaNakanishiUniversitvofPennsvIvania

JoshuaTumerUmversityofHawaiiatManoa

NancyYang HarvardUniversity

＊は実行委員長、＊＊は副実行委員長を示す。

AR1anStudies

PoliticalScience

TextileMarketing

JapanStudies

AsianHistory

Psychology

Japanese

E.AsianStudies

Junior

Junior

Junior

Graduate

Senior

Junior

Senior

Junior

CSR

Law

Memory

Environment

Mmority

T&M

Science

アメリカ側参加者

NealAkats''ka

RobertCooper

Jon-MichaelDurkm

KayokoHirata

ElizabethJones

JiEun!IKaren''Jung
ChienLam

HalmahLemmer

FausiaPagwInnMalmm

ColmMoreshead

RebeccaNorton

EdwardPhillips

GregorySchuster

YuichiShimokawa

CathermeSimes

RachelStaum

PeterWeldon

CharityYoro

UniversitvofHawaiiatManoa

KalamazooCollege
UniversitvofAkron

ComellUniversitv

BowdoinCollege

DickmsonCollege

MountHolyokeCollege

SmithCollege

DickmsonCollege

WesleyanUmversity

WillametteUniversity

UmversityofWashmgton

UmversitvofRedlands

WinonaUniversity

WellesleyCollege

HarvardUniversity

UniversityofCalifOmia,LA
UniversitvofHawaiiatManoa

Anthropology
FastAsianStudies

PoliticalScience

UrbanStudies

SelfDefined

Int'lB1'Riness

IntilRelations

RFIstARianCulture

IntilBusiness

FastAsianStudies

Linguistics

JapaneseLing.
GlobalBusiness

GlobalStudies

Int'lRelations

EastAsianStudies

Education

Int'lBusiness

Science

Environment

Environment

Environtment

Environment

Junior

Sophomore

Junior

Freshman

Sophomore

Freshman

Sophomore

Sophomore

Sophomore

Freshman

Senior

Junior

Sophomore

Sophomore

Freshman

Junior

Graduate

Senior

Minoritv

T&M

Memory

Mmority

Science

Law

CSR

T&M

Memoly

Law

Memory

CSR

Minoritv

第60回日米学生会議 日本側報告書11



第1章 第60回日米学生会議概要

メディアの中の第60回日米学生会議

第60回日米学生会議実行委員会は、より多くの

方に日米学生会議の存在を知っていただくために、

様々なメディアを通した広報活動を行ってきた。本

会議中にも取材を受け、記事として取り上げていた

だいた活動やイベントもあった。以下に掲載するの

はその主なものである。

．『朝日新聞』2008年2月22日｢第60回日米学生会

議参加者募集」

『日本経済新聞」2008年2月25日｢人脈追跡～学生

会議日米の懸け橋～」

『中日新聞』2008年6月10日「きらり～医師像求め

て米国学生と討論」

『Missoulian｣2008年8月8日｢Missoulatohost

JapanAmericaStudentConference」

日
警
趣
子
生
生
今
衾
蔵

塞
廷
酬
者
を
箪
霊
栗

今
量
米
国
で
開
催

日
米
の
学
生
が
友
好
転
穣

め
あ
う
冒
釆
学
生
会
議
」

が
こ
の
真
米
國
で
開
か
れ

る
。
問
会
錘
実
行
委
只
会

は
、
会
議
に
参
加
童
尋
学
生

毎
審
乗
し
て
い
る
．

岡
会
舞
睦
１
９
３
４
年
に

尭
星
し
た
國
醸
的
趣
学
生
垂

赫
団
体
。
濤
醐
回
の
今
回
睦

「
新
た
な
瀕
流
へ
鋤
回
壼

逮
し
て
の
再
考
ど
顛
出
」
を

テ
ー
マ
に
、
７
月
謡
日
か
ら

８
眉
浬
日
に
米
閏
ポ
ー
ト
ラ

ン
ド
市
趣
些
で
本
会
議
毎
開

く
。
本
会
議
で
は
、
分
科
会

蓉
彊
算
め
誰
聞
題
奄
講
じ
た

り
蹄
専
門
家
壷
招
い
て
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
開
い
た
②
す
る
。

本
会
繕
の
鰊
に
、
日
本
の
参

麺
者
は
５
晨
燕
ら
７
月
に
、

合
宿
や
勉
強
会
が
あ
曇

本
会
議
の
参
如
蚕
用
睡
交

通
費
込
み
で
塑
万
円
．
選
考

は
１
旗
が
査
頬
、
２
寵
が
面

接
と
註
睡
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
日
米
学
生

会
鐸
の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
舎

舜
冒
垂
宅
宅
署
．
旨
麗
Ｉ
言
冨

口
為
・
ヨ
ご
か
ら
申
し
込

電
認
日
締
め
切
り
。

『朝日新聞』2月22日

12第60回日米学牛会議 日本側報告書



第60回日米学生会議概要 第1章

MissDMIatohosiJapaneSe
gludentconfefenCe

MiSsoulahaSbeeilChmenas

oneoffOurcitlcs(theotheJrs

8reSeattle,BUSton$andLos
Angeles)tohostthe2W8

雛:灘:;翻瀞nt.
""蟻｡mSeventvstud

Amnerica,i,miversifiesandha]f

"mJapaILwills"Fwithho5t
@familieSmrthreedays,whelt
.theempl畑§isisDmShariI1g
,"I"":bUildirigfnendShips
andifmmingabni,tMissol,ia"
Parloftlleprogamwillbeto
cXpbrethOKIghtS"dideaSon
,wirfmdpeacebatw"n

ic""JAscs-"d
--ho5tswillparticmateiIla
JeannelteRank加Peace
Ccnter~sponsoredc逼mdlcught
waik[ocommemorate

NagaSakidwonsafWay、
Au9.9.

TMIcwaikbeginsatJac"'8
IsIalldParkalXd"10wSthe

riverな竃iltotheOmn"StXeet
B加藤cIcsgcsandrEtumsvIa
theMggmsAvE加ue'疏嘩tO
th巳珪ageCEntel･for

I電e祉麺er'ts｡n'epubliC's
加碗""parncip;"B

：蝋dcandicina"tOJacQb'
Drfmyothei･pointaloiigtheL
WaV･

毎

『Missoulian｣8月8日

差 医師像求め

実
行
委
員
に
立
候
補
し
た
』

当
然
、
医
師
を
目
指
し
て
い
る
。
「
さ

ま
ざ
ま
な
人
か
ら
刺
激
を
受
け
て
、
目
指

す
べ
き
医
師
像
を
確
立
し
た
い
」
と

一
前
向
き
に
語
る
。

た
会
話
が
す
ご
く
刺
激
に
な
っ
た
。
こ
の

流
れ
に
身
を
躍
い
て
お
き
た
く
て
今
年
の

八
日
か
ら
約
一
カ
月
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
な

第
六
十
回
日
米
学
生
会
議
が
七
月
二
士

『中日新聞』6月10日

第60回日米学牛会議 日本側報告書13



第1章 第60回日米学生会議概要

国際分野で活躍する日米学牛会議の主な参加者

鋤
、

天野巌一-く 天野巌一 、

懲瀞藁鴛函
大；
企I
藁；
経‘
言l

霧『蕊、、？
檎本 徹 グレン･フクシマ橘･フクシマ･咲江
ﾄｲﾂ証券 エアバス･ジヤ コーン･フェリー

L 会長 パン社長 日本法人社長

懲懲②〆
' 凸 '

4 レ

井伊雅子 高橋和夫 小尾敏夫
一橋大学教授 放送大学教授 早稲田大学教授

｛

学
生
会
議
日
米
の
懸
け
橋

学
者
・
研
究
者

1韓〆蕊．、檎本 徹 グレン･フクシマ橘･フクシマ･咲江
ﾄｲﾂ証券 エアバス･ジヤ コーン･フェリー
会長 パン社長 日本法人社長

貝
ｒ
“

謡
員

雄
院
子
議

正
讃
邦
院

弘
参
口
議

国
元
猪
衆

働

第
二
次
世
界
大
戦
前
、
悪
化
し
た

日
米
関
係
を
字
生
の
手
で
修
復
し
よ

う
と
始
ま
っ
た
「
日
米
幸
生
会
議
」

が
今
年
で
第
六
十
回
を
迎
え
る
。
昨

年
亡
く
な
っ
進
元
首
相
、
宮
沢
喜
一

を
は
じ
め
、
会
議
参
加
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
日
米
や
国
際
分
野
で
活
躍

す
る
Ｏ
Ｂ
や
Ｏ
Ｇ
は
数
多
い
。

茂木健一郎

脳科学者

ノ
／

政
治

、
『鑿。
朝日新聞論説委員

蕊議:蕊驚
4ミ
:劃
:静

堵

、
舞鶴悪 ン
ヤ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
評
諸
家

ベ
ン
チ
ャ
ー
経
営
者

皇.~.● 一外資系企業1－／
壁,．_-..--,,--．

蟻 ■露鐙
アレン･マイナー 内古閑 宏 八木 健
サンブリッジ ヴイジョネア ﾍｲﾋﾕｰ･アセツト･

社長 社長 マネジメント社長ノ

懲:登 ■鐙 ｜
郡

竹村健一 今井曇典 船潮俊介
評論家 NHK副会長 環境間皿評論家

「
会
議
に
出
な
か
っ
た
ら
、
仕
事

は
せ
ず
、
家
庭
に
入
っ
て
い
た
で
し

ょ
う
」
・
三
十
八
年
前
を
思
い
起
こ

す
の
は
米
人
材
紹
介
会
社
、
コ
ー
ン

・
フ
ェ
リ
ー
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
の
日
本
法
人
社
長
、
橘
・
フ
ク
シ

マ
・
咲
江
だ
。
ソ
ニ
ー
な
ど
の
社
外

取
締
役
と
し
て
知
ら
れ
る
。

OB･OG､国際分野で活躍

一
九
七
○
年
に
清
泉
女
子
大
学
か

ら
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
鯛
か
れ

た
会
漉
に
参
加
。
教
育
問
題
の
分
科

会
に
加
わ
つ
や
拮
「
一
番
驚
い
た
の

は
米
側
の
女
子
幸
生
が
自
分
の
意
見

を
は
っ
き
り
言
っ
て
い
た
こ
と
」
・

日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
か
墨
怜

運
命
の
出
会
い
も
待
っ
て
い
た
。

当
時
は
ま
だ
日
本
へ
の
関
心
が
低

く
、
米
圃
か
ら
動
員
さ
れ
た
の
が
ス

タ
ン
フ
ォ
ー
ド
の
日
系
三
世
の
学

生
、
グ
レ
ン
・
フ
ク
シ
マ
（
記
）
だ

っ
禧
彼
は
翌
毎
慶
応
大
学
に
留

学
。
次
の
日
本
今
議
の
実
行
委
員
と

な
っ
た
咲
江
は
彼
に
応
援
を
頼
み
、

そ
の
繊
で
二
人
は
結
ば
れ
た
。

「
入
念
に
準
備
し
、
『
我
々
日
本
人

は
』
と
語
る
姿
は
学
生
会
議
と
よ
く

似
て
い
た
」
。
後
躯
米
通
商
代
表
部

日
本
部
長
を
務
め
た
フ
ク
シ
マ
は
日

米
交
渉
の
橡
子
を
こ
う
語
る
。
日
本

政
府
の
対
応
歴
戸
惑
う
米
政
府
代
表

に
彼
が
日
本
の
事
情
を
解
説
し
た
お

か
げ
で
交
渉
が
円
滑
に
進
ん
毎
怜

参
灘
院
議
員
の
広
中
和
歌
子
も
人

生
が
変
わ
っ
た
一
人
這
特
会
識
は
戦

争
で
中
断
し
た
が
、
戦
後
に
復
活
、

と
り
あ
え
ず
日
本
で
開
か
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
こ
に
参
加
し
た
彼
女

は
米
国
留
学
を
思
い
立
つ
。

男
女
同
じ
立
場
で
議
論

采
国
に
は
女
性
が
活
躍
す
る
場

が
あ
っ
た
」
・
そ
ん
な
米
国
の
姿
を

伝
記
よ
う
と
翻
訳
に
携
わ
り
、
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
教
授
、
エ
ズ
ラ
・
ヴ
ォ

ー
ゲ
ル
が
■
い
た
『
ジ
ャ
パ
ン
・
ア

ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
』
を
翻
訳
、
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。
ハ
ー
パ
ー

ド
犬
￥
に
移
っ
た
フ
ク
シ
マ
占
糖
婚

し
た
咲
江
も
翻
訳
を
手
伝
っ
圭
怜

学
生
会
議
は
男
女
ほ
ぼ
半
々
で
開

か
れ
、
多
感
な
時
期
を
一
緒
に
過
ご

す
こ
と
か
ら
、
カ
ッ
プ
ル
も
多
数
誕

生
し
是
枯
宮
沢
も
夫
人
と
こ
こ
で
出

会
う
。
「
日
米
結
婚
会
議
と
い
わ
れ

た
」
と
グ
レ
ン
は
照
れ
る
が
、
半
面
、

女
性
が
男
性
と
対
等
に
議
論
し
、
自

信
を
付
け
る
場
で
も
あ
っ
た
。

「
米
圃
は
国
際
政
治
分
科
会
の
日

本
代
表
が
女
性
で
あ
る
の
に
驚
い
て

い
た
」
と
語
る
の
は
衆
議
院
議
員
の

猪
口
邦
子
だ
。
上
智
大
学
か
ら
参
加

し
、
エ
ー
ル
大
学
に
留
学
。
母
校
の

国
際
政
治
の
教
授
と
な
り
、
軍
縮
会

議
の
議
長
を
務
め
る
な
ど
「
学
生
会

議
が
人
生
の
進
路
を
決
め
た
」
・

世
界
銀
行
を
経
て
一
橋
大
学
の

教
授
と
な
っ
た
井
伊
雅
子
も
会
議
の

Ｏ
Ｇ
。
医
旅
経
済
の
分
野
で
ア
ジ
ア

諸
国
と
交
流
、
地
方
分
梅
改
革
推
道

委
員
会
な
ど
の
委
員
も
務
め
る
。

民
間
か
ら
交
流
促
進
も

外
務
番
に
は
Ｏ
Ｂ
が
多
い
が
、
民

間
で
交
流
に
携
わ
る
人
も
多
い
。
三

菱
商
事
相
談
役
の
槙
原
稔
（
沼
）
は

日
米
財
界
人
会
議
の
九
○
年
代
後
半

の
日
本
圃
議
長
だ
が
、
副
議
長
を
務

め
た
の
が
章
士
銀
行
頭
取
だ
っ
た
橋

本
徹
（
祠
）
だ
。
「
彼
が
後
輩
と
は

知
ら
な
か
っ
た
」
と
槙
原
は
笑
う
。

槙
原
は
現
在
、
日
米
の
有
敏
者
に

よ
る
目
米
文
化
教
育
交
流
会
議
」

に
一
緒
に
名
を
連
ね
る
の
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ

副
会
長
の
《
ユ
オ
寒
典
（
鯛
）
・
今
井

は
「
報
道
な
ど
米
国
の
オ
ー
プ
ン
な

姿
勢
に
驚
き
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を

志
し
た
」
と
振
り
返
る
○

三
井
物
産
の
元
副
社
長
で
、
槙
原

や
橋
本
と
米
国
駐
在
仲
間
の
天
野
順

一
（
布
）
は
挙
生
会
議
自
身
の
Ｏ
Ｂ

会
長
だ
。
「
米
側
に
は
後
の
国
務
長

官
、
ヘ
ン
リ
ー
・
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー

も
い
た
」
と
友
情
の
大
切
さ
を
語
る
。

日
本
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
育
成
の
サ
ン
プ

リ
ッ
ジ
キ
設
立
、
文
字
通
り
懸
け
橋

を
目
指
す
ア
レ
ン
・
マ
イ
ナ
ー
（
梱
）

も
米
側
の
参
加
者
簿

の
日
本
側
委
員
長
を
務
め
る
。
そ
こ

執
筆
や
評
論
活
動
で
日
米
の
懸
け

橋
と
な
つ
だ
参
加
者
も
多
い
。
ア
ポ

ロ
皿
号
の
月
面
替
陸
の
同
時
通
訳
で

知
ら
れ
る
国
弘
正
雄
（
両
）
、
英
文

毎
日
の
記
者
を
務
め
た
評
論
家
の
竹

村
健
一
（
両
）
、
英
語
教
育
に
も
尽

力
し
た
小
林
薫
（
稲
）
な
ど
だ
。

中
東
関
係
の
テ
レ
ビ
鍾
脱
で
お
な

じ
み
の
放
送
大
学
教
授
、
高
橋
和
夫

（
記
）
や
『
プ
ッ
シ
ュ
の
ア
メ
リ
カ
』

を
著
し
た
朝
日
新
聞
論
脱
委
員
の
三

浦
俊
章
（
帥
）
、
『
買
っ
て
は
い
け

な
い
』
な
ど
で
琿
境
問
題
を
訴
え
る

船
瀬
像
介
（
駒
）
、
脳
科
学
者
の
茂
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主
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Ｏ

Ｂ
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か
も
し
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な
い
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称
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集
委
員
関
口
和
一
）

’
『日本経済新聞』2月25日
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第2草 事前活動

性｣、「各個人が日米同盟において問題意識を持つこ

との重要性｣などの発表が各パネリストからあり、

その後聴衆を交えての質疑応答の際には、パネリス

トと来場者との間に活発な意見交換が行われた。安

全保障の分野に留まらず、環境・教育・貧困の問題

に対して日米の2ヵ国がどのように取り組んでいけ

ば良いのかという議論へと発展していった。

当日は高円宮妃殿下にもご臨席を賜り、英語ス

ピーチを頂戴し、共催者団体の関係者の方々からお

言葉をいただいた。

懇親会では、声楽家のメニッシュ純子氏による

JASCソングのコンサートがあり、学生と来賓の

方々との懇談が行われた。

事前活動とは

第60回日米学生会議の事前活動は、2007年11月の

第3回日米ユースフォーラムから始まった。新しい

参加者が決まる前は、日米学生会議の存在を世に伝

えるため、そして実行委員が運営経験を積むことを

目的として行われる。参加者が決まった後は、講演

会、レクチャー、コミュニケーション講座､英語ディ

スカッション、米軍基地訪問など多岐に渡る、本会

議をより充実させるための諸活動を行う｡本章では、

これらの事前活動の様子を紹介する。

第3回日米ユースフォーラム

日時:2007年11月2日（金）

場所：日本外国特派員協会

共催:JASCジャパン、社団法人日米協会、日米教

育委員会

後援：東芝国際交流財団

テーマ:$GTheEvolvingJapan-U.S.Relationship:

ReassessingBilateralSecurityina

Multilateral,GlobalFramework"

パネリスト：武田尚樹(第60回日米学生会議日本側

実行委員長）

AndrewRuffin(第59回日米学生会議アメリカ

側実行委員）

角田亜紗子(第59回日米学生会議日本側参加者）

MichelleCheng(フルブライト研究生）

モデレータ:DavidH.Satterwhite(日米教育委員

会事務局長）

…1罫 司 司 … L

や 麺、了凹象劣鱒■顛■回色PC“D

Th《､:l1..N.･j"Pan,･('111hForim"
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主■日永四倉JASCｼｬﾊﾝ日米歓冑饗負会

も■■里■禰交糞駒鰯 鍾屍子女のデイベート箇金

１
１

薦 …

灘灘 蕊＆患 』&灘畿

▲パネリストの4人

一一一一～一 q120名を数えた来場者一

L －－－ ・一口
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グ'，

恥 グ亀
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講演会概要：日本外国特派員協会にて安全保障を

テーマに、120名以上の来場者を迎えて、第3回日米

ユースフォーラムが開催された。4人のパネリスト

は日米という枠組みを超えた多様なバックグラウン

ドの下に、それぞれの経験や大学での専攻を活かし

異なる観点から発言した。

「日米同盟においてアメリカが一歩引く可能性｣、

｢被爆国･投爆国から見た安全保障へのアプローチ｣、

「日米同盟において日本が主体的になることの重要

ー

高円宮妃殿下との一枚し
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事前活動 第2章

【実行委員後記】

本フォーラムを通して、自身の日米間の安全保障

に対する認識が向上したのは言うまでもない。そ

して何より感銘を受けたのが、「学生の意見が多く

の人の刺激になる」というレセプションの際に駐日

米国公使のRonPost様からいただいたお言葉。例

え専門知識はなくとも、学生の立場から率直な意見

を発信していくことは決して無意味なものではな

く、新鮮な意見は多くの方々に影響を与えることが

ある。本フォーラムで発言できたことは、日米学生

会議を運営するにあたって大きなモチベーションと

なった。 （文責：武田尚樹）

海外に留学し、また別の3人が国家試験を受験予定

であったため、報告会開催の有無は自然に私たち第

60回実行委員の意志に託された。「第59回の報告会

をやろう｡」どこからともなく聞こえてくる声。私た

ちの想いは既に決まっていた。刺激にあふれた今年

の会議を皆に伝えたい、応募者の数を増やしたい。

さまざまな思惑がそこにはあっただろうが、私はそ

んなことよりも、もう一度あの心地好かった雰囲気

に触れたい、ただそれだけの理由だった。59回の参

加者に会い、空気を、そして思い出を共有し、ただ

二度と戻らないあの夏を慈しみたかっただけなのか

もしれない。

やることを決めるまでは良かったが、報告会の準

備は他の様々な仕事と並行しての行わなければなら

ず、正直楽ではなかった。不慣れな実行委員の仕事

に戸惑ったり、報告会の会場や講演者がなかなか決

まらなかったりと、例を挙げればきりがない。しか

し、その度に、必ず誰かが手を貸してくれた。それ

は同じ実行委員であったり、アラムナイの方であっ

たり、身近な友人であったりした。そして、決して

完壁ではなく、言うなればつぎはぎのような感じで

あったが、なんとか12月に報告会を開催できた。

報告会後、私は確かな満足感で満たされていたと

同時に、如何ともし難い虚無感も持ち合わせてい

た。報告会を通して第60回日米学生会議の新たな鼓

動を感じられ、確かな手ごたえがあった。新しい参

加者が来る。さまざまな妄想が私の脳を過ぎり、幾

第59回日米学生会議

～前年度の報告及び講演会～

日時:2007年12月8日(士）

主催：国際教育振興会

基調講演：松原仁氏(衆議院議員）

場所：慶應義塾大学三田校舎 法科大学院棟

スタンスラーニング室

デイ

概要：第59回日米学生会議の内容を様々な人たちに

知っていただくこと、またこのイベントを通して一

人でも多くの方に応募していただくことを目的とし

て、前年度の報告及び講演会を開催した。

はじめに日米学生会議の主催団体である国際教育

振興会の大井理事長の挨拶から始まり、次に基調講

演として、民主党拉致問題対策本部副部長の松原仁

衆議院議員に学生間の国際交流の意義について話し

ていただいた。一度休憩をはさんだ後、第59回参加

者による本会議の総括があり、最後に第60回実行委

員から本年度の会議の概要や応募要項の説明が行わ

れた。

講演
譜院護員

仁氏

麟蕊
，『松原

講演
蟻院議員

仁氏■ ■

ー

【実行委員後記】

日本側で日米学生会議が開催された年は、報告会

を行う義務はない。また、やるとしても中心となる

のは本来前回の夏に実行委員を務めた者たちであ

る。しかし、夏が終わるとともに、そのうち3人が ▲松原氏による講演

第60回日米学生会議 日本側報告書17
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者、58回実行委員を務められた山田さんからは学生

会議に参加する人達の多様性の素晴らしさ、違う価

値観がぶつかり合うことなどをお話していただき、

同じ代の波多野さんからは分科会のお話や学生会議

のアカデミックな部分についてお話していただい

た。最後には55回参加者、56回実行委員長を務めら

れた飯田さんからアメリカ大統領選挙の時に日米学

生会議に参加する利点など、アメリカ開催の魅力を

たっぷりとお話していただいた。

度も私は気持ち良くトリップしていた｡また同時に、

昨年度の夏の終わりも感じていた。昨年度の参加者

に会い、時間と空間をともにすることでまたあの夏

に戻れることを期待していた。しかし逆に、皆に会

い、話を聞くことでもうそれが過去のものであるこ

とを再認識させられる破目になった。時は進む。そ

れを皆の成長した姿から感じ取ってしまったのだ。

思いのほか早い時間の流れに戸惑いながらも、止

まっていた時計の針を少しずつ現在時刻にあわせ、

私は現実を受け入れた。そして、それは今年の夏を

強く意識することを意味する。時間は一方向にしか

進まない。いや、正確に言うと我々が未来と呼ぶ方

へ時間が進んだ時にしか脳は世界を認識できない。

失ってしまったものを埋めるため、私は未来へと歩

を進めることにした。満たされないままでいたくな

い。次こそは永遠に薄れない会議を作ろうと強く自

分に誓った。 （文責：高野恭平）

i■嘘
寸皇

鹸 F

や
／ 一

圭一醗割言葉に熱の随為塩崎．
＝ 識

東京講演会

日時：2月17日（日）

場所：一橋大学

主催：第60日米学生会議実行委員会

基調講演：塩崎恭久氏(衆議院議員）

テーマ：「日米関係と人的交流」
会場の様子し

【実行委員後記】

朝9時半、第60回実行委員を始めOB･OGからな

る講演会スタッフは、一橋大学に集合しランスルー

や最終的な打ち合わせなどを行いました。準備段階

では58回会議の様子を収めたビデオが再生できない

など、テクニカルな面でトラブルがありながらも、

無事13時過ぎに開会することができました。OB･

OGの皆様、休日にもかかわらずお仕事でお忙しい

中駆けつけて素敵なスピーチをしていただき、本当

にありがとうございました。

第60回参加説明会が終了に近づき、塩崎様が地

方でのお仕事を終え、羽田空港から国立まで予定通

りご到着されるとお電話がありお迎えにあがりまし

た。裏話ですが、講演会の前半は飛行機が遅れてい

ないか、渋滞に巻き込まれていないかなど不安でし

講演会概要：塩崎恭久氏講演会｢日米関係と人的交

流｣では、塩崎氏が高校時代、アメリカへ留学され

ていた時のお話や、官房長官時代、外交をするにあ

たって感じたこと、また今年日米学生会議でアメリ

カに行ったときに見てきて欲しいこと、学んできて

欲しいことなどをお話していただいた。最後には

Q&Aセッションにおいて憲法9条についてなど、激

しい議論があり、会場は盛り上がりと熱気に包まれ

ていた。また、これに併せて、第60回実行委員から

今年開催される会議のスケジュールや応募概要など

参加説明会も行った。当日は、アメリカ開催時に

参加されたOB・OGの方々にご協力いただき、ア

メリカ開催の様子について第58回会議の様子のビデ

オ上映などを交えながらお話いただいた。57回参加

18第60回日米学牛会議 日本側報告書



事前活動 第2章

たが、予定通りご到着され、安心いたしました。塩

崎様、お忙しい中日米学生会議のためにお時間を割

いていただき、また大変貴重なお話をありがとうご

ざいました。

最後の懇親会も大変多くのご来場者が残られ、会

議に関する質問にお答えさせていただきました。テ

クニカルな話だけでなく、会議の苦労話や楽しかっ

た思い出などについても聞かれ、去年の会議を振り

返ることができ､私自身も楽しませてもらいました。

まだ寒さが厳しい時期、会場まで足を運んでいた

だいた方々、講演会にご協力していただいた全ての

皆様にこの場をお借りして改めて実行委員一同心よ

り御礼申し上げます。 （文責：渡辺恭子）

【実行委員後記】

今日は待ちに待った講演会の日。実行委員として

一人京都に取り残されてしまい、丹念に今日の講演

会のために色々な媒体(インターネット、口コミ、

携帯)を通して宣伝を行ってきた。最終的には40人

の学生の皆さんに来場していただいた。興奮のあま

り、実行委員同士との事前の準備は怠ってしまった

が、やはり本番には強いのであろうか？実行委員と

手伝いに来てもらった第59回参加者のみんなは機敏

に与えられた仕事を全うしてくれた。

本日の前半は講演会である。関西系のテレビでは

連日顔を見かける｢有名教授｣の村田晃嗣氏は、経済

学部の私にとっても明瞭かつ簡潔に様々な政治的事

象を説明してくださった。時折混ぜる冗談や雑学で

学生の興味を引き、大変有意義な時間を過ごせたと

感じている。複雑かつグローバルに動く政治の世界

を上手く分析するには、幅広い見識と情報が必要で

あることを思い知らされた。「日米中｣関係といえど

も、具体的な事象や歴史的視点も必要になるからで

ある。改めて、自分の知見が不十分であることを実

感させられた。質疑応答でも活発な議論がされたこ

とは、学生に村田氏の議論が正確に伝授されていた

証拠であろう。前半の1時間はあっと言う間に終了

した。

後半は、第59回会議参加者によるスピーチと第60

回会議の概要説明を行った。京都大学農学部の吉川

真由さんと立命館大学大学院の土岐吉史さんは、明

瞭な、そしてパッションに溢れたスピーチで来場者

に会議のアピールをしてくれた。そして、遥々東京

と岐阜から来てくれた武田実行委員長と高野実行委

員により、関西では到底通用しない漫才ネタを混ぜ

ながら、第60回会議の概要と魅力を伝えてもらっ

た。試験期間前のお忙しい中、多くの大学から来場

してくださった学生の皆さん、そして講演会場の施

設提供をしていただいた京都大学国際交流センター

所長の森純一教授には、この場を借りて御礼申し上

げます。 （文責：伊関之雄）

京都講演会

日時:2008年2月4日（月）

主催：第60回日米学生会議実行委員会

講演：村田晃嗣氏(同志社大学法学部教授）

テーマ：「日米関係：今後の日本がとるべき行動」

講演会概要：村田晃嗣氏講演会｢日米関係：今後の

日本がとるべき行動｣では、現在注目を浴びている

米国の大統領選挙、そして日米朝関係並びに日米中

関係について独自の視点で分かり易く、具体例も交

えながら講演をしていただいた。日米学生会議に参

加するに当たり、このような3ヵ国間関係の重要性

は忘れてはいけないとご指摘いただいた｡また､日々

変化の激しい政治の世界を逐次追っていくために

は、新聞が公表する｢1週間予定表｣を自分の手帳に

記録しておくことで、様々な事象の裏側が鮮明に見

えてくる、といったことも教えていただいた。日本

が今後取るべき行動としては、技術・環境・公衆衛

生に関して世界の中で発言力を高めていくべきであ

ると主張されていた。

講演終了後は、2人の第59回会議の参加者による

5分間のスピーチと、第60回会議概要を詳細に説明

し、関西方面への日米学生会議の浸透という目的を

果たすことができた。

第60回日米学生会議 日本側報告書19



第2章 事前活動

q59回参加者のスピーチ
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▲講演中のアラムナイの方々
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舂合宿

5月4日～5月6日にかけて、代々木のオリンピッ

クセンターにて第60回日米学生会議参加者が初め

て一堂に会する春合宿が開催された。2泊3日という

短い期間の中で、自己紹介、アイスブレーキング、

先輩方による講演会、異文化コミュニケーション講

座、CIEE牛や早稲田のSILS生との英語ディスカッ

ション、アラムナイの方々を招いたレセプション、

そして分科会活動やプレゼンテーションなど、盛り

だくさんの内容であった。参加者は寝る間を惜しん

で親交を深めると共に、英語の練習や分科会の議論

にも明け暮れ、本会議に向けて幸先の良いスタート

を切ることができた。

q熱心に質問する参加者

【参加者後記】

アラムナイの方々が築き上げてきたJASCの歴史

の流れの中に身を置けることに、緊張と嬉しさで一

杯になった。JASCの歴史について少ししか知らな

かった私にとって、アラムナイの方々のJASCの歴

史に関する話は目から鱗であった。特に、戦後すぐ

に会議を復活させようと奔走した、第8回参加者で

ある岩崎洋一郎さんの日米関係への熱い思いに胸を

打たれた。また同時に、多くの困難を乗り越えて

JASCを築いたアラムナイの方々のご尽力に恥じな

い第60回参加者に、自分はなれるだろうかと身が引

き締まった。そして、激励会では岩崎さんと席が近

かったため、アメリカという国、今までのお仕事に

ついてなど貴重なお話を聞かせていただいた。その

際、私の稚拙な質問に対して、寛大に接していただ

けて嬉しかった。

アラムナイ講演を通し、私の働きが、今までのア

ラムナイの方々の姿と重なるよう、JASCを通し世

界をよりよいものにしたいと強く思った。

（高畑乃枝）

○OB講演会
戦後すぐの第8回会議に参加された岩崎洋一郎氏

と、第42回実行委員長の金井隆氏をお招きし、講演

会を行った。岩崎氏からはJASCの歴史や若者への

メッセージを中心に、金井氏には本会議という1ヵ

月が人生にどのようなインパクトを与えるかという

テーマに沿ってお話いただいた。
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○ディナーレセプション｢ようこそ先輩」
様々な年代の日米学生会議参加者・実行委員の

方々を招いて、立食パーティーを行なうのが本企画

の概要である。第60回の理念は今までの日米学生会

議を再考すること。そのためのとっておきの情報源

が、実際に過去の会議にご参加された先輩方の体験

談である。合計で40数名の先輩方に参加していただ

き、会の後半には小さなグループになって各人が個

人的にアドバイスをいただくなど、有意義な3時間

を過ごす事ができた。 （伊関之雄）

○EnghshDiscussionSession×CIEE&SILS
このセッションは多くの参加者にとって、日米

学生会議に入ってから自分の英語スピーキングを

試す最初の機会だった。CIFF&SILSの留学生たち

は、黒色人種／黄色人種／白色人種と、多様な背景

を持つ人たちで、皆ネイティブだったために非常に

良い交流相手となった。全員が集まるとJASCの学

生は留学生たちにアプローチし、Communication

Workshopで学んだ西洋式自己紹介(握手)を実践す

る事が出来た。後に、留学生はそれぞれ興味のある

分科会に混ざり、JASCerと分科会ごとに話し合い

をした。後に立食パーティーを行い、ここでは必死

に学術的な事を話そうと奮闘するジャパデリもいれ

ば、留学生との共通の趣味を発見し話し込む人や、

後のリフレクションで自分は一言も話せなかったと

反省する人もいた。いずれにせよ、一人一人のジャ

パデリにとって、英語コミュニケーションに対する

モチベーションを高める良い機会になった。

（神馬光滋）

▲先輩方を囲んで

＝

…

○CommunicationWorkshop
講師:VitalJapan小田康之氏

VitalJapanより小田康之氏をお招きし、夏に1ヵ

月間アメリカで過ごす参加者のためにコミュニケー

ションワークショップが開催された。文化圏により

コミュニケーションに対する考え方が異り、日本は

ハイコンテクスト（文脈を読む、または主語を省く

など)な文化であるのに対し、アメリカはローコン

テクストな文化であるので、その差に気をつけなが

ら議論を進めると良いというアドバイスをいただい

た。他にも、対人関係を築く上での第一印象の重要

性を教わり、初対面での挨拶の仕方や、握手の意

味などを習い、夏に向けてのかなり有意義なワー

クショップであった。VitalJapanのURLは(http://

vitaljapan・com/)｡ (廣田隆介）

▲懇親会スタート

○分科会発表
春合宿のトリの行事として、各分科会が3日間で

話し合った成果を発表し合うセッションを設けた。

初日から始まった議論をまとめて、他の分科会メン

バーの前で発表することで本会議までに行なう議論

の修正や反省点を考えられる絶好のチャンスであ

る。各分科会は、あまり時間が足りない中でプレゼ

ンテーションを作成して独自性のある発表を行い、
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それらに対して他の分科会参加者からは鋭い質問が

飛び交い、我々実行委員が時間の関係上泣く泣く止

めなければならない程の熱のこもったセッションと

なった。

（伊関之雄）

化、そしてこれから自分が1ヵ月アメリカで過ごし

ていくだろうことを想像して、身震いがしたほどで

もあった。

2日目からは、60回参加者がメインに行なう

「CommunicationWorkshop」や「English

discuRRion」「RoundTableDiscussion｣などが行わ

れた。ここでは、実際に仲間とコミュニケーション

しながら、1つの方向性に向かっていくプロセスを

実感できたと共に、今後1ヵ月一緒にいることがで

きたら、どのようなことを学べるのだろうかという

ことも考えたりした。夜には打ち上げもあり、食事

を交えながら、色々と日米学生会議にかける意気込

みや、今後どのような会議を作っていきたいかとい

う、カジュアルな話をすることで、さらにお互いの

距離が縮んでいったように感じた。

そして、最終日、皆のRo皿dTableでどのような

ことをしていくかという発表があり、その後にリフ

レクションが行なわれた。皆が真剣に発表し、厳し

い質問を投げかけ、涙を流している人もいて、最も

時間が早く流れ、充実した時間だったと思う。

この春合宿を通じて一番良いと思ったことは、日

米学生会議には遠慮しないで、本音で議論すると

いった文化があることである。そのために、特有の

ジェスチャーがあり、質疑応答時間があり、色々と

話し合う時間が設けられているのだろう。今後の事

前活動、そしてアメリカで過ごす1ヵ月が本当に楽

しみになった。 （油井英孝）

噌騨“

lWか

け

岸

７

畑
ゞ

▲プレゼンテーションの一幕

○春合宿に参加して
3日間の春合宿は、LifeChangingExperienceの

序章だったように思われる。

初日の朝、皆スーツを着ながら、日米学生会議の

起源、歴史、今後のあり方の展望、そしてOBの方々

による講演を聞いた。すなわち、日米学生会議の｢理

念｣、コアバリューを真剣に吸収するプログラムで

ある。そこで、大きく感じたのは、我々が背負って

いる責任であった。象徴的なのが、色々なニュース

で取り上げられていた｢ジャパン．バッシング｣であ

る。日本の政治的・経済的な国際的地位が、徐々に

影響力を失ってきているため、アメリカを始めとす

る先進諸国は、日本よりも中国の方に目を向けてい

るというニュースである。こういった影響もあり、

第60回日米学生会議では、「発信｣｢行動｣｢挑戦｣など

がテーマとして上げられており、自分も日米学生会

議の一員として、この目標に達するための責任を果

たしていこうと改めて決心した。

一方で、初日の後半では、日米学生会議で、実際

に何を行なうかの説明を受け、日本側．アメリカ側

のFxecutiveCommitteeのビデオ紹介なども見て、

理念から生まれてくる日米学生会議の雰囲気や文

○参加者による一言感想
．たった3日間だったにも関わらず、内容が濃く、

充実した合宿でした。他の参加者と予想以上に仲良

くなることができたし、RTでの話し合いの時間も

しっかりあったし、それ以外のOBやOGや留学生

などと知り合うことができ、本当に知ること、学ぶ

ことが多い3日間でした。 （明石恵美子）

･@CJ"u実した3日間、疲れた眠い…でも夢中！

"A"ツイ議論、もっと勉強します！

"3uテキな皆に興味津々！

"C"oれから楽しみ1

縦も横も熱く固く結びついたJASCerになれて良
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かつた。皆からの刺激を元に問題意識を持って、私

も発信していきます☆ （居鶴有未恵）

．この春合宿で感じたのは、ジャスカー一人一人の

個性の強さでした！（笑)初日から熱く語り始めた

り、ぶつとんだ自己紹介したり、マフィアがいたり

と皆の個性を掘り下げるだけでも、1ヵ月は必要だ

なと思いました笑 （伊藤昂介）

・多くの人からの刺激にのみ込まれ、思いやりに包

み込まれた3日間。素敵な出会いに感謝して、浮き

彫りになった自分の課題に取り組みたい｡(小野元）

・春合宿が終わって、「プチJASCシンドローム｣を

患っている。ジャパデリ36人全員が魅力溢れ、話し

ても話しても話題は尽きない。早く来て欲しい本会

議。終わって欲しくない60thJASC｡ (金光慶紘）

･JASCでの議論は面白かったし、OBや勉強会か

ら新しい何かを吸収するのは楽しかった。JASCの

持つ"人"という財産を感じとることができた。これ

から、もっとJASCの持つ可能性を引き出していき

たい。 （後藤昌也）

・国際交流を通じて視野を広げたい、が応募理由で

したが、早くも春合宿だけでこれまでの人生で最も

世界が広がった気がします。JASC恐るべし。こん

なにもエネルギー溢れる個性的な面々と知り合えた

ことに感謝です。（坂本朋美）

．まさにJASCの幕開けにふさわしい春合宿だった。

JASCの先輩方の熱い思いや、JEC･AECの60回へ

の意気込みに刺激され、分科会の議論の中で新た

な自分を発見し、これから私にしかなれない真の

JASCerになりたいと思いを新たにした。(新宮清香）

・合宿参加者全員の第一印象が良かったわけではな

い。ところが、その第一印象はすぐに塗り替えられ

た。みんな、「うまい｣。そして、本質的に｢良い｣。

切蹉琢磨し合えるレベルに成長しようと思った春合

宿であった。 （神馬光滋）

・私たち実行委員にとって春合宿は特別なイベン

ト。もしかしたら本会議よりも輝かしいものであっ

たかもしれない。不安が少し入り混じる、しかしそ

れでいて希望に満ち溢れる瞳たち。絶対本会議を成

功させようと固く誓った日になった。 （高野恭平）

・冷静さを装っていたつもりだけど、私の心の中は

最高潮でした。初めて会った人とでも、こんなに熱

くなれる自分、そしてみんなを見つけたから一！

（高畑乃枝）

・他のメンバーの第一印象は、おとなしい＆マジメ

だった。しかし、外国からの留学生との英語討論が

ひとたび始まれば、みんなの顔に生気が宿り、立て

板に水のごとく英語を使いこなす。この会議の真髄

に触れた瞬間だと思った。 （田中豪）

．長かった広報活動、そして選考が終わり、ついに

待ちに待った春合宿。広報担当だった私は、この日

を夢に見ながら、実行委員の仕事をしてきた。参加

者の期待を裏切らないよう、今後も全力投球で本会

議準備に臨みたい。 （竹内菜緒）

･OBとの交流や講演を通してJASC参加者として

の自分を意識し、モチベーションがあがった。英語

ディベートやセミナーなど実践面も充実していて、

何を課題に取り組んだらいいのか考える機会にも恵

まれたと思う。 （中村玲奈）

・全体的に充実した内容の濃いイベントでした。フ

ルーツバスケットや他己紹介による打ち解け、OB

やOGを交えたレセプションでのJASCに参加して

いると言う自覚、留学生とのトークイベントでのR

Tの方向性の模索などこれからのJASCを盛り上げ

るきっかけとなったイベントでした。（比嘉慎一郎）

・合宿終了後、家に帰ってほっとすると何故か一

気に涙が出た。3日間緊張し続け、メンバーからも

強い刺激を受け、正直圧倒されっぱなしだった。

JASCの重みを感じた、忘れられない春合宿だった。

（廣瀬祥子）

．「何かすごいことが起こるかもしれない」という、

上手く言葉では表現できない予感が生まれた春合

宿。こんなに人との距離が縮まって、こんなに色ん

な感情が押し寄せた2泊3日は初めてだったかもしれ

ません。 （誉田有里）

．「8カ月間の努力は全てこの日のためにあったの

だ」と、感慨深い60回デリとの出会い。本会議が本

当に楽しみである一方、ここから時間の流れが一気

に加速すると思うと､何だか寂しい複雑な心持です。

（廣田隆介）

.濃い3日間だった｡素晴しい仲間と出会い､同時に、
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彼らに刺激され自分の知らなかった自分にも向き合

う事もできた。この仲間たちと一緒に米国で過ごす

1ヵ月、どんな事が起こるか楽しみだ。

（松本秀也）

・就職活動終了後、入社までの1年間の予定を立て

ていたが、JASCの春合宿から帰ってきて、その予

定をとりあえずすべて白紙にした。JASCにひと頁

かけてみようと思った。 （盛島正人）

・春合宿は、少しの緊張と大きな期待で始まりまし

た。真剣な討論、楽しい会話を通じて、素敵な仲間

と出会ったという実感とともに｢夏が待ちきれない」

｢自分の何かが変わる」とさらに大きな期待でいっぱ

いです。 （安川瑛美）

、春合宿では、日米学生会議の過去・現在を多く学

んだ。日米学生会議が開始された時の理念、60年

経った今でも受け継がれているものと変化したも

の。今後、どんな未来を創っていけるのかを想像す

ると楽しみである。 （油井英孝）

・日米学生会議で自分に何ができるのか、分科会は

どうなっていくのか、皆とどんな風にこれから過ご

していけるのか｡日米学生会議のスタートを体感し、

胸の高鳴りを感じながらも、一方で戸惑っている自

分がいた。 （横山雄一）

・開会挨拶があっても、「始まり」を実感できなかっ

た。しかし、分科会での議論や全体プログラムを通

して、自分の胸中を語り意見を言い合う中でいつの

間にか今度は終わりが来る事をすでに寂しく思って

いた。 （渡辺恭子）

．ワークショップで習ったPREP方式で！

P全員から情熱を感じ、刺激的な合宿！

R皆が意見を持っている＆周りの意見を素直に受

け入れる！

E分科会では時間を忘れ議論！

P皆、情熱的！

今は本会議が待ち遠しい！ （渡辺千尋）

、心から自分を成長させたい。そう願ったなら、自

分を育ててくれる他人に正直な自分をあらわすこ

と。そこにホンモノの出会いがある。これが、私が

春合宿で一番感じたことだ。 （渡邊ともね）

英語ディベートワークショップ

日時：2008年5月10日(土）

場所：ココデシカ

講師：井上敏之氏

豆 ”

▲井上氏を囲んで

【参加者後記】

JASCのOBの井上敏之さんによる英語デイベー

ト講習には、20人を超える参加者が集まった。井上

さんはまず、参加者一人一人に講習の目的を聞き、

日本語と英語を切り替えながら、ディベートの基礎

から教えてくれた。

はじめに､1対1でのスピーチ練習では､PREP(結

論・理由・例示・結論)を意識して、論理的な話し

方を実践的に学んだ。続いて、「日本は小学校から

英語教育を行うべきか｣などについて、1対1のディ

ベート練習を行った。

講習の最後は、4人1チームによるディベート対

戦。テーマに対して賛成・反対に分かれ、それぞれ

4人が基本的な主張、その補強、相手への反論、結

論と役割を分担した。みな、講習で学んだ話し方を

さっそく取り入れ、1分の時間制限に追われながら、

チームの勝利を目指し､活発な議論を展開した｡ユー

モアにあふれ、説得力のある参加者の姿から、本会

議までにどのような力が必要か考えられたと思う。

（小野元）

(井上敏之氏のウェブサイトは、

http://www.speech-debate.com/)
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アメリカンセンター講演会 さり、結婚において異文化間でどのような違いが生

まれるかなどJASCerみんなの人生の先輩としての

アドバイスも､私たちの今後に大いに役立つだろう。

（安川瑛美）

日時：2008年5月15日（木）

場所：東京アメリカンセンター

講演:SangmmLee氏(在日米国大使館 安全保障

政策課課長補佐)、KevinOlbrysh氏(東京ア

メリカンセンター副館長）

テーマ：「アジア系アメリカ人の政府における役割」

横田墓地訪問

日時:2008年6月6日（金）

場所：横田米軍基地

概要:JASCのOBでもあり、日米協会の会員でも

ある山本東生氏のご協力により、日本側デリ

ゲート有志で横田基地を訪問した。日米学生会

議の必須テーマである｢世界平和｣について、安

全保障の側面から考える良い機会となった。

、－W……一 一一皇一
一一一 一一写一

画

一一 一

"＝芦

q広報将校を囲んで

念
ヨ ペ

撫穐ゾ

轡
９
蓄
電

〃棚
鯵
嘗
蟻
黛
ゞ

・
罰
，
坐
繍
騨

11

▲講師のお二人を囲んで

【参加者後記】

外交官の方とのセッション…「外交官｣と聞くと、

私には遠い存在であり"外交官らしく”どこか距離を

置いたディスカッションの様子を想像していた。経

歴を拝見すると、在韓米国大使館での滞在期間には

北朝鮮の核問題を担当なさるなど、まさに最前線で

活躍されている方を前に緊張は高まる。しかし、そ

んな緊張は不必要だと分かるのに長くはかからな

かった。プレゼンテーションはアジア系アメリカ人

とアメリカ社会の関係について、人口比に対するア

ジア系アメリカ人の社会的成功率の高さという現状

の説明から始まり、その一方で直面するアメリカ

人・アジア人両者から板挟みのジレンマ、アイデン

ティティー問題、アファーマテイブ・アクションの

是非といった社会的な話をしてくださった。私自身

がマイノリティと多文化社会分科会所属なため、始

終興味深いお話が聞けてとても有意義な時間であっ

た。またさらに、結婚と文化の関係について実体験

を交えたお話など身近で素朴な疑問にも答えて〈だ

基地内のテレビ局にてし

【参加者後記】

久しぶりの晴天の中、日本側参加者で横田基地を

訪れた。福生駅から車で10分ほどのところに、突如

｢アメリカ｣が現れた。東京ドーム150個分もの広大

な敷地を持ち、基地内には至る所に星条旗がはため

き、学校や教会、スーパーマーケットなどが並ぶ横

田基地は、さながらアメリカの都市を丸ごと移送さ

せたようだった。横田基地に到着して最初に放送局

を訪れ、基地内での放送内容などについて説明を受

けた。次に、広報部長のお話と質疑応答を経て若手

米兵と昼食を共にした。自分と同世代の若者が一兵
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士として日本に駐留しているという事実は日本人の

私にとって幾分不思議に感じられた。その後、横田

基地についての概要説明を聞き、最後に大きな基地

内をバスで巡回し、基地を後にした。

戦後の日本の国防は米軍なしには語ることはでき

ない。それにも関わらず、今まで私にとって米軍と

その基地は遠い存在でしかなかった。今回、それを

実際に目にする機会を得ることができて良かったと

思う。基地の説明を受け、米兵と実際に話すこと

で、「米軍基地」という鉄条網の中の住人でしかな

かった彼らの存在意義を改めて考え直し、評価し直

すきっかけになった。これからもこのように市民と

米軍が交流し、お互いについて考える機会が増えれ

ば良いと思う。米兵の犯罪や、日米地位協定、「思

いやり予算｣など、日米関係に関して見直すべき点

は沢山ある。冷戦は終結し、世界の構造は変化を遂

げ、日本は世界有数の軍事大国となった。私たちは

改めて、日本憲法9条、これからの日本の国防や米

軍との付き合い方を真剣に考えてゆく必要があるだ

ろう。 （明石恵美子）

【参加者後記】

NanoJapanとは、アメリカで科学を勉強してい

る学生が日本に短期間留学するためのプログラムで

ある。彼らと5月から6月にかけて3回の議論と総括

を行い、日米での教育制度の違い・地球温暖化・民

主主義というテーマを扱った。

議論を通してその分野の複数の視点を知ることが

できた上に、議論の進め方の違いについても見えて

きた。日本の参加者は自分の意見を綺麗にまとめて

から話そうとするのに対して、アメリカの参加者は

とりあえず自分の意見を述べてみることが多かっ

た。大風呂敷を広げてみる議論のスタイルの方が、

新たな意見を吸収しやすく、成長の機会が大きいよ

うに思えたので、今後試してみたい。

学ぶことが多かっただけでなく、ここから新たな

交流関係も生まれた。麻布十番で、一緒にご飯を食

べたことは良い思い出である。アメリカでの本会議

1カ月に向けて弾みとなるだけでなく、自分を成長

させ、新たな友人と出会うことが出来た貴重な機会

だった。（大井あゆみ）

KIPPForum・NanoJapan

英語ディスカッション
唱qi4

日時:2008年5月12日(月)、5月22B(木)、5月29日(木)、

6月4日（水）

会場：国際文化会館、さぬき倶楽部 ＜フェァゥェルパー

ティの様子

概要：パッカード啓子氏のご厚意により、各界の

第一線で活躍されている方々から生のお話を伺う

KIPPFommと、科学専攻のアメリカ人学生たちと

の英語ディスカッションに、日米学生会議参加者も

ご招待いただいた。KIPPFomm初回では、朝日新

聞主幹論説員の若宮啓文氏に日本政治の現状につい

てご講演いただき、その後学生の意見に対して丁寧

に一問一答して下さった。NanoJapanは5月中旬に

アメリカ人学生が来日したのを皮切りに、彼らの集

中研修が終わる6月初めまでディスカッションを重

ねた。

京都英語デイスカッシヨン

2008年6月14日(土）

京都キャンパスプラザ

ダーニング舞子シャンドラ氏

日時

場所

講師

東京での英語ディベートワークショップに参加で

きない関西JASCerの要望に応え、赤ちゃん同伴で

通えるママさん英会話教室を開いているダーニング

舞子シャンドラさんを講師に迎えての英語ディス

カッション講座が京都で行われた。講座は簡単な自
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(ダーニング舞子シャンドラ氏のウェブサイトは、

http://www.chandrababyenglish.com)

防衛大学校訪問

日時:2008年6月27日（金）

会場：防衛大学校

概要：防衛大学校側のご厚意により、課業日にもか

かわらず毎年日米学生会議は防衛大学校を訪問し、

学生との交流を重ねている。普段中々意見を交わす

ことのできない防大生と意見を交わし、将来の国防

を担う彼らの責任感の強さに自らを戒めながらも、

我々と何ら変わらない青年らしさも持ち合わせる彼

らとの交流の素晴らしさは、日米学生会議をまたこ

こに引きつける原因にもなっているのだろう。

q防大生の優しい

エスコート

▲ディスカションの様子

己紹介を済ませた後、プレゼンテーション→フィー

ドバック→ディスカッション→反省会という流れで

あった。参加者は関西在住のJASCer3名十京大生1

名と少数だったため各人の発言する機会が多く、充

実した1時間となった。

[参加者後記］

初めての英語ディスカッション講座に対する緊張

は、JASCerとの久々の再会と、私と同年代のシャ

ンドラさんの丁寧な指導のおかげですぐに解けた。

自己紹介を兼ねたアイスブレーキングの後、早速

｢私のホームタウン｣についてのプレゼンテーション

を開始した。シャンドラさんは特に形式などは示さ

ず、各自のスタイルで発表するよう促した。そこ

で参加者は故郷の自慢や嫌いな点、「そもそもホー

ムタウンはどこか｣を論じるなど自由に思いを述べ

た。発表後は各自が互いの発表について長所・短所

を指摘しあうフィードバックが行われ、自分の話法

を改善するよい機会となった。次に3対3に分かれて

のディベート。お題は｢バナナとリンゴ、どっちが

いい？」である。今回は相手を言い負かすのではな

く、相手の意見を尊重しつつ自分の主張を展開する

｢FriendlyDebate｣が重視された。ここでは相手を

納得させる論理展開に加え、相手を引きつけるた

めのアイコンタクトやジェスチャーの重要性も学ん

だ。これらは本会議でよりよいディスカッションを

行う大きな助けとなるだろう。 （坂本朋美）

日防学生会議序章伝

【参加者後記】

人間は、想像を許された生物だ。故に、僕らは脳

みその中で、数少ない情報を用いて、対象の印象を

作り上げてしまうことがある。そして、ホンモノに

直面したときに、そのギャップに驚かされるのだ。

僕は、防衛大学校研修において、まさにそのような

経験をした。現実に存在する防衛大学校生は、僕の

脳みその中の彼らよりも、「多様性｣を兼ね備え、「聡
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明｣であり、僕らと同じように「日本のことを想い｣、

何より「大学生｣だった。防衛大の全校生徒に囲まれ

そわそわしながら食べた昼食、「環境と戦争｣につい

ての熱い議論、互いの健闘を称えこれからの門出に

乾かした瓶ビールという名の杯､、、全てが一生の思

い出となった。僕は今この感想文を、アメリカに向

かう飛行機の中で書いている。これから始まる会議

への期待が高まる一方、その成果を早く防衛大学校

の学生に伝えたいと思う。そのためにも頑張ろう。

そして秋には東京の居酒屋で、日防学生会議だ!！

（仁平理斗）

【参加者後記】

横須賀基地内はあちこちで英語が飛び交い、建物

は全て高さが低く横に長い構造であり､道路は広く、

朝ご飯を食べたマクドナルドではドル表記で日本に

はないメニュー項目があるなど、本会議前でありな

がら既にアメリカに来てしまったようだった。米国

のために貢献する軍人の方々が母国にいる時と同じ

ような気持ちで、同じような生活が出来るように配

慮しているとのことだったが、そこに流れる空気ま

で忠実に再現しているようで、感激した。

まず係の方の誘導のもと基地内見学をさせて頂い

たが、ヘリコプターの消火訓練の様子や、イージス

艦内部のミサイル中央操作室の見学までさせて頂け

るなど、基地のオープンな雰囲気に驚いた。日米が

同盟関係にあるとはいえ、防衛に関することである

ためもっと閉鎖的であるに違いないと思っていた私

にとって、とても新鮮だった。

また、横須賀基地司令官のキャプテン・ウィード

より日米同盟についてご講演をいただいた。質疑応

答で中国の台頭を受けての日米関係の今後の趨向に

ついてなど気になる事を遠慮なく次々と質問してい

ると、一緒に昼食を食べていた若い米軍人のPaul

に、"Youasksuchdifficultquestions!''と言われ

てしまった。しかしウィード司令官はとても丁寧に

全ての質問に答えて〈ださり、日本をいかに自分が

気に入っているか、日米の同盟がいかに強固なもの

であるか、そしてこれからも米国が日本の、そして

日本が米国の一番の同盟国であり続けることがいか

に重要であるかということなどを説明してくださっ

た。ウィード司令官のおっしゃる通り、これからも

日米両国の友好と固い絆が存在し続ける事を願う。

横須賀基地訪問研修は、日米関係や米国の安全保

障についての知識と理解を深め、双方間の対話を実

現できたという意味で、大変有意義な経験だった。

（竹内友理）

横須賀基地訪問

日時:2008年6月28B(士）

会場：米軍横須賀基地

概要:OBでもあり、日米協会の会員でもある山本

東生氏に再びご協力をいただき、横須賀米軍基地を

訪問した。2年連続の訪問、そして前夜からの基地

内宿泊を許可していただくなど、在日米軍横須賀基

地の皆様には格別のご高配を賜り、この場を借りて

御礼申し上げたい。

駆逐艦上で惨

認
識 §

；i、

q山本氏とウィード司令官
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直前合宿 ゆく中で、これから始まる本会議が現実味を帯びて

ゆくのを感じた。長い歴史を誇るJASCの一員であ

るという事実とまだ見ぬアメデリとの出会いに期待

と緊張、不安が高まっていった。スケジュール確認

後は、ポートランドで発表するスキットをグループ

に分かれて考えた。10分ほどの短い時間内のスキッ

トにも関わらず、日米のユーモアの違いに配慮しつ

つも、日本文化を反映させ、日本特有の事柄を英

語で説明することが難儀であることを悟る。その

後、分科会の時間に今まで学んできたことを確認し

合い、夕食の時間に至る。上げ膳や片付けを協力し

ながらやり、スキットの練習に深夜まで取り組む中

で、どことなく皆の中に一体感が生まれてきた気が

した。 （明石恵美子）

コーディネーター：高野恭平・竹内菜緒

直前合宿スケジュール

7月26日(士）直前合宿オリエンテーション

本会議のスケジュール確認

スキット練習

サイトスタッフミーティング

7月27日（日）スキット練習

スペシャルトピックス

フォーラム概要説明

サプライズプロジェクト（花火）

7月28日（月） リフレクション

成田空港により出発(機内泊）

7月27日 日本側直前合宿2日目

直前合宿の概要

参加者同士の絆を深める時間を意識し、直前なの

であまり疲れないプログラムにするため、本年度か

ら直前合宿を2泊3日にしようと考えた。直前合宿で

は、本会議に違和感なく入っていけるように本会議

をイメージできるようなプログラムを多く組んだ。

また、事前活動の参加率による温度差を減らし今抱

える悩み不安などを共有できる場を設けることで参

加者のコミュニケーションの活性化を図った°

この日は、まず分科会の時間を設け、アメリカに

渡る前の最後の詰めを行った。その後、本会議の最

新のスケジュールや各地で行われるフォーラムの詳

細を実行委員が発表した。一度昼休憩をはさんだ後

は、スキット練習やスペシャルトピックスなどを

行った。夜にはリフレクションを行い、渡米直前に

皆で不安を共有し合った。また、直前合宿の締めと

して、実行委員からのサプライズ企画である花火を

行い、夜遅くまで語り合った。

7月26日 日本側直前合宿1日目 【参加者日記】

27日は本会議の前日であった。久しぶりにJASCer

の皆と食べる朝食、試験の直後でかなり疲れていそう

に見える顔もちらほら見える。けれども、久々にみん

なと一緒だという感じがなかなか良く、明日は出国だ

という期待で落ち着かないながらさわやかである。朝

食後は分科会タイム。それぞれどれだけ進んだのか

チェックし合い、分科会によってはだいぶ扱うテーマ

や方向性も決まっていて安心する姿も見える。昼食の

後はスキットについて話し合う時間。みんな素晴らし

いアイディアを出してくる。さすがと思いながら自分

はどんなキャラで行くべきかを真剣に迷い始める。そ

の後はスペシャルトピックス。テーマはカルチャー

ショックだったはずなのに、気づいたら国際恋愛につ

いよいよ直前合宿の日。昼を過ぎたころ、大きな

スーツケースを引きながら東京大学検見川セミナー

ハウスに日本側参加者が集合した。はじめに実行委

員から直前合宿に関する諸注意やスケジュールの確

認などが行われた。その後､息つく間もなく、スキッ

ト(異文化紹介の寸劇)の練習や、これからの本会議

の軸となる分科会の日本側最終準備をおこなった。

【参加者日記】

1ヵ月に及ぶ本会議に備えた大きなスーツケース

と期待を抱き、千葉のセミナーハウスに到着。ジャ

バデリとの久々の再会にはしやぎながらも、直前合

宿が始まった。各サイトのスケジュールを確認して
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いて盛り上がっていた。そして最後に花火大会。楽し

みながらも、明日からアメリカ行〈のをやっと実感し

始め、妙な気持ちになった。今日も一瞬で眠れそうと

思いながら部屋に戻った。 （李鎭河）
ドキドキの成田空港惨

(居鶴有未恵）を持って臨みたい。7月28日 直前合宿最終日・出発日

午前中はこれから1ヵ月間に渡る本会議の意気込

みを全員がひとりひとり発表した。その後、バスで

成田空港まで移動し、15時35分に予定通りNW航空

の便にてアメリカへ向かった。

【参加者後記】

久しぶりに皆で顔を合わせての直前合宿。ここで

は、主に現地でのフォーラムや日程の通知、アメリ

カ到着後2日目に行われるスキットの練習に当てら

れた。1日目はRTとスキットの打ち合わせ、2日目

はRTとスキット、スペシャルトピックスやサプラ

イズの花火｢大会｣が行われた。我々のRTでは、現

地でのサイト説明や、メンバーによるRTに向けた

プレゼンなどが行われた。皆本番に向けて、気合が

感じられたのと、自分も含め物怖じせず意見を言え

る雰囲気があった。現地でアメリカの学生と議論す

る際もこの心構えを保てると良いなと感じた。ス

キットの打ち合わせでは、普段RTなどが違うメン

バーとグループで話し合う機会がもて、非常に楽し

かった。スペシャルトピックスでは、中国に関する

議論を、他のRTの人達と話すことが出来て、非常

に面白かった。直前合宿は、全体的にリラックスし

た雰囲気で、皆との交流も沢山することができ、直

前の準備段階としてはとても良かった。OBの方た

ちが訪れてくれるなど、JASCの魅力を感じる事が

できた。アメリカでの本会議が楽しみである。

（松本秀也）

【参加者日記】

ついに出発の朝。選考の合格通知を受け取ったと

きの｢感動｣、そのときから感じた｢責任」と｢不安｣、

それらの下での｢ついに｣の日なのに、待ちこがれた

日であり過ぎて、実感を持て無かった。日本でする

最後のrenection。慌しさや混乱を整理して自分と

向き合える時間であり、そこで感じたことを仲間と

共有できるこの時間が、すごく好きである。特に

この日は、出発前に一人一人の意気込みを確認しあ

う貴重な時間となった。私の目標は、「聴き役｣から

｢聴かせ役｣になること。普段から自分の考えを明確

に伝えることに苦労している上に、言葉の壁がある

本会議で満足のいく意見交換ができるか。正直な

ところ不安ばかり感じていたけれど、JASCの仲間

と3日間合宿をする中で、意欲が不安を打ち消した。

delegate発案のおそろいミサンガを腕に付け、いざ

出発11最後に、ECの綴密な準備や配慮につくづ

く感謝。本会議中は一人のJASC構成員として自覚
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第3章 第60回日米学生会議概要

’
1

サイトコーディネーター

ポートランド
7月28日～7月31B 高野恭平竹内菜緒JessaHutchmsBethanyMarsh

かつた参加者も少なからずいるだろうと思われる

が、サイトの概要にあるように、この土地は西海岸

に位置することから日本との関係が古くからあり、

同時に日米学生会議にとっても、大変ゆかりがある

土地である。第1回日米学生会議が開催されたあと、

日本側の努力と熱意に感銘した米国側参加者の申し

出によって、翌年第2回日米学生会議が米国オレゴ

ン州ポートランドのリードカレッジで開催され、以

後日米両国で交互に開催されるようになった。第2

回、第16回と開催されたその土地で、第60回日米学

生会議においても最初のサイトとしておこなわれる

ことになった。その土地で目指すものは、まず60回

と続いている日米学生会議の歴史を辿り、会議の意

義を再考すること。そして、その会議に参加する目

的を改めてこの土地で考えること、である。

ポートランドサイトは、初めて出会う日本側参加

者とアメリカ側参加者が打ち解けるためのアイスブ

レーキングと、出会ったばかりの参加者の友好を

深めるための場でもある。日本文化の紹介と、参

加者同士の交流を深めることを目的としてジャパ

デリ・リード・プロジェクト(JLP-JapadeleLead

PrOject)と称した活動を行った。JLP活動では、日

本側参加者が中心となり、アメリカ側参加者と日本

の味｢お好み焼き｣クッキングを共同でおこない、参

加者の交流を更に促進させる場を提供できたらと考

えた。さらに、この土地では日米学生会議の60回を

記念しての式典と称したリユニオンがおこなわれ、

多くのアラムナイを招いての参加者間交流によっ

て、日米学生会議の歴史を共に振り返り、現在開催

する意義を考える場であってほしいという願いをこ

めて本サイトをコーディネートした。

ポートランドサイトスケジュール

7月28日（月） ポートランド到着

ジョイントオリエンテーション

日本領事館ウェルカムディナー

7月29日（火）分科会活動

開会式

アラムナイディナー（リユニオン）

スキット上演

7月30日（水） ポートランドフォーラム

ゲストスピーカーMr.JimTagawa

によるスピーチ

オレゴン日系博物館見学

7月31日（木） 分科会活動

JLPお好み焼きクッキング

スカベンジャーハント

スペシャルトピックス

8月1日（金)LAサイトに出発

＊宿泊場所：リードカレッジ

ポートランドサイト理念

ポートランド、1935年アメリカで初めて日米学生

会議が開催されたこの土地から私たちの旅は始ま

る。ポートランドは雄大な山々と穏やかな気候に恵

まれ、自然の豊かさと都市の機能性が調和する街と

して知られている。このような魅力あふれる街であ

る一方､この土地は日米間の暗い歴史も刻んでいる。

日本人収容所などの第二次世界大戦の遺産。現在で

は強固な同盟を持つ2国ではあるが、日本とアメリ

カはほんの60数年前までお互いに憎しみあってい

た。この土地で私たちはポートランドの魅力を堪能

しながら、日米関係の過去、現在、そして未来につ

いて再考させられることになるだろう。

7月28日(アメリカ時間）日本側参加者到着

午前8時過ぎ、私たちを乗せた飛行機はポートラ

ンドの空港に到着した。入国手続きを済ませた後、

ポートランドサイトの目指すもの

ポートランドとは一体どこにあるのか。知らな
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は正装に着替え開会式を行った。JASCジャパンの

天野会長と、ISCPresidentのMs.RobinWhiteよ

り開会の挨拶を賜り、アラムナイの方々が日米学生

会議に対する思いを紙に書きタイムカプセルを作っ

た。その後、レストランでのディナーがあり、そこ

で伝統あるJASCソングを全員で合唱するなど、世

代を超えた交流を行った。リードカレッジに戻って

からはスキットを披露しあった。

アメリカ側実行委員のAyaとJessaが出迎えてくれ

た。実行委員にとっては1年ぶりで感慨深い再会で

あり、参加者たちにとってはいよいよ本会議が始ま

ると実感する瞬間であっただろう。それぞれの思い

が交錯する中、アメリカ側実行委員が手配してくれ

たバスに乗り込み、リードカレッジに向かった。お

昼頃、到着した私たちを出迎えてくれたのはアメリ

カ側参加者たちであった。事前に連絡を取り合って

いたが、会うのは初めてである参加者が多く、照れ

くさそうに挨拶を交わしながら、すぐに始まるジョ

イントオリエンテーションのために、それぞれが泊

まる部屋まで案内され、荷物を置き、初めて参加者

全員がロビーに集合した。初めての全体イベントで

あるオリエンテーションでは、実行委員の紹介、参

加者の自己紹介、ギフト交換などを行った。その後

は､分科会ごとに屋外でサンドウィッチを堪能した。

その際サプライズで日本側実行委員からアメリカ

側実行委員へ実行委員ポロシャツが贈られた。夕方

はポートランドの日本領事館へ招かれ、総領事から

開会のご挨拶を賜った。 ▲アラムナイの皆様

》鐸感動の対面し
【参加者日記】

ポートランドの朝は、夏とは思えない寒さとピ

ンとした空気に覆われます。今朝は分科会で朝食

をとってから分科会タイム。初めてのアメデリと

の分科会に少し緊張したけど、みんな社会への関

心と問題意識をしっかり持っていて、初回からスト

レートに意見をぶつけあうことができた！お昼には

openingceremonyがあり、JASCの新しい旗のもと

で、スピーチとタイムカプセルイベントが行われ

た。その後には全体で集合写真を撮り、レセプショ

ンランチ。夕方にはスキット練習。いよいよ今晩

が本番！と気合を入れて練習してから、Portland

Downtownの外れにあるレストランでalllmni食事

会に向かいました。日米学生会議の開催が今年で

60回目ということで、還暦を祝い、JASCソングを

熱唱，REEDに帰ってきてからはスキット発表1笑

い声と歓声で会場が沸き、一気にデリ間の距離が縮

まる素敵な夜となりました。スキットに登場した全

てのキャラは味があり、みんな本当に楽しそうに演

令分 F~

｡ 垂

プ

zb争嫁

q

参
恩 qJECからのサプライズ

プレゼント

7月29日 アラムナイイベント、スキット上演

午前中は分科会の時間であった。これが初めて顔

を合わせる時間で、事前に話し合ってきた分科会の

方向性を話し合ったグループが多かった。午後から
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じていた☆スキットはyoutubeにアップされていま

す！ （今矢涼子）

リーダー:RachaelSta'1m&高畑乃枝

GROUP5:AFF沢AmTYIEACTYON

リーダー:RobertCooper&後藤昌也

GROUP6FSOZﾙ伽GDISCRM"M47YON

リーダー:RebeccaNorton&松尾恵輔

GRO[P7FCOUN7ERWGASS肌皿A刀OⅣ

リーダー:KarenJung&安川瑛美

GRO[P&LANG[Z4GEBARRmRS

リーダー:EdwardPhilips&渡辺千尋

qアメリカ側参加者によ

るスキット

■
」

【
ゴ

』

,l
p

巳
Ｉ
巳
Ｉ

一
戸

仁平君の熱演が光る！し

7月30日 ポートランドフオーラム

この日はポートランドフォーラムと称して、1日

かけて移民問題に対する見識を深めるイベントを

行った。午前中、8つのグループに分かれ、それぞ

れが別々の議題について議論した。午後からは一つ

の会場に集まり､各グループが議論した内容の発表、

ゲストスピーカーMr.JimTagawaによる講演など

を行った。その後、ダウンタウンにあるオレゴン日

系博物館を見学し、日系移民について勉強した。夕

方からは、初めての自由時間が設けられ、参加者は

それぞれ買い物やダウンタウンでの夕食を済ませ、

アメリカ側参加者に案内されながらポートランドの

夜を満喫した。

▲プレゼンテーションの様子

【参加者日記】

午前中は移民政策について、グループに分かれて

議論し、簡単なプレゼンテーションを行った。午後

は、オレゴンの日系移民博物館に行って、日系3世

の白髪の紳士に話を伺った｡高校時代に本で読んで、

日系移民の苦難について知識としては知っていたも

のの、それを体験した人から直接話を聞くことは、

全く違った意味があった｡彼に､日米で戦争が始まっ

た時どう思ったかを聞いた時のこと。彼は、"Iwas

alwaysloyaltotheU."と言ったのだ。その答えを

聞いた時に軽い驚きがあった。そう言っている彼の

外見が、いわゆる日本人と何ら変わらないからだろ

う。戦時中は、さぞかし苦労しただろうと実感させ

られた。しかし、彼はその二重性を楽しんでいるよ

うでもあった｡外見と中身のギャップがあることで、

壁に直面するというのは、歴史上の話ではなく、今

も存在する問題である。日本人とは何か、多様性を

どうすれば社会が受容できるか、考えさせられた1

日だった。 （大井あゆみ）

班別のテーマとリーダー

GROUPI:m伽"GRANTTSROLEWCENTRAZ,GOV

リーダー:ColinMoreshead&田中豪

GRO[P2:IMMTGRANTLABOR

リーダー:ElizabethJones&廣瀬祥子

GRO[P3:"zFGALIMM7GRA7YONRESTRIC7YONS

リーダー:FausiaMahama&今矢涼子

GRO[P4:IJm"GRANTwOA極ⅣWSEXLABOR
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い天気の中、班対抗スカベンジャーハントに出発。

公共の場所で歌ったり、木に登ったり、JASCの人

文字を作ったり・・・・実行委員から出題された数々

の課題を、Portlandのダウンタウンでビデオにお

さめた。レクリエーションとはいえ、負けず嫌いな

JASCの面々。1番を取るために、観光そっちのけで

全力疾走していたのが印象的だった。これらのイベ

ントを通して日米参加者の距離はぐっと縮まったよ

うに思う。Portland最後の夜は、寮のラウンジで、

遅〈まで語り合う姿が多く見られた。 （小野元）

7月31日 皿』P、スカベンジャーハント、リフレク

ション

午前中は分科会の時間であった。その後、JLPと

してお好み焼きパーティーを行った。おたふくソー

ス株式会社様のご厚意により頂戴したお好み焼きの

粉を使い、事前に作り方を勉強してきた日本側の

リーダーが皆をまとめ丁寧にお好み焼きの作り方や

歴史を教えた。満足いくまで堪能した後は、スカベ

ンジャーハントと称した一種のゲームを行った。こ

れは事前に与えたれた暗号混じりの指示書に従って

写真を撮り集めていくもので、正確に意図を読み取

れば自然に観光名所を回れるようになっている。夜

はスペシャルトピックスの時間を設け、参加者が考

えた議論してみたいトピックについて話した。食文

化についてなどとても固い内容から恋愛に対する価

値観についてなど様々なトピックが挙げられ、参加

者たちは思い思いに議論を楽しんだ。

【参加者日記】

午前中に2回目の分科会で集中した議論をした後

のこの日の昼食は、日本側参加者企画のお好み焼き

パーティー◎私たちは久しぶりの日本食とあって、

日本からスーツケースに忍ばせておいたお好み焼き

粉とソースを手にやる気満々。日米で協力して焼き

上げたお好み焼きの味は、アメリカ側にも好評だっ

た。お腹がいっぱいになったら、外へ出よう！とい

8月1日LAサイトへ向けて出発

長かったようで短かったポートランドサイトが終

わりを迎え､第2サイトであるLAへの出発に向けて、

朝6時に眠い目をこすりながら日本側参加者はリー

ドカレッジを後にした。

サイトコーディネーター後記

高野恭平

このサイトの計画を練る際、私たち実行委員が大

切にしたこと、それは参加者に日米学生会議のこと

を深く知ってもらうことだった。アメリカで初めて

日米学生会議が開かれたこの土地で、約70年の時を

経て第60回という記念すべき会議が開かれる。この

ような歴史のあるサイトの焦点を日米学生会議の

理解に合わせることは必然であったのかもしれな

い。

1934年に日米学生会議が始まって以来、第二次世

界大戦など多くの受難にあいながらも、相互理解と

いう変わらない理念のもと今日まで続いてきた。し

かし、世界情勢は当時からは想像もつかないほど大

きく変化した。1930年代、日米は今日のような確固

たる関係を築けておらず、日米学生会議を開催する

こと自体､とても意味のあるものであった。しかし、

現在日米関係は良好な状態を保っており、アメリカ

の関心は日本から中国や新興国へと移っているなか

で、日米学生会議はその存在意義を見直す必要性に

迫られている。ポートランドサイトを通して、私た

ちは参加者たちにこの問題を考えてほしかった。そ

して、この思いは大いにサイトの予定に反映されて

お好み焼き作り伝

qスカベンジャーハント
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リユニオンではないか、いつしか心からそう思うよ

うになり、何よりもリユニオンを成功させようと心

に強く誓い、スケジュールを組んできた。結果的

に、開会式ではアラムナイの皆様に参加していただ

き、また、ポートランドにある素敵なレストランで

のディナーにも招待して〈ださり、アラムナイの皆

様の助けのおかげでとても素敵な思い出を作れたと

思う。ディナーの場で多くのアラムナイの方々と参

加者が談笑する姿 世代を超えた参加者がJASCソ

ングを合唱する姿は、74年続いた会議の絆の強さを

感じさせるものであった。

ポートランドは本来、第1サイトとして｢疲れ過ぎ

ないサイト」にする方針であったが、結果的には本

当に目まく･るしく多くの企画が存在したサイトに

なった。まだ全員の顔と名前が一致しない最初の日

に領事館ディナーを設けたり、1日に必ず二つ以上

の企画を盛り込んだりと、相当ハードなスケジュー

ルにも関わらず、参加者は文句一つ言わずに｢お疲

れ様」と声を掛けてくれた。サイトが終わった後に

もらった数多くの参加者からの手紙は私の宝物と

なっている。

最後に、JASCの大先輩である天野様、梅崎様、

中瀬様、大嵩様、竹内様をはじめ、ご協力いただい

た多くのアラムナイの皆様、日本からポートランド

まで足を運んでくれた多くのアラムナイの皆様には

心より御礼申し上げたい。また、一緒にリユニオン

企画をしてくれた武田君、59回から仲良しだった米

国側実行委員のBethanyとJessa、そして1年間を通

してサイトだけに留まらず最も一緒に仕事をして支

えてくれた高野君に心から感謝の意を伝えたい。

いる。

現状を把握し、変えていくためには過去を知るこ

とがとても大切である。ポートランドに滞在中、私

たちは幾度も歴史を振り返る機会を得た。歴代参加

者によるリユニオンイベントでは新旧の参加者たち

が入り交じり、それぞれの日米学生会議に対する思

いを語り合った。移民フォーラムでは、日系アメリ

カ人たちの話を通して、1900年頃から現在に至るま

での日米関係を日米両国の視点から振り返った。

残念ながら、今年の日米学生会議ではアメリカ側

参加者の数が例年よりも少なかった。これは日米学

生会議、ひいては日米関係の存在意義が薄まりつつ

ある変化の表れであろう。私たちは早急に適切な処

置を行わなければいけない。私を含めすべての参加

者が、この問題を真筆に受け止め、何らかの行動を

起こしたとき、はじめてこのサイトは成功であった

と言える｡今後の参加者たちの活躍に期待している。

竹内菜緒

1934年に始まった長い歴史のある日米学生会議。

そのなかで、初めてのアメリカ開催であった第2回

日米学生会議の旅はポートランドから始まった。そ

して今年、60回目を迎えた会議が開かれる最初のサ

イトとして、またポートランドが選ばれた。

その土地で会議を行うことにあたり、アラムナイ

の方々が築いてきた日米学生会議の歴史とその存続

の意義を｢再考｣する場と位置付け、日米両国のサイ

トコーディネーターと｢4人5脚｣でポートランドサイ

トの企画を行ってきた。

実を言うと、最初から再考に焦点を当てていたわ

けではなかった。ポートランドサイトのコーディ

ネーターとなって間もないころ、アラムナイの先輩

方が｢ポートランドでリユニオンをしよう」と話を持

ちかけてきた。正直、最初は｢私たちの会議なのだ

から、自分たちで一からプランを考えたい」という

思いから、あまり乗り気になれなかった。しかし、

実行委員活動を通して多くのアラムナイと話すう

ち、段々とその考えは変わったのだった。

各世代の参加者との交流によって、世代を超えた

日米学生会議の意義を｢再考｣できる最も適した場が ▲ポートランドサイトコーディネーター
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■’ サイトコーディネーターﾛｻﾝｾﾙス
武田尚樹 李凌叡JoshSchlachetJoshuaTurner
JenkaEusebio月1日～8月7日8

しさで胸が痛かった。しかし、そんな寂しさもLA

でアメデリの出迎えを受けた瞬間消え去った。や

はりJASCはジャパデリ、アメデリが一緒に過ごす

空間に織り成される物語なのだ。夕方からのRTは

さすがに全員に疲れが見え、あまり生産的とはい

かなかったが、その後のディナーで僕は復活した。

UCLAのカフェテリアはリードカレッジよりも種類

豊富でおいしい、と皆言っている。ここでまた更に、

幸せJASC太りしてしまわないか心配だ。

（金光慶紘）

ロサンゼルスサイトスケジュール

ロサンゼルス到着

分科会活動

マイノリティーフォーラム

BeachDay

メディアフォーラム

Hollywood見学

比較政治フォーラム

BusinessDay

GreenbergTraurigLawFinn訪問

総領事館レセプション

モンタナサイトへ出発

:カリフォルニア大学ロサンゼルス校

8月1日(金）

8月2日(土）

8月3日（日）

8月4日(月）

8月5日(火）

8月6日(水）

8月7日(木）

8月2日 全米日系人博物館訪問、マイノリテイー

フォーラム

8月8日（金）

＊宿泊場所

マイノリティーフォーラム

【日時】2008年8月2日(土）

【会場】JapaneseAmericanNationalMuseum

ArataniHall

【テーマ】musionandReahty:Re-examiningMmoIity

IssuesinJapanandAmerica

【概要】

1．主催者挨拶

2.CurtissTakadaRooks教授、VictorBascara

教授、EdwardB.Fowler教授からのスピーチ

とTeresaWilliams-Leon教授のモデレーショ

ンによるパネルディスカッション

3．マイノリティー分科会からのプレゼンテーション

4．日米学生会議参加者、松本秀也とRebecca

Nortonからのスピーチ

5．レセプション

ロサンゼルスサイト理念

ロサンゼルスはアメリカで人口第2位の西海岸を

代表する大都市である。西海岸最大の商業、金融拠

点であるのと共に、アメリカ最大の貿易港であり、

対アジア貿易における役割は巨大だ。ハリウッドに

代表されるエンターテイメント産業が常に世界を

リードする一方で、電子機器、宇宙産業、バイオ産

業など様々な最先端技術の成長も著しい。また、ロ

サンゼルスは民族多様性で知られ、特定の人種が過

半数を占めていない数少ない都市でもある。われわ

れ参加者は超大国アメリカの活気の根源に触れると

ともに、その代表的理念である多様性を肌で感じる

こととなる。

8月1日 ロサンゼルス到着、分科会活動

【参加者日記】

今日は初の移動日。アメデリとの出会いの場所、

ポートランドを発ち、飛行機でLAへ。アメデリと

ジャパデリは別々のフライトで移動するため、朝起

きた時にアメデリはもう居なかった。初めての別

れ。数時間後に再会するのだとわかっていても寂

特定の人種が過半数を占めていない数少ない都市

として知られるロサンゼルスにおいて、マイノリ

ティー問題についての知識を深める場を提供するこ

とをサイトコーディネーター内で決めていた。

この日はJapan-AmericaNationalMuseumの協
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力を得て、博物館内のツアーを提供していただき、

またフォーラムにご協力していただいた。Rooks

教授からは"OnBeingAmerican:OurAbilitytobe

EitherAnd''というテーマのもと、アメリカ内での

人種差別や大統領選での人種間の投票の動きなど、

Bascara教授からは"AsianPacificAmericansand

theAmericanCentury"と題し、アメリカの歴史

内でのマイノリティーの動きについて、Fowler教

授からは"HomogeneousJapan?"というテーマで、

主に部落民などの日本国内でのマイノリティー問題

についてお話をいただいた。その後、会場から質疑

を受けて、教授と日米学生会議参加者内で活発な議

論が行なわれた。

第二部に入り、今度は学生からのプレゼンテー

ションを行なった。マイノリティー分科会からはア

ファーマティブアクションの是非について、松本秀

也からは部落民、RebeccaNortonは自分の経験か

ら個人的な視点で｢マイノリティーであることはど

ういうことなのか｣を発表してもらった。最後はレ

セプションにて、フォーラム参加者内でマイノリ

ティーに対する意見交換が繰り広げられた。

【参加者日記】

8月2日はJapan-AmericaNationalMuseumを訪

問し、主に日米のMinority問題について学びまし

た。午前中は、Museumの見学をし、日本人移民が

差別を受けた話や、太平洋戦争時の日系人強制連行

という悲劇の歴史を学びました。写真をはじめとす

る数多くの資料は印象的でした。昼には日本人街に

行き、日本食を食べて日米の交流を深めました。日

本人街は前年にねぶた祭りを行うなど日本文化を米

国に伝える一端を担っています。午後は、Aratani

Hallにて、Minority問題に関するForumを開きま

した。学生側から2名が代表して、部落差別といっ

たMinority問題について発表しました。そして、3

名の大学教授にMinority問題についてご講演いた

だき、より知見を深めることができました。この1

日を通して、改めてMinority問題の難しさを痛感

しました。 （後藤昌也）

■

＃

▲ガイドから説明を受ける参加者達

▲日本側代表松本秀也 ▲アメリカ側代表RebeccaNorton

8月3日 ビーチデイ

【参加者日記】

アメリカに来て初めての日曜日は，ビーチで

思いっきり羽を伸ばす日となった。午前中はSeal

Beachでサーフィン教室。大半のJASCerにとって

サーフィンは初体験とあって、初めは皆サーフボー

ドに立つこともままならず波と悪戦苦闘。しかし約

2時間のレッスンで巧みな波乗りを披露する人もち

らほら現れ、参加者はすっかりサーフィンの魅力

且

ｙ
ｒ
妙

げ
、
や

V,I'

●

房

▲マイノリティー分科会発表の様子
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に取りつかれたようであった。午後はHuntington

Beachへ移動してのフリータイム。日曜日というこ

とでビーチは大変な賑いであった。海で泳ぐ人ビー

チバレーに興じる人、ショッピングを楽しむ人と、

JASCer全員、アメリカのビーチを満喫したようで

あった。集合時間に集まった皆の顔はこの1日で

すっかり黒くなっていた。慌ただしく過ぎたこの1

週間の緊張をほぐし、また明日から始まるハードス

ケジュールに取り組む英気を十分に養えたと思う。

またアメデリとの親睦を深める上でも最高の1日で

あった。 （坂本朋美）

映画・テレビ業界が有名なロサンゼルスにおいて

フィルムの中で映し出されるく日本＞を、アメリカ

でのヒットドラマ:lShogun"を通してディレクター

のJelTyLondonとともに検証した。

また第二部ではSethJacobowitz教授をお招きし

て、グローバリゼーションによってメディアがどの

ように変わっていったか、"CityofLostSouls"の

中で日系人がどのように描かれているかなどのプレ

ゼンテーションして頂いた。

フォーラム後は参加者各々でHollywoodへ行き

フリータイムを堪能した。

ぐサーファーズ qShogunの監督

JerryLondon氏と

， 澤 婆

ハンティントンビーチ歩

での一枚 ウオークオブフェイム惨

8月4日メデイアフオーラム、Hollywood見学 8月5日 分科会フィールドトリップ、比較政治

【日時】2008年8月4日（月）

【会場】UniversityofCaliforniaLosAngeles

Royce314

【概要】

1．アメリカでのヒットドラマ(CShogun"のスク

リーニング

2."Shogun"ディレクターJelTVLondonとの

Q&Aセッション

3.SethJacobowitz教授からG6BRIC-a-Brac:

GlobalizationandGenreinMiikeTRkRhashi'

sCityofLostSoul3と題したプレゼンテー

ション。

フォーラム

この日は午前:分科会、午後:会議全体でのフォー

ラム、夜：スペシャルトピックスという構成だ。

分科会フィールドトリップ

通常は教室の中で議論を繰り広げる分科会だが、

有識者との交流ができるように、また滞在地の特徴

を活かした生の体験ができるようにと、フィールド

トリップの日を用意した｡街で博物館を訪問したり、

日本経済新聞のアメリカ支局の方々に講演をしてい

ただいたり、あるいは分科会間で共同セッションを

したりと、各分科会は普段と一味違う経験をするこ

とによって新たな方向性を見出したようだった。
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G""a【ﾉSα"ｺﾉ”α〃伽加彪”α"0"αﾉ07gzz"たα"0〃s？

G8S"加獅〃 （横山雄一、KayokoHirata)

G""RFCo"se"α"0"おおα"d肋g"d""0JJscO加沈""”

（油井英孝、RebeccaNorton)

G7℃"&G""CO邦加ノ（坂本朋美、GregorySchuster)

スペシャルトピックス

スペシャルトピックスでは、人体の商業化、日本

の将来、歴史問題といつもながら多様なトピックが

出揃い、UCLAのキャンバスの中で議論する声が夜

遅くまで響いていた。

比較政治フォーラム

午後は参加者主導の比較政治フォーラムである。

フォーラムの趣旨は日米両国の政治を理解し、学生

が政治主体の一員となって何に貢献できるかを探る

ものだ。UCLAのTamanoi教授から市民の政治参

加に関するスピーチを頂いた後に、下記のグループ

に分かれて議論を進めた。各グループのテーマは各

会議参加者リーダーが、事前に検討を重ねてできた

ものである。議論後､全員で再び集まり、インフォー

マルな発表会と質疑応答を行った。ここでは主にく

市民の政治参加とそのモチベーション維持＞が全体

を通して大きな議題となった。 8月6日 ビジネスデー

日米学生会議は各企業から支援を受けて成り立っ

ており、また会議中のトピックでも企業を主体とし

た問題の解決策を議論している。何より、会議参加

者の大半がその将来において企業に就職することに

なるのだから、ビジネスと日米学生会議の縁は切っ

ても切れない。その一方で、学生の目から見た企業

はやはり遠い存在であることも否めない。そこで

LAサイトではビジネスと学生の接点を作ろうと試

みた。その結果がこのビジネスデーである。班別の

会社訪問、会議全体での港訪問、そして最後にはホ

テル会場で社会人との交流という三部立てである。

ビジネスで世界を股にかける社会人の方々を目の

当たりにして、心なしか参加者の顔つきも緊張感を

帯びていた｡皆それぞれの進路について思いを馳せ、

そして人生の先輩たちにアドバイスを求めていた。

【参加者日記】

いつものような真っ青でBrightな空とともに、1

日の始まり。

今日はスーツを着てのBusinessDay｡3つのグ

ループに分かれ、それぞれ企業を訪問する。行き先

はBallCorporation,SoCalComputerRecyclers,

StewartFilmscreenCorporation。私の行き場所は

｢缶｣製作工場のBallComoration･午後に全員で訪

れたPortofLongBeacho有名な貿易港である。大

量の缶と壮大な港との出会いのなかで印象的だった

もの、‘責任と想いを持って働く人達の顔，。次の

目的地に向かうバスの中。移動時間も充実させる

JASCers。こんなに世界に多くの人がいるのに、こ

班別のテーマとリーダー

※カッコ内はリーダーを示す

G""I:FbodC"""〃α"dNIN""0"α"s脚

（小野元、NealAkatsuka)

G""2:Hり抑Ca”α”s加肋e【ﾉ""dS""sα"dﾉ”α〃

群ｵs〃2噂”彫s

（大井あゆみ、仁平理斗、Jon-MichaelDurkin)

G""3:H"肋加s""""",""ﾉα彫0γ”b"c？

（後藤昌也、ChienLam)

G""4:WFiy"0"?-A""ｶﾉ0"""0"〃加""c"/"α"

（竹内友理、RobertCooper)

G""5:α〃im"s畑α犯dA"加"0畑y

（盛島正人、CharityYoro)

＃ <JASCアラムナイでもある

玉野井氏

§恥

、

卜 ！霧

翁

発表の様子し
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の人たちと出会えたことに運命を感じる瞬間。夕食

は、TorranceMarriottSouthBayHotelで多数の

ビジネスマンたちとともにした。そこで印象的だっ

た二つの顔、‘ビジネスマン(働く人)，としての顔と

‘一個人としての顔,。

心地よい夜とともに、今日1日も終わる。

（渡辺ともね）

GreenbergTraurigLawFirmを訪問した。本法律

事務所は著作権法をセールスポイントとしている

が、極めて大規模な総合的な事務所で、グローバル

に展開している。

法律事務所では日本語が堪能なNaokiKawadaさ

んを始め、総計4人の方からお話を伺った。内容は、

音楽の著作権からTVビジネス、そしてリゾート開

発に基づく業務にまで及んだ。また、具体的な業務

のみならず、法律事務所の全体的な仕組み、法律業

界のこれからの動きもお話してくださった。3時間

に亘る訪問の中、始終Kawadaさんが同時通訳をし

てくださり、難解な法律用語でも日本人参加者は理

解できたようだった。今回の訪問は、法律という一

般的に敬遠しがちな分野にも参加者が触れ、そして

同時通訳による会議の可能性を示唆した。

トップ弁護士の方々し

▲卓越したスクリーン会社で

ぐ貿易センターの屋上から

患

… ~

』晨皇‘言i酔埼』坊“
~“’ー 書 ，

理一一 雫蒔 僅 ､

￥蒲筆一“ミq講演に聞き入る参加者達

Ｊ
琶

可輯》厩弾
一
鍵
齢

齢
彦

夜は一同でロサンゼルス領事館に向かう。Thara

領事は歓迎スピーチにおいて現地の日本人街につい

て言及し、将来韓国人と提携する可能性を述べた。

自己の文化を保存することと、他者を疎外しないこ

とが共存に繋がるという領事の考察に、参加者一同

は大きな感銘を覚えた。その後も会議参加者は領事

館職員と交流を深め、国際的な現場で働くことの意

味をより一層感じた。

ビジネスレセプションレ

の様子

8月7日 法律事務所訪問、領事館晩餐会

ハリウッドという大きな文化産業を擁している

LAでは、それに関連するビジネスも発展する。著

作権を扱う法律事務所はまさにその良い例だろう。

この日は、午前に分科会に分かれて議論し、昼から
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会議も半分が過ぎたことになる。参加者は後半に

向けての抱負を胸に、モンタナへと発つ。

【参加者日記】

月明かりに照らされながら、ジャパデリはUCLA

を後にした。荷造りやお喋りでずっと起きていた人

が多く、みんな眠そうな顔をしている。振り返ると、

ジャパデリを見送り欠伸をしながら部屋へ帰って行

くアメデリが見え、出発が早いジャパデリのために

一緒に起きてくれていたのだと気付く。

夕方、ミズーラのホテルでアメデリと再会し沢山

の"Imissedyou"とハグを交わしながら再び全員

揃ったことにほっとしたが、その後すぐ2，3人ずつ

ホームステイ先へ向かうことになった。JASCでは

離れている間の時間が、私達の絆を更に強めている

ような気がする。

その夜私はミズーラの飛行場で誰かが眩いた言葉を

思い出していた。『折り返し地点だね』。

JASCにいると、充実感と楽しさゆえについ、時

間の流れを忘れてしまう。

「もう」2週間ではなく、「まだ」2週間一そう自分

に言い聞かせながら、眠りについた。 （竹内友理）

‐
；
石
弓
ｉ
１
Ｉ
Ｉ
”

▲総領事に感謝状を贈呈

q総領事公邸の玄関で

サイトコーディネーター後記

武田尚樹

第60回日米学生会議のサイトの中で一番の大都

市であるロサンゼルスサイト。そんな中で参加者に

はアメリカの政治、経済、文化について見識を深め

てもらいたいと思った。しかし、ただ企業を訪問し

てレクチャーを聞いて勉強をすると言った単純な

フィールドトリップだけでなく、なるべく参加者に、

自ら考え問題意識をもってほしいと願った。

政治の面においては、マイノリティーフォーラム

で分科会がプレゼンテーションを行ったり、比較政

治フォーラムでは、グループに分かれてもらい、相

互に発表をしてもらった。

経済の面では、ビジネスデーの企業訪問後、アメ

リカに支店のある日本の企業や日米学生会議を賛助

する企業の方々をお招きし、レセプションを開催し

た。参加者が食事を忘れ、企業の方々に積極的に質

問を投げかけ、学生の立場からの率直な意見を述べ

【参加者日記】

午前中に分科会内で議論をした後、午後は全米有

数のGreenbergTraurig弁護士事務所を訪問した。

業界全体の説明を受けた後、リゾート開発や著作権

など各専門の弁護士(相談すれば時給700ドル程度）

からの講義があった。それを仕切る代表は日本人弁

護士であり、米国の最前線で活躍する彼の姿に大き

な刺激をうけながら事務所を後にし、夜はロサンゼ

ルス日本総領事邸でのディナーパーティーを楽しん

だ。 （田中豪 一部改）

8月8日 モンタナへ向けて出発

この日は恒例の早朝からの出発。4時半集合にも

関わらず、参加者らは実行委員が朝食を配るのを傍

から手伝い、水を運んでいた。会議を自分たちのも

のとして捉え、参加者としての主体性が垣間見える

ひと時である。
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ていたのが印象的だった。第60回日米学生会議が掲

げていた1つの理念であるアメリカでの社会発信だ

が、パネルディスカッションやプレゼンテーション

という形では行われなかったものの、このように個

人個人が交流することにより実現できたのではない

かと思う。

ロサンゼルスサイトコーディネーターでミーティ

ングを重ねるたび、そこで実現したいことが増えて

いったため、計画時、移動日を除いたロサンゼル

スで過ごす6日間すべてのドレスコードがビジネス

フォーマルとなってしまったことに気がついた。そ

こで、丸1日をビーチデーにすることにより、その

日は大都市での企業訪問やフォーラムから離れ、そ

の土地特有の文化に触れつつ、西海岸の太陽をたく

さん浴びリフレッシュすることが出来た。

最終的に、忙しいはずのロサンゼルスサイトも交

通手段など効率性を見直すことによりフリータイム

を十分確保することができた。LAサイトがアカデ

ミックになり過ぎてしまうのではないかと懸念を抱

いていたが、目的意識の高い参加者に救われ、上

手くオンとオフの切り替えができた。この1週間で、

参加者だけでなく会議外の方々から多くの刺激を享

受できたのではないだろうか。

最後になったが、アカデミックな面でサポートし

てくれた李、ユニークなアイディアで数々のイベ

ントを立ち上げてくれたSchlachet、軍隊式で皆に

しっかりと指示出しをしてくれたTurner，いつも

サイト企画の相談に乗ってくれたJenkaに感謝の気

持ちを述べたい。サイトをゼロから作ることは並々

ならぬ努力を要したが、その中でも、1日1日と近づ

く本会議を想像しながらする皆とのミーティングは

とても楽しかった。それぞれの努力が積み重なり

あった結果の本番での達成感は一入だった。ありが

とう。
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ンタナ夕ナモ
司廣田隆介 渡辺恭子AyaNakamshiHidemTanaka8月8日～8月14日

の準備を始める者、不足する睡眠を補う者など、デ

リケートが臨機応変に対応してくれたお陰で幸先の

良いスタートとなった。アメデリの到着と共に待ち

合わせ場所のDoubleTreeHotelに次々とホストファ

ミリーが集まり、ミズーラ市長からのProclamation

が読み上げられ、日米学生会議は正式にミズーラ市

での約1週間の活動をスタートさせた。

モンタナサイトスケジュール

8月8日（金）ミズーラ着

ホストファミリー対面式

8月9日(士） ホームステイ

JeannetteRankinPeaceCenter

キャンドルセレモニー

8月10日（日）ホームステイ

WesternMontanaFair

8月11日（月）分科会活動

FreeCyclesBikeBuildingWorkshop

8月12日（火）戦争と平和コースフィールドトリップ

環境コースフィールドトリップ

8月13日（水）分科会活動

Libby-Minamata上映会

スペシャルトピックス

8月14日（木） 環境フォーラム

ディナーレセプション

8月15日（金） ボストンサイトに出発

＊宿泊場所:Campuslnn、HolidaylnnExpress
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モンタナサイト理念

雄大な自然に囲まれ、時間の流れが緩やかなモン

タナ。人々はアメリカ西部の古き良き伝統を受け継

ぐ一方で、環境問題や平和活動に力を入れる革新的

な土地でもある。当サイトでは大都市とは異なるア

メリカの一面を、ホームステイや環境フォーラム、

戦争と平和コースフィールドトリップなどを通じて

参加者に体感してもらう。そして人が自然との共存

を図るここモンタナから、アメリカの原点とこれか

らを見つめ、多様なアメリカ社会への理解を深める

事を目的とする。

▲日米学生会議週間開会宣言

8月9日 ホームステイ、JeannetteRankinPeace

Centerキャンドルセレモニー

午後に予定されていた運動会が悪天候により中止

されたため、デリゲート達は思い思いにホストファ

ミリーとの時間を過ごした｡中にはハンティングや、

登山、川下りに繰り出した者もおり、モンタナの大

自然を満喫する良い機会となった。

夕方には有志でJeannetteRankinPeaceCenter

が主催する、平和の蝋燭行進に参加した。63年前に

長崎に原爆が投下された日を国籍に関係無く噛み締

め、平和への思いを新たにした。

8月8日 ミズーラ着、ホストファミリー対面式

アメデリの飛行機が遅れ、ジャパデリが4時間ほ

ど先の到着となり不安の幕開けであったが、分科会

44第60回日米学牛会議 日本側報告書
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8月10日 ホームステイ、MOntanaWesternFair

午前中はホストファミリーとの最後の時間を過ご

し、昼過ぎに日米デリゲートが再集合した。午後か

らはWesternMontanaFairに全員で繰り出し、移

動遊園地やDemolitionDerbyと呼ばれる自動車同

士の破壊ショーなど、アメリカ中西部のワイルドな

文化を体感することとなった。

【参加者日記】

午後は身支度を整えてモンタナフェアに向かう。

オールドアメリカンの雰囲気漂う、小さな田舎の可

愛らしい遊園地といったところであるが､流石は"ア

メリカ"、筆者を2時間激しい乗り物酔いで苦しめる

など実態はなかなかの強者揃いであった。園内での

ダービー観戦の際には、日本ではみられないあの豪

快さと、興奮して急に好戦的になった某アメデリに

驚かされた｡一日を通してモンタナの魅力を満喫し、

JASCerとの絆を感じさせられる日であった。

（中村玲奈 一部改）

【ホームステイ感想】

「モンタナサイトで一番の思い出は？」

参加者のほとんどがこう答えるであろう。

「ホームステイ11」

今回のホームステイは2泊3日。滞在先は直前まで

秘密にされていた。私はどのデリとどのような家庭

に滞在するのかとても楽しみであった。私はデリ2

人とCharyn、Scottというカップルと犬6匹の家に

ステイさせていただいた。彼らは環境に対してとて

も熱心であった。それは生活のいたるところで垣間

見ることができた。たとえば、ペットボトルは決し

て買わず、タンブラーを持ち歩く。道端のゴミを

拾う。買い物では100%リサイクル素材の篭を持参。

屋根にソーラー電池を設置。レストランの食べ残し

は持ち帰るなど。私たちは本当の環境保全、エコフ

レンドリーな生活とはこういうことだと身をもって

経験することができた。同時に私たちの環境に対す

る考え方は甘すぎると痛感した。

ステイ中企画されていた運動会が雨で中止になっ

てしまったのは残念だったが、他にもたくさんのこ

とを経験した。ポルシェで満天の星空の下をドライ

ブ。大自然に囲まれてバルコニーでブランチ。犬

- , - ゴ

ー－ ＝一

▲ミズーラ市が一望できるM山山頂からの眺望

qバッファロー見学に

出掛けた一行

‘ー‘謬春雪蕊劇。

〆 1－

『

ホストファミリーとし

乗馬体験

ー

▲キャンドルセレモニーの様子
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たちと庭でフリスビー。（私は犬が苦手だったが)市

場へ買い物。ハイキング。隣町の温泉。朝食に味つ

き昆布の卵焼きを作ったこと。

2泊3日と期間はとても短かったが、私たち

JASCerはしばし会議のことを忘れ、ミズーラの大

自然の中で生活している地元の方々と各々が有意義

な時を共有した。その証拠に数日間、私たちはホー

ムステイの話で持ちきりだった。

ホームステイ後も私たちの交流は続く。2人はホ

テルに遊びに来てくれ、Charynは環境フォーラム

に参加してくれた。今でも彼らとたまにメールを交

換している。このようにJASC中での出会いがこの

先も続けばよいと思う。最後に、ECの皆、JASCer

をとても温かく迎えてくださったミズーラの皆さ

ん、ありがとうございました！（今度こそ運動会を

したいです｡） （渡邊千尋）

ならではの取り組みで、誰でも無料で自転車を作る

ことができ、それを支援するボランティアの方々も

意欲満々で、出来上がった自転車は街の中で共有さ

れているという。JASCerはそのような先進的な取

り組みを学ぶと共に、純粋にモノ作りの楽しさを味

わっていた。

【参加者日記】

8月11日、午前中はRT活動。FinalForumまで後

1週間と迫っている事から各RTとも気合が入ってき

ていることが分かる。我がRTも最終的な方向性を

決める議論をした。さすがにここまで来るとそれぞ

れの思い入れが交錯し、最初は前に進まなかったが

何とかまとめる事が出来た。

午後からはworkshopで『FreeCycleShop』とい

う、廃棄された自転車を修理して使えるようにする

イベントに参加した。多くの者が久しく持っていな

いであろうスパナやペンチをなれない手つきながら

も扱う姿は、どこか懐かしいような新鮮なような感

じがした。

友人と試行錯誤を繰り返し完成させた自転車は不

恰好ではあったがちゃんと動き、それに乗って受け

た風の心地よさと言ったら今まで体験した事の無い

程に気持ちが良かった。このworkshopを通してリ

サイクルの大切さへの意識、地元住民との楽しい交

流ができ私は非常に満足して眠りについた。

（比嘉慎一郎）

8月12日 戦争と平和コース、環境コースフイール

庫
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ドトリップ▲お世話になったホストファミリーと

この日は2つのグループに分かれて、それぞれの

テーマでフィールドトリップを行った。それぞれ最

先端の場所はデリゲートの知的好奇心を刺激し、い

つも以上に質問の手が挙がっていた。夜はダウンタ

ウンでのフリータイムを設定していたが、皆自主的

にホテルに残り、分科会の作業を進めていたことが

印象的であった。

8月11日 分科会活動、FreeCyclesBikeBmlding

Workshop

午前中は久々の分科会活動。ファイナルフォーラ

ムが脳裏をチラつき、皆一様に分科会に対しての集

中力が高まることで、意見の対立も先鋭化する。同

時に会議も中盤に差し掛かり、疲れと睡眠不足で周

りに対する配慮に欠け、ぶつかり合うことも増えて

きた。そのような困難を乗り越えて行くことで、分

科会としての団結力が高まっていった。

午後は一転変わって、リサイクル部品を使った自

転車制作に取り組んだ。環境意識の高いミズーラ市

戦争と平和コース

引率担当：渡辺恭子 HidemiTanaka

1.MissoulaPeacePark,JeannetteRankin

PeaceCenter,FairTradeStore
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JeannetteRankinは全米で初めてアメリカ議会

に選出された女性であり、そして、第一次世界大戦

に参戦反対の票を果敢にも投じた人として知られて

いる。彼女の意志を継ぎ活動に取り組むJeannette

RankmPeaceCenter(http://www.jrpc.org/)の方

に案内してもらいながらMissoulaPeaceParkを散

策した。山の上にあるこの土地をPeaceCenterと

ボランティアの人たちが協同し、自由に人々が集ま

り平和について語り合える場を作る取り組みを続

けている。山の側面には、Missoulaの町から見え

るように、と現在進行形で巨大なピースマークが

石を使って形作られている。ここにやってきた人達

は、山にある石をそこへ置いていくという。私達

JASCerもそれぞれに石を手にとり、反戦を示す巨

大なピースマークを形作る石を置いていった。その

後は、PeaceCenterに移動しセンターの理念や取り

組みについて伺うとともに､収益の一部として併設・

運営されているFairTradeStoreも見学した。

記念碑が建設されており、訪れる人々に過去命をか

けて国のため、愛する者のために戦った者達がい

ることを思い出させる。その後は、FortMissol'1R

RockyMountainMuseumofMilitaryHistolyに移

動し、アメリカ開拓時代から、テロとの戦争、現在

に至るまでのアメリカ軍事の歴史を展示した資料館

を各自見学した。

、

遮
竺

雰

画

, 鰻
▲ベトナム従軍兵士の像

3．War&PeaceForum

午後は、午前に訪問したJeannetteRankinPeace

CenterとMilitaryMuseumの方々、そして第二次

世界大戦も経験した退役軍人といった方々を交えて

のフォーラムを開催した。まずは､4人のスピーカー

の方々からそれぞれのテーマのもとスピーチをして

頂いた。太平洋戦争での経験について、平和活動の

重要性について、アメリカ軍の政策・使命．抱える

’
一▲ピースマークに石を置く参加者達

2．StateVeteran'sMemorialRoseGarden,

FortMissoulaRockvMountainMuseumof

MilitaryHistory

アメリカの軍事歴史について学ぶFortMissoula

RockyMountainMuseumofMilitaryHistorV

(http://www・fortmissoula.org/)の方に案内をして

もらいながら、StateVeteran'sMemorialRose

Gardenを見て回った。そこには、大小様々の戦争 ▲立場の違う皆が輪になって議論を重ねた
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て全責任を認定され、現在でも汚染物質の除去がそ

の企業によって行われている。企業が産業廃棄物を

山林や空き地に廃棄し、言い逃れができてしまう日

本との違いにショックを受け、日本でもこのような

活動を広める術は無いかJASCer同士話し合った。

問題などについて4人の方々から伺い質疑応答を経

て、その後1つの大きな円になり意見交換を行った。

意見交換では、広島・長崎への原爆投下の目的は何

だったのか、それは正しかったのかという事から、

日本の憲法9条の意義を日本人はどう捉えているの

かといったことまで議論が及び白熱した時間となっ

た。

この討論の模様とインタビューが、YouTube上

にアップされている。

http://jp.youtube.com/watch?v=hsFrO2slVAM

環境コース

引率担当：廣田隆介AyaNakanishi

1.MontanaTechnologyEntemriseCenter

モンタナ大学と共同で最先端の環境技術を研究し

ているMonTECを訪問し、レクチャーと施設見学

を行った。レクチャーでは水素エネルギー、リニア

モーター、バイオマスエネルギーなど代替燃料技術

を学び、技術的にはそれらが確立されていることを

再認識した。その後実際に太陽光発電、風力発電、

そして水素エンジン車を見学し、それらが市のバッ

クアップを得て市民にも広がっていることを聞き、

ミズーラのような小さな自治体から環境活動を始め

ることの意義を感じた。

▲干上がったMilltownDamをバックに一枚

3.SmokejumperCenter

人間の命、財産、そして野生動物やその土地の

植生を破壊する山火事は、現在アメリカで社会問

題になっている。その山火事専門の消防隊である、

SmokeJumper達の基地を訪問した。山火事に飛行

機から飛び込み、延焼を防ぐ彼らは一見輝いて見え

るが、その裏には高倍率の試験と過酷な訂ll練がある

ことを聞かされた。更には近年温暖化や人工植林の

影響で山火事は確実に増えており、デリゲート達は

改めて環境問題の影響の大きさを実感した。軍、

悪…-全竺司

!ｱｻ－－
，，3．守ロー盛

▲ソーラーパネルを見学するデリゲート達

2.MilltownDamSuperfundSite

100年程前の大洪水の影響で、鉱山廃棄物が蓄積

されてしまったMilltOwnDamoその汚染物質処理

作業に当時鉱山開発をしていた一企業が裁判によっ ▲天井からぶら下がる消防士の装備品を見学中

48第60回日米学生会議 日本側報告書



第60回日米学生会議概要 第3章

【参加者日記】

今日は事前に選択した『環境コース』に参加し

た。（一方では『戦争・平和コース』が用意されてい

た｡）水素燃料等の環境に配慮したエネルギーにつ

いて研究・開発を進める｢TechnologyEnterprise

Center｣、地域と企業が一体となってダム解体を行

う｢MilltownDamSuperfundSite｣、森林火災消火

に立ち向かう「SmokejumperCenter｣を順に訪問。

現地の環境問題に取り組む様子を実際の目で見て学

ぶ貴重な経験だ｡1日にこれほどのフィールドトリッ

プをし、色々な人と出会うことが出来る事に幸せを

感じる。

特に印象的だったのは｢SmokejumperCenter｣。

消火活動の為の重い荷物を背負い、ヘリコプターか

ら勇敢に火に立ち向かう人々の姿を想像すると、常

に全力なJASCerの様に情熱的で心打たれるものが

ある。夜は皆と合流し、お互いの1日について語り

合いながら眠りについた。 （廣瀬祥子）

8月14日 環境フオーラム、ディナーレセプション

環境フォーラム

【会場】MissoulaChildren'sTheatre

【テーマ】GlocalEffectofModernization

【概要】

1．開会の辞MayorJohnEngen(9:00～9:45)

2．テーマ別グループディスカッション(9:45～12:30）

3．基調誇寅Prof.StevenRImnmg(14:00～14:30)

4．パネルディスカッション(14:45～16:45）

パネリスト:Prof.RLmnmg、Ms.GaylaBenefield、

Ms.DianaHammer、金光慶紘

5．閉会の辞 Maureen&MikeMansfieldCenter

DirectorTerryWeidner(16:45～17:00)

6．ディナーレセプション(17:30～20:00）

午前中は以下の9つのグループに分かれ、それぞ

れ設定されたテーマについて意見交換を行った。現

地の活動家や市民の方も混じり、お互いの国の政

策の違いや取り組みなども共有し学びあう事がで

きる良い機会であった。午後からはノーベル賞受

賞者を含む3人の有識者と、日本側代表者である金

光慶紘の4人で、Glocal(Global+Local)Effectof

Modemizationというテーマに沿ってパネルディス

カッションが行われた。閉会後にはホストファミ

リーを交えてのディナーレセプションを行い、モン

タナでの最後の夜はお世話になった方々との別れを

惜しみながら過ぎて行った。

8月13日 分科会活動、Libby-Minamata上映会、ス

ペシャルトピックス

【参加者日記】

会議中、最も長いRTtimeが設けられていた日

だった。各RTは、近づいているファイナルフォー

ラムまであまり時間がないことを再認識し、予定

を再調整し始めたような印象を受けた。計7時間の

RTsessionを終えた後、夕方にはリビー市のアス

ベストの被害と水俣市の水俣病の被害を対比させた

ドキュメンタリーを鑑賞した。実際にアスベストの

被害者を家族に持つ方、ドキュメンタリーを制作し

たジャーナリストの方等に来ていただて行われた

Q&Aでは、多くの質問が飛び交い、デリゲートの

積極的な姿勢と問題意識の高さに刺激された。夜は

バラエティーに富んだ内容が並んだ、デリゲートに

より議論がリードされるスペシャルトピックの時間

である。政治・文化･JASCの意義など多岐に渡る

トピックから1つ選択し語りあった。これを機に今

まであまり話す機会のなかったデリケートとの距離

が縮まった時間でもあった。 （誉田有里）

班別のテーマとリーダー

※カッコ内はリーダーを示す

G""I:fbzﾉe"""dE"""0"柳e""/Dおas〃γ

（中村玲奈）

G""2:W""舵Co"seγ"α"0":Dγ〃"g/bj'O〃加肋e

A7℃"cNI""0"αﾉWY""Re/iEE (李鎮河）

G""3:Cり"JRee/S:AI/Ic""q/Gﾉ06"/W"""g

（渡辺千尋）

G7'o"4:E"""""79"〃/肋""cs:Rc(iz""0"qfE"fiSsio"

I/SReSjec枕γ&0"0"zicG"抑肋 （誉田有里）

G""5:SzJs"j"α〃e肋""か壇 （仁平理斗）

G""aAI彪加α〃E"g糎犯s （神馬光滋）
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ネルの難しさは、質問に対してその場で即座に答え

るということである。何とか回答したところで、そ

の後すぐ･に、あれも、これも言えばよかったと後悔

をした。冷静に落ち着いて考えてみれば、浮かんで

くる言葉、アイディアもなかなか舞台の上、スポッ

トライトの下ではそうはいかないものだと痛感す

る。こんな状況を変えてくれたのが休憩時間の出来

事だった。休憩時間になり、壇上から降りると、ア

メデリも、ジャパデリも、みんなが温かく迎えてく

れて、励ましてくれた。その時私は、気づいたのだ。

他のパネリストを真似て、背伸びしようとしなくて

も、この信頼出来る仲間の、学生の代弁者となった

気分で､学生らしくやればよいのだと。後半からは、

壇上で､独りで何とか答弁しようとしていた自分は、

もういなかった。JASCerのみんなと一緒にパネル

をやっているという気持ちが、自分を凄くリラック

スさせてくれていた。また、みんなに助けられたと

思った瞬間だった。

最後に：このフォーラムをリードしてくれた

Aya、そして、この機会を与えてくれたJASC、励

ましてくれたJASCer

Thankyou! (金光慶紘）

G""外α'@se"ﾉα"0"is応α邦d肋el沌呼"oz4sa加加"""

（坂本朋美）

G70"&E-""s" (金光慶紘）

G℃"9:""""m/Dis"彫だ （松本秀也）

qディスカッション

リーダーの9人

▲
１
１
訂

4 L q

？？

鍾溌蓑

＝

瀞
グループ別デイスカッョンレ

の様子

【環境フォーラムパネルディスカッションに参加して】

私は、8月14日に開催された環境フォーラムのパ

ネルディスカッションに、パネリストとして参加し

た。この日は、モンタナサイトの最終日であり、こ

のサイトの目玉と言ってよいイベントだ。パネリス

トはProf.Running(IPCCメンバー:2007年のノー

ベル平和賞共同受賞者)、Ms.Hammer(米環境保

護局)、Ms.Benefield(リビーアスベスト被害者：

活動家）そしてYoshihiroKanemitsu(大学生：住

所不定(当時))である。経験も知識も(住所も）ない

自分が、パネリストに交ざって、何を発言できる

のだろうと感じた。ディスカッションが始まると、

やはり極度の緊張に襲われ、喉の渇きが止まらず、

ずっと水を飲んでいたのを覚えている。後で、他の

JASCerに聞くと、緊張しているようには見えなかっ

たそうだが・・・･前半の1時間では緊張のせいか、

あまり思ったことが発言出来なかった。何より、パ

■

▲パネルディスカッションの様子

【参加者日記】

この日はMissoulaChildren'sTheatreにて、環

境フォーラムが開催された。様々な環境問題に対す
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る地域のコミュニティーの認識や対策について熱

く話し合われ、ディスカッション終了後は沢山の

JASCerがパネリストに質問し、その環境問題に対

する意識の高さが窺えた。

ミズーラ最終日となるこの日の夜、自然豊かなモ

ンタナとの別れを惜しむように、多くのJASCerが、

ホテル近くの山に登った。満天の星空の下仲間と語

り合いながら、残された時間の短さに、皆一抹の寂

しさを感じるのであった。 （松尾恵輔 一部改）

りJASCにとって一番必要な刺激であり社会発信の

方法だったのは、現地の人や機関を含めたコミュニ

ティとの深い関わりであった。そしてコミュニティ

との距離はそのコミュニティが小さければ小さいほ

ど縮まり易い。現にミズーラ市は人口8万人程度で、

1時間もあれば街を一周でき、人々の繋がりは密接

であった。JASCの存在は人から人へと知り渡り、

市長を始めテレビ局、モンタナ大学、マンズフィー

ルド財団、地元教会などからのサポートを得て、地

元の方々を交えたイベントも多岐に渡った。その

為JASCerは自分達の活動の影響が見え易く、一番

JASCの意義を感じられたサイトだったのではない

だろうか。今でもミズーラでの思い出話に花が咲く

ことが多いのは、その証であると勝手に解釈してい

る。そしてこのように深い充実感と達成感を与えて

くれる小さなコミュニティサイトに、これからも

JASCの足跡を刻んで行って欲しい。

個人的には、JLP運動会プロジェクトで5月から

本会議中まで共に念入りに準備を重ねてくれた伊

藤、渡邊、田中に感謝の意を表したい。運動会は

結局悪天候により中止になってしまったが、競技用

に準備したCDはスキットやRTビデオなど思わぬ

所で役に立ち、また興味を持ってくれたアメデリと

個人的に騎馬戦などの競技を試したりもした。彼ら

の努力無しにはこれら本会議の旨味を増す副産物は

生まれなかっただろう。そして最後に、ミズーラで

JASCに関わっていただいた全ての人々、現地に出

張までして企画してくれたHidemi、留学先のスペ

8月15日 ボストンへ向けて出発

【参加者日記】

モンタナを去る日。この日は朝の出発であったが、

寝ずに語るもの、最後のサイトへの移動に向けて荷

造りをするもの、それぞれモンタナ最後の夜を過ご

した。と同時に､3サイトを終え､疲れも見えていた。

しかしながらJASCがあと1週間で終わってしまう

ことを思い、皆ラウンジで、部屋で、それぞれ時を

過ごした。そういった意味でモンタナサイトは、私

達にとって特別だった。日本の学生にとってはもち

ろん、ほとんどのアメリカ側参加者にとっても真新

しい環境であったモンタナは、私のアメリカに対す

るイメージにも大きく影響を与えたし、アメリカ側

参加者も口を揃えて｢良い経験になった」と語ってい

た。フォーラムなどでは環境というグローバルな問

題を、国を越えて取り組むことの意義や難しさを知

ることが出来た。アメリカでの3週間を思い1夜を過

ごした我々は、眠りに着きながらバスに揺られ、最

後の目的地ボストンへと向かっていった。

（松本秀也）

込 屯

｜…ヨト

サイトコーディネーター後記

廣田隆介

「モンタナってどこですか？」「何故モンタナに行

くのですか？｣説明会や財務活動などの際にモンタ

ナについて説明すると、必ずと言って良い程このよ

うに聞き返された。思えばモンタナサイトコーディ

ネーターに手を挙げたのは、59回会議で秋田サイト

を一番楽しみ、モンタナに同じ匂いを感じ取った

からであった。そしてその直感は正しかった。やは ▲現地コーディネーターのクリスさんと
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していたが残念ながら豪雨により中止。しかし中止

連絡が行き渡った途端に、まるであの時の豪雨が嘘

だったかのようにカラッつと晴れて拍子ぬけ。結局

運動会は中止のままだった。ミズーラで有名な山の

側面に描かれた‘'MI'の文字へのハイキング。しかし

実は登山なみの大変さだということを登り始めて気

付くが時既に遅し。そして極めつけは、ボストン行

きのアメデリ飛行機のフライトキャンセル。2日も

アメデリと離れ離れになることになった｡モンタナ、

やってくれるな。ほのぼのした原風景のイメージに

加え、ただでは済ませてくれないモンタナというイ

メージもさらに加わった。

癒しの地であると同時に､私達に様々な問題提起．

考えるきっかけを与えてくれたこの土地、そしてコ

ミュニティの素晴らしい人々に心から感謝を申し上

げたい。遠く離れた地においても、現状の問題を変

えたい、行動を起こしたい、という志を持ち力強く

生きている人が多くいること、そしてそういった人

たちと出会い共感し励まされた｡最後になりますが、

サイト開催にあたりご支援くださった全ての方々に

厚くお礼申し上げます。

インから現地とコンタクトを取ってくれたAya、そ

して日本から拙い英語で共に頑張ったきょんに感謝

の意を表したい。本当にありがとうございました。

渡辺恭子

モンタナという土地のことを知る人は少ない。私

自身も実際想像もつかなかった、あるとしたらとん

でもない田舎であるということから、ほのぼのした

原風景のイメージくらいだった。もともと自然に

囲まれて育ったものだから、サイトコーディネー

トするならばそういう慣れ親しんだ自然の温かさ

が多い場所がいいと思い手を挙げた。実際はどう

だったかというと､期待以上の土地だった。まさに、

IIThinkGlobally,ActLocally!!という言葉の意味を

実感した土地であった。

ホームステイ・野外アクティビティ・モンタナフェ

アといった、アメリカならではの雄大な自然におけ

る文化体験は今でも現地の人との交流として深く思

い出に残っている。その一方で環境問題への取り組

み、平和活動、軍事資料館や戦争記念碑建設などコ

ミュニティの人々が自発的に活動していることにと

ても驚いた。地球環境や国のあり方、また、それら

に対して一人の人として何か出来ることはないかと

考え、懸命に行動し挑戦している人たちに多く出

会った。"Findthetruenorthtogether."戦争と平

和コースのフォーラム講演で、JeannetteRankin

PeaceCenterのDirectorであるBetsyDagueさんに

言われた言葉が印象深く残っている。誰も平和の創

り方に対する答えがどこにあるかは分からないが、

協同しともに答えをみつけようとする姿勢の大切さ

を再認識させられた。彼女のまっすぐな瞳そして

語りかける言葉は彼女の歩んできた道、信念を想起

させる力強いものだった。

そして、これは余談だがもう一つ、モンタナは予

想外のハプニングが多かったサイトでもあった。モ

ンタナに向かうには予想もしなかったプロペラ機へ

乗り込み、がたがた揺れる機体に皆おのの〈。しか

し、そこはまさに旅は道連れ、仲間が傍にいると思

うと自然と怖さも収まった。お世話になったホス

トファミリーへのお礼の意味も込めて運動会を企画

アメリカ側実行委員AyaNakanishi

Coordinatingtheweek-longsessionin

Missoulawasthemostchallenging,yetalso

satisfyingresponsibilitythatlhadasanEC.

Whenlchosetomanagethe"ruralsite,"Ihad

donesoenthusiastically,wantingtorecreate

thewonderfulmemoriesofthelikewiserustic

AkitaofJASC59.Althoughl'dknownthat

coordinatingsucharuralareawouldbedifficult,

Iwasunpreparedfortheconfrontationwith

suchableakreality;Missoulasitehadthe

lowestbudgetallowanceandwaswithoutany

establishedconnectionsoralumninetworktogive

usadirection.IremembertheotherECswould

jokeabouttheMissoulapredicament,holdingthe

sitetoadifferent,lowerstandardthanthethree

city-sites.Insteadoffeelinghelpless,however,

thelackofresourcesmotivatedmetoworkharder
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toproducethebestsitepossible,wheredelegates

andthelocalcommunitvalikewouldlearnfrom

eachother.

Whatisthebestwaytoengagethecommunity

ofMissoula？Howcanweinteractwiththe

localpeople？WhatistherethatJASCcanonlv

doinasmalltownlikeMissoula？Howcanwe

makeanimpact？Withthehelpoftheothersite

coordinators,weworkedhardtoincorporate

Missoula-specificissuesandtoreallyconnect

JASCtothelocalpeople.Iampleasedtosaythat

thedelegateswentaboveourexpectationsin

buildingrelationshipswithcommunitymembers

andactivelyparticipatinginlocalevents.

MypersonalprojectfortheMissoulasite

wascoordinatingtheEnvironmentalForum

astheculminatingeventfortheMissoulasite.

Althoughthisprojecttookmonthsofplanning

andconfinningofdetails,itisalsomyproudest

accomplishmentassitecoordinator.Seeing

communityleaderscongregateattheMissoula

Children'sTheaterandengageindiscussionwith

thedelegates,IfeltthatJASCwasfulfillingits

purposeandlivinguptothemissionstatement.

Iwouldliketothankallofthegroupdiscussion

leaders(Reina,MasatoN.,Yoshi,Tomomi,Oyun,

Jinha,Koji,Chihiro,Hideya)fortheirpatience,

diligenceandforsteppingupastrueleadersat

theforum;specialthankstoYoshi,whoworked

double-dutyasagroupleaderandpanelist.

Lastly,thankstomyfellowsite-coordmators.

theBigSkyCountryhadtooffer・Yes,thefirst

JASCinMissoulasignifiedanewdifficult

challenge,butitalsoimpliedthatitwasarare

privilegeandanopportunityforourgenuine

creativity.WhenJASCvisitsMissoulaagain,and

Iamsureitwill,Isincerelyhopeourprecedent

willsparkfreshinspirationsandcreativeideas

forthefutureMissoulasitecoordinators.

InMissoula,allactivitiesandprograms

revolvedaroundthreemajorthemes:academic

discourse,environment,andcommunity

engagement.Wewantedtooffereventswitha

richandbalancedblendofthesethreethemes.

NotonlydidthesethemesmakeMissoulasite

successful,itmadethesitesignificant.That

is,significanttoboththedelegationandtothe

peopleofMissoula.Anditisforthisveryreason,

IamproudofourachievementsinMissoula.

Beingaruralsite,manyeventsweremodeled

afterthe59thJASC'sAkitaexperience.Like

Akita,wehadalocalfestival,hostfamily

program,roundtablesessions,andamajorforum.

Thisyear,however,wedecidedtofocusheavily

oncommunityengagementtoleavealargerand

definiteimpacttoboththelocalcommunityand

thedelegation.TheHostFamilyProgram,the

FreeCyclesBikeBuildingProject,theWar&

PeaceForum,andtheEnvironmentalFonⅢnwere

allspecificallydesignedtoimpactandengage

thelocalmembers.

Ourhostfamilyexperienceatthe59thJASC

washighlymemorable,butitslightlybothered

usthatwewerealwaysreceivingthingsand

thankingthem.Toreturntheirfavor,wehave

invitedallhostfamiliestojoinusatourpublic

eventsincludingtheBikeBuildingProject,the

War&PeaceForum,andtheEnvironmental

Forum.WehavealsoplannedtheUndoukai,

aJapanesestylesportsdayevent(whichwas

unfortunatelycanceledduetorain).Thissports

アメリカ側実行委員 HidemiTanaka

ItwasthefirsttimeeverforJASCtovisitthe

GardenCitvofMissoula・Thisfactworriedus
〃

sitecoordinators・Whateventsarewetoplan？

WhatisinMissoula？WhereisMissoula？Such

questionsrelayedaswestruggledwithideas.

However,suchconcernsquicklyevaporatedaswe

graduallydiscoveredthecountlesspossibilities
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dayeventaimedtobringthedelegationandthe

hostfamiliestogetherthroughJapanesecultural

sportsandgames,anditsurelywouldhave

beenauniqueexperiencethatonlyJASCcould

offer.WealsocollaboratedwiththeJeannette

RankinPeaceCenterforacandlelightwalkto

commemoratetheAugust9thNagasakibombing.

ThePeaceCentermembersweredelightedwith

therecordturnout,andwefeltpositivelyabout

contributingtothecommunitybuilding.

OurweekinMissoulacertainlvhadaheavv

emphasisontheenvironment,butwewanted

todomorethanmerelydiscussandlearn

aboutenvironmentalissues.TheBikeBuilding

Projectwassignificantfortwomainreasons.

First,wedirectlycontributedtosustainable

transportationbybuildingover30bikesfrom

recycledbicycleparts.Second,weinteractedwith

thelocalvolunteersandbuiltfriendships.The

War&PeaceForumgatheredlocalpeaceactivists,

warveterans,activeservicemembers,military

historians,hostfamilies,andJASCdelegates

underoneroof,andwasundoubtedlyboundto

producesensitiveanduncomfortablediscussions.

Yet,weproceededbecausewestronglybelieved

intheboldimpactitwouldmake.Wehopedthis

tobecomealife-changingexperience,whether

thatmeantreinforcingone'sownopinion,

synthesizingone'sownwithanotheropinion,or

bemgenlightenedtonewperspectives.

TheEnvironmentalForumembodiedallthree

themes,asitwasacademic,environmental,and

communityengaging.Localenvironmentexperts

andhostfamiliesattendedthegroupandpanel

discussions.Assitecoordinators,itwashighly

rewardingforustoobservepeoplefromvarious

backgroundsactivelyengagedinconstructive

dialogue.

Lastly,Onbehalfofthe60thJapan-America

StudentConference,Iwouldliketoexpressmy

deepestappreciationtoalltheindividuals,host

families,andorganizationsthatgenerously

supportedourprogramsatMissoula.Iwould

liketoespeciallyacknowledgeandthankTerry

WeidnerandChristopherMarlowattheMaureen

andMikeMansfieldCenter,forthesuccessof

thissitewouldnothavebeenpossiblewithout

theirguidance,resource,andsupport.

Ithasbeenmygreatestpleasureandhonorto

collaboratewithmyfellowsiteco-coordinators:

AyaNakanishi,KyokoWatanabe,andRyusuke

Hirota.IwouldalsoliketothankAshlevNeelev

Lam,MarieKanke,andHiroyukiMiyakeforthe

advicesandinspirationstheyhaveprovided.

Thankyou.
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▲モンタナサイトコーディネーターの4人
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’
サイトコーディネーター

ボ 卜ス ン
呉宣味伊関之雄SamScullyNancyYang月15日～8月20日8

ボストンサイトスケジュール を見学することで学び取ることができたのではない

か。

ポストンサイト初日、アメリカ側参加者と実行委

員の到着が、フライトキャンセルにより遅延してし

まうという事件があった。にもかかわらず、21日の

ファイナルフォーラムでは日米の学生が一致団結し

て、妥協あり、葛藤ありの中、分科会活動の成果を

最高の形で発表することができた。これも綿密に分

科会での議論をまとめ上げることができる環境を提

供して下さった、HarvardUniverstiyのライシャ

ワー日本研究所とSuffolkUmverstiyの温かいご支

援のおかげである。この場を借りて御礼申し上げた

い。

8月15日（金）

8月16日(土）

8月17日（日）

ボストン着

分科会活動

ボストン観光

分科会活動

LocalJapanesestudentsとの交流会

ハーバード大学教授とのお茶会

Govemment訪問

ファイナルフォーラム

新実行委員選挙

ボストン市内班別観光(水族館・科

学博物館・美術館）

タレントショー

ファイナルリフレクション

第60回日米学生会議閉幕

＊宿泊場所:SuffolkUniversity

8月18日(月）

8月19日(火）

8月20日(水）

8月21日(木） 8月15日 ボストン着

モンタナでゆっくりとした時間の流れを満喫した

後は、第60回日米学生会議のハイライトであるファ

イナルフォーラムが行われるボストンへの移動。モ

ンタナを発ったのはまだ太陽ではなく月がみえてい

た朝だったが、ボストンに到着し長時間の移動で疲

れ気味の私たちを迎えてくれたのは終わりのみえな

いボストンの雨模様だった。

ニューヨークの名所がセントラルパークだとし

たら、ボストンの名所はボストンコモンズという

公園である。その公園のすぐ近くにあるSuffolk

Umversityの寮に到着。フライトのキャンセルで一

緒に移動することができなかったアメリカ側参加者

の居ない空間は、言葉にできない違和感があり、皆

が感じていたであろうその感情は、いつもより静

まっていた参加者の声からも､表情からも出ていた。

参加者のみならず、サイトコーディネーターとして

もボストンに来たのは初めてだった私達は、夕飯の

準備のためにまだなれないボストンの町を雨と共に

走っていた。

ボストンサイト理念

日米学生会議の発信力。これを問うた時に、ア

メリカで我々大学生の主張を根付かせるためには、

ここボストンの他どこにもないであろう。そして

その拠点を米国、いや世界の最高学府のHarvard

Umversityで行なうことは、誰にとっても大変光栄

なことである。

発信や学問的な色彩は、ボストンサイトの後半部

分で強かったが､前半部分は少し状況が違っていた。

前半部分はボストンでの文化、歴史、政治体制に重

きをおいてサイト計画を行なった｡分科会活動の｢成

果物｣を発表する任務遂行の前に、ボストンでしか

見られない物を集団で見学した。そこで感じ取った

近代都市のイメージは、各参加者、各実行委員それ

ぞれ違うであろう。

また、1776年の独立宣言から端を発したアメリカ

の行政システムを、ボストン市議会の各部局(ボス

トン市長事務所･公民権事務所･選挙事務所･市議会）
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一方で、シアトルに居るCSRアメデリメンバーと

Skypeミーティングを行った。ファイナルフォーラ

ム直前のトラブルによる不安をかき消すようにお互

いジョークを飛ばしあった。

深夜3時にRT活動を切り上げ、HarvardやMITの

日本人留学生とのレセプションのスピーチに取り掛

かると、別のイベントでスピーチが予定されていた

実行委員の竹内がやってきて、一緒にスピーチを書

き始めた。2時間後、真白なスクリーンを前に口を

開けて寝ていた竹内を写真に収め、落書きしようか

迷いながら、朝を迎えた。 （盛島正人）

陸一 一一

一一

毒､◆ﾛ
識

▲ジャパデリのみの緊急ミーティング

8月16日 分科会活動＠ハーバード大学

’

アメリカ側参加者がボストンに着く時間がやっと

分かった喜びと共に、ボストン2日目の朝がやって

きた。ポストンサイトのスケジュールには大分変更

があったが、ファイナルフォーラムに向けての準備

の時間だけは無くすことはできなかった｡そのため、

日本側参加者だけでハーバード大学にて分科会活動

を行うことにした。モンタナサイトで分科会の時間

を多く設け、ある程度お互いの意見を詰めていたの

で、日本側参加者だけでの作業もそこまで難しくは

なかった。そして、シアトル空港で待機していたア

メリカ側参加者との連絡がインターネットを通じて

できるようになり、チャットや電話を同時に行いな

がら日米参加者は臨機応変にネットミーティングを

行っていた。分科会によっては、休憩時間を利用し

てハーバード大学のキャンパスツアーをしたり、分

科会メンバーで大学の近くに夕食を取りに行ったり

して、ハーバードの雰囲気を楽しみながら分科会メ

ンバー同士の友情を更に深める時間にもなった。

【参加者日記】

前日の飛行機トラブルのためアメデリ不在で迎

えたボストン2日目。当初のスケジュールは大幅に

変更され、ジャパデリのみで終日RT活動を行った。

Harvard大学に到着後、ディスカッション、映像作

成、パワーポイント作成など、ファイナルフォー

ラムに向けてRTごとに最後の追い込みを開始した。

私の所属するCSRRTは、スクリプトを作成する

I

▲マイノリティ分科会の様子

8月17日 ボストン観光、分科会活動、Local

Japanesestudentsとの交流会

早朝にボストンに着いたアメリカ側参加者には午

後からの分科会活動に備えて休憩してもらい、その

間日本側参加者だけでボストン市内観光を行った。

Trolleyと呼ばれるバスに乗り、いくつかのコース

の中で止まりたいところに降りて観光をするという

自由観光コースであった。その中でポストンハー

バーに行って久々の海に魅了されていた人もいた反

面、MITやボストン大学など名門大学の雰囲気に

圧倒され、学問へのモチベーションが上がったとい

う人も多かった。午前中の観光で元気を貰った日本

側参加者は､午後からはアメリカ側参加者と合流し、

ファイナルフォーラムに向けての準備に本格的に

取り組んでいた。2日の空白時間があたかも無かっ

たかのように話がスムーズに進んでいて、これまで
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8月18日 ハーバード大学教授とのお茶会、の友情がより輝いた瞬間であった。夜にはハーハー

ド大学院やMITに在学中の日本人学生、そして

STeLAという学生団体の実行委員を招き、彼らの

話を聞き､お互い学び合う時間を持った｡スピーカー

がユーモアを交えながらアメリカでの大学院生生活

をお話してくれたおかげで、日本側参加者もアメリ

カ側参加者もリラックスした雰囲気で質問すること

ができた。違う空間で勉強している彼らとJASCer

だったが、胸の中で燃えている情熱というのは同じ

なのだろうと感じた。

【参加者日記】

ジャパデリにはボストン3日目、アメデリには1日

目。前の晩から到着が待ち遠しくて皆心待ちにして

いたアメデリが早朝に到着。シアトルからの長旅か

ら彼らが体を休ませている午前中に、私たちジャ

パデリはボストンをTrolleysbusで観光。美しい街

の景観と、涼しい風が心地良〈うとうととしてし

ます。バスガイドさんの街案内の名文句は｢MIT=

MillionairelnTraining｣。

午後には、全員でハーバード大学へ移動しファ

イナルフォーラムの最終段階準備に取り掛かる。

夕方には、参加者の盛島君が携わって実現した

Harvard、MITの日本人学生との交流会である。

ScienceandTechnologyLeadershipAssociation

(STeLA)などで活動されている大学院生との貴重な

交流ができた。その後は寮に帰って、寝る間も惜し

んで各々RTに没頭するのだった。 （安川瑛美）

Government訪問

せっかく世界最高の名門、ハーバード大学までき

て教授と会えないというのはとてももったいないと

いうことでずっと前から力を入れていたイベント、

ハーバード大学教授とのお茶会。ハーバード大学で

教えている様々な専攻の教授を招き、少人数のグ

ループに分かれて、普段だったらなかなか会えない

ハーバード大学の教授のお金では買えない話を聞け

る貴重な時間であった。

日米学生会議の参加者の中には両国の政治に興

味を持っている人が多い。百聞は一見にしかず。

両国政治の違いを知るという目標を持って、参加

者は4つのチーム(ボストン市長事務所、ボストン

市会議、市民権利事務所、選挙事務所)に分かれ、

政府機関にそれぞれ訪問したのである。

－，【と_二
教授を囲んでし

、
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【参加者日記】

前日の夜はFinalForumの準備が忙しく、寝不足

であったが、朝のハーバード大学教授とのお茶会で

は､教授の話の面白さで目が覚める思いをした｡様々

な分野の研究をしている教授の中から、お茶したい

人を選ぶのだが、私は、日本の伝統文学を研究して

いる教授を選び、西洋から見た日本の伝統文学につ

いて話を聞き、「源氏物語｣の愛の表現の仕方など、
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▲コーディネーター盛島君の開会の辞
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知的好奇心を刺激する話を多く聞けた｡その後では、

レセプションが開かれ、話の聞けなかった教授から

も、話を聞くことが出来た。

昼からは、GovemmentTripで、アメリカの政治

に関わる機関を訪れて、アメリカと日本の政府に関

するオペレーションの違いを学んだ。やはり、アメ

リカでは連邦制・選挙などの日本と違う点が多く見

られるので、それに関連する機構の違いも多く見ら

れることが実感された。

そして、夕方からは明日に迫ったFinalForumの

準備で、皆、深夜3時頃まで準備を行なっていた。

（油井英孝）
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qサイト説明の様子

8月19日 ファイナルフォーラム、新実行委員選挙

ファイナルフォーラム

【会場】HarvardUniversitvCenterforGovernment

andlnternationalStudiesSouthTsaiAuditori''m

【プログラム概要】

1.FinalForum開催概要 武田尚樹 第60回日米

学生会議日本側実行委員長(10:30～）

2．開会の辞 ギルマン博士 ライシャワー日本研

究所所長(10:35～）

参加者による60回各サイト説明JiEun

wKaren"Jung、GregorySchuster，金光慶紘、

油井英孝(10:45～）

3．基調講演 エズラ・ヴオーケル ハーバード大

学名誉教授(11:00～）

4．各分科会成果発表(11:45～12:45）

5．閉会の辞SamScully第60回日米学生会議ア

メリカ側実行委員長(12:55～）

6．レセプション(13:00～）

【参加者日記】

ついに、FinalForum、RT、そしてJASCの成果

を発表する時が来た。"JapanasNo.1''の著者とし

て知られるEzraF.Vogel教授の基調講演を伺った

後、参加者からの各サイト説明と、各RTの発表が

あった。RT活動の集大成である発表は、内容形式

共に様々だったがしっかり時間をかけて準備された

のが分かるユニークなものばかりだった。目を潤ま

せつつレセプションで談笑する皆の胸にあったの

は、フォーラムを無事終えた達成感と、少しばかり

の寂しさとであった。 （横山雄一）

今日はファイナルフォーラム。どの分科会も2日

間､寝ずにこの日に備えてきた｡朝ファイナルフォー

ラムに向けて集合した時に皆の顔を見た。連日の徹

夜により疲弊していたが、若者特有の清々しい希望

に満ちた日を見た。ちょうど1年前の今日に決まつ
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た分科会のテーマは、この1ヵ月間日米の学生によ

り議論され、空中分解することなく、様々な手法に

より社会に向けて発信された。特に映像を制作した

分科会が多く、今後の社会発信に活用できる素材が

多く制作された。反省点も残されたと思うが、世界

で一番熱い私たちの夏のフィナーレは未来へと繋が

るはずだ。 （高畑乃枝）

havethesameproblemalloveragain.Howcan

IexplainwhatldidatJASCwhensomuchhas

happenedandsomuchhaschanged？

ThroughoutJASC,we'veallbeendiscussing

whatourpurposeisincominghere.Ithinkwefeel

aheavyresponsibilityinpartbecausewewere

chosentocomehere,whichweknowisanhonor

andaprivilegeandinpartbecausewecannot

helpbutfeeltheimportanceofJASC.Aftera

month-longconference,aftertravelingacrossthe

continent,aftermeetingsomanydistinguished

people,afterstudyingsohard,wewanttobeable

tosaythatwetookthisopportunityandmade

absolutelvthemostwecouldmakeoutofit.

Iknowweallwanttochangetheworld,andwe

should.Theworldneedschanging.Butwhenl

lookoutandseeallofyourfaces,Ihavenodoubt

thatlamlookingatthepoliticians,diplomats,

CEOs,journalists,andteacherswhowillchange

theworld.Atthesametime,I'mlookingat63

peoplewhomakemelaugh,makemethink,and

inspireme・MaybetherealpurposeofJASCwas

bringingustogether.

Throughoutthesefourweekswe'vespent

together,I'vechangedandl'veseenyouall

change.Ourfirstbusinessfonnaloccasionatthe

Portlandconsulategeneralwasthefirsttimel'd

everwornasuit!Atfirstwewereallsonervous

aboutminglingwiththeguests.Irememberthat

ittookfiveofusinagrouptogetupthecourage

toapproachthefirstguest.Seeinghownatural

everyonewasspeakingtoourguestsatBoston

siteremindedmeofhowfarwe'veallcome.slteremindedmeofhowfarweveallcome，

Today'sfinalforumpresentationsarealsoproof

ofourintellectualgrowth.

IknowthatinafewdaysJASCerswillscatter

aroundtheglobeagain,someofusreturningto

ourcolleges,someofusstudyingabroad,someof

usenteringtheworkingworld.Evenforthefew

ofuswhobecomeECs,thisexperiencecannever

新実行委員選挙

この伝統ある日米学生会議の継続を支えているの

は参加者である。60回目が実現したのは、毎年パッ

ションとやる気を持った参加者が立候補し、来年の

本会議を企画したいと名乗りを上げるからである。

【参加者日記】

日米学生会議参加者には、ファイナルフォーラム

に加え、本会議の最後に果たさなければならない大

きな務めがある。次期実行委員の選出である。立候

補者はそれぞれ特徴あるスピーチを行ったが、どの

スピーチからもJASCに対する熱い気持ちを確かに

感じることができた。選挙結果発表後には、新実行

委員は次期日米学生会議について話し合い、他の参

加者は外出したり、語り合ったり、翌日のタレント

ショーの準備をするなどして、残された時間を様々

に噛み締めていた。 （横山雄一）

未来といえば、今日は第61回実行委員選挙の日で

もある。選挙には立候補しなかった私であるが、立

候補者のスピーチを聴き涙してしまった。60回続い

たこの素晴らしい会議を継続させていく、新しい16

人の実行委員の勇気にエールを送りたい。そして、

それぞれのJASCは今日から始まるのだ。

（高畑乃枝）

【ファイナルフオーラム後のアメリカ側参加者Rachel

Staumによる本会議全体感想スピーチ(一部略)】

Whenlfirstcame,Ididn'tknowwhattoexpect

fromJASC.Whenpeopleaskedwhatlwasgoing

todooverthesummerandwhy,Ihadtrouble

explainingbecauselknewsolittleaboutthe

conference.Now,whenlreturnhome,Ithinkl'l1
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天気は晴天、温かい日差しも照りつける。いざ楽し

む時となると、参加者・実行委員はただちに｢観光

モード」に切り替え、残り少なくなってきた時間を

最大限に楽しんだ。

各自夕食を取り終えた後は、全員で集合して新実

行委員による来年度の会議概要の発表を聞いた。今

まで参加者だった16人の顔が実行委員らしく変化し

ているのを見て、非常に頼もしく思えたのだった。

againberepeated;the60thJASCwasourJASC,

ourchancetogrowandchangeandcometoknow

eachother.

Still,Iknowthatthe60thJASCdoesn'tend

here.I'vealreadyheardpeopleplanningreunions

inTokyoandvisitsallovertheglobe,and

thankstotheinterneteventhoseofuswholive

onoppositesidesoftheearthcantalktoeach

other.Afterbeingoneanother'sroommates,

colleagues,friends,and,inastrangeway,family

forfourweeks,Iknowthatsomethingassimple

asdistancewon'tweakenourbonds.asdistancewontweakenourbonds，

Insixtyyears,Iwanttoseeyouallagain,

standingunderthearchatReedCollege,

celebratingthel20thJASC.Theworldwill

changeandJASCwillchange,butstilllimagine

usalltherewithourcanesandourhearingaids,

celebratingsixtymoreyearsofJASCandsixty

yearsoffriendship.
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美術館)、タレントショー

今までファイナルフォーラムのための分科会活動
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わせて作成したビデオで本会議の思い出を投影した

りと、非常に個性があふれる時間であった。

お楽しみから一転、「ファイナルリフレクション」

に移る。自分一人、皆の前に立ち、最後のスピーチ

をすることができるチャンスなのである｡例年通り、

この場は非常に感情的になってしまう。感謝の言葉

や仲間と離れる寂しさの共有、そして素直に自分の

気持ちを言葉に表す人もいた。一人一人がこの会議

に対して抱く思いを、生の声で聞く事ができた。

多人種多文化を肌で感じ取れる場所に我々はいた。

今までの各サイトで感じ取った様々な｢アメリカ」に

さらに､｢都会｣・｢映画で出てきそうな町並み」といっ

たスパイスが混じった最終サイトになったのではな

いか。

とりわけ、最終サイトはファイナルフォーラムに

向けて準備などでストレスが自然に溜まってしま

い､睡眠時間も少なく、体力的にも厳しい時間が多々

あったであろう。しかし、「新たな潮流へ～60回を

通しての再考と創出～｣の理念の元に、各参加者は

学生の立場として自分たちの主体的な言動が社会に

発信されるように辛抱強く議論を続けた。各分科会

の発表が終了した後の各参加者・実行委員の顔に惨

み出た満面の笑みはそれを物語っている。

最後に、何度も記しているようにHarvard

UniverstiyとSuffolkUniverstiyの厚いご支援に感

謝したい。両校の厚いサポートなしでは、各分科会

の入念に準備してきた成果を最高の状態で発表する

ことはできなかったであろう。そして計画が度重な

る不意打ちでスムーズに進まなかった時でも、絶え

ず笑顔を保ち、楽しむ気持ちを持ち続けてくれた各

参加者・実行委員に感謝したい。

サイトコーディネーター後記

伊関之雄

この場を借りて、まずはボストンで我々の学生

会議のために様々な施設の提供をしてくださった

SuffolkUniversity並びにHarvardUniversityに感

謝の意を表したい。インターネットを通したリサー

チも宿泊した寮にて簡単に使用ができ、ファイナル

フォーラムに使用したオーディトーリアム無しには

各分科会の成果の発表は大変難しかったであろう。

最高の環境での最高の偉業を成し遂げることができ

た、と感じている。

このサイトは、度肝を抜かれるような事態から始

まった。Missoula空港とSeattle空港で、アメリカ

側参加者と実行委員が2日間足止め状態となってし

まったのだ。ファイナルフォーラムまで残り数日し

かない状況のなかで、どのようにして分科会の議論

を行なえば良いのか。果たしていつアメリカ側は到

着するのか。このような不安と絶望感が生じてし

まった。日本側実行委員とアメリカ側実行委員との

綿密な打ち合わせを携帯電話で行ない、インター

ネットを双方で自由に使える環境にあったことか

ら、メールやオンラインミーティングを利用して議

論を続けることができた。当日は、実行委員として

多少混乱状態になっていたが、今振り返ると臨機応

変に物事を対処する力を身につける良い機会になっ

たと自負している。

日本側のみでBoston市内を移動している際は、

初めて観光に来た際の京都の四条河原町の地下鉄や

町中をさまよっているような感じであった。宿泊場

所がBoston市内のど真ん中に位置していたために、

呉宣味

4カ所のサイトの中で一番最後のサイトになるボ

ストンは、会議の幕が下りる所でもあり、参加者の

みんなが涙を流しながら再会を望む場所でもあり、

個人的に2年間の日米学生会議の活動が公式的に終

わる所でもある。一緒にコーディネーターをした伊

関之雄は第59回日米学生会議に受かって、最初に参

加した春合宿で初めて話かけてくれたJASCerであ

る。私にとってボストンサイトコーディネートは日

米学生会議の始まりと終わりがよく混ざっていて、

今まで味わったことのない味をしていた。ボストン

にはそれまで1回も行ったことが無かったので、ど

ういったプラニングをすれば良いのかがよく分から

なかった。周りのボストンに留学経験がある友達に

話を聞いたり、ネットで検索したりしていたが、そ

れらをしているうちにボストンに初めていく人だか

らこそポストンサイトに期待することを活かした方
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が、JEC(日本側実行委員）としてできることでは

ないかと考え始めた。2人のアメリカ側実行委員が

ボストンで勉強をしていたため、そうしたほうがお

互いのニーズを当てはめることになり、プラニング

もうまく進むようになった。

4人が話しあいながらプラニングしたボストンサ

イトだったが、実際最初にボストンに着いたのは日

本側参加者だけだった。ポストンサイトのコーディ

ネーターであった日本側実行委員はたった2人。2

人ともボストンが初めてで、到着時にはすでに辺り

は暗くなっていた。まるで日米学生会議の中で更に

ボストン学生会議が始まったようだった。しかし、

ゼロから全部日本側実行委員サイトコーディネー

ター2人で引っ張っていかなければならなかったボ

ストンでの最初2日間が、私の中では一番充実した

時間だったかもしれない。アメリカ側実行委員に頼

らないで、自分達で考え、判断し、みんなをリード

したその2日間を終えて、アメリカ側参加者が来

てから本格的なポストンサイトが始まった。1年を

かけて計画したスケジュールに大きな変更が出てし

まい、毎日夜2～3時までのミーティングやスケ

ジュールの調整を行っていた。準備したスケジュー

ル通りにできなくなったことはとても悔しかった

が、肩を叩きながら笑ってくれたポストンサイト

コーディネーター達のおかげでボストンでの日々は

1日が1分のように感じるほど早く過ぎていった。

本当に早かった。今振り返ってみると、パノラマの

ようにFacebookに載っている多くの写真と私の頭

に残っているメモリがオーバーラッピングされ、ボ

ストンへのノスタルジアを呼び起こしてしまう。ま

たの機会でボストンに行くことになったら、私は間

違いなくJASCerを探すでしょう。す〈･現実に戻っ

て、日米学生会議はもう終わったと自分に言い返す

でしょう。しかし、雨が降っていたあの夜、伊関と

2人でボストンを走り回ったことや、クラブの音で

うるさくて夜遅くまで眠れなかった日々、分科会

メンバー達と熱い議論を行った後ハーバード大学の

近くで食べたランダムな日本料理、目を擦りながら

語り合ったラウンジなど、全ての思い出はそのまま

心の奥に生きていて終わらないその話をしてくれる

でしょう。私の生きていく原動力のたくさんの思い

出を作ってくれた第60回日米学生会議のボストン

コーディネーター伊関、Nancy、Sam、そして62名

の参加者や参加者以外の全てのイベントに関わって

いたみんなに感謝の気持ちを伝えたい。これからも

よろしく、そしてお忘れなく。
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環境とコミュニケーション～自然と共生するために～
CommunicatingEnvironmentalEthicsMedia:MindsetandEcologicallnspiration

分科会メンバー

金光慶紘

坂本朋美

竹内菜緒＊

中村玲奈

仁平理斗

JoshuaSchlachet*

RobertCooper

KayokoHirata

F1izabethJones

（＊はコーディネーターを示す）

分科会概要

地球サミットや国連、NGOでの議論に代表され

るように、環境問題に関する議論は絶えない。環境

に対する意識は高まっているにもかかわらず、気候

変動問題、排出権取引、生態系破壊などの問題が一

向に解決されないのはなぜか。個人を取り巻く情報

や媒体が人間の倫理観や行動を大きく左右している

からではなかろうか。例えば、AlGore氏の映画｢不

都合な真実｣がいかに人々を触発したかを考えたと

き、環境問題に対する取り組みを成功させるために

は、まず個人の考え方や姿勢を見つめ直す必要があ

ることに気づくだろう。当分科会では、主体的に行

動する個人と、その個人に影響を与えるメディアと

の関わりや他者とのコミュニケーションを視野に入

れ、自然との共生を可能にする道を探りたい。

この日は､原子力発電に関する､パブリックコミュ

ニケーションを研究しておられる木村准教授に原子

力発電の基礎的知識、パブリックコミュニケーショ

ンについてお話を伺った。温暖化対策技術とも言わ

れる、二酸化炭素を排出しない原子力発電について

ポジティブな面ネガティブな面の両面を知って、

その有効性について考えるきっかけとなった。この

日は金光慶紘がコーディネートをした。

事前活動

1．東京大学木村准教授 勉強会

日時：6月7日(士）

講師：東京大学大学院工学系研究科原子力専攻

木村浩准教授 木村先生を囲んで
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2．越智隆雄衆議院議員事務所訪問

日時：6月9日（月）

講師：衆議院議員 越智隆雄様

議員会館事務所において、政治がいかに環境対策

に効力を持つことができるのか、また環境保護と

いう争点のもとにどのようにして｢政治と国民のコ

ミュニケーション」を進め、国民を動かすことがで

きるのかについてお話を伺った。特に私たち環境と

コミュニケーション分科会にとって興味深かったの

は、「政治と国民のコミュニケーション｣をいかに取

るのかという前述の問いに関係して、報道などのメ

ディアがどれほど国民の意思決定に深く関わり、良

くも悪くも政治に密接な影響力を持っているのかに

関して、第一線で活躍する方の実感を伺うことがで

きた点である。講師の越智隆雄氏は私たちのあらゆ

る質問にも全て真筆に答えて下さった他、他の勉強

会開催に当たって講師の方の紹介にもご協力して下

さるなど、本分科会の活動に多大なご協力をいただ

いた。この日は中村玲奈がコーディネートをした。

の意見交換を行った。ビデオと説明で、当社がいか

に環境への取組みを推し進め、実績を挙げてきた

かを知ることができた。その後の質疑応答と意見交

換では、環境室地球環境グループの皆様が建前だけ

に留まらない率直な意見を述べて下さった。例えば

多大な手間とコストをかけてまで環境活動を強化す

る理由を"環境を守るため"、“社会的責任"といった

響きの良い言葉だけで片付けるのではなく、企業利

益の追求といった点まで踏み込んでお話をしていた

だいた。また原発外交、政策などあちこちと多様

な話題であったにも関わらず丁寧に対応して〈ださ

り、4時間近くも応対していただいた。中身の濃い

訪問となり、参加者一同大満足であった。この日は

坂本朋美がコーディネートをした。

4．電通訪問

日時：6月20日（金）

講師：株式会社電通 第8営業局 吉野次郎様

サッカー事業局 金大鐘様

環境問題とコミュニケーションは切っても切り離

せない関係である。その中でも特に私たちの分科会

では、企業から消費者への環境のコミュニケーショ

ン・メッセージを深く分析したいと考え、昨今話題

にもなっているエコ広告の実態を知るため、大手広

告代理店で数多くのエコ広告を作り上げている株式

会社電通を訪問した。エコ広告事例集のプレゼンテ

ーションをしていただき、昔と比べて現在のエコ広

告はどのように変わったのか説明してもらった。ま

た、環境問題を解決するにあたり必要なのは｢規制」

｢税金｣「コミュニケーション｣であるが、その中でも

｢コミュニケーション｣には可能性はあるが強制力は

ない、という意見を聞くこともでき｢本当に世の中、

コミュニケーションで良くなるのか」という根本的

な問いを分科会に投げかけることができた。この日

は竹内菜緒がコーディネートをした。

5．小池百合子衆議員議員事務所訪問

日時：6月24日（火）

講師：衆議院議員 小池百合子様

環境大臣を務められていた小池氏より、環境取り

組みに関わる国民の意思決定に大きな影響力を持っ

た代表的政策モデルであるクールビズ政策と、今後
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越智先生の事務所で

3．関西電力訪問

日時：6月18日（水）

講師：関西電力株式会社 地球環境室 砥山浩司様

関西電力本社にて環境への取組みを中心にお話を

伺った。まず地球温暖化対策・循環型社会形成・環

境コミュニケーションに焦点をあてた広報ビデオを

見た後、担当者による説明、質疑応答、若手社員と
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なるほど、「楽しく」という部分を忘れがちだが、人

にそれを伝えるためには、この｢楽しさ｣が大事だと

学ぶ。3年連続で開催されている日テレecoウィー

ク｡今年は､1週間様々な番組内でもこれを取り上げ、

最終日には｢環境｣をテーマに､13時間生放送という、

全く新しい試みに挑戦した日本テレビ。「エンター

テイメント×環境」というテレビ局にしかできない

ような取り組みに、環境という言葉の捉え方がまた

1つ、広がったような気がした。この日は仁平理斗

がコーディネートをした。

7．分科会ミーティング

定期的にオンラインミーティングを設けることに

よって、各フィールドトリップの事前準備および事

後フィードバックや、分科会の方向性などについて

の議論を活発におこなうことができた。オンライン

ミーティングの他にも、東京でのミーティングを数

回(RT事前合宿含む)おこなうことによって、分科

会メンバー同士の信頼関係を築くことができ、本会

議前に十分な準備をすることができた。

の日本の環境問題への取り組みの展望について、国

際社会におけるプレゼンスに関連させるダイナミッ

クな視点でのお話を伺った。クールビズ政策に関し

ては、立案の目的と狙い、戦略と展望について実際

の政策の仕掛け人としての立場からお話を伺うこと

ができ、分科会の内容をより成熟させるために有効

な情報を得ることとなった。また｢夏炉冬扇｣、「心

(地球をいつくしむ)技(LEDの開発、負の遺産を超

える技術)体(税制や補助金、排出権取引などのシス

テム)をもった武道の精神｣など、日本固有のアイデ

アを環境政策に生かすという視点を知ることで日本

文化の優れた特性を再認識することとなった他、そ

れ自体が本会議におけるアメリカ学生との議論にお

いて新しい切り口を提供してくれることとなった。

この日は中村玲奈がコーディネートをした。
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「 本会議活動

本会議では、本会議前に出し合って整理した分科

会タイムスケジュールに基づき、サイト毎に以下の

枠組みで議論を行った。

1．分科会セッション(ポートランド）

ポートランドでは、初めて対面した米国側分科会

メンバーと自己紹介、各自の環境に関する興味分野

のシェアをアイスブレーキングとしておこなった。

また、日米の環境に対する意識・取り組みの違い、

なぜ｢環境」と「コミュニケーション｣なのか2つの

ワードの関係性を話し合い、それらにより参加者内

にある環境に対する意見の差を見解できた｡さらに、

お互いの直前合宿で話し合った分科会タイムスケ

ジュールをもう一度見直し、今後のディスカッショ

ンの基盤作りを行った。また、本分科会は、様々な

興味を持った学生が集まったこともあり、本会議前

に1人5枚程度の分科会レポートを提出してもらった

ものを、各自1人15分でプレゼンテーションをおこ

なった。

以下、プレゼンテーションの題名である。

．
“
上
画

小池先生を囲んで

6．日本テレビ訪問

日時：6月26日（木）

講師：日本テレビ放送網株式会社情報エンターテ

イメント局 秋山健一郎様

日テレecoウィーク。我ら環境分科会メンバー全

員一致で、日本テレビのこの取り組みに共感し、勉

強会を申し込むことに。すると日本テレビは、快諾

してくださり、全員一致で大喜び。日テレecoウィー

クの番組を担当された、秋山健一郎さんに、テレビ

局というメディアの視点から環境について語ってい

ただく。特に印象的だったことは、「まじめに、楽

しく伝える」という理念。難しいトピックになれば
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JoshuaSchlachet:"SpeakingforNature:Agency

inEnvironmentalDiscourseThenandNow"

RobertCooper:"Reversegraffitiandthe

relationshipbetweenCSRandecofriendliness''

KayokoHirata:"Movementsinincreasing
ll

environmentalawareness

ElizabethJones:"Businessesusingenviromnental

concernstoincreaseconsmnption"

竹内菜緒:"Minamatadiseaseandthemedia"

金光慶紘"E-waSte"

坂本朋美:"ForestCertificationandcertifiedtree

productW

中村玲奈:"Environmentaldeteriorationcausedby

poverty''

仁平理斗:$@TheJapanesemedia1simpacton

environmentalissues"

2．分科会セッション(LA)

本サイトにおける主要な3テーマは｢メディアの働

き」「政府・民間企業・メディアの役割・影響の強

さ」「エコ・キャンペーン｣である。特に興味深かっ

たのは｢現実の再生産」という「メディアの働き｣に関

する議論である。「不都合な真実｣を含め、それが真

実であろうとなかろうと、音声と映像を伴って流さ

れる情報の役割はただ｢伝達｣するという事に留まら

ず、新たな現実の基準を作り上げる程の影響力をも

つ。悪い意味では｢現実を歪める｣働きとも言えるの

だが、それはメディアが絶大な効力を持っている事

実を示す。議論を通して、環境問題に対する人々の

マインドセットにメディアを有効に機能させる事の

重要さを皆が確認することとなった。

3．分科会セッション(モンタナ）

モンタナは4つのサイト中、最も分科会活動の時

間が長く、議論が広範であった。そして、迫りつつ

あるファイナルフォーラムに向けて計画を具体化さ

せたのもここからである。モンタナでカバーしたト

ピックを列挙すると、国際協調と環境企業と環境、

政党と環境、資源政策と環境、宗教・文化と環境、

UrbanEnvironmentaliRTnVSGardenPlanet-Eco

villagemodels、MOTTAINAIである。効率化のた

めモンタナでは、トピック毎に2名ごとを割り当て、

議論の前に調査をし、短いプレゼンテーションを導

入として行う方式をとった。これにより、ベースと

なる知識を全員が共有することに成功した。

ｊ

亀・蒔討室－１二1
■

F

議論の様子

4．ファイナルフォーラム(ボストン）

ボストンサイトでは、ファイナルフォーラムに向

けての作業を連日おこなった。涙する｢なお｣、安堵

の表情の「リズ｣、眠ってしまいそうな｢れいな｣、は

しゃぎまわる「ロブ｣、お母さんのような「もろ｣、冷

静沈着な｢まさと｣､疲れが押し寄せている｢かよちや

ん｣､感動している「よし｣、それを見守る「シュラケッ

ト｣。表情は違えど、メンバー全員悔いが残らない、

ファイナルフォーラムを終えることができた。ファ

イナルプロジェクトは、分科会の成果を踏まえ、最

も白熱した議論ができたものをいくつか取り上げた

うえで、$GMOTTAINAIAngeles"(啓発ビデオ)作

成、ブックレットの作成、プレゼンテーションの3

本柱で構成された。以下が、ファイナルフォーラム

で発表したコンテンツである。

･MOTTAINAIAngles(啓発ビデオ）

議論の中で、多くを占めた｢MOTTAINAI」とい

う日本の考え方。政府による規制が、環境問題改

善において、大変重要な役割を担うと同時に、草

の根レベルで我々一人一人が普段の生活から意識

できることの積み重ねが、とても大きな影響を

与えるという結論にいたった。その手段として、

｢MOTTAINAI」という意識を日本とアメリカで広
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く浸透させることが重要であり、その第一歩として、

我々は、啓発ビデオ｢MOTTAINAIAngles｣を作成

した。

(参考:http:/jjp.youtube.com/watch?V=RsSqTLn97o)

・ブックレット

ファイナルフォーラムでは、プレゼンテーション

の補完的役割としてブックレットを作成し、聴衆に

配布をした。約6000字とチャートを含むブックレッ

トを全員が一致団結して作成し、政府、民間企業、

メディアという3つのアクターの役割を比較、マイ

ンドセットのピラミッドの説明を記した｡また､クー

ルビズおよびLOHAS(エコツアーリズム）という2

つの例を取り、それぞれがどのように個人のマイン

ドセットを導いているか、以下のモデルチャートを

作成することによって検証を試みた。

・プレゼンテーション

導入として、聴衆に自分の生活と環境問題の関わ

りについて考えてもらうために、啓発ビデオを発表

した。現状として環境問題に対する意識が極端に高

い層はマイノリティーであり、低い層がマジョリ

ティーである。その構造が入れ替われるときこそ、

日本とアメリカが世界にリーダーシップをとって環

境問題に取り組めるときであり、我々はその構造を

図式化することで、聴衆への問題提起とした。

分科会参加者の声

●金光慶紘

環境とコミュニケーション。環境技術だけが環

境問題を解決するのだと信じていた私は、分科会

活動を通し、今は違った視点から環境問題を捉え

ることが出来るようになったように思う。特に、

EnvironmentalPhilosophy、MOTTAINAIに関す

る議論は私の好奇心を大いに掻き立てた。米国の食

堂は非常にMOTTAINAI・日本側参加者・米国側

参加者の間には、どこか最後までこの日本発の概念

に対して、相互理解が出来ないところがあったよう

に感じる。しかし、そのことから､私はコミュニケー

ションには文化的背景の要素が大きく影響すること

を実感した。グローバル化が進む社会の中で、環境

問題もまた然り･グローバルスタンダードなどとい

うものが昨今議論されるようになって久しいが、環

境コミュニケーション・啓発において、グローバル

に同じものを適用するのは不可能または困難である

というのが分科会を通して私が感じたことのまとめ

である。

●坂本朋美

環境とコミュニケーション。どちらも流行のキー

ワードだが，2つが組み合わさった時、それは一体

何を意味するのか。環境問題の定義は？誰と誰のコ

ミュニケーション？これから取り組む課題とその方

向性を明らかにするため私達が最初に話し合った内

容である。科学、経済、外交、文化など様々な問題

が絡む環境問題。その解決に重要な、あらゆる分野

のコミュニケーション。その意味で，異なる専攻の

メンバーから成る環境分科会は最高の構成だったと

Communicahon

BeMeenCompany&
Mrke｢s

Communicahon

BeMeenCompany&
Mrke｢s

CampaiqnModelChart

(BasedonCoolBiz

Example）

Acion－Based

CommunityConTibutior

(Ⅷ宙inOnginalScope)

Mindset

(Individual)

〆 ／

嶬鯏
Interpe鱈Onal

唖

クールビズの意識チャート

CampaiqnModel

Media

Campaign

エコツーリズムの意識チャート
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思う。おかげで、私達は常に多様な観点からの議論

を展開できた。もちろん3カ月間で素晴らしい問題

解決策を提案できるはずはない。しかし私達は学生

という立場で何ができるか、むしろ学生だからこそ

発信することのできるメッセージとその手法は何か

を考え、形にできたと自負している。私達の分科会

はこれで終わりではない。日米学生会議での経験を

糧に各メンバーが新たな道に進むにつれ，環境分科

会も進化し続けると考えている。

●中村玲奈

今や重大な国際政治の重大争点である｢環境問

題｣。アメリカと日本、それに対しての政治レベル

の取り組みには温度差のある問題でもあり、国民レ

ベルではどのような意識差があるのか、そういった

好奇心と不安を胸に分科会はスタートした。結論か

ら言うと、想像していたよりも互いの意見は近く、

環境問題への取り組みに対してはほぼ共通する立場

をとることの方が多かった。しかし、同じ立場をと

る時であってもアプローチの仕方やマインドセット

のプロセスは異なることも多い。それは議論のプロ

セスを踏まずして知ることのできない視点であり、

そういった新たな視点を互いに得ることができたの

が、「日米｣で｢環境問題｣について話し合う、私たち

分科会であるからこそ知ることのできた、大きな収

穫であったと強く思う。

●仁平理斗

日本で環境問題が大きく取り上げられるように

なったきっかけとして、京都議定書がよく例に上げ

られる。一方で、締結を拒否したアメリカでは京都

議定書の存在すら知らない国民がいるという。結局

このようなトップダウンの方法でしか、国民の環境

問題に対する意識を高めることができないのだろう

か。我々が出した結論は｢NO｣であった。メディア・

産業．そして国民が連携しあうことで、状況は如何

様にも変化する。しかし、その大前提として個人個

人が、環境問題に対する意識を持ち、主体的に行動

することが100年後の地球に大きな違いを生む。そ

のためにも、我々RTメンバーは草の根レベルの努

力を決して侮ったりしないし、主体的に行動するこ

とを約束した。まずは自分から変えてみることが、

とても重要であると感じた。

分科会総括

分科会コーディネーター 竹内菜緒

昨年の夏、アメリカ側実行委員であるJoshua

Schlachetと｢環境とコミュニケーション｣分科会を

立ち上げた。私たちは共に環境問題を専門に勉強を

している訳ではなかったので、本分科会をコーディ

ネートするのにあたり1年間もがき続けてきた。第

59回の本会議後から、海を隔てた向こう側にいるア

メリカ側実行委員とのコミュニケーションは全て

ウェブ上で行わなければならず、コンセンサスをと

るのが困難ではあったが、「私たちが作っている分

科会のテーマは｢環境とコミュニケーション｣なのだ

から、私たちもコミュニケーションを大切にしよ

う。会議を成功させるために一番必要なのは、コ

ミュニケーションでしよ。」という考えの下、活発に

連絡を取り合いながら、まだまだ形が見えない分科

会の準備を試行錯誤してきた。そして分科会の結成

から8ヵ月がたったころにようやく分科会の主人公

である参加者を迎え、本格的に動き始めた。事前活

動ではメンバー全員が1人1回以上の事前活動フィー

ルドトリップをコーディネートすることによって、

環境分科会の参加者としての意識やモチベーション

をあげることができ、チームとして良いスタートを

切ることができた。本会議に入ってからは、始めア

メリカ側参加者との意見の違いに戸惑ったが、参加

者一人一人とリフレクションを設けたことや参加者

自身の努力によって、最終的には分科会全体として

のチームが作れた。お互いの悪い点、良い点などを

率直に伝えることによって、確実にチームとしてま

とまってきた。さすがはコミュニケーションに焦点

を当てた分科会である、彼ら自身のコミュニケー

ション能力には脱帽だった。チームとしてうまくま

とまった後は、ファイナルフォーラムのプロジェク

トにおいてもスムーズに段取りが進んだと思う。ボ

ストンでのハプニングによって分科会の時間が短

くなってしまったにもかかわらず、PR映像の制作、

ブックレットの作成、プレゼンテーション準備と、

睡眠時間を削ってまでこなした参加者たちは本当に
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良くやったと思う。ファイナルフォーラムが終わっ

た後に私が流した涙は彼らへの尊敬の意であった。

本分科会の最終的な目的である｢学生への社会発信」

を達成できる日も、そう遠くないだろうと確信した。

今後も是非、彼らと分科会活動の続きをおこなって

いきたい。最後に、常に真剣に分科会に取り組み、

真っ直ぐ･に自分の意見をぶつけ、相手の意見も聞き

いれた分科会参加者に心から感謝の意を伝えたい。

｢環境とコミュニケーション｣分科会の本会議の活動

は終わったが、これからもともに事後活動を続けて

いきたいと思う。

末筆ではありますが、分科会フィールドワーク、

勉強会にご協力いただきました企業様方、議員の皆

様、アドバイスをしてくださったJASC同窓生の皆

様、参加者の皆に心からの感謝を申し上げます。あ

py

曲

上錘……

ー

一 …「１－鋳鐸 目_Y…一
主

離群"
､串串湾\

■

環境分科会のメンバー

りがとうございました。
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法と社会

ComparativeLawandSociety

分科会メンバー

今矢涼子

後藤昌也

誉田有里

油井英孝

李凌叡＊

JessaHutchin3

RebeccaNorton

CatherineSimes

(＊はコーディネーターを示す）

分科会概要

法の支配は人間の知的努力の結晶である。その一

方で、法の下で生きることは制約を伴う。この分科

会では、日米両国の法体系や個々の法律を比較し、

各社会の文化・思考様式がいかに法律に反映されて

いるかを見出すのと同時に、法律がいかにして社会

を規定し、変動を促すかをも考察する。法と社会が

互いに影響を与え合う様相を鮮やかに抽出し理解す

ることは社会設計において不可欠である。最終的に

は文化の差異を越えて、法の社会における役割はな

にか、人間にとって最適な自由とはなにか、そのよ

うな社会規範に関する諸問題について議論し、学生

としてなにかしらの提案を行うことを目標とした分

科会である。

して、そして議論に止まらない継続的な社会への発

信として、提案書を作ることで合意した。その設定

した目標に沿うよう、事前活動を日本側で行った。

また同年6月からはアメリカ側参加者も日本の法シ

ステムに関する勉強などと事前活動を進めた。お互

いの情報を元に、日米双方がそろっての合同セッ

ションが2008年7月、始めて本会議で実現した。約

1ヵ月の会議期間の末に、本分科会は提案書の下書

き案を完成させ、最終発表では完成までの経緯、そ

して提案書の趣旨と期待される成果を発表した。会

議終了後も本分科会は活動を続け、2008年末までに

提案書を想定される諸アクターヘ送り届け、その後

なお社会発信を続けていく。

事前活動

事前活動は計6回行われた。日米の法システム、

そして社会への理解を深めるためにメンバーのみで

行われたスカイプ(インターネット通信ソフトウェ

ア)勉強会が3回、著作権問題と社会のかかわり方を

模索するためのNPO、企業への訪問が2回、そして

新たな視線を得るために防衛大学校の学生との合同

議論の経過

日本側参加者の初討論セッションは2008年の5

月、春合宿にて行われた。そこで日本側参加者は、

日米の法律状況について一通りの考察・把握を進め

てから、具体的な法律(例えば著作権法やプライバ

シー法など)に集中して議論を進め、議論の結果と
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討論会が1回である。

以下に各事前活動の詳細、および分科会参加者の

声を記す。

1．スカイプ勉強会

私たちは、JASC本会議で議論するに前にいくら

か法律に馴染む必要があった。法と社会のメンバー

全員が法学部学生ではなく法律に慣れ親しんでいる

訳ではなかったからだ。そこで、アメリカの法制度

を纏めた『outlineoftheU.S･legalsystem』という

英文教科書を用いて勉強会を開くことになった。勉

強会では、スカイプを通して教科書を用いて米国の

法制度について勉強をするとともに、日本の法制度

における特徴について勉強した。各メンバーが教科

書の担当箇所について説明し、さらに発展した内容

を発表するという形式で3回の勉強会を開いた｡テー

マは、第1回は法制度に関わる人々、第2回は法制度

とその歴史的背景、第3回は日本の法制度である。

日米の法制度の概略をつかむことができた。また、

発表後には、活発なディスカッションが生まれた。

多くの疑問点が提示され、幾つかの疑問点は、日米

の法制度や社会の違いの本質を示唆する有意義なも

のだった。さらに、副次的に英語の法律用語に慣れ

ることや、作業を通してチームの連帯感を増すこと

ができた。

この勉強会はJASC本会議に大いに貢献をしたと

思う。まず、本会議を前にして、アメリカの法制度

を知っているのと知らないのとでは、理解の面でも

気持ちの面でも、雲泥の差があったと思う。おかげ

で、本会議では法律用語を理解することが容易にな

り、議論をより深めることができた。また、勉強会

はコミュニケーションの面でも有意義なことだっ

た。メンバー同士が集まる機会が少ない中で、勉強

会を通じてメンバー間の理解が深まり、より自由な

意見交換が生まれるようになったと感じている。本

会議に繋がる価値ある勉強会であった。（後藤昌也）

2.ThinkC傍聴会

6月5日、私たちはThinkCというグループのミー

ティングを傍聴させていただいた。このグループは

大学教授、弁護士、大学院生、実務家など8名から

成り、著作権保護期間延長問題をはじめとする、今

日の日本の著作権法が抱えている問題への解決策、

改善策を政府と社会に提案することを目的に結成さ

れた。私たちの分科会は、今日の日米が有する社会

的問題を法律という側面から取り上げ、その解決策

を本会議で検討し、最終的には日米両国の社会に発

信することを目標としている。このような共通点か

ら、このグループが行うディスカッション内容およ

びその進行方法を学ぶべく、東京大学で開催された

ミーティングを聞かせていただいた。

このグループは、著作権保護期間延長問題の根底

にある、「著作者の権利｣の十分かつ合理的な範囲内

の保護、及び、ユーザー（使用者)の権利との均衡

というポイントに着目し、立法面・制度面・政策面

の三つの側面から提言案を作成した。立法面におい

ては、欧米の著作権法には存在するが、日本にはな

い規定を､欧米の条文と同様に新設することを検討。

制度面においては、著作権の｢流通｣を促進し、著作

者に、創作のインセンティブが付与されるようなシ

ステムの構築が議論された。政策面からは、著作権

を政策的に保護し、文化的・芸術的な観点から国が

保護を強化することの可否について話し合われた。

相反する当事者間の利益を両方の視点からそれぞ

れ捉え、社会的に実現可能な解決案を作成する。そ

の難しさと、それを仲間との議論を通じて一つの

｢実」に成熟させるプロセスの楽しさが伝わってき

た。そして議論には必ず、比較なり否定するための

十分な前提知識が必要であり、それを本会議で仲間

と学び共有しなくてはいけないのだということを再

認識した。このミーティングを通じて、分科会メン

バー全員が大きな刺激を受けたことは言うまでもな

い。（今矢涼子）

3．ソニー・ピクチャーズ訪問

6月26日、ソニー・ピクチャーズの林大介様に、

著作権と映画ビジネスについての講義をしていただ

いた。日本とアメリカを取り巻く法律の違いから、

映画ビジネスを行なうことの難しさ、実際に起きた

問題などのケースを取り扱った。

今まで、事前勉強会では、法についての概念的な

勉強や、アカデミックの最新の動向などを勉強して

きたため、ビジネス・文化の面から法律を学べたこ
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是正する存在になりえるのではないか、といった社

会構造まで視点を広げた議論ができたことがとても

印象に残っている｡二つ目のテーマでは議論の途中、

防衛大に入学したことで愛国心が強くなったか、と

いう議論に発展、一般大生と防衛大生で｢愛国心｣に

ついて話し合った。愛国心とは何か、それぞれの考

えを述べていくうち、とても興味深かったことがあ

る。それは､防衛大生も一般大学生と変わらない｢愛

国心｣像を描いているという点であり、無論彼らは

自衛隊員としての責任感や国に対する忠誠心は有し

ているが、愛国心に満ち溢れているのだろうという

私の行き過ぎた固定観念を払いのけてくれた。三つ

目のテーマに関しては、軍刑法を設立すべきか、そ

れとも自衛隊法に特別法として法を盛り込むべきか

という、私たちの分科会の軸の一つでもある｢法律」

と、自身をどう裁いてほしいかという、防衛大生

の生の声が最も融合された議論になったと感じた。

（誉田有里）

とは、実際に法律が生活の周りに多く取り巻いてい

ることを再考する良い機会となった。実際に、最近

では映画といっても、「漫画などが原作となってい

る映画｣や｢日本原作の作品が、海外向けにリメイク

されている」といったことが多く見られている。こ

のように、マクロ的な視野から見た｢デジタル化社

会｣という時代の大きな変化を感じながら、法律が

どのように機能し、経済や文化の枠組みを創ってい

くかという｢法と社会｣の本質的な部分へのアプロー

チが達成できて非常に満足であった。やはり、法の

勉強をするには、多角的な視野が必要で、経済・社

会・文化・宗教などといった側面が必要なのだろう。

日米学生会議では、アカデミック・官僚・外交官・

NPOなどの方々とお会いすることが多いが、ビジ

ネスの最前線で活躍している方々と出会う機会が少

ないので、こういった意味でも意義のあることだっ

た。

講義が終わったあとは、ソニー・ピクチャーズの

会社のフロア・試写会室を見せていただいた後に、

林様のご好意で懇親会を開いてくださり、食事を交

えながらカジュアルな形で、著作権の話をより深く

議論し、今後の世界の著作権法の話も伺うことが出

来た。本会議に向けての良いブレインストーミン

グが出来たと同時に、良いプロダクトを本会議中で

作っていきたいと改めて自戒した勉強会であった。

（油井英孝）

4．防衛大学校でのグループ討論会

防衛大生とのグループ討論会は、防衛大生にプレ

ゼンテーションをしていただき、それについて皆で

議論をするという形式で行われた。「徴兵制度と社

会｣｢軍人は己の信念と職務、どちらが重視されるべ

きか｣｢軍刑法と一般刑法～自衛隊における軍事司法

制度の現実～」というテーマでしていただいた三つ

のプレゼンテーションを元に、熱い議論が防衛大生

と私たち分科会参加者の間で繰り広げられた。

「徴兵制度と社会｣の議論の際には、徴兵制度がフ

リーターの増加に対する解決策の一つとも考えられ

るという少数派の議論であるユニークな視点から、

他国を例に挙げながら、徴兵制度は経済的に困窮し

た人に被られる場合が多いゆえ、経済格差をある種

本会議活動

本会議では以下のセッション配分をもって議論を

進めた｡なおセッション1-5はおよそ2,3時間のセッ

ション、セッション5－8は5,6時間のセッションで

ある。

分科会セッション1：事前活動共有・今後の枠組み

決め

分科会セッション2：ファイナルプロダクト決め

分科会セッション3：憲法比較

分科会セッション4：ジョイント分科会

分科会セッション5：弁護士と陪審制度

分科会セッション6：メディアから見る法・著作権

分科会セッション7：著作権・プライバシー法・ス

ケジュール決め

分科会セッション8：アクティビズム・ファイナル

プロダクト準備

分科会セッション9：発表準備

ポートランドサイトで行われたセッション1，2は

主に今まで日米双方で行われた事前活動のシェア、

そして会議において達成したいゴール、その手段の
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調整にあてられた。事前活動としてアメリカ側の参

加者はミニエッセイを書いてきており、そのテーマ

は日米憲法比較と、法曹数、訴訟数など法社会的な

比較であった。その内容は日本側の事前スカイプ勉

強会で触れたものとほぼ一致し、共通の問題意識が

ある実感が育まれた。残りの時間では、本会議全体

の分科会時間を洗いだし、議論に関する時間配分で

合意を得た。1/3の時間を法社会的背景の理解、残

りの時間を具体的な法律への理解、そして具体的な

法律を著作権とプライバシー権に絞った上で、どち

らかについて提案書を作成することに合意した。

法教育、システム改革などさまざま解決策があるこ

とである。

モンタナサイトは一番分科会時間が長く、具体的

な法律について長時間議論ができた。セッション6

では、法律の社会的なイメージをメディアを通して

考察し、その後著作権法について考察を深めた。著

作権法は様々なアクターが絡んでおり、専門知識の

ない参加者たちはこれまでにない困惑を見せたが、

セッション7が始まるまでに各自で独自にリサーチ

を進め、次のセッションでは問題点を提示し新たな

提案を示せるまでに活発に議論が進められた。著作

権法において大いに手ごたえを感じたので、プライ

バシー法に関しては問題理解程度の議論でとどめ、

著作権法に集中して提案書を作ることとした。

ポストンサイトでは飛行機の欠航があり、日米の

参加者が地理的に分離されてしまった。そこで、互

いに仕事を分担し、スカイプを使っての打ち合わせ

となった。日本側参加者は提案書の仕上げに当たる

アクティビズム、社会的発信方法について議論を重

ね、本分科会が目指すべきアクテイビズムで合意を

得た。一方でアメリカ側はいままでの議論を提案書

にまとめ始めた。日米全参加者がそろった後は提案

書つくり、最終発表の発表づくりと仕事を分担し、

最終発表の当日2:00amに全てが完成した。

ファイナルプロダクト

これまでの章で述べてきたように、法と社会分科

会では最終成果として著作権法に関する提案書を作

成した。この提案書を相関する諸アクターに送り届

けることをもって本分科会ファイナルプロダクトと

なる。以下に、本会議中の最終発表の訳文を用いて

提案書の内容を概説する。

提案書

著作権法は作者の権利保護と作品の社会的流通を

バランスさせており、文化の発展を促進するのにな

くてはならない法律である。情報社会の到来によっ

て、著作権業界は大きな変動を迎えている。違法な

著作権作品の利用(たとえばネットにおける無料動

画・音楽ダウンロード)によって、産業はダメージ

を受け、作者の創作意欲がそがれる危険性がある。

私たちはより効果的なシステムが必要と感じ、新た

マッサージ大会

ロサンゼルスサイトにてセッション3～5が行わ

れた。セッション4はマイノリティー分科会との合

同セッションで、2グループに分かれてそれぞれ移

民問題、性的マイノリティー問題について議論をし

た。この合同セッションのテーマは｢いかにしてマ

イノリティーが法律から疎外されることになった

か、そしていかにして法的救済を受けられるか｣で

あった。社会発信手段としてのアクテイビズム、そ

して日米の法律の射程範囲の相違について考えを深

めた。他のセッションは法社会的背景の理解という

ことで、憲法で守られる基本的な人権、三権分立シ

ステム、法曹界、そして裁判員制度を考察した。そ

こでの発見は日米の法形態の違い(包括的な文言を

使うか、複数の条文を使って細かく規制するか)、

そして一律的に立法という救済法を採らなくとも、
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な違法利用チェックシステム、そして罰則の明確化

をこの提案書にて提案する。

私たちの提案書は3段階に渡って、個人ユーザー

による著作権侵害を防止する。第一段階は動画・音

楽アップロードサイトを作成する段階、第二段階は

それらのサイトをモーターする時、そして第三段階

は違法アップロード者を罰する時である。

第一段階では動画・音楽アップロードサイトを登

録制にする。登録先は既存の著作権を取り扱う政府

機関で、たとえば日本ならば文化庁となる。その登

録情報を政府は民間の企業および違法利用をモー

ターする団体に開示し、これをもって情報の共有と

モニターの簡易化を進める。

第二段階は違法利用のモニターコストを作者(音

楽会社など権利者側を広く含む）と動画・音楽アッ

プロードサイトで分配するシステムである。私たち

は政府が動画アップロードサイトに対して、税金を

課すことを勧める。その税金をもって、モニター団

体に助成し、モニターコストを配分する。

またモニター段階においてのもう一つの提案は、

各動画アップロードサイトが個人通報のシステムを

整えること。違法なアップロードを見つけた際に第

三者通報ができるようにするのである。

第三段階では、著作権専門裁判所の設立など、著

作権侵害の訴訟プロセスをマニュアル化、システム

化することを提案する。処罰の基準を明確にし、著

作権法の抑制効果向上に努める。市場価格、数量、

そして商業的な目的か否かの三つの基準をもって罰

金を段階化することを求める。

この提案書を私たちは、政府機関、法曹界、そし

て音楽ビジネスに関わる諸アクターに提出し、社会

的な発信を続ける。これにより、違法利用のモニター

がより効率的になり、社会の著作権法に対する意識

が高まり、創作的な作品が著作権法の意図通りにバ

ランスをもって保護されることを期待する。
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もあった｡みなが異なる背景を持っていたからこそ、

法律という蓄積された学問分野に囚われない議論を

行えたのである。もちろん、法律用語に参加者たち

は困惑し、理解に苦しむ場面が何度も見られたのも

確かである。そんな困難にも果然と立ち向かい、リ

サーチや事前学習の努力を重ねた彼らを褒め称えた

い。前章で読み取れるように、提案書の完成は本分

科会にとっての終わりではなく、始まりである。事

後においてどれだけ継続的に活動できるか、いかに

自分たちの提案をもって人を説得していくか。そん

な挑戦が今から楽しみだ。

ボストンでの分科会②ボストンでの分科会①

76第60回日米学牛会議 日本側報告書



分科会活動 第4章

企業の社会的責任((MR)と市民～社会発展のための新たな視点～
CorporateSocialResponsibilitymDevelopment

‐ ‐・ロ-9.ヴ ー｣ﾛｰ△圭､JJJM分科会メンバー

伊関之雄＊

伊藤昂介

竹内友理

廣瀬祥子

盛島正人

HidemiMichaelTanaka*

EdwardPhillips

PeterWeldon

(＊はコーディネーターを示す）

■
P

分科会概要

近年CSRの概念は製品やサービスの提供、雇用

創出、法律の遵守など経済的、法的な責任を超えた

概念に広がっている。企業は顧客、株主、従業員、

地域住民など多様なステークホルダーに対して積極

的に情報を開示し、国際交流や社会福祉など社会貢

献活動、環境に配慮した取り組みなどを推進してい

る。このような企業姿勢の変化は日米及び他国にお

いて違いがあるのか。活動拠点を複数におく多国籍

企業と国内で活動している企業とではCSRに対す

る意識の違いがあるのか。本分科会の狙いはCSR

活動に関する議論を通し、我々学生が責任ある消費

者、投資家または社会起業家としてどのように地

域、国際社会の発展に関わっていくべきかを考えて

いく。

に取り組んでいる社会第2部企業社会グループ副長

の長沢恵美子氏による、レクチャーならびに約1時

間程度予定より長引いてしまった質疑応答を行なっ

た。

レクチャーには、本分科会メンバーの他に数名の

参加者・実行委員が参加した。そして、レクチャー

には事前に提出した質問内容に沿う形でお話をして

いただいた。その後今までの話し合いの中で浮上

した数多くの質問をざっくばらんに問いかけた。貴

重な国際会議での経験や日々行なっている企業側の

担当者との対話から得た現場の声・知識を共有して

くださり、我々にとっては有益な情報であったと再

認識している。

さて、この訪問の具体的な内容であるが、基本的

には以下の通りに進んだ。

CSR全体概要に関して、企業行動憲章に関して、

社会貢献との関係、日本のCSRの強み、CSRの効

果測定に関して、が主な内容である。簡単にそれら

の内容の詳細を記しておこう。

まず、CSRの全体概要として、日本経済団体連

合会(以下、経団連)には定まった定義が存在する訳

事前活動

1．経済団体連合会訪問

日時：2008年6月18日（水）

場所：日本経済団体連合会 経団連会館

企業の社会的責任(CSR)に関して、非常に熱心
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ではないが、認識としては各企業の法令遵守以上の

ものであると述べられていた。また、日本のCSR

の発端である、近衛商人の三方よし｢売り手よし、

買い手よし、世間よし｣の重要性にも言及されてい

た。また､経団連が2007年4月17日に発行している｢企

業行動憲章｣に基づき、企業側自身が草案を執筆し、

企業間の約束事を定めているのである。

長沢氏が特に強調されていた事は、CSRと社会

貢献の意味合いの違いに関してである。CSRとは、

法令遵守に加え、説明責任、ステークホルダー（利

害関係者)との良好な関係の構築．維持という広義

な概念である。一方、社会貢献とは企業と社会の関

係に重点を置いた社会問題解決のための活動であ

り、CSRはこの定義に基づくと社会貢献の一部と

して考えられる、と言及されていた。企業とステー

クホルダーとのコミュニケーションの重要性が成り

立たなければならない世界である事を改めて痛感さ

せられた。

長沢氏が独自に取り組んでいる活動として、

｢CSR報告書を読む会｣がある。CSR報告書を通し

た第三者との勉強会によって､例えば花王㈱の､シャ

ンプーとリンスを区別する口の形を変える、ユニ

バーサルデザインを開発した。このようにして、一

般の消費者とのヒアリング、またはCSRの成果を

浸透させて、企業の商品企画に活かすことが日本独

自の強みと特徴であるのだ。

最後に、我々の当時の分科会での議論の1つに

CSRの効果評価の作成が浮上していた。そのため

に、長沢氏に直接どのようなお考えを持っているか

を伺ってみた。ただ、この問題に関しては各企業の

CSR担当者の永遠の課題であり、「評価できないも

のを評価するための試み｣であると述べられていた。

今後の発展として、特徴的な議論となったのが、問

題解決の経験やノウハウを持つNGOやNPOとの連

携をいかにして導入し、専門家との協調した行動を

通した相乗効果を高めるかが、CSR並びに社会貢

献活動の今後の特徴と言えそうである。

（文責：伊関之雄）

2．アメリカ側参加者とのオンラインミーテイング

アメデリとのオンライミーティングは6回行われ

た。ECの2人がアジェンダを作ってきて、英語で議

論をするという形式だ。CSRRTはメンバーのほと

んどがバイリンガルで、ある意味すんなりミーティ

ングが展開していった方だと思う。オンラインミー

ティングで主に議論されたのは、進捗と成果物に

関してであり、CSRという概念自体の議論はあま

りされなかった。またRTペーパーを読んだところ、

アメリカ側がCSRについてあまり興味がないので

はという不安が日本側にあった。そして意欲に差が

あるのでは、と考えていた。日本側では、会議後も

CSRはRT活動として、何かしらの成果物を残そう

と議論していたからだ。しかし、それもミーティン

グを重ねるにつれ、誤解であったという事が発覚し

た。アメリカ側も積極的に会議後の成果物に取り組

むと言ってくれた。ただ、オンラインミーティング

が進捗共有と、成果物考案に終わってしまった部分

も否めない。アメリカの本会議中の議論やその進展

方法、またファイナルフォーラムで発表する内容も

含め、事前にもっと議論すべきであったという点は

ある。しかし、コミュニケーションを通して、お互

いのモチベーションを確認し、さらに高め合う事が

出来たミーティングであった。 （文責：伊藤昂介）

3．防衛大学訪問

私たち一人一人に防衛大学校生のエスコートがつ

いて下さっての学校見学では、同年代の防衛大学校

生の大変丁寧で真華な対応に感銘を受け、防衛大学

校生に四方を囲まれての昼食では彼らの食べる早さ

に驚嘆し、また受けさせて頂いた『戦略』についての

講義では、いつも私達が『授業』と呼んでいる科目と

は少し異なるリアリティをもったこの授業の新鮮さ

にワクワクするなど、異なるタイプの学校に通う私

にとって、防衛大学校訪問研修は新しい発見や経験

に溢れていた。

しかし中でも最も印象的だったのは、防衛大学校

生との分科会ディスカッションだった。

CSR分科会の他メンバーとの数々のメール、メッ

センジャー、そして直接会ってのミーティングを重

ねていても、当初、私は防衛大学校でのCSR分科

会ディスカッションにはあまり期待できないかもし

れないという気持ちで当日を迎えていた。
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CSRは背景知識なしに個人的な倫理観、価値観

のみに基づいて議論を行うことができない性質の議

題である。しかし日本において企業の社会的責任と

いう概念は比較的最近になってから社会的に強く意

識されるようになっているため情報が薄く広く散在

しており、今でも完全な定義や評価方法が定められ

ていないために絶対的な情報を探すことも困難であ

る。おまけにCSRは一見完全に防衛大生の専門範

囲外であるということもあり、様々な要素が不安と

なって重なっていた。本当に防衛大学校生が企業の

役割について関心を持っているのか、そしてまたど

の程度これについて知っているのか、本当に建設的

な議論をすることが出来るのかなど予想つかずの事

柄を多く残し、不安を抱えたままの私たちが用意し

たディスカッション前のプレゼンテーションは、背

景知識の共有に重きを置いたものであった。

しかし私たちが一緒にディスカッションを行った

4人の防衛大学校生によるプレゼンテーションを聞

き、私はそれまでの不安が体中から抜け感動と興奮

へ変わってゆくのを感じ、それまでこのように教育

背景が違う学生と議論をすることに不安を抱えてい

た自分を非常に恥ずかしく思った。

彼らは、私たちが懸念していた背景知識について

既に理解をした上で、CSRという概念に自分達が

最も詳しい安全保障の観点を最大限に盛り込んだプ

レゼンテーションをしてくれた。曰く、現在国家の

安全を脅かす要因は多様．非対称化しており、安全

保障において国家のみならず企業の責任も問われる

べき時代がきているとのことである。彼らのプレゼ

ンテーションでは、過去の内部統制や危機管理にお

ける日本企業の失敗事例も安全保障的観点から『企

業倫理や安全保障意識が欠如していたケース』とし

て考察されているなど今後自衛隊の幹部人員として

国家防衛に携わってゆく彼ら独特の視点が表れてお

り、それまで『企業』と、それをとりまく『社会』と

いう暖昧な枠組みの関係性について考えていた私に

とって非常に興味深かった。その後のディスカッ

ションでは、民間企業活動の自由を如何なる場合に

国家が誘導、あるいは規制して良いのかということ

や、企業側にとっての安全保障CSRの利点、『企業

倫理』という言葉の通用する範囲などについて白熱

した議論が行われ、あっという間に2時間が過ぎて

いってしまった。

防衛大学校生とのディスカッションを通し、私は

大きく二つのことを再考した。

一つは、CSR分科会のメンバーとしての視点で

ある。

それまで、私たち分科会メンバーは沢山の本を読

み、資料や意見を共有しては議論を行っていた。そ

れは本会議前に私たちなりに出来るだけ広く、深く

学ぶことで会議中の議論に備えようと思ってのこと

だったのだが､今回防衛大学校生との議論を通して、

自分が広く持っていたと思っていた視野はまだまだ

狭く浅いということに気付かされた。そして『企業』

の『社会』的責任といっても、企業が責任を持ちうる

社会のアクターは無数にいるということ、そして無

数にいようともそれぞれが民間セクターの活動と密

接に関係しうるということを再認識し、本会議前に

は、一見企業の動向にはあまり直接的な影響を受け

そうもないような社会的アクターと企業との関係に

ついても考慮した上で、企業に課せられる責任につ

いて考えなければならないと自覚した。

二つ目は、日米学生会議参加者としての視点であ

る。

日本の江戸時代の商人の間に存在し、今言われる

CSRと似た概念であった『三方よし』という考え方

について議論をしながら、ふと防衛大学校の学生

が、『今年の夏、アメリカにいったら、CSRは日本

で生まれたんやって主張して下さい。こんなに昔か

ら日本では当たり前のように行われてきたんやって

こと、アメリカ人達に伝えてきてやって下さい！』

と言った。その時私はみんなで顔を見合わせて笑い

ながら、部屋中に『日本の学生』としての一体感を感

じ、そしてまた、日米学生会議に参加させて頂くこ

とによって生じる私たちの責任を再認識した。

私たちは、個人としての私見を交換するためだけ

に第60回日米学生会議に行くのではなく、同時に

日本の学生の代表としての意識を持たなければなら

ないのだということ。それはすなわち、これからの

日本の防衛を担うべく日々勉強している彼らを含め
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たあらゆる学生の意見も極力広く理解し、それらを

抱えてアメリカに行かなければならないということ

を意味した。分科会内の議論においても、参加者や

RTリーダーの意見交換に終わらぬ様、様々な視点

を持ち寄って議論をしたいと感じた。

あとから聞いた話では、私たちが一緒に議論を

行った防衛大学校生は、最初CSRと聞いて全く意

味がわからなかったところからリサーチを行い、安

全保障的観点からCSRを見た資料が非常に少ない

中、あのようなプレゼンテーションを用意してくれ

たそうだ。彼らのような優秀な学生と出逢えたこと

を本当に光栄に思い、様々なことに気付かせてくれ

た彼らに感謝するとともに、この出逢いをここで終

わらせず、これから日本の安全保障を担う彼らと、

企業を含め様々な場所で活動することになるであろ

う私たちの間の対話が続いてゆくことを願う。

（文責：竹内友理）

4．東レ株式会社｢CSR勉強会」

日時:2008年7月17日（木）

場所：東レ株式会社 東京本社

講師：東レ株式会社 CSR推進室長 松野健三様、

人事部 人事採用課長 小西明子様

日本の｢CSRの現場｣を学ぶべく、東レ株式会社

を訪問。東レのCSRに対する基本的な考えや、実

際の取り組み等をはじめのプレゼンテーションでお

話いただいた後、勉強会参加者からの率直な質問に

も丁寧に答えていただいた。

今回の勉強会を通じて特に印象的だったのは二

点。

一点目は、東レが｢CSR｣を取り入れた理由であ

る。消費者(市民）を意識したPR的な意図よりも、

今までの企業活動を見直すため、そしてグローバル

に活動してゆく企業として｢CSR｣を捉えていた。

二点目は、「BusinesstoBusiness(BtoB)」と

｢BusinesstoConsumer(BtoC)」企業における

CSR戦略の差異だ。CSR活動と利益が伴うビジネ

スモデル(好例はコーズプロモーションやコーズリ

レイテッドマーケティング等)に取り組みやすい｢B

toC｣企業は、PRの観点からもCSRを上手く使うこ

とが出来る。しかし、「BtoB｣企業にとってはその

様な戦略をとることは難しく、課題も多い。

今回東レで学んだことは、それまでのRT議論で

はみえなかった新しいCSRの側面を多く発見でき、

大変有意義な勉強会であった。 （文責：廣瀬祥子）

5．分科会合宿

6月27日に防衛大訪問、6月28日に横須賀基地訪

問とJASC全体でのイベントに参加後、メンバーは

疲れを見せることなくオリンピックセンターで分科

会合宿を行った。この合宿では、(1)日本側参加者

とアメリカ側参加者がどのように協力していくべき

か、(2)ファイナル・フォーラムと本会議後のプロ

ジェクトをどう進めていくか、といった二点に関し

て主に話し合われた。

(1)に関しては、日本とアメリカのどちらが議論

を主導すべきか、知識量では勝りつつも英語力で劣

る日本側参加者が議論にどう参加していくか、知識

量で劣るアメリカ側参加者を最大限活かすにはどの

ような取り組みが必要かといった話し合いが行われ

た。また、(2)に関しては、ファイナル・フォーラ

ムのプレゼンテーションだけではJASCの社会発信

が不十分だと考え、本会議後にRT活動を社会発信

するためのPost-JASCプロジェクトを構想し、ファ

イナル・フォーラムとこうしたプロジェクトをどう

関連付けるか、本会議中はどちらにより多くの比重

を置くかなど､メンバー間で活発に意見を戦わせた。

惜しむべきは、これら活発なディスカッションを通

して出た意見を上手く積み重ね、最終プロジェクト

に反映させることが出来なかった点である。

（文貢：盛島正人）

休息中の一幕① 防衛大訪問の様子
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本会議活動

1．本会議の議論概要

本会議は、CSRに対する基本的な意識．知識の

共有をすることから始まった。日本ではあまりまだ

認知されていないCSRという概念だが、一方のア

メリカでは広く知られ、数多くの企業が積極的に取

り組んでいるという日米の差異を感じた。また、各

自のRTペーパーに関するプレゼンテーションでは、

戦略的な企業活動としてのCSR、NGO・NPO･市

民レベルで見たCSR、教育から考えるCSR等、そ

れぞれの観点は非常にバラエティに富んでいた。

そこで、私たちはCSR分科会として一つの｢定

義｣を作ることを試みた。<GCSRisbroadlydefined

asactivitiesacorporationundertakeswhich

contributetoboththecomorationaswellasthe

largesociety."やはり、「CSR｣という広く漠然とし

たテーマで、何に焦点を当てて話し合い、どうまと

めてゆくかを考えだすことは安易ではなかった。何

がCSR活動で、何がそうではないのか？どのよう

な｢C(企業)」にフォーカスするか？企業がCSR活

動に取り組むインセンティブは何か？CSRという

トピックにどのように日・米の学生のユニークな視

点を盛り込むか？そんな議論が繰り返されていた

が、はっきりとした答えは見出せないままだった。

本会議のフィールドトリップでは、日経アメリ

カ支社からの田邊雄様をUCLAにお招きし、日経

CSRプロジェクトの紹介や日本企業の経営概念に

関するプレゼンテーションをはじめ、USTGlobal

社のCEOのSajanPillai様や、在ロサンゼルス日本

国総領事館のBrianSwords様による講義を受けた。

各スピーカーには事前に準備しておいた質問をぶつ

け、様々な立場からの企業や経営のあり方を知るこ

とが出来たのは、分科会にとっても非常に有益で興

味深い経験だった。

第3サイトからは本会議中に訪問した企業や団体

の総括を行った後、ファイナルフォーラムを意識し

た議論を重ねた。分科会としてのゴールは何か、そ

して何を皆に伝えるのか。話し合った結果｢なぜ企

業はCSRに取り組むべきか」という基本的なテーマ

に焦点を当てることに決まった。CSRに対して懐

疑的な人々をも説得し、市民の関心を企業に向けさ

せ、よりよい企業のCSR活動と社会を目指すため

の有効な第一歩になるという結論に至ったからだっ

た。幅広い視点を取り入れるため、企業だけではな

く、消費者、政府、NGOというアクター別に別れ

てリサーチを行い、分科会内で発表しあうという方

法を取り入れた。本会議当初ばらばらだった議論の

内容は、この頃から徐々にまとまりを見せていたよ

うに思えた。

アメデリのボストンサイト到着が遅れ、予定が大

幅に変更になってしまうというアクシデントを乗り

越えながらも、ファイナルフォーラムでの発表に向

けて準備を進めた。発表は短い時間を有効に使うた

めに｢ニュース形式｣を取り入れ、本番直前まで作業

に取り組んだ。

最後に本分科会の｢雰囲気｣についもて少し述べて

おきたい。個人的な話ではあるが、語学に比較的問

題がないメンバーが揃った分科会の中で、私は1人

語学の壁を感じていた。しかし皆は｢C｣や｢T｣のサ

嚢
記

形

③
酋
日
一
必ｊ蝿 窪

可

議論の様子①

議論の様子②
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インを出せる状況を心がけ、それに快く応じてくれ

たり、ノートを使いながら議論後のフォローを入れ

てくれたりと、親身に分科会への参加を助けてくれ

ていた。タスクに対する取り組みのペースの違いに

対しても非常に寛容であり、言い換えればお互いが

｢個人｣を尊重しあう分科会だったと思う。

（文責：廣瀬祥子）

2．ファイナルプロジェクト

ファイナルフォーラムに当たって、何を作るか、

どんな成果を発表するかの議論がモンタナサイトか

ら本格的に始まった。様々な視点から捉えられるこ

のCSRという概念を、包括的に7分間で発表するの

は不可能だと感じ、『CSRの必要性』を軸に発表を

組み立てていこうという事となった。更に、わかり

やすいよう60MINUTESというニュースを模倣して

07MINUTESというリアルタイム型ニュースを作成

しようということになった。

最初に、盛島とEdwardがスクリプトの土台を書

き、竹内と伊藤が編集を担当した。しかし、丁度

ビデオを撮り始めた時、竹内の｢内容が薄い」とい

う一言を皮切りに、構成をもう一度練り直し始め

た。今度は、盛島と竹内がスクリプトを、伊藤が撮

影/編集を、廣瀬がレポーターという大役を、そし

てEdwardとPeterが各々の役を演じた。スクリプ

ト作成、撮影から編集まで全てが一晩しかなく、皆

4日間の徹夜があったにも関わらず、一睡もせずに

各々の役割に取り組んだ。RT予算の8割をレッドブ

ルという栄養ドリンクに費やし、議論を重ね、軌道

修正しながらファイナルフォーラムを形作っていっ

た。そして、発表の当日の朝に完成した。

時間がかなり厳しかったが、その過程ではチーム

全体の情熱やチームワーク、葛藤が感じられた。内

容はCSRに対する考えを各セクターからの必要性

を、インタービュー形式で紹介していくというもの

であった。会社なら企業イメージのため、NPOな

ら協働や生産性UPのため、政府なら公的責任を分

け合うため。そして、JASC参加者から消費者とし

てのCSRに対する意見をもらった。CSRに対する

反対意見も存在し、また議論も行われたが、発表時

間を考えるとどうしても、省くことになってしまつ

た。その様な意味では、発表の内容的には課題を残

してしまったが、全体の発表としては納得のいく結

果となった。 （文責：伊藤昂介）
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休息中の一幕②

分科会総括

「企業の社会的責任(CorporateSocial

Responsibnity)｣。このところ、ビジネスシーンの

みならず、広く社会において耳目を集めるこの概念

を用いて、社会に大きなインパクトを与えることに

挑戦したCSR分科会活動。この活動を振り返った

時、率直に言うと、事前活動期間、本会議期間を通

して、多くの問題点や失敗が思い出される。

事前活動期間中は、議論が活発に交わされ、

Post-JASCプロジェクトなど非常に志が高く、興味

深いアイデアが出るなど良い点はあったものの、や

はり多くの問題点が目立った。顕著な例として､｢分

科会のために十分な活動時間を確保できなかった

点｣が挙げられる。JASC以外にも多くの活動に力

を注ぐJASCerが多い中、企業訪問の回数はわずか2

回のみとなり、個人個人での勉強量は十分な知識を

得るには足りず、更にはメンバー同士のミーティン

グも全員の予定が合わず、深夜のオンラインミー

ティングが多用された。こうした状況を受け、ファ

イナルフォーラム、Post-JASCプロジェクトとも

に、十分な準備を終えることなく本会議に突入する

こととなった。
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本会議中には、加えて、「タイム・マネジメント

の稚拙さ」が目立つようになった。分科会(以下、

RT)セッションでは、全体的に議論のペースが遅く

なることが度々あったが、そこでペースを上げるこ

となく、そのまま黙って見過ごしたことが何度も

あった。また、最終サイトに至るまで、自由時間や

すきま時間を効率的に使わずに、Post-JASCプロ

ジェクトはもとより、ファイナルフォーラムでの発

表準備にほとんど手をつけることができなかった。

こうした状況を受け、ファイナルフォーラムでの最

終成果物は、最終発表の前日と前々日の実質2日間

で創り上げ、多くの改善点を抱えたままでの発表と

なった。

最終成果物に関連して付け加えると、「議論を成

果物へと繋げる意識の欠如｣は、我が分科会の活動

全体を通しての最も目立った問題点であった。毎回

のミーティングでは激しい議論を戦わせ、興味深い

アイデアはいくつも出ていたが、そうしたアイデア

が積み重なり、繋がり、発展し、最終成果物に大き

く寄与することはなかった。

このように見ると、問題点ばかりの分科会のよう

に聞こえるかもしれないが、評価すべき点は数多く

あったし、最終成果物に関しても例年の水準と比べ

ても遜色はなかったかと思う。しかし、それでもこ

こまで問題点や失敗にフォーカスを当てて書いてき

たのは､分科会メンバーに対する不満からではなく、

むしろ能力抜群で、かつ非常に高い志を持った最高

のメンバーが集まったにも関わらず、全員が能力を

最大限に発揮し、社会に大きなインパクトを与えら

れなかった後悔一ひょっとすると私たちがJASC

を通して社会に与えることのできたかもしれない壮

大なインパクトを想う後悔一を、次に続くJASCer

に知ってもらいたいと強く願うからである。彼ら／

彼女らが私たちの失敗から学び、JASCという大き

なハコを用いて大志を実現し、最高の形で分科会活

動を締めくくってほしい。そう願いを込めて｢企業

の社会的責任(CSR)と市民｣分科会の総括を締め〈

くりたいと思う。 (文責：盛島正人）
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科学と倫理～真に豊かな社会形成を目指して～

Ethics:HoldmgScienceAccountabletoHumanity

分科会メンバー

高野恭平＊

李鎮河

大井あゆみ

横山雄一

渡邊ともね

NancyXuYang*
NealAkats']ka

ColinMoreshead

(＊はコーディネーターを示す）

分科会概要

科学の発展により、人は物質的に豊かな社会を築

きあげ、生活水準を著しく高めてきた。しかし、同

時に科学者の飽くなき好奇心は人類を一瞬で滅亡さ

せ得る核兵器を生み出した。また、科学技術の発達

は地球規模の環境破壊を引き起こし、生命工学は人

の生と死のパラダイムを変えつつある。我々は科学

とどう向き合っていくべきなのか。当分科会では科

学における倫理の問題に焦点を当て、文系理系を問

わず様々な視点から、科学が人間社会にもたらした

功と罪を考察していく。そして、今の世代だけでな

く次世代も含めて、人類全体が科学の利益を享受で

きるシステムを模索していきたい。

ひいてはこの分科会の特徴を決めることとなる。

この分科会で特記すべきこと、それは多様性であ

ろう。様々な背景を持つ参加者が自分の思うように

活躍してくれた。私たちの分科会が扱う題材は科学

に関する社会問題全般でとても広いものであり、か

つ自分の考えのままに動く参加者たちだったので、

本当にうまくまとまるのかという私の不安をよそ

に、自分たちで分科会の方向性を決め、それに向か

い一丸となって最後まで努力し続けてくれた。

以下、5ヵ月に渡る私たち分科会の軌跡をここに

書き記す。

事前活動
1．春合宿

日時：5月4日（日）～6日（火）

場所：国立オリンピック記念青少年総合センター

初顔合わせを行い、分科会の方向性と最終目標に

ついて話し合い、私たち学生は時の先端技術をどう

使うべきであるのか、また私たちにできることはな

にか、という疑問を中心に分科会を進めることで一

致した。この疑問に答えていくために、具体的に以

はじめに

昨年の9月、分科会リーダーであるNancyと私の

手によってこの分科会の骨格が作られた。私たちが

強く意識したものは参加者の成長であった。分科会

を通して、お互いに刺激し合えるような経験をして

ほしい。分科会の草案を考えた時からから本会議終

了まで、これが私たち分科会リーダーの立ち位置、
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下の1～4の流れに沿うこととした。1.事実を明確

にする。2.倫理的問題に注目する。3.その功罪を踏

まえ、建設的議論を行う。4.科学が人間の幸福に寄

与するため何ができるのか考察する。

2．第1回RT合宿

日時：5月23,24日(金、土）

春合宿から1ヵ月が経ったが分科会の方向性を明

確に設定できず、再び話し合いの機会を持った。科

学と倫理の問題について、国内格差に焦点を当てる

ことや科学を研究者・施行者・一般市民にわけて考

えることはどうかなどの意見が出た。また、いかに

意義ある形でこれらの問題を扱うのかについても議

論した。

3．田中智彦先生訪問

日時：6月5日（木）

分科会の方向性をより明確にし、個人個人の扱う

トピック選定のヒントを得るため、東京医科歯科大

学田中智彦准教授に質問をさせていただく形でお話

を伺った。科学と倫理は、1.科学の倫理(内在的問

題）2.科学と社会の接点から出てくる問題(外在的

問題)という二つの面から考えられることを学んだ。

科学と倫理の軋礫が生み出すジレンマ(例：どこま

で既存の科学技術を適応してよいのかという問い）

を考える切り口として｢真に豊かな社会の実現｣とい

うフレーズをいただいたことは記憶に新しい。その

フレーズを考えるに際し、「真に豊かとは何か｣とい

う究極の問いにぶつかり、それを突き詰めて考える

と｢人間とはなにか｣を考える機会となった。

4．日野原重明先生訪問

日時：6月26日（木）

医と倫理の関係について考察を深めるため、聖路

加国際病院理事長の日野原重明先生にお話を伺っ

た。短い時間ではあったが、理論・技術を病む患者

に適用するという「アート」について、治療の究極の

目的とは命を大切にすることだということ、生命倫

理という限界の中での研究についての話を伺った。

日野原先生のお話もさることながら、多忙のなかこ

の依頼を引き受け、短い時間でも精一杯話をしてく

ださったその姿に人としての大きさを感じた。「医

とは、いのちをはぐくむもの」と繰り返されていた

ことが印象的だった。

5．防衛大学訪問

日時：6月27日（金）

防衛大学校の学生とマンハッタン計画における科

学と軍の関係、それに付随する倫理の問題について

議論した。互いの調査結果を発表し合った後、原子

爆弾の研究開発に携わった科学者や軍、政治の責任

について､当時の軍と科学者の関係などを話し合い、

戦争と共に発展してきた科学の歴史について認識を

深めた。また、科学技術の施行者という視点から、

科学技術を実際に適応する際に生じる倫理的問題つ

いて、現実にはそれを考える機会がほとんどないこ

とも議論がなされた。

6．第2回RT合宿

日時：6月29日（日）

個人個人が取り上げたい題材を共有し、議論を如

何に深めるかを話し合った。それぞれ、題材を十分

絞り込むことができていない面があった。インター

ネットを利用したミーティングなどを通じて、個々

人の扱う題材を共有、相談することを確認した。

7．鈴木信行氏訪問

日時：7月14日（月）

二分脊椎症という疾患を持つ日本二分脊椎症協会

の鈴木信行氏に、「医療者に大切なこと～目的意識

を持っていますか？～」という題でお話をしていた

だいた。二重脊髄を取り巻く医者と患者の目的意識

のズレから生じる問題についてご自身をも例として

ご説明下さり、患者の生きる目的を支えるという医

療者の役割の重要性を強調された。質問も交えた議

論は人生の目的にまで及び、気さくにお話をさせて

いただいた。

8．班目春樹先生訪問

日時：7月18日（金）

科学技術と倫理、科学技術と制度について考える

ヒントを頂くために、原子力社会工学、技術倫理が

ご専門の班目春樹東京大学教授にお話を伺った。技

術そのものに倫理性があるのではなく、技術を使う

人間から倫理性が生じるというお話を伺い、科学を

利用する者の一員としての責任の重さを痛感した。

議論の進め方や参考資料についても様々なご提案を
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下さり、分科会全体の方向性を再考することができ

た。

9．分科会ミーティング

事前準備においては、直接会って話をするだけで

はなくインターネットを使って連絡を取り情報・意

見を共有することで、分科会の方向性、事前活動の

内容、個々人の扱うトピックなどについて議論を

行った。それぞれ忙しい中でも連絡を取り合ったこ

とで互いに信頼関係を築くことができ、本会議に上

手く入っていくことができたと感じる。

ロフェショナルの倫理(職業倫理)と一般の倫理が異

なる場合があることについても、確認をした。

2.Whatishappiness？ （渡邊）

自分がどんな時に幸福を感じるかなど幸せに対す

る考え方をした後、物質的に恵まれていても幸福を

感じられない場合があることについて、またその逆

もありうることについて、参加者それぞれの価値観

に沿って意見を出し合い、幸福感がどれほど個人の

体験によって形成されているかを認識した。

3.GeneticallyEngineeredTaro-Whatroleshould

culmreplayinthedire”onofscience？ （Neal）

ネイティブハワイアンの人にとって、タロイモは

単なる食物を超え、信仰に関連する神聖なものであ

るが､そのタロイモが現在絶滅の危機に瀕している。

そこで、ハワイ州立大学の研究者たちが遺伝子組み

換えのタロイモについて研究を始めたところ、ネイ

ティブハワイアンの人々から強い反対を受け、研究

の継続が困難になっているという。文化と科学の関

係を考える上で、非常に面白いケースで、議論は白

熱した。ヒンドゥ教の人が牛について研究するなと

言えないように、科学は独立して存在すべきだとい

う意見が見られた一方で、科学も一つの文化なので

はないかとの意見も見られた。科学者と利害関係者

（この場合ネイティブハワイアンの人々）との間で

十分なコミュニケーションが取られなかったとすれ

ば、問題があったのではないかとの指摘から、科学

者と社会を構成する市民の責任についても議論が行

われた。アメリカでのキリスト教と進化論の対立関

係についてなど、話が及ぶ場面もあり、誰もが満足

するように科学を発展させていくことが果たしてで

きるのか、考えさせられた。

4.Bioethics-Dennitionofhuman (高野・渡邊）

科学技術の進歩に伴い、人間の定義をあいまいに

なったことや、人間の終わりである死という概念の

定義を確認した。延命措置を希望しない患者と延命

措置を希望する家族の間で、医師はどのように行動

すべきかという事例を取り上げ、その上で、人間を

どう定義するかについて議論を展開した。まず、動

物を人間の子供のために犠牲にすることはできて

も、その逆はありえないことから、動物との違いと

本会議活動

本会議では、倫理という抽象的な問題を扱う都合

上、まず鍵となる質問(keyquestion)を設定した。

これは、それぞれのトピックごとに議論がぶれて一

貫性がなくなることを防ぎ、分科会の向かう目標・

方向性を定めるという意味がある。keyquestionの

候補はいくつかあったものの､次のように決まった。

Howcansclencecontributetohl皿nancondition？

(いかに科学が人類・人道に貢献できるか）

これを見ればわかるように､倫理的な科学は人類・

人道に貢献すべきであるという前提を設定し、議論

を行った。

その上で、直接上記の質問に答えるのではな

く、倫理的ジレンマ(ethicaldilemma)が存在する

具体的な事例を取り上げ、議論を重ねる過程でkey

questionに答えるという方法を採用した。ただし、

最初の2回に関しては、科学と倫理という分野の全

体像を理解する上で議論しておくべき基本的テーマ

として、あまり具体的な事例に沿うことなく、抽象

度の高いままで話し合った。なお、明確な一つの正

解がある分野ではないからこそ、多様な視点を理解

することが大切であるということを念頭におき、全

体の議論を行っていったことも付け加えておきた

い。

扱う事例は分科会のテーマに沿う範囲内で各自の

興味分野から自由に選ばれ、以下の順で行われた。

1.Whatdowemeanbyethics？ （Nancy）

まず、倫理とモラル、法律、エチケットはどう異

なるかを議論しつつ、各自の倫理観を共有した。プ
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いう観点で人間を定義しようと試みた。そこで、機

能的な定義(FunctionalDefinition・意識の有無、

知能や判断能力の度合い、脳の機能など）と認識的

な定義(RecognitionDefmition・人から見て人だ

と認識されること)が候補として挙げられたものの、

どちらも完壁な定義とは言えなかった。しかし、人

間の条件を考えることは、基本的人権の概念とも密

接な関係がある。人間の定義のあいまいさが傍流の

人々の人権が侵害する恐れもあり、自分なりの定義

を持つことが大事であることを実感させられる機会

であった。

5.ManhattanPrOject/NuclearTecmology-What

shouldwerequireh℃mscientists？（横山・大井）

日米の学生で会議をする上で、核問題は避けて通

れないトピックであるように思える。核兵器のよう

な人道を阻害するものを開発する際に、科学者はど

のような責任を負うのかを検討した。政治・軍事産

業・科学の三つのつながりが深いことの問題点を指

摘し、科学者が自分の研究の帰結について考慮する

必要があるが、性々にして予測が難しい点に議論が

及んだ。倫理は時代・状況・立場によって異なって

くることから、現在の視点に立つ私たちが科学者を

断罪することが難しいという指摘もあった。また、

科学者は市民より専門知識を持っているので、社会

と科学の橋渡しをするべきだという意見が見られ

た。それと同時に、科学者は社会の需要によって動

くことから、社会を構成する市民の側も科学に関心

を持つことが重要であるとされた。結局、社会を構

成する私たち一人一人が、科学を倫理的に導くため

の責任を有するのではないだろうか。

6.AlternativeEnergy/Biofuel-Whatisthe

relationshipbetweenenvironmentalethicsandthe

righttodevelop？ （Cohn・李）

技術革命、そして産業革命以降、人間社会が行っ

てきた開発により化石燃料の使用による過度な二酸

化炭素の排出が行われ、恒常性を保つことができな

いほどに、現在環境破壊が進行している。これに対

し、すでに経済的に優位を占めている先進国を中心

に化石燃料使用を抑制するコンセンサスが作られて

きたが､開発が遅れている途上国の反発を招き､様々

な葛藤が生じている。また、バイオエタノールなど

の代替エネルギー技術は、アフリカ諸国など食べ物

の値段に直接影響を受けやすい途上国の立場にとっ

て、生存がかかっているほどの敏感な事案である。

こういう現状を見るときに、科学技術に対する意見

が貧富や置かれた社会的な状況によって違うため、

科学技術の発達は格差を広げているという結論にた

どり着いた。この状況を改善する方法を議論する過

程において、権利や科学技術の存在意味などについ

て考えさせられた。

ファイナルフォーラム

ファイナルフォーラムは分科会での議論を総括

し、社会へ発信することが目的である。私たちはビ

デオを使い、keyquestionを軸とする一連の議論の

つながりや各議論の概要を示した上で、来場者にも

科学に関する問題を考えてもらうよう試みた。倫理

と科学の関係には明確な正解がない。そのため、全

体像・対立構造を理解し、個々が自ら思考すること

が重要だと考えたのである。最後に科学を倫理的に

扱うように導く責任は社会を構成する私たち一人一

人にあるのではないかとの問題提起を行い、5ヵ月

にわたる分科会活動はひとまずの結論を得ることと

なった。

なお、私たちが作成したビデオは以下のアドレス

でyoutubeから見ることができる。興味を持った方

は、是非見ていただければ幸いである。

http://www.youtube.com/watch?v=9_O5D9a5aVA

分科会総括

●李鎭河

科学と倫理分科会は全ての分科会の中で一番学生

のバックグラウンドが多様であり、それぞれ自己主

張が強い優秀な学生が集まり、非常に活発な議論が

できた。各種事例に対してそれぞれ違う見方をして

いて議論がまとまりづらい傾向もあったが、そのた

め、自分は持っていなかった新しい視覚と洞察を得

ることができた。最初は形のある結果を出すことに

集中し、コンセンサスをとりづらい現実に挫折した

りもしたが、結果的にそういう方向の多様性がこの

分科会の一番の魅力だったと思う。もし、またこの
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ような多様なバックグラウンドを持ったメンバーで

構成される分科会ができるのなら、最初から自分が

持っている観点や意見を迷わずに出していくことを

勧めたい。本会議中のフィールドトリップに積極的

に参加できなかったことは一つ惜しいところであ

る。この日米学生会議の1ヵ月間の議論を通して得

てきたものを一生大事にしていきたい。

●大井あゆみ

私たちの分科会は、波乱続きだった。春合宿の段

階で、分科会の最終目標が決まらず、プレゼンテー

ションもめちゃめちやだった。当然、他の参加者か

らの質問タイムでは、答えに窮すような質問の連続

だった。事前活動の時期になっても、この分科会を

通しで何が達成できるのか、はっきりわからないま

ま、ただ焦っていた。

本会議中ですら、まだ不安があった。結局のとこ

ろ、科学と倫理(あるいは世の中の多くの問題)につ

いて、一つの明確な答えなどなく、議論の先行きが

見えないこともあった。しかも､私たちの分科会は、

全てがメンバーの自主性に任されていた。

しかし、今振り返ってみれば、リーダーシップを

とるよりメンバーの自主性を優先するリーダーがい

たからこそ、個性の強いメンバーがぶつかりあい、

化学反応を起こすことができたのだと思う。この分

科会では、困難な問題に対処する方法や多様なメン

バーの考え方を知ることができた。それは、今後も

私の財産になっていくことは間違いない。

●横山雄一

日米学生会議を終えた今､｢科学分科会は成功だっ

た」という感覚がある。これは分科会の目標を達成

できたという満足感と深く結びついているが、この

目標の探求こそがこの分科会の活動の中心だった。

この分科会のトピックはご覧の通り多様で、参加

者の多様性とあいまって、分科会が一つの目標に収

散しないことが問題だった。分科会の目標は二転三

転。議論の方向性が最終的に決まったのは本会議に

入ってからだった。しかし､逆説的だが､分科会が｢成

功｣だったのはこれだけ長い期間をかけてどのよう

な目標を設定するのか苦しんできたからだろう。事

前に苦労したからこそ本会議で思う存分議論でき、

綿密に連絡を取り合って事前活動を通じて目標を模

索し続けたからこそ深い信頼関係が生まれたのだと

思う。

個人的には、なじみのない問題を専門分野が異な

る人と話し合えたこと、様々な方のお話を伺えたこ

とが大きな収穫だった。お世話下さった多くの方々

に感謝致します。

●渡邊ともね

分科会に参加して、議論の時間をともにすごした

大切な仲間からもらった言葉の一つ、「現状を疑う

目｣。

この分科会はまさにこの言葉がテーマだった気も

する。普段、なに不自由なく生活しているなかで見

落としてしまうものは数知れない。その中には、自

分の人生を変えるような大切な問いもあると思う。

受身でいけていればなんとなく生きていける現在、

欲しいものはほぼ不自由なく何でも手に入る。その

中で、現状に感覚が麻痒してしまって、私たちは考

えることを止めることが多々あるだろう。しかし、

大切なことは、「これでいいのか｣と問う瞬間だと考

える。そして、恐れずに意思表示をすること。これ

らがこの分科会活動を豊かにしたし、私が活動を通

して学んだことでもある。

分科会コーディネーター

●高野恭平

この報告書作成もほぼ終わり、分科会リーダーと

しての仕事を無事終えられたことにほっと胸をなで

おろしている。しかし、この分科会の目的は安堵感

を得ることではない。終わった後の充実感は、時に

人を陶酔させ、そこまでの過程で発生した様々な問

題を未解決のままおざなりにさせるだけの魔性を秘

めていることを心に留めておかねばいけない。

充実感を味わうことは次の仕事をする動機付けに

もなるため、ある程度は必要だ。しかし、それだけ

で納得していては全てを生かしきれたとは言い難い

だろう。これからは、それぞれが各自で分科会中に

得た様々な課題に愚直に取り組んでほしい。分科会

を通して学んだこと全てを周りに伝える努力をして

ほしい。これがすべての参加者に対しての私の思い

である。この分科会は参加者の成長に焦点を置いて
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いると始めに記したが、それは本会議後に参加者た

ちが何かしらの形で社会にこの体験を還元してくれ

ることを期待して掲げた目標である。そして、多く

の方の支えによって成り立つ日米学生会議におい

て、それは責務でもある。

ここが私を含めすべての参加者の新たな出発点に

なることを願い、筆を置くことする。
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現代社会と伝統～調和と共生の模索～

ExplormgtheRelationshipbetweenTraditionandModernity

1｡he側仇Japan-AmerlcaStildem分科会メンバー

居鶴有未恵

新宮清香

廣田隆介＊

松尾恵輔

松本秀也

Jon-MichaelDurkin

ChienJ,am

GregorySchuster

JoshuaTumer*

(＊はコーディネーターを示す）

１
ｋ
■

分科会概要

現代社会は歴史から様々なことを学び、発展して

きたが、時としてそのルーツである伝統との間に摩

擦を引き起こしてきた。両者の緊張関係は、近年の

例を見れば、1960年代後半の反体制運動や、今日の

宗教原理主義､民族主義勃興の遠因ともなっている。

しかし一方で、古今東西、新しき物と古き物が衝突

し合い、異文化が相克する過程において、固有の文

化、技能、価値観は融合と発展を繰り返してきた。

そしてグローバル化と過去への考察が進むこの現代

において、地球規模の空間軸、人類の歴史という時

間軸の双方において、融合と発展の選択肢は無限に

広がっている。本分科会では現代社会と伝統の調和

と共生の術を模索し、より良い未来を構築するため

に議論を進めていきたい。

の講演を聞き、自己紹介をすませ、ついに分科会の

方向性を決めるディスカッションが開始される。そ

こで、我々がこの分科会を通して何を知りたいか、

何を作り上げたいか、何を社会に発信したいのかを

めぐって熱い議論が交わされた。そして最終的に本

分科会の目標を､｢現代の食文化､社会保障制度､ポッ

プカルチャーなどがどのように形成されてきたかを

探ることを通して、伝統と現代社会の調和と共生の

術を模索する」と設定した。

3日間の合宿を通し、個性溢れ能力ある仲間と妥

協のない意見交換をする事の心地よさを感じ、彼ら

と今夏一緒に過ごし様々な経験と発見を繰り返すこ

とができるという予感に胸が弾んだ。 （松尾恵輔）

2．はとバス英語観光ツアー

日時：7月5日(士）

外国の方々が魅力を感じる日本の良さを知りた

い！という思いから、私たち｢現代社会と伝統｣の分

科会は事前学習として、外国人向けの英語の東京は

とバスツアーに参加した。

朝、日本であるはずなのに英語が飛び交うバス

ターミナルでわくわくしながら乗車すると、まず驚

事前活動

1．春合宿

分科会メンバー5人全員が初めて出会う場所であ

る、国立オリンピック記念青少年総合センターに、

我々は期待と不安を抱えながら集まった。OBの方

90第60回日米学生会議 日本側報告書



分科会活動 第4章

いたのがツアーに参加している人の出身国であっ

た。西欧圏の人が多いと思っていたのだが、実際は

北欧や東欧、スペイン、モンゴルなど、現在まさに

発展している国々の人だったのだ。そして彼らに日

本の良さを尋ねると、日本人の温かさ、日本食、そ

してアニメ・マンガなどのポップカルチャーという

答えが返ってきた。日本の影響はすでに日本人が意

識している以上に海外へ浸透し、日本の存在感が増

しているのだ。そしてバスガイドさんの日本の良さ

を伝えようとする熱のこもった説明から、日本の良

さを外国人に伝えるための工夫を私たちは学ぶこと

ができた。

このツアーを通して、私たちは日本の潜在的魅力

を再確認し、ますます日本の良さを世界に発信した

いと思うようになった。そしてその実践の場となる

頁の本会議に向けて、より一層アメリカ側参加者に

日本の良さが伝わるように、事前準備を重ねていく

きっかけとなったのだ。最後に、ツアーで出会った

多くの外国人旅行客のみなさん、そしてツアーガイ

ドさん、ありがとうございました。 （新宮清香）

3.RT合宿

日時：7月12,13日(土、日）

この合宿は皆忙しい中での実施であったが、各々

のプレゼンテーションを英語で行い事前にどのよう

なトピックについて話し合うかを議論した。まだア

メリカ側と直接顔を合わせている訳ではないので、

非常に手探り状態での議論ではあったが、着実に本

会議が近づいているのだなという実感と、本会議に

おいてアメリカ側とどのような議論になるのかとい

うのが非常に楽しみであった。また分科会としての

一体感もここで増したように思えた。夜中まで議論

と発表を続け、夜は悲劇の記憶分科会と共に交流会

を設けた。日米学生会議はとても幅広い学生や考え

方を持ったヒトが集まっているため、こういった時

間はとても貴重であるし、何よりの楽しみの一つで

あった。合宿によって皆の共通意識を共有していく

中で、本会議が待ち遠しくなった。 （松本秀也）

4．中山恭子参議院議員勉強会

日時：7月15日（月）

場所：参議院議員会館 国会事務所

目的：中山先生の駐ウズベキスタン特命全権大使や

拉致問題担当等豊富なご経験から日本に対する想い

を伺い、「日本の伝統｣や｢日本の文化｣を定義し、今

後発信していく術を学ぶ。

6月末に越智隆雄議員の政策勉強会で中山先生の

講演会に参加させていただき、駐ウズベキスタン特

命全権大使等のご経験から日本文化発信について伺

うことができた。その時期私たちはアメリカ側メン

バーとのonlinemeetingで、「日本文化の伝統」とは

何を指すのかという疑問を投げかけられ、定義を模

索している最中だった。そこで、日本文化に対し強

い誇りや愛情を持って政務に臨まれている中山先生

により具体的にお話を伺いたく、訪問をさせていた

だいた次第である。

まず、「文化」とは何かという問いに対し、「文化

とは常に動きながら他と融合し、社会に根付いてい

るもの全てである」というご見解を伺うことができ、

まさに文化とは人や社会に宿るものであり、伝統と

現代社会は両者切り離して比較させるものではない

のだと知ることができた。

この場合の文化とは、「着物｣や｢茶道｣といった目

に見えるものもあれば、助け合いの精神といった可

視化できない文化的価値観もある。それまで私たち

は、日本の(可視的)伝統がグローバル化によって変

化してきたことを問題視してきたが、遣暗使や遣

唐使を例に｢柔軟に他を受け入れられる日本の文化

がある」というお話から、それもまた日本の文化で

あることにも気が付いた。そして、伝統的価値観は

』
戸

『
垂

、
ユ
■
涙
１

日
一

ム
再

一
■
Ｉ
、
題

■蕊やｆ
ｉ－章一
、

一一
Ｆ

白
『
Ｌ
■
厚

実物を見ながら食文化に関しての議論中
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ファイナルフォーラム前日の22時頃、T&MTimes

というニュースレターと、プレゼンテーション用の

ビデオを完成させた。

ファイナルプロダクトのニュースレターとビデオ

はそれぞれウェブ上にアップされているので、是非

ご参照いただきたい。

ニュースレター：

http://traditionmodernity.blogspot.com/

ビデオ：

http://jp.youtube.com/watch?v=p5HwGXwdv-k

根源を保ちながら柔軟に近代に対応していくのであ

り、伝統の核心を尊重する意識と柔軟性の両面が文

化を形成していくことを学んだ。

限られた時間ではあったが、時間いつぱいに生き

たご経験談を伺うことができ、「日本人の良さ」を体

現したかのような先生のお人柄に触れる貴重な機会

となった。 （居鶴有未恵）

以下に、分科会で行われた活動の一部をご紹介し

たい。これらはジャパデリが春合宿から念入りに準

備を重ねてきたプレゼンテーションを元にした議論

内容と、本会議中の分科会の議論が実際にどのよう

に進行し、またその雰囲気はどの様なものだったの

かということを読者の皆様にお知らせする目的で書

かれている。

1．「食文化」

「食｣は私たちの毎日を構成する一番身近なトピッ

クである。その一番身近な現代の食の中に、伝統が

息づいているのではないかという興味から､私は｢現

代社会と伝統｣の分科会で｢食｣について考え発表し

た。具体的にはまず｢食｣の知的体系を考え、「食｣に

は材料収集と人間の体内消化という二つの自然科学

的段階と、料理方法や盛りつけ、慣行などの文化的

段階が存在することに気付いた。そして自然科学的

段階として、材料収集に関連する農業に注目し、文

化的段階として、食文化の歴史に注目して日米比較

を行った。

農業比較において、アメリカは広大な土地を利用

した近代的な大規模で機械化された農業であり、日

本は国土の制約性から伝統的な知を活かした、家族

単位の農業という、一見すると現代的なアメリカと

伝統的な日本が対立するような印象を持つ。しかし

実際、アメリカは大規模ではあるが、転作など伝統

的な農業の知を活用し、日本でも伝統的に行われて

きた品種改良に加えて現代の技術を活用している側

面が見られた。

中山恭子先生を囲んでの1枚

本会議活動

ポートランドではお互いの自己紹介もそこそこ

に、分科会で議論したい内容に関する活発なブレイ

ンストーミングが行われた｡グローバリゼーション、

世代間ギャップ、女性の役割の歴史的変化、農業、

教育、都市化、食文化社会保障など様々な興味深

いトピックが挙がる一方で、35時間という限られた

時間をどのように効率的に使って行くのか試行錯誤

が続いた。ロサンゼルスではGettyMuseumを訪れ

て古今東西の芸術作品を鑑賞して｢文化とは何か？」

という疑問に対する答えを再確認すると共に、ジャ

パデリが事前に用意してきたプレゼンテーションを

元に議論が行われた。そして分科会作業時間が最も

多く設けられていたモンタナでは、いよいよファイ

ナルプロジェクトに向けた作業に突入した。モンタ

ナからボストンへの移動の際にはアメデリの飛行

機が丸2日遅れるというトラブルに見舞われながら

も、Skypeを通じて連絡を取り合い、アメデリが到

着後の作業がスムーズに進むよう努力した。そして
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また食文化の歴史比較においては、日米各国内で

伝統的な料理を基盤として、現代的要素を取り入れ

ていく歴史変遷が見られるだけでなく、両国の間で

国境を越えた影響が見られた。アメリカのファー

ストフードが日本に輸入され、逆に日本から日本食

がスローフードとして注目されたのはその一例であ

る。

発表と議論を通して感じたのは、現代社会と伝統

は一見対立するように見えて、実は現在社会は伝統

とのつながりの上に成り立っているのであり、現代

社会があるからこそ、伝統の良さが再注目されると

いうことである。グローバル化が進む現在、近代化

の流れによって、伝統と現代社会が対立する局面を

しばしば目撃する。しかしこのグローバル化を逆に

利用することで、自国の現代社会に息づく伝統の良

さや各国の影響に再注目し、その自国の特徴を発信

することが可能なのである。 （新宮清香）

2．「日本の農業」

私は日本の農業景観は多くの日本人がノスタルジ

アを感じ、時に日本人のアイデンティティを形成す

る重要なものであると感じていた。そこで、本発表

を通じ①美しい伝統的な日本の農村風景をアメリカ

側参加者に紹介すること②農業景観が、グローバリ

ゼーションがもたらす現代化とどのように調和を図

るかを模索すること、の二点を達成しようと試みた。

そこでまず｢棚田｣に焦点を当て、その耕作放棄前

後の写真を紹介し、次に棚田の放棄の原因として、

グローバル化による食生活の変化､産業構造の変化、

安価な食物の流入を挙げた。そして調和策として、

海外での日本食ブームを活かした食料輸出や、農業

景観を観光資源にすることで、棚田を守る方法を提

示した。

これに対しアメリカ側参加者と日本側参加者の一

部から、日本の伝統的な農業景観を残す意義は何か

という疑問が示された。更に現在の日本の低い食料

自給率を考えると、伝統的な農業を守り続けるより

も、農業を集約・効率化して生産量を増やすべきだ

と指摘があった。

発表を通して、伝統と現代社会の調和の問題以前

に、自分が持っている価値観を違う環境で育った

人々と共有する難しさを痛感した。例えば本発表の

場合、私は日本の所謂田舎の出身であり、農業景観

そのものが私にとっては守るべき価値である。しか

し、そのような農業景観にあまり触れる機会のな

かったアメリカ側参加者や一部の日本側参加者に

とっては、その価値を理解することは難しい。そし

て、そのような価値観の共有の難しさが、世界各地

で伝統とグローバリゼーションが衝突を起こす原因

になっているのではないかと感じた。 （松尾恵輔）

3．「社会保障制度の日米比較」

社会保障制度と私達の分科会テーマは、一見関係

がないように見える。しかし私は、日米の社会保障

制度の成立背景を比較して見る中で、社会保障制度

には両国の伝統的精神が映し出されていると感じ、

それらの変遷を捉えることで両国の価値観の推移を

見ることができ、伝統的価値と現代との調和を見出

すことができると思った。

まず、日本がpublichelpの精神に基づき制度

設計がなされているのに対し、アメリカはself-

dependenceの精神に基づき最低限の社会保障がな

されていることを紹介した上で、近年は社会的変動

(globalization等)により、両制度が接近傾向にあ

ることを指摘した。

メンバーからは、私が提示した両国の価値観の設

定に対し、アメリカの最低保障という制度背景には

コミュニティでの連帯が密であることも関係する、

また日本は明治政府時代からトップダウンでやって

きたことも社会保障政策に影響しているのではない

かといった疑問が投げかけられた。また、グローバ

ル化により人の行き来も盛んになると、文化間だけ

ではなく、世代間にも問題は生じるといった意見も

あげられた。

発表と議論を通して、伝統という価値観も日米間

では異なる視点があるということは興味深く、また

グローバル化により状況が近似すると、各国の情勢

に敏感になり相互理解が進展することを感じた。ま

た、政策をテーマに取り上げ、予想以上の関心の高

さを感じると共に、知識だけではなく実感として感

じる視点を活かした有意義な議論ができ、こうした

個人間の相互理解の重要性を感じた。（居鶴有未恵）
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設定し、参加者が自由にトピックを立てられる分科

会を創設するに至った。しかし、正直自身の就職活

動や他の実行委員としての仕事に忙殺され、本格的

に分科会の準備をし始めたのは4月に入ってからで

あったと記憶している。焦りに駆られながら分科会

パートナーのアメリカ側実行委員と毎週オンライン

ミーティングを重ね、なんとか分科会の方針を日米

で合わせることができて安堵したことを覚えてい

る。そして待ちに待った春合宿が始まり、全員の分

科会メンバーと分科会の方針について議論を重ね

た。そこで強く感じたことは、分科会コーディネー

ターという役割の難しさであった。メンバーとの距

離を縮めるためには自分の意見を率直にぶつける

ことも大切だが、どうしも「前回のJASCではこの

ようにした」というバイアスが分科会の議論に影響

してしまいそうで怖かった。この悩みを解決したの

は、やはり心のどこかで持っていた「これは自分の

分科会だ」という所有欲を捨てることであったと思

う。そもそも分科会コーディネーターは分科会とい

う｢ハコ」を用意することに徹するべきで、中身はデ

リゲートが作り上げて行くものである。そういう心

持ちで分科会の議論に臨むことで、自分はデリゲー

トのニーズに合わせて動くことに徹することができ

た。

本会議が始まりアメデリが合流すると、新たに英

語という壁が立ちはだかった。ここでの重要な役割

は日米間のコミュニケーション円滑化であり、分科

会を15分間日本語で行うなどして言語の壁の高さを

アメデリに意識させ、また分科会終了後日本側で内

容の確認を行うなどした。ジェネレーションギャッ

プ、グローバリゼーション、農業、食文化など様々

なトピックに関する議論も進み、順風満帆に見えた

分科会だったが、モンタナサイトに入って大きな問

題が生じた。ファイナルプロジェクトに関する議論

に入り、何かを作り上げなければならないという焦

りからか、食い違いや勘違いが多発するようになっ

てしまったのだ。更には会議も中盤に差し掛かり体

調を崩して分科会を休む者が居たり、ミスコミュニ

ケーションによって夜のミーティングに現れない者

が居たりと、なかなか全員一致で物事を決めること

4．「分科会活動の流れ、雰囲気」

遂に本会議が幕を開け、同時に分科会活動も始

まった。始めは日米両国の参加者がお互いどのよう

な準備をしてきたのかということを共有し、議論を

すると共に、テーマが｢現代社会と伝統｣という広い

ものであるということもあり、ファイナルフォーラ

ムに向けてどういったトピックを抽出していくかと

いう議論から始まった。何より分科会を通じて思っ

たことは、やはり両国の歴史に対する見方が違うと

いう事と、双方の歴史に対する価値観によって、現

代の社会における両国の変化が如何に異なっている

のかというのが面白かった。議論自体はアメリカ側

がリードするといったこともなく、公平にお互いが

お互いの意見をぶつけ合い、尊重していくという姿

勢が見られた。それは私にとって非常に驚くべきこ

とであったと同時に、実際にアメリカやその他の

国々の人々と議論した時にはどうなるのかというこ

とが気になった。いずれにせよ、相互理解の姿勢が

強かった当分科会は、最終的にもファイナルフォー

ラムに向けてのまとめ、作業の円滑化が非常にうま

く進み、かつ議論もお互い妥協することなく進める

ことができ、非常に良かった。 （松本秀也）

1

1
A

＝‐

,"両
P

『

ファイナルフォーラム前夜の決起集会

分科会コーディネーター後記

●廣田隆介

「色々な社会問題に関して、アツい率直な議論を

交わしたい｡」という思いから、「現代社会と伝統～

調和と共生の模索～」という非常に幅広いテーマを

94第60回日米学牛会議 日本側報告書



分科会活動 第4章

ができず、ますますその溝が深まっていった。その

ため、思い切って現状を全員で認識するための反省

会を設け、もう一度全員で方向性を確認し合うこと

でこの山場を乗り切ることができた。

モンタナでの合意を成果物まで持っていくため

の時間は、ボストンでの2日間しか残されてはいな

かった。そんな時に、アメデリのフライトがキャ

ンセルされてしまうという非常事態が発生。しか

し、モンタナで一つになった分科会の結束は固く、

日米デリゲートはSkypeで自主的に連絡を取り合

い、メール上でビデオプロジェクトの台本を送って

チェックし合い、自然と歩幅を合わせていた。そし

てアメデリが1日半遅れで到着すると同時に、ラス

トスパートに入っていた。この時期私はECミーティ

ングで夜の分科会ミーティングには殆ど参加できな

かったが、自分達で役割を分担し、一つのプロジェ

クトを作り上げて行くデリゲートを見て、本当に感

動したのだった。

確かに1ヵ月という短い期間で、学生が世界を震

憾させるような発表を作り上げることはできないか

もしれない。しかし、様々なバックグラウンドを持

つ同世代の人間と、母国語、非母国語を交えて率直

な議論を交わし、一つの発表を作り上げるという経

験は、人間、そしてチームという集合体に大きな可

陽光眩しいGettyMuseumにて分科会メンバーと

能性を感じさせてくれる。このような気付きは、そ

の後の人生に大きな影響を与えてくれるのではない

だろうか。少なくとも私は影響を受けたその一人で

ある。こういった気付きに、日米学生会議で分科会

活動を行う一つの意義があると信じている。

最後に、最高の分科会メンバーに敬意と感謝の意

を表したい。将来またどこか違うフィールドで再開

できることを祈念して、この文章の締めくくりとし

たい。
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悲劇の記憶～歴史認識と教育の役割～

Memoryoftragedy:ExaⅢ血1ingvehiclesofbias,EducationandPeace

分科会メンバー

明石恵美子

高畑乃枝

比嘉慎一郎

渡辺恭子＊

渡辺千尋

HannahLemmer

BethanyMarsh*

RachelStaum

YuichiShimokawa

（＊はコーディネーターを示す）

鵬”

分科会概要

歴史教科書論争を始めとし、特定の歴史事実やそ

の解釈の違いを巡る議論が盛んになっている｡今や、

メディア、教育など様々なレベルで形成される歴史

認識は我々の思考や行動までにも影響を及ぼし、国

民感情として表出する。政府間外交だけで歴史問題

の解決を図ることは限界に来ているだろう。当分科

会では、ホロコースト、原爆投下、9．11テロ事件

などの歴史的出来事を取り上げ、過去の悲劇がどの

ように語り継がれ、描かれ、人々に記憶されている

のか検証する｡特定の価値観や歴史観の形成に際し、

教育が果たす役割についても視野に入れ、歴史認識

の対立をどう捉え、そこから何を学ぶ必要があるか

議論していきたい。

三点を詰めて考えていくことになった。また、教育

の役割についても議論を進め、国内においても育っ

た環境や受けた教育の違いで異なった意見が発達し

ていることや、暗記するだけの歴史教育の問題点な

どが挙がった。その他、春合宿のプログラムとして

組まれていた海外の学生(アメリカ･韓国･ブルネイ）

との英語ディスカッションでは、「歴史認識の問題

がどうして起こるのか｣を知るために、歴史を学ぶ

意義や各人が受けた歴史教育について話し合った。

本会議での議論に備え、春合宿後から本会議まで

の期間様々な事前活動を行った。目的としては、歴

史認識を取り巻く環境の理解、過去の出来事がどの

様に展示・記憶されているのか等インプットを主と

した。以下は、その活動内容である。

1．防衛大学校研修について

日時：6月27日（金）

防衛大研修日の夕方、2時間ほど分科会の時間を

得た。「悲劇の記憶｣分科会グループには、JASC側

と防衛大学校側合わせて11人が集合した。お互いの

簡単な自己紹介の後、防衛大学校側からの発表、質

事前活動

春合宿

分科会のテーマ理解を行い、今後の方向性につい

て話し合いを進めた。分科会としての明確なゴール

は何か、認識の違いを理解する意義とその還元方法

は何か、大学生として私達は何ができるか、という
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疑応答、自由討論を行った。議論した内容は、首相

の靖国神社参拝の是非、世界における日本の理想

的なあり方、自衛隊の意義、憲法第9条、各国にお

ける歴史認識の違いなど、外交や歴史などと多岐

に渡った。靖国神社参拝問題に関しては、JASC側

と防衛大学校側で意見がほぼ分割されたが、それ

以外の議題に関しては参加者の中でもそれぞれ考え

が異なり、活発な議論が交わされた。その他には、

JASC側から自衛隊の活動に関する国民の不安や、

自衛隊側の国民に関する広報や情報発信に関する提

案を行い、グループ会議を終了した。（明石恵美子）

2．防衛大学校の学生へのアンケート調査について

「第二次世界大戦の悲劇の記憶を日米で共有でき

る｣教科書作る上で、防衛大生の考え方と私たちの

考え方の違いに興味を持ったことから、その違いを

日本国内の意見の多様性として教科書の中で象徴さ

せることができるのではないかと考え、歴史問題に

関する質問を防衛大生に投げかけた。政治思想に影

響された返答が返ってくるのではないかという予想

に反し、結果には過去の歴史を真筆に見つめ、現在

に続く歴史問題を軽視せず相互的な解決を望む姿が

あった。防衛大生の｢過去のことを声高に叫ぶ暇が

あったら、世界の紛争地で今日明日死んでいる人が

いるという現在の悲劇にも思いをはせてもらいたい

ものです｡」という言葉は、当分科会を大いに刺激し

た。

（高畑乃枝）

3.RT合宿

日時：7月12,13日(土、日）

この合宿の目的は本会議前に日本側でどのよう

なことを話し合いたいかを決めるためである。合

宿に向け知識を深めるため興味のある分野(歴史教

育・被爆者など)の本を読み、概要をレポートにま

とめた。合宿ではそれらをもとに各自の歴史に対す

る考えを共有した。また、戦争がメディアを通して

どのように描かれているのか、私たちはメディアに

よりどのような影響を受けるのかについて考えるた

め『父親たちの星条旗』を鑑賞した。その後、現代社

会RTと議論の時間を設け、歴史が現代社会に及ぼ

す影響などについて話あった。現代社会RTとの議

論は歴史について異なる意見を聞くよい機会であっ

た。 （渡辺千尋）

【取り扱った本】

明石恵美子：

藤原帰一『戦争を記憶する 広島・ホロコーストと

現在』講談社、2001年

高畑及枝：

中国新聞｢ヒバクシャ｣取材班『世界のヒバクシャ』講

談社、1991年

比嘉慎一郎：

油井大三郎『日米戦争観の相克一摩擦の深層心理』岩

波書店、1995年

渡辺千尋：

石渡延夫・越田稜『世界の歴史教科書-11カ国の比

較研究｣明石書店、2002年

渡辺恭子：

岡真理『記憶/物語』思考のフロンティア、岩波書店、

2000年

4．フィールドトリップ

太平洋戦争を主軸にRTを活動していた私達は課

外活動として3つの戦争記念館を訪ねた。

① 靖国神社及び遊就館

日時：6月29日（日）

日本国内外でも様々な議論の対象となっている靖

国神社とその歴史資料館遊就館を見学した。遊就館

で書かれていた歴史は太平洋戦争を自衛戦争として

避けられない戦争だったという正当化や特攻の美

●
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防衛大学校学生たちと共に
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化、侵略した国の被害など情報は最小限に表示し自

分達の被害は大きく表示している、など偏った展示

方法をとっており、『戦争の生々しさ、日本軍の理

不尽さ』や『太平洋戦争は決して正当化されるべきで

ない』と言った事を学んでいた私達の歴史認識とは

大きく異なり、改めて異なった歴史認識を理解する

ことの難しさを知った。

② しょうけい館

日時：6月29日（日）

戦争での傷瘻兵などの体験を記した記念館であ

り、メンバーは初めて訪れたため新鮮な発見が多

かった。兵士は加害者であると同時に被害者である

ということも知り、改めて悲劇とは何かを考えさせ

られた。

③ 平和祈念館

日時：7月12日(土）

ここは主に日本を離れ中国や満州で暮らし戦火に

巻き込まれた人々やシベリアで強制労働させられた

人たちの資料が展示されていた。戦争が終わった後

もその戦争に翻弄されて人生を送った人たちがいる

ということを知る事が出来た。ここでの学習は『悲

劇の記憶』が何故に強く記憶されるか、戦争と言う

行為はその時のみだけが悲劇では無い、といった本

会議のディスカッションの意見としても大いに役

立った。 （比嘉慎一郎）

本会議活動

本会議中は、テーマに関するディスカッション及

びファイナルプロジェクトの議論を中心に進めた。

その他、全体プログラムでポートランドでは日系移

民強制収容所に関する資料館訪問をし、モンタナで

はWar&Peaceコースを選択し現地の人々と意見交

換を行った。

以下は、本会議中における印象深かった議論テー

マとそれに対する分科会の意見をまとめたものであ

る。各自の興味関心に基づいて、それぞれがリサー

チしまとめたものを2人ずつ発表した。

【記憶が生む悲劇】

人類共通の｢悲劇｣や｢記憶｣はないことが本会議中

での話し合いで分かった｡｢歴史｣は誰かにより修正、

編集されたものであり、「悲劇｣と｢記憶｣は国家、民

族個人の中で異なる。「被害者｣は時に｢加害者｣に

なり、相互は主観的にも客観的にも入れ替えが起こ

る。「相手の気持ちを理解して尊重しましよう」－と

もすれば、このような陳腐な言葉にまとめられてし

まいがちなトピックであるが、本会議全体を通して

の話し合いでは､なぜ異なった記憶がなされるのか、

誰がそれを支持するのか、記憶の差から生まれる憎

しみや嫌悪こそが｢悲劇｣ではないのか、という奥深

いところまで議論ができた。一つの結論は無いが、

議論というプロセスで｢考えたこと｣､｢知ったこと｣、

が大きな収穫だった。 （明石恵美子）

【今、ヒバクシャとは誰なのか？】

原子爆弾が日本に投下されてから63年、本会議で

はRTメンバーに「ヒバクシャとは誰なのか？」とい

う問いを投げかけることから私のプレゼンテーショ

ンは始まった。RTペーパーの論点は、広島・長崎

の原爆の記憶と、戦後世界中で引き起こされている

核施設からの放射線汚染の被害、現在も続くイラク

戦争でアメリカ軍が使用している劣化ウラン弾の被

害をどのようにコメモレイトするかであった。発表

では取り分け､劣化ウラン弾がイラク人のみならず、

一一
●１澱一一一

~窺一霊室
＝三菫

遊就館へのフィールドトリップ
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アメリカ軍人にも被害を及ぼしている点についてア

メリカ側メンバーが知らなかったと言っていたこと

が印象に残った。今、ヒバクシャとは様々な放射能

汚染の被害者を含んでいる。63年前の歴史が教えて

くれる悲劇の記憶が、現在も活かされる日を、私た

ちの手により掴み取らなくてはならない。

（高畑乃枝）

【沖縄戦と基地問題及びその歴史認識】

8月13日、モンタナにて、日米間問題の一つでも

ある沖縄に関するディスカッションを行った。多く

の県民が巻き込まれてなくなった地上戦とその後27

年間によるアメリカの支配、米軍基地の集中化、復

帰後も日米安全保障条約による諸問題更には集団

自決などの歴史問題を取り扱った。歴史認識では京

都の高校生と沖縄の高校生の認識アンケートをと

り、沖縄戦や基地問題でどのような認識の差がある

のか、などの議論も行った。モンタナの平和活動家

も交えた本ディスカッションはそれらから更に発展

させて環境問題やマイノリティー問題も取り上げ、

各人から多くの活発な意見や質問が飛び交い、とて

も充実した議論が出来た。 （比嘉慎一郎）

【日米教育の比較と教師の役割】

私は教育に興味があったので日米で歴史教育の相

違、そこから生まれる歴史認識の差について議論し

たいと思っていた。本会議では歴史教科書の記述や

教師の解説についてリサーチや経験をもとに話し

合った。日米両国がそろって議論し、初めて気がつ

いたことは両国とも侵略の歴史は授業ではほとんど

触れないのに対し、被害の歴史は多く取り上げられ

ているということである。私たちはこの現象を議論

し、侵略の歴史はある意味自国のイメージを下げ、

被害の歴史は悲劇を二度と繰り返さないためや残酷

さを記憶しやすくするためなどという結論に達し

た。私は英語教育の勉強をしているが、歴史教育と

いう違う分野の教育について議論することは大変興

味深く、教育について幅広く学ぶことができた。

（渡辺千尋）

【記憶装置としての資料館が果たす役割】

「悲惨で暴力的な出来事を記憶し語り継ぐ事は可

能か｣、という問題意識が私の心にあった。被爆の

実相を継承することが急務とされている中、出来事

の記憶が人間の死を越えて生き延びるために、それ

は語られねばならない。その為に様々な形で記憶を

分有する試みがなされている。その一つとして、戦

争において不条理な死を遂げた人々に敬意を払い記

憶するために様々な資料館が存在している。偏った

見方、異なった解釈など議論になる面も多々あるが

それらは一つの視点に基づき、特定の人を対象とし

て存在している。議論を経て、私達は資料館自体に

問題を押し付けるのではなく、私達自身が能動的に

行動する事の必要性を認識した。複数の施設をみて

周るなどして、様々な考えに触れ一人一人が客観的

に事実を判断し真実をみようとする姿勢が重要だと

考えた。 （渡辺恭子）

､‘ 蕊婁 ’ﾖﾄｰ1可
鐸夷

画 へ

RTメンバー全員での初顔合わせ

『

〆

』

ファイナルプロジェクトについて議論中
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【ファイナルフオーラムおよびファイナルプロジェクト】

「悲劇の記憶～歴史認識と教育の役割～｣分科会

は、本会議前の事前学習やフィールドトリップ、本

会議中の議論の中で､暖昧になりがちな｢悲劇｣や｢記

憶｣、歴史認識や教育について幾度も粘り強く渡り

話し合った時に議論は堂々巡りをし、メンバーは唯

一の結論や正論は存在しないことを悟り、歴史的｢事

実｣や収集した情報に懐疑的になりながらも、最終

的にはこの分科会としての｢見解｣を一致させること

ができた。

私たち｢悲劇の記憶｣分科会は、この議論の集大成

をファイナルフォーラムでは口頭による発表と文書

での冊子に反映させることを決定した。発表と冊子

には、「悲劇｣の具体例として、1945年太平洋戦争の

下アメリカ軍により落とされた｢原子爆弾｣につい

て、また｢記憶｣のされ方に関しては｢歴史的記念碑｣、

｢マス・メディア｣、「教育｣、「文学｣に焦点を絞った。

私たち分科会の｢見解｣として、以下の事柄を確認

した。

唯一正しい歴史観はたとえ一国内においても存在

しないこと、その国や地域の｢主流｣の歴史観には必

ずメディアや教育、その地域が歩んだ｢歴史｣が影響

していること、「歴史」というものは誰かの解釈なし

には語ることができないこと、大切なことは異なる

歴史解釈があることを知りそこから過去と現代の関

連性を見出すこと、現代の国際関係にも歴史認識や

教育が大きく関係し、その歪みで互いに無理解にな

り憎しみあうこともまた｢悲劇｣であること、などで

ある。

冊子には各メンバーが､歴史認識に関する｢メディ

ア｣、「歴史的施設｣、「教育｣、「文学｣の役割につい

て各々の意見と疑問点を提示した。例えば､｢メディ

ア｣の役割については、社会ではメディアが世論を

動かすケースと世論がメディアを動かすケースがあ

り、そのどちらにおいても結局は国の歴史教育方針

や主流な歴史認識によって根付いた視点が強化され

ている。人々とメディアは双方的に影響しあい、そ

の偏った視点を信じ込み、結局世論もメディアも一

方的な視点に偏り他の視点を受け入れがたくなって

しまうことが問題だ。故に、メディアが教育に与え

る影響、利害などについても教育過程で教える必要

があり、メディアもまた事実を一方的な視点のみを

報道し世論を助長させるということがないように努

力することが必要になる。

「教育｣に関しては、日米の中学校の歴史教科書や

歴史教育のやり方を具体例に、歴史教師の役割の大

切さを強調した。日本の中学校の歴史教科書の記述

は極めて暖昧であり、その解釈は教師に任されてい

る。国家間や、一国内でも地域間、学校間により解

釈には差があり、それが生徒の歴史認識や社会問題

に関する意識について大きな差を生むことが分かっ

た。教師の役割として大切なことは、歴史は必ず誰

かにより解釈されており、その解釈は唯一無二では

ないこと、そして生徒たちに過去の歴史と現代の情

勢の関連性や、過去の歴史から学ぶべきことに関す

る｢意識｣を持たせることだ。

ファイナルフォーラムの発表では時間がごく限ら

れていたにも関わらず、分科会メンバーが一人一人

発表する機会を得て、「悲劇の記憶｣分科会メンバー

として伝えたいことは伝えられたと思う。発表内容

の詳細や口頭の発表に含めることが出来なかった事

柄を12分に詰めた冊子を会場の来客に配布した。

約60年前までは敵対関係だった日本と米国の｢悲

劇」と｢歴史｣、そしてそれを乗り越えるべき手段と

しての｢教育｣の役割世論意識に大きな影響を与え

る｢メディア｣や｢歴史的記念碑｣、｢文学｣について｢悲

劇の記憶｣分科会は熟考を重ねた。第60回日米学生

会議のファイナルフォーラムへの活動と話し合いの

中で、私たち｢悲劇の記憶｣分科会は過去と現代、そ

して未来をつなぐ｢歴史」と｢記憶｣の複雑な迷宮を、

すこしは理解することが出来たかもしれない。

（明石恵美子）

分科会総括

分科会参加者 渡辺千尋

女子7人に男子2人。（男子はいつもいじられてい

た｡）アメデリ皆が日本語上級1デリ全員がマイペー

ス。RTは終始おだやかに和気蒻々と進行していっ

たが、このマイペースぶりがファイナルフォーラム

の時だけは一変した。今振り返っても一番大変だっ
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たことはファイナルプロジェクトで第二次世界大戦

を「日米双方の視点から客観的に取り扱う」ことだっ

た。これは本会議中ずっと考え続けてきたことだっ

たからこそ簡単に結論付けることはできず、深夜ま

で話し合いをし、フォーラム当日の朝ぎりぎりまで

朝食を食べながら準備をした。

やはりRTの思い出はJASCでも大部分を占める。

日常から｢悲劇｣が多かった。例えば同時に3人が風

邪でダウン｡空港で執勧なセキュリティーチェック。

だれかがいないことはしばしば｡同時に､「メモリー」

がいっぱい1本会議前全員そろってのスカイプミー

ティング。ポートランドでの初顔合わせでちょっと

沈黙気味なランチ｡LAサイトでいじめについて語っ

たこと、モンタナで寒くてみんなでかたまって暖を

とったこと、ボストンで買いものばかりして、RT

の時間がなくなったことなど。

最後に、私たちの役割は各々が将来それぞれの分

野でこの経験を生かして､還元していくことだ。今、

私たち一人一人がその方法を模索している最中であ

る。

最終夜の打ち上げの様子

Americanstudentscouldcometogethertotalk

abouttheuglierpartsofoursharedhistory.The

atmospherewasalwaysrespectfulbutsometimes

challenging,whenwestruggledwithourown

personalandculturalpreconceptionstotryto

reachmutualunderstanding.Ourconstructed

memoriesofhistoryhavedeepimpactontheway

oursocietiesworktoday,andleamingaboutand

deconstructingthewaywethinkaboutWorld

WarllinJapanandtheUnitedStateswasa

valuableexperiencethatquiteliterallychanged

thewavlthinkabouttheworld.

アメリカ側参加者後記:RacheIStaum

TheMemoryofTragedyroundtablewasa

rareopportunityformeandforallofus,Ithink:

amonthofdiscussionwhereJapaneseand
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マイノリティと多文化社会
Minoritvlssues:FromSocialDiscriminationtoSocialContribution
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分科会概要
アイヌ族や在日コリアン、ヒスバニックやネイ

ティブアメリカンなど、日米両国の社会には、「マ

イノリティ」と呼ばれる少数派が存在する。彼らと

の共生を実現する上で、政治的地位の問題や経済、

教育環境の改善、社会保障政策のあり方など解決

されるべき課題は山積している。しかし、そうした

政策がマイノリティの社会への単純な同化や強制の

足がかりとなってはならない。少数派ゆえ差別や偏

見にさらされることの多いマイノリティをいかに保

存、継承し、異なるグループ同士の共存を図るべき

かという視点も欠かせない。本分科会では、マイノ

リティに対する日米両国の事列を検討し、多文化社

会の建設に向けた新しい共生のあり方を探究した

い。

場所：明治学院大学白金キャンパス本館2階1255教

室

主催：6.15イベント実行委員会、ジュマ・ネット

このイベントは、首都圏に住むマイノリティの

人々と時間を共にし、彼らの生の声を聞く貴重な機

会であった。国連の宣言に基づいて、日本政府がア

イヌ族を先住民として認めた直後というタイミング

もあってか、当日は120人ほどの教室がほぼ埋まり、

テレビ局のカメラも駆けつける盛況であった。プロ

グラムは、AINUREBELS(アイヌレブルズ)によ

るパフォーマンスに始まり、バングラデシュのジュ

マ民族で、日本で昨年難民認定を受けた方、ビルマ

の先住民族チンの民族協会の方、アイヌ連絡会の方

の講演と質疑応答という構成だった。それぞれのパ

フォーマンス､講演の内容も興味深く、マイノリティ

に対する知識を身につけさせてくれた。

イベントを通じて強く感じたのは、マイノリティ

とくくられている人々の多様さと、彼らと対時した

時の｢自らのマジョリティ性｣だった。ビルマの方が

説明しきれないほど大量のパワーポイントを背景

に、通訳に口をはさむ隙を与えぬ勢いで、自らの民

事前活動

1．アイヌ､ジュマ、ビルマの先住民族･マイノリテイ

とともに～首都圏のアイヌ、滞日外国人の中の

先住民族との出会い2008～

日時：2008年6月15日（日）午後2時～5時半
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ような疑問に対して日本の現状を見据える必要性を

強調された。日本政府の公式な立場は、「単純労働

者は受け入れない｣、専門的職業の能力を持つ労働

者を進んで受け入れるというものだ。一方現実は、

統計的に高度専門能力のある移民の割合は少ない。

移民はすでに日本に存在し、顔が日本人でなくても

日本国籍を保有する人口は年々増加している。加え

て、日本が今後右肩上がりの経済成長を望む時、労

働力の確保、技術力など移民が果たす役割は国際競

争の激化によって弱まることはない。日本の移民政

策、そして多文化共生政策はこのままでよいのだろ

うか？

多文化共生という概念は｢どのような状態｣を持っ

てそれを実践しているといえるのかなど成功の状態

が測りにくい概念であり、うわくだけの3F(food,

festival,fashion)を強調する国際交流に止まってし

まう可能性もある。先生は、日本が多文化共生をど

こまで達成できるかの可能性には限定的な返答をさ

れた。そもそも｢平等」というクライテリアが多文化

共生においては重要であるが、在日韓国人、アイヌ

人の差別問題への抜本的解決策もなくうやむやのま

まの現状、また他に日本人と同じ社会的な平等性を

求める集団がいないという現状は｢平等｣の実現から

はほど遠く、日本社会の閉塞感を感じざるを得ない。

多文化共生実践の現実的な単位は、地域社会という

具体的・局地的なレベルにあるかもしれないが、そ

れでもやはり国家の明確な政策としての多文化共生

は難しいとのご意見であった。移民を受け入れない

族の境遇を現地語で猛然と話し出した時や、アイヌ

の権利のために長い間闘ってきた老人の｢形だけの

先住民認定より謝罪だ」という語り口から静かな怒

りが惨み出ている時、それらが発せられている雰囲

気に共通の特徴があり、無意識のうちにどこか身構

えてしまう自分がいた。

「知ること」は相互理解のはじめの一歩ということ

に間違いはないだろう。AINUREBULSは、首都

圏に住むアイヌの若者が中心だ。彼らは、アイヌ伝

統の舞踊・歌に独自の感性でアレンジを加え、新た

な表現に挑戦している。「マイノリティであること

に、社会で積極的な意味や価値をどのように見出せ

るか｣は我々の分科会の一つのテーマでもあり、グ

ループの世代が自分達に近いこともあって、事前の

分科会活動では関心の的であった。純粋にエンター

テインメントとして引き込まれていたところ、パ

フォーマンスの後に、数週間後に予定されていた北

海道での先住民サミットへの資金協力を呼びかける

姿を見て、改めて彼らの出自と境遇に引き戻され

た。彼らはあえて｢広告塔｣を引き受けているのだろ

うか。

盛況の会場を見渡す。このようなイベントに参加

費を払って来る人たちは、「知ること」に熱心なのだ

ろう。一方で、難民認定は｢認定｣だけで、援助が得

られなかったと笑っていたバングラデシュの方の話

は、「知ること｣の次にある｢統合｣の難しさを浮かび

上がらせる。当事者とマジョリティの境目という立

ち位置は果たして可能なのだろうか。（小野元）

2．柏崎千佳子先生勉強会

日時：6月20日（金）

場所：慶応義塾大学 日吉キャンパス

6月20日、慶應大学経済学部准教授の柏崎千佳子

先生とマイノリティと多文化共生についての勉強会

を行った。まず先生は、日本社会ではマイノリティ

問題を語る機会もなく、問題意識としての感覚が薄

いことが授業中の学生の態度からも分かると、アメ

リカと比較した際の印象をおっしゃった。社会もマ

イノリティの権利保護に疎く、多文化共生に懐疑的

な立場からは多文化共生実践のマジョリティヘの利

益とは何かという疑問が付きまとう。先生は、その

Ⅸ

柏崎先生と一緒に慶應大学日吉キャンパスにて
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と日本が崩壊するという危機感「入ってくる」こと

は否定できないという現実に直面することが今後の

日本の姿勢に不可欠なのではないかとの問題意識を

強く感じた。 （安川瑛美）

3．財団法人自治体国際化協会(CLAIR)訪問

日時：7月17日（木）

場所：財団法人自治体国際化協会(CLAIR)事務所

自治体国際化協会への訪問の目的は、日本の地方自

治体における外国人の実態を知ることだった。とい

うのも、この団体は、助成金供与によって各地方自

治体の国際化を財政的にサポートする総務省関連の

団体で、日本の外国人労働者を非常に近い位置から

分析した意見を伺えると同時に、日本全国の事例を

把握できると考えたからだ。最初に協会の方から活

動内容について全般的な説明をしていただき、その

後、質疑応答に移った。講義の内容は、1)日本の現

状、2)自治体国際化協会の活動内容、3)今後の課題

の三点に主に集約され、質疑応答では、単年度会計

や要請主義の問題点、支援と共生の違いについての

意見をうかがうことができた。この訪問は、日本の

行政システムの問題点や、対外国人政策の意義につ

いて根本から考え直す契機を与えてくれた。どんな

質問にも丁寧に答えていただき、本当に充実した事

前勉強会となった。

お話の中で印象的だったのは、国レベルでは多文

化共生の理念などといった大きな話は進んでいるも

のの、具体的な政策は実現になかなか向かわず、そ

の間に、外国人が多く住む地方自治体では、問題が

深刻化しているということだ。日米学生会議には、

(会議の内容からある種必然的に)国際交流に興味の

ある学生の参加者が多いわけだが、僕たち学生が想

起する国際交流と、きれいごとでは片付けられない

地方自治体が直面している外国人との問題はもちろ

ん質的に異なる。学生の考える国際交流にはある種

の甘さがあるのではないか、と非常に考えさせられ

たし、日本において圧倒的多数者である‘日本人'が

少数者の現状を知ることは、1ヵ月後に外国で少数

者として見られるかもしれないと考えると、非常に

意義深かった。 （田中豪）

11

CLAIR訪問でお世話になった方々と一緒に

4．岩渕功一先生勉強会

日時：7月22日（火）

場所：早稲田大学早稲田キャンパス19号館

本会議へ出発間近、メディア・文化研究を専門と

する岩渕功一教授(早稲田大学国際教養学部教授)の

ご厚意でマイノリティについての勉強会を開いてい

ただいた。今回は早稲田大学国際教養学部棟の教室

をお借りし、そこで1時間程のディスカッションを

行った。マイノリティ分科会の私たちは、勉強会の

事前準備として、マイノリティに関するエッセイを

書き、岩渕教授の論文を含むマイノリティ関連の著

書などを読み、勉強会の当日は岩渕教授が私たちの

質問にただ答えてくれると考えていた。しかし、そ

れは非常に安直で､主体性に欠ける期待をしていた。

実際には、想像とは反して、私たちマイノリティ分

科会のメンバーが岩渕教授に多くの質問をされ、無

知を露呈すると同時に、洞察深い質問の応答を考え

る過程で、マイノリティに対する新しい視点や考え

方を知ることが出来た。具体的には、マイノリティ

のメディアでの表象のされ方、在日コリアンの現状

や日本の多文化共生への方向性について、また、日

本と束アジア諸国との緊張感等を議論した。勉強会

の結果、マイノリティに対し安易な気持ちのままで

本会議に挑まずに済んだために、岩渕教授には非常

に感謝している。この勉強会を大きなモチベーショ

ンの一つとし、マイノリティ分科会は本会議に挑ん

だ。 （神馬光慈）
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本会議活動5．各自事前勉強のトピック

分科会をゴーディネートする際に、全般的なマイ

ノリティに関して1ヵ月という限った時間に全部話

し合うというのは無理と判断し、日米のマイノリ

テイと絞っていた。9名の分科会メンバー各自ひと

つのマイノリティについて勉強し、本会議が始まる

と同時にプレゼンテーションを行いながらQ&Aを

行うことにした。

＊各マイノリティを調べる際に、共通の項目を設け

た。（歴史・問題・現状・未来）

呉宣味：在日韓国人

小野元：日系人

田中豪：部落民

神馬光慈：沖縄人

安川瑛美：アイヌ族

AyaNakanishi:AsianAmerican

CharityYoro:ExploringtheConnictofJapanese

AmericanldentityinHawaii

FausiaMahama:SexualMinoritiesinAmerica

JieunKarenJung:Americanlndians:The

ProductofAmericaIsFailedCulturalARRimilation

1．マイノリティフォーラム

日時：8月2日(土）

場所:JapaneseAmericanNationalMuseum

識

’1
WI
ロ

マイノリティフオーラムの成功を祝いながら、私達は｢M｣inority

分科会です！

マイノリテイの受けてきた差別をなくし、マ

イノリティの社会的な地位を保護するために制

定されたAffinnativeActiono近年､マイノリティ

が増えてきて共生への道を模索している日本に

比べ、比較的マイノリティとの共生が社会で進

んでいるアメリカの政策をネイティブアメリカ

ンを一つ例にとって調べてみる。そして、日本

側ではアイヌ族を例としてあげられ、今までの

アイヌ族に対する日本政府の政策を研究する。

最後にはこの政策が策定されてから、約50年が

経つ現在、この法案を維持するべきか否かにつ

いて考えてみる。

6()11}japanAmigricaSllldcll1
(wolllb1 611cc

Millorilieslssl1csRoulldTablc

ヘllgust211d、2()()8

-由巽劃udieswithAmeri"nlndiansandAinupeople
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アメリカでのAffirmativeActionの現状を調べ

てみた結果、当初の意図とは違い、上手く機能

していないことが分かった。居人種間の結婚が

増え、ハーフやクオータで区別ができなくなり、

正式な基準が暖昧になってきた。そのため、政

府に正式に登録することができない場合があり、

どこからどこまでマイノリティとして認めるの

かが議論になってきた。更にマイノリティの権

利を保護するための法案であるのにもかかわら

ず、多い精神的な問題へのケアが伴っていない

ため、主流社会への統合がより難しくなってき

た。

AssessmentcfAfrmativeActicn

･NotwOrkingwellenough

･6Ibloodquantumlaw''

ex.)1/4theory,Utetnbe(38:the

highe&)

･Probleminegiglationoffederal

『emgnition

･Diffiq』ltyofintegiation

･Communityalienationandlakof

emotional劃』ppO『t

2008年、公式にマイノリティとして認められ

たアイヌ族。その存在を保護しようとする動き

は1899年から始まっていた。それから約100年が

経過した1997年にはアイヌ族の文化を守るとい

う保護法案が制定されたのである。しかし、ア

イヌ族は公式に認識されておらず、アイヌ族

の声はなかなか日本社会に届いて来なかった。

2007年、国連からの原住民として認められたア

イヌ族は2008年には日本政府からその存在を公

式に認めてもらったのである。これをきっかけ

とし、政府側はアイヌ族をはじめ、多くのマイ

ノリティの存在自体を認定し、国民に知っても

らうように努力していく必要がある。

Attempts@fRett而醐"nPts

･HokkaidoFormerAmn9inesProtedionAd
（1899）

ﾛLawofPrdnotionofAinuCulture(1997)
DUNDedarationonthemghtsoflndi9enous
Peoples(2007)

･Fomal"m9nitionbythebpane"Diet
(2008)

pM1atthe"vgT1"圏7f劇"ﾉ､…to“？
nlndea$Awalene$

両国のマイノリティに対する政策を調べてみ

たのち、AffirmativeActionの存続を決めるまで

の過程としてメリットとデメリットを考えてみ

た。メリットとしては、多様性を保ち、平等な

社会を創ることができる。そのため、社会的地

位の変更が流動的になる。デメリットとしては、

やはり主流からのある程度の犠牲が求められ、

逆差別が起こる可能性がある。主流と区別され、

｢違う存在」と認識されてしまい、新たな疎外感

を感じてしまう危険性が見られる。

[OnduSion

PROS α〕NS

Divergty

A"levelmayingfield"

･mualopWtunities

Greaterda=mobility

m&sfor…ety

mdalgigma
・彫ver里

di"imination

Inmneinequality
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1．ファイナルフォーラム

日時：8月19日(火）

1カ月間、9名で議論してきたものを何枚かの紙に

まとめる作業は簡単ではなかった｡日本とアメリカ、

両国に多くのマイノリティが存在しているというこ

とには9名のメンバー全員が同意していて、マイノ

リティと主流社会の共生をより良くするために大学

生として私たちができることは何かを考えてきた。

その正解のひとつはマイノリティ自体を良く「知る」

こと。1ヵ月をかけ、両国の色々なマイノリテイが

直面している問題やその解決法について話し合って

きた。ファイナルフォーラムでは今まで勉強し、議

論し、まとめてきたものを外側に発信できる機会だ

と思い、8枚のパンプレットを作成し、ファイナル

フォーラム当日に配布したのである。

〃s"”"0"α』たs"es

Anyformofdiscriminationmaintainedby

governmentalorganizationsisclassifiedas

institutionaldiscrimination.Theseconcerns

includecomplicationsinacquiringcitizenship,

inadequatehealthcare,andpubliceducation.

Thereisaconstantstrugglebetweenassimilation

andmaintainingone'soriginallanguageand

culture.

"c"mノムs"gs

Societalissuesareformsofdiscriminationthat

aresociallycontrolledratherthaninstitution-

alizedbythegovemment.Stereotypesandsocial

prejudicesareincludedinthissection.

"ditﾉ〃"αﾉなs"es

Individualissuesoftenderivefromsocietal

issuessuchasnegativestereotypes・Thiscanlead

tobullyingoravoidingmembersoftheimmigrant

groups.Moreover,simpleculturaldifferencescan

leadtoculturalconflicts.

〃､彪畑aJCb"/Iicts

Minoritygroupsencounterdifficultiesnot

onlyfromtheirownsurroundings,butalsoface

internalhardshipscomingtotennswiththeirown

situationinsocietv.Somesufferfrominferioritv

colnplex,thusfeelinginferiortothemajority.

Theycanalsodevelopanidentitycrisis,where

onelacksaconcreteidentityasacitizenordoes

notfeelheorshebelongsanywhere.

Minoritvlssues:FromSocialDiscriminationtoSocial

Contribution

Thosenotbelongingtothemajorityoftenfind

themselvesseparatedandmarginalizedfrom

therestoftheircommunitV.Encounterswith

discrimination,stereotypingandpressuresto

assimilateoccuronadailvbasis…butwhatdoes

itmeantobeammoritv？

TheMinoritylssuesRoundtableinvestigated

thelifeofethmcminoritieslivingintheU.S.and

Japanandtherolestheyplayincontemporary

society・Minolitygroupswerecomparedthrough

ananalvsisofeachculture'sinteractionwith

thecommunityatlarge,examiningtheburdens

encounteredbyminoritiesandidentifyingthe

waystheyareinfluencingthemajorityculture.

Goals:Inthispamphlet,weexaminethe

situationofindigenousgroups,immigrant

populationsandinter-minorityconcerns.Through

ananalysisofthecurrentsituationregarding

institutional,societal,individualandinternal

issues,theRoundtableattemptstorectifysocial

injusticesandsuggestfutureplansofaction.

Indigenouspeoples

Indigenouspeoplesaredefinedasanethnic

groupthatresidedonthelandbeforethesettlers

amved.

たs"es""dA"α脚s"
一

Landdisputes:Settlershadacquiredlands

previouslyownedbythenativesbyforce,unfair

treaties,orsimpleannexations.

Ex.)TheTreatyofEchota
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Whiteissue,''butinrealityitisaconcernthat

invoIvesallracialgroups・Furthermore,minorities

canactasbothperpetratorsandvictimsof

racialdiscrimination;racerelationsreinforce

stereotypesandcreatetension.

Minoritvhierarchv

Historically,WhiteEuropeanshaveoccupied

thetopofthesocialhierarchy;however,there

seemstobesomemobilityamongtheminority

groups.Forthisreason,minoritiesendup

competingagainstoneanotherandconnictarises

forhighersocietalpositions.

Modelmnoritv

Definition:Referstoaminolityethnic,racial,or

religiousgroupwhosemembersachieveahigher

degreeofsuccessthanthepopulationaverage.

Itismostcommonlvusedtolabeloneethnic

minorityhigherachievingthananotherethnic

minority.Thissuccessistypicallymeasuredin

income,education,andrelatedfactorssuchas

lowcrimerateandhighfamilystability.

Coexistence

Minoritygroupshaveatendencytobuild

exclusivecommunitiestoprotectthemselves

andmaintaintheirculture.However,thisself-

isolationmakesthemlessaccessibleandmore

distantfromothercommunities.Moreinteraction

withinminoritygroupswouldleadtogreater

cooperationtoovercomeracialsegregation.

CoalitionssuchasPan-Asiangroupsand

minorityfocusgroupswouldhelpeducateThe

Mediashouldalsominimizeracialbiasesand

insteadfocusoncross-racialissues.

Compensation:Amonetarypaymentmadeby

thegovermnentforthewrongfUlactionsagainst

thenativesinthepast.

Ex.)LandsofAinuweretakenawaybythe

JapanesesettlersandAinupeopledemandedits

return.In2002,therewasacourtcasewherethe

AinuaskedtheJapanesegovernmentforl2.3

milliondollarsincompensation.

Ethnocide:Referstothedestructionofa

cultureofapeople.Nativestendtobethevictim

ofethnocidebvthesettlersbvmeansofforced

assimilation.

Howtotackletheissues

Solutiontolanddisputedoesnotequalgiving

backalltheland;currentownerswillnotfeel

obligatedtogiveuptheirlandjustbecauseitonce

belongedtothenatives.

Compromise:Governmenttomakereparation

paymentstonatives.

Educationisoneofthemostimportantfactors

thatthegovemmentshouldconsider.

l.Raisingtherateofhighereducationattainment;

indigenouspopulationstendtohavethelowest

rates.

Furtheraction->Provideresourcecenters

forindigenouspeoples,toprovidemoraland

emotionalsupport.

2.GovernmentsShouldeducatethemaioritv

onindigenoushistoryandculturetofight

discriminationcausedbyignorance

Furtheraction->setanannualholidavto

commemoratethehistoryoftheindigenous

peoples.Duringthisholiday,citizensshould

engageinactivitiestoincreaseawarenessabout

indigenouspeoples.

Ex.)NativeAmericanHeritagemonth

ImmgrantGroups

Inourresearch,wehaveincludedtheZamichi-

KoreansandAfricanAmericansasimmigrant

groups.

Inter-minoritvconnict

Racerelationsareoftenseenasa"Blackand *ExampleofZainichiKoreans(ResidentKoreans
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inJapan)facing"Institutionallssues.
ﾂｼ

ZainichiKoreans,asofAugustl92008,doesnot

havetherighttovoteinneitherJapannorKorea.

*Recognitionandprotectionbylegislature(top

tobottom)inhostcountlymordertotreatpeople

equallywithfullnghts.

*Financialcompensationandreconsiderationof

thesubsidysystemforindigenouspeople.

*Non-segregatedcommunitiesbasedonraceor

ethnicgroups・Moreinclusivecityplannmg.

*ExampleofAfricanAmericansfacing"Societal
，,

Issues.

WhenAfricanAmericansapplyforwork,there

stillremainsthechanceofbeingrejectedbecause

ofrace.Thesetypesofissuesmaysubsequently

leadtogatheringonlywithintheirowngroupin

schools,workplaces,orneighborhoods.

Societalsolutions

*Culturalexchange(JASC)/Inter-racialmamage

couldencourageacceptanceandtolerance

towardsadifferentpeople.

*Alliancesbetweenminoritygroupsbasedon

similarproblems.(utilitybasedcoalition)

*Utilizethemediatocounternegativestereotypes

ratherthanpemetuatenegativity.

*Createacollectivememoryinpublicspaceso

thatpeoplewillnotforgetthepastinjustices

sufferedbyminoritygroups.

*ExampleofNikkei-Braziliansfacmg"Individual
ﾌｼ

Issues.

Derivingfromsociallycreatedstereotypes,

Nikkei-Br"ilianchildrenatschoolaresometmes

bulliedduetothedifferenceinculture,attitude,

andskincolor.

*ExampleofNikkeijinsfacing$CInternal

ConniCt"

Nikkeijinsmaysufferfromidentitycrisisbecause

theydonotfeelthesamewayasfull-Japanese

people,noraretheyfullyintegratedintothe

migratednation,unliketheUnitedStates.

Educationalsolulions

*Moresupportivelanguageeducationprograms

withtheaimtopromoteindependenceratherthan

assimilation.Forexample,JapaneseasSecond

Language(JSL).

*EthnicSchoolsshouldnotbetoosegregated.

OfficialRecognitionandsubsidiesmayhelp

*Teachingthesignificanceofdiversityandthe

injusticeofdiscriminationineducationmaymake

adifference.

Suggestions&Solutions

*Assurecertainsocialservicestoimmigrants

withouthostcountry'scitizenship.

*Providestableemploymentandworking

conditionsforimmigrantlabor.

*Promotepositiveminorityengagementand

integrationinlocalcommunities.

分科会コーディネータ総括

●呉宣昧

第60回日米学生会議の実行委員に選ばれ、マイノ

リティと多文化社会分科会を第59回日米学生会議で

同じ分科会に所属していた彩と一緒にリードしてい

くことになった瞬間から私の頭には｢マイノリティ」

という字が1秒も消されたことなく、全ての神経は

周りからマイノリティに関する何かを読み取ろうと

していた。私は日本に住んでいる韓国人の留学生で

Suggestions&Solutions

Summaryofsolutionsforminorityissuesin

general.

Legislativesolutions

*Promotionofindependenceandself-sustenance

ofminoritypeoples,suchasNativeAmericans.
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あり、彩はアメリカに住んでいるアジアンアメリカ

ンである。私たちが自分たちのことを社会のマイノ

リテイとして認識していたことからこの分科会は生

まれたと言える。マイノリティとマジョリティの共

生はマイノリティに対して最も良い解決案であるの

か、共生という単語はマジョリティから作られたも

のでマジョリティヘのマイノリティの吸収を示して

いるのではないのか、そもそも社会のマイノリティ

というのはマジョリティからみた観点からの一方的

な表記ではないのか、そういったマイノリティの人

達のアイデンティティは何で、そのアイデンティ

ティはちゃんと守られるのか、「マイノリティ」から

出てくる答えのない疑問は数え切れない。分科会に

はいわゆるマイノリテイが揃っていた。アフリカン

アメリカン、アジアンアメリカン、ダブル、自分が

マイノリテイだと思っている日本在住の帰国子女、

マイノリティに興味を持って関連した活動をしてき

たジャパニーズ、アメリカのマイノリティを勉強し

ている日本人、そしてマイノリティに優先順位を置

いていなかった日本のマジョリティ。違う環境に置

かれていた9名が語り合うだけでも､良い勉強になっ

た。それぞれの異なるマイノリテイ論の共有は時々

違う方向を向けていたお互いの間を縮めてくれた。

こういった議論を重ねていくうちに、共に生きるた

めにはお互いの存在をそのまま認め、知るという過

程が重要だという簡単そうに見えるがなかなか気づ

けない事実が鮮明に見えてきたのである。つまり、

マイノリティということは一人の人間に出会う時に

その人を決めるラベルになるのではなく、一つの

特徴にすぎない。それがマイノリティ分科会をコー

ディネートしながら学んだ一番の教訓である。

あや、お疲れ様。そして、ありがとう。一宣昧より－
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た。それは、自分は間違いなく早稲田大学の学生で

あり、ただ出身が韓国であるだけだということ。と

ても簡単に聞こえるかもしれないが、私はこれを心

の底から認めて、吸い込むまで時間がかかった。自

分が留学生であるということを言い訳にしないで、

日本の大学に在学している｢学生｣としてできること

に挑戦してみようと決心したのである。

それと同時に第59回日米学生会議に参加すること

になった。しかし、日本に生まれてない、日本で

育ってないという人は私一人しかいない環境に気付

き、心からちゃんと離して遠く飛ばしたと信じてい

たジレンマに入ってしまった。それは私を自分を出

せない小心な子にしてしまい､無関心につながった。

しかし、36人のアメリカ側参加者と一緒に過ごした

1ヵ月の間、私はその空間では自分はもう留学生で

も、韓国人でもない一人の人間、呉宣味としていら

れる場所だということに気付いた。あとはそれが場

所による問題ではなく、自分が作っていた心のフェ

ンスだったということまで分かるようになった。私

は呉宣味という名前を持っている一人の人間として

生まれ変わったのである。「自分｣に気付き、「自分」

として認識しはじめたらその先はアイスリンクの

上をスムーズに滑るスケートみたいに進んでいた。

「自分｣だからこそできることは何があるのか。その

自分だからこそできることというのは他人のために

使えることなのか。そのクエスチョンマークについ

て考えていた時に私は次の実行委員の候補になって

いた。一秒も悩むことなく、実行委員の選挙に出て

いた私は本会議で自分に向き合えた経験を同じよう

に次の参加者にも経験して欲しいという気持ちが強

かった。参加者が悩む時にも、戸惑う時にも、本会

議に絶対みんな一回は経験するんだろう自分の中で

の混乱とぶつかっている参加者の隣にいつでもいて

あげる、ぶつかっていた問題を自分で解決した時に

一緒に喜んであげるという準備はできていた。それ

が、その時私が考えていた自分だからこそできるこ

とであった。その想いがみんなに伝わったおかげな

のか、次の実行委員に選ばれた私は誰よりも第60回

会議の参加者に早く会いたがっていたため、選考と

いう仕事を担当していた。250人の小論文を夜遅〈

「自分にちゃんと向き合えるようになるまで」

第60回日米学生会議実行委員

呉宣味

「なぜ韓国人なのに日米学生会議に参加しようと

思ったの？」

第59回日米学生会議にデリゲートとして参加した

時から実行委員として活動した第60回日米学生会

議まで約2年の間、一番多い頻度で聞かれた質問で

ある。聞かれた度に私は日本に勉強している韓国人

として日本側とアメリカ側の間にたって客観的な立

場から物を見てみたい、アメリカとの関係において

韓国と日本との違いが知りたいと答えてきた。しか

し、口からはそう答えていたが、心の中でははっき

りとしてない何かをずっと探していた。なぜ、私は

ここにいるのか。意外と答えは簡単だった。それは、

「日米学生会議｣に参加したかったからだ。「日本人

アメリカ人学生会議｣ではない｢日米の学生会議｣に

参加するのが目的であった。日本の大学に在学して

いる私は韓国からみても留学生であり、日本からみ

ても同じ大学の学生なのに留学生というタイトルが

先に出てくる。私はそこで日本に来る時は全然予想

もしていなかったアイデンティティの問題にぶつ

かってしまった。私はどこにも所属していない浮い

ている存在であるのか、他人に見られている自分は

何だろう、作られている留学生のコミュニティから

出てキャンパスの中に入ろうとする努力は結局無駄

であるのかなど色々なところで悩んでいた自分だっ

た。悩んでいながらも、留学生が主体になって活動

するサークルにの一員として早稲田祭に参加してい

たある日、閉幕式でのことだった。閉幕式で早稲田

祭実行委員長の熱いスピーチを聞いていた。実行委

員長は動くスペースもなく集まっていたOBを含む

早大生に向けて、となりの人と肩を組んで一緒に校

歌を歌うことを注文していた。その言葉が終わって

いないうちにみんな肩を組み始め、一回もあったこ

とのない人と肩を組んで歌詞も覚えてない校歌をと

ても楽しく歌っていた自分に気づいた。そして、早

稲田に対する自分の思いを熱く語っていた委員長の

話にみんなと一緒に涙を流した｡その瞬間､私はずっ

と悩んでいた問題の答えを見つけたような気がし
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からデニーズで採点しながら誕生日を迎えたり、郵

送の作業を夜遅くまでやっていて事務所に閉じこめ

られたり、仕事を期間内に終わらせるために入学

以来始めて授業をサボったり、春休みずっと事務所

通いで、立命館大学の寮に引きこもって終わらない

議論をしたり、最後の週は体が耐えられないように

なって日曜のエマージェンシールームでリンゲルの

力を借りなければならないようになったり、アメリ

カ側の実行委員達と会議するために夜中まで起きて

チャットしたり、毎週行われたスカイプミーティン

グを何回も忘れていて一番多く罰金を払ったり、毎

月のオリセンでの合宿でパッキングは5分で終わら

せるようになり、36人の日本側参加者の名前をちや

んと漢字まで覚えていてパソコンの自動変換プログ

ラムには参加者の名前が一番上に出てきたり、アメ

リカから戻ってきた時には初めてのジャスク・シン

ドロームで3年という留学生活の中で一回もなかっ

たホームシックになったりした2年間という時間は

私にとっては宝物である。自分に向き合えた第59回

に続き、第60回では沢山の人の中での｢自分｣に出会

うことができた。リーダーという全てを把握してみ

んなを引っ張っていかなければならない位置で、責

任というものを学んだし、忍耐というものを身につ

けることができた。自分はやはり人の中で一番の喜

びを感じ、幸せになり、呼吸ができ、生きていると

感じると再確認した。そして、次のステップに進め

る自信もついた。やる気も出た。次の会議がどう

いった会議になるのかということに興味を持つぐら

いの余裕も出来た。つまり、2年という最大限に楽

しんでいた日米学生会議の現役を卒業してこれから

はOGとして見守りながら応援する準備ができたの

である。

第60回日米学生会議実行委員選挙で私は｢HERO」

を歌っていた。

Thereisahero

Ifyoulookinsideyourheart

Youdon'thavetobeafraid

Ofwhatvouare

thereisananswer

Ifyoureachintoyoursoul

Andthesorrowthatvouknow

Willmeltaway

第59回会議で71名のHEROは私に本当のHERO

は自分自身であり、それは自分にちやんと向き合わ

ないと見えてこないということを教えてくれた。私

はそのHERO達の前でまた新しい71名のHEROに

会いたいと言い、みんなが私に教えてくれたように

その71名にも自分の中に生きているHEROに出会

うようにしてあげたいと約束していた。第60回日

米学生会議に参加者はどう考えていたか分からない

が、私は選挙で歌いきれなかった残りの歌を実行委

員になった瞬間から本会議が終わって1ヵ月もたつ

ている今まで歌い続けている。

Andthenaherocomesalong

Withthestrengthtocarryon

Andyoucastyourfearsaside

Andvouknowvoucansurvive

Sowhenyoufeellikehopeisgone

Lookinsideyouandbestrong

Andvouillfinallvseethetmth

Thataheroliesinvou

Itisalongroad

Whenyoufacetheworldalone

Noonereachesoutahand

Foryoutohold

Youcanfindlove

Ifvousearchwithinvourself

Andtheemptinessyoufelt

Willdisappear

Andthenaherocomesalong

WiththestrengthtocalTyon

Andvoucastvourfearsaside

Andvouknowvoucansurvive

Sowhenyoufeellikehopeisgone

Lookinsideyouandbestrong

Andvou'llfinallvseethetruth

Thataheroliesinvou
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しかし、今分かることは、会議は｢きっかけ｣や｢は

じまり」でしかないということだ。あるいは、人生

という大鍋の中の味に影響を与える｢香辛料｣の一種

でしかないのではないかと思う。そしてそれを料理

するのはこれからの自分自身に他ならない。その経

験はよく咀噛し、吸収することで、養分となって体

内をめぐりまた自分を強く成長させるのだろう。

「日米学生会議｣というと、どうしても｢本会議｣が

活動の中心になるかの様だ。だが私が多くを学んだ

のは、この本会議はさることながら、事前活動や一

見本会議とは関係のない｢遊びの時間｣だった。事前

活動は本会議を充実させ、自分自身の考えの幅を大

きく広げた。単なる娯楽のようだった、アメリカで

の観光や遊びの時間も、アメリカという国の文化・

歴史、人々をより深く知り友情を深める格好の機会

であった。私のとっての「日米学生会議｣は、「日米

学生会議のジャパデリ」となった瞬間から始まった

一連の経験なのだ。事前活動、本会議での活動、そ

れらを通じて知り合った人々はもちろんのこと、そ

の経験や人脈から派生される事柄も全て含まれる。

その意味で､「日米学生会議｣は私の中で永遠に続き、

これからの人生に多大な影響を及ぼすだろう。

実に気軽な気持ちで応募し幸運にも合格してし

まった｢日米学生会議｣であった。しかし、この会議

の経験から私は､何事にも代え難い多くの宝物を得、

表す言葉も見つからないほど濃厚な経験をした。温

かいOB・OGの方々、事前活動や会議を通じて出

会った魅力的な人々との出会い、そして何よりも、

会議のはじめから共に頑張ってきた、理解があり気

さくで優秀で、一緒にいて心地の良い日米の友人た

ちこそが、私が｢日米学生会議｣で得た最高の宝であ

る。自分の限界を悟り不甲斐なさを感じることもあ

り、時に羨望や焦燥感などという複雑な感情を抱い

たこともある。しかし同時にこの経験は、時に私を

激励し､鼓舞し、自信を持たせ､慰め､喜びを与える。

私にとっての「日米学生会議｣はその歴史と響きのよ

うにスマートで輝かしいものばかりではない。しか

し、全てが始まったあの初夏を思い出す時、その経

験はいつも、優しい春の光を目いっぱい浴びて成長

した新緑が芳しい若竹のような爽やかで健やかなも

Lordknows

Dreamsarehardtofollow

Butdon'tletanyone

Tearthemawav

Holdon

TherewillbetomoITow

Intime

You'llfindtheway

Andthenaherocomesalong

Withthestrengthtocarryon

Andvoucastvourfearsaside
ご

Andvouknowvoucansurvive
該

Sowhenyoufeellikehopeisgone

Lookinsideyouandbestrong

Andvou'llfinallvseethetruth
彦

Thatheroliesinvou

明石恵美子

8月が終わりまだ蒸し暑さが続く日本へ帰った

後、元通りの忙しい生活が始まった。現実は突如と

して襲い掛かり、アメリカで過ごしたひと頁は瞬く

間に｢思い出」と化してしまった。移動に講演に勉強

にと忙しい本会議だったにも関わらず、何故か｢思

い出｣はみな牧歌的で、広大な草原で飴色の黄昏を

見ているかのように甘く、そしてもの寂しい。日米

学生会議を終えて早2ヶ月が経とうしている。少し

ずつ色槌せてゆく「思い出｣に浸りながら、果たして

私にとっての｢日米学生会議｣とは何であるのかを考

えたいと思う。

現在の政界や経済界を牽引するそうそうたるメン

バーであるOB･OGや、「日本代表として｣、「ジャ

パデリとして」という言葉、そして初日の出のよう

に輝かしい光に包まれたその「日米学生会議｣という

存在は、時に私にとって眩し過ぎることもあった。

－私は｢日米学生会議｣で何を得たのか、何を提供で

きたのか、何を発信できたのか－ 今考えると、以

前の私は無意識的にこれらの考えに固執しすぎてい

たのかもしれない。もちろん、会議の中で一定の結

論に至り、何らかの実りを得ることは大切である。
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のに感じられる。もちろん後悔するところもある。

しかし、会議の終了や｢ジャパデリ」としての活動は

決して終わったわけではないのだ。この夏に経験し

たことや気づかされた自分の中の欠点や新しさをア

ウトプットするための時間、出会った人々をよりよ

く知るための時間、そして築いた絆をより温めるた

めの時間は残りの人生の分だけある。この経験と友

情は決して衰えることはなく、私の人生の｢香辛料」

として未来永劫に刺激と味わいを与え続けてくれる

と確信している。

しかし、外にいる多くのアメリカ人はそういう問

題はどの先進社会でも起きる成長痛であるし、逆に

現在欧米が含んでいる問題の解決案をアジアで探し

ている動きに関する話はとても新鮮であった．そし

て我々の社会が志向すべき方向性について考え直す

きっかけになった。

環境フォーラムを準備しながら持続可能性

(sustainable)の意味に関して再度考えるように

なったのも収穫である。環境だけに限らず、社会に

関しても､個々人であっても持続可能かという問題、

つまり持続可能な幸福と意味を理解できるかという

問題はみんなが自ら問いなおすべき問題であろう。

国家の唯一の存在意味が領土拡張になった瞬間滅亡

の道を歩み始めたローマ帝国のように、または眩し

く強烈な力を発散しては失う超新星よりは、太陽の

ように長く暖かく光る社会を､皆が目指してほしい。

25日間の合宿は言葉どおりにsustainableであった。

h

李鎭河

日米学生会議その1ヵ月、私たちは何を得て帰っ

てきたんだろう。

今まで持っていなかった多様な視覚を持った人に

触れ、大地に立ち、対話、熱情、そして謙遜を学ぶ

ことができた。ある集団をこれほど愛するように

なったのはきっと初めてだろう。久しぶりに人生の

先輩に出会い、参加者の一人一人と友情を築いてい

きながら、忙しい日常でだんだん薄れていっていた

貴重な価値は感動と涙という形で再現された。

若さを満喫しながら一歩一歩を歴史に足跡を刻む

器の大きい友人たちができたのが一番重要な収穫で

ある。ビジネスであれ学問であれ、多く、そしてき

れいに盛るためには大きい器が必要であろう。私は

多くのものを入れることだけ考えていたのではない

だろうか。

日本、そしてアジアをみるアメリカの視点、また

東洋哲学に心酔して勉強している人々の動機や問題

意識に関しても話す機会もあった。個人的には、日

本と韓国を始め、アジアの様々な国で不合理だと思

われているシステムの問題や社会問題(教育に力を

入れすぎて教育に失敗している韓国の中高や、50%

を下回る自由民主主義国家日本の選挙率などでみ

られる矛盾)は、長い歴史で保たれてきた東洋文化

の命脈の上に西洋の形式が塗りつぶされため起こる

内面と外面の葛藤から起因すると思っていた．そし

て結局この問題を解決するためには、内面も形式に

従って変化させるしかないと思っていたのも事実で

ある。

伊関之雄

第60回日米学生会議。59回会議とは本質的には同

じものはずなのだが…やはり、会議の組織内での役

割が違うと、必然ではあるが、違う体験をすること

ができた。実行委員としての立場、日米学生会議全

体から見た本会議の外観、参加者への一言で、60回

会議の私の｢声｣としたい。

実行委員とは、いわゆる情報端末である。参加

者、講演者、周辺の声、他人の声などの様々な雑音

を集積し、分析し、整理するのが役割と考える。主

な雑音は、参加者や講演者からなのであるが。そし

て、毎晩行なう戦略会議にてそれらの貴重な情報を

共有して、次の日の戦闘体制に活かす。面と向かっ

て、話し合うこれらの情報から出るのは大概はアメ

リカ側からが多い。主催側のアメリカ側の実行委員

の責任とリーダーシップは、非常に大きい。日本側

もできるだけ、日々の企画面以外の参加者情報や講

演者情報などの投げかけを通して貢献する形を形成

する。しかし、これがまた、言語や議論の慣れなど

の面から適応するのが難しい。

さらに、これまでの1年間はインターネットを通

した文字媒体でのコミュニケーションのためにまだ
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情報などは把握することができた。しかし、本会議

からは議事録などもなく、毎日毎日の口から発信さ

れる無信号の情報なのである。

59回会議の報告書には、歴代の日米学生会議参加

者と我々が未だに持っている、未だに共通した日米

間のコミュニケーションの難しさに関して記した。

今回、感じたのが、参加者のみならずたった8人の

実行委員内でもそのような現象が生じてしまうこと

である。

基本的に､私の時間の多くは、これらのミスコミュ

ニケーションを埋めるために費やされた。口数が少

ない日本側の主張を出来る限り、率直に個人攻撃を

仕掛けてアメリカ側に送り続けたのである。個人攻

撃のため大抵これはうまくいく。同時に、アメリカ

側が保有している文句やら問題意識も聞き取り、実

行委員会内で原子力爆弾が投下されないように努め

るのである。

去年から生じているアメリカからの伝染病であ

るサブプライム問題が日本や世界へ影響している。

CDSやMBSといった債券などの証券が世界を短時

間の間に伝染するも、「日米学生会議｣という名前の

伝染力ははるかに遅い。60年以上の歴史がある日米

学生会議も、経済状況に影響され、様々な山や谷底

を味わっている。ポートランドでは歴代日米学生会

議参加者の方々の同窓会が開催された。60回を再考

し、今後の発展を行なう起点がそろそろ来ているこ

とが、現在の金融危機と共に日米学生会議に関係し

ている方々のトップニュースとなっている。25回日

米学生会議が大改革を行ない、会議全体の変更やコ

ンセプトを変えたのと同様に、世の中が求める会議

への需要(要求)と合わせた我々の会議も柔軟な姿勢

での｢再考」と｢新たな潮流へ｣移動していかなければ

ならないのである。実行委員の一人として、このリ

ユニオンの意義、価値観はここにあったのではない

かと感じている。

最後に、60回会議に参加してくださった皆様に一

言言いたいと思います。めでたく参加者となったみ

なさん、伊部事務局長が述べていたように、「参加

できたのは運｣かもしれない。だけど、その｢運｣で

勝ち取った経験は非常に大きいと思う。これからも

それを活かしてほしい。そして、本会議中の色々な

変更があっても辛抱強く、寛容な心を持っているみ

んなは必ずやビックになると感じている。

参加できなかった方々、現在様々な機会が世の中

に存在している。それを本会議に手を出したように、

なんでも手を出してほしい。

居鶴有未恵

1．参加動機｢受容から発信へ」

私が日米学生会議に応募したのは、大学院での生

活が毎日慌しく、ただ一方通行に過ぎ去っていくか

のような焦りを感じていたからである。また､政治・

行政を専門に学ぶ中で、日本の政策は他国(特にア

メリカ）の例から選択的に決定する傾向があるよう

に感じ、日本の政策や背景にある価値観文化を発

信する機会を得たいと考えていたことも動機となっ

た。その根底には、グローバル化の現代においても

日本固有の価値観や文化を見失いたくないという思

いがあった。

私は、時間や情報に追われ、選択肢の中で決定す

る受身な自分を脱却し、自分の価値観で意見を主張

し､相手と刺激し合える主体的な機会を求めていた。

そして将来を見据え、自分や自国をきちんと理解し

相手と向き合える軸のある人になり、日本を発信し

たいと考えていた。

2．事前活動と本会議｢Facetofaceの大切さ」

約3カ月間事前活動を行い、分科会では議論の土

台形成をし、駐日米軍基地訪問や留学生とのディス

カッションなどを通じて改めて自国を知り、また日

米の違いを感じると共に、自分の先入観にも気付く

ことができた。

そして心の準備は十分に、本会議を迎えた。

分科会は｢伝統と現代社会｣に所属した。日本のみ

のテーマであれば江戸時代以降生まれた伝統文化等

の変遷といった内容が浮かぶが、アメリカの学生か

らは議論の最初で｢アメリカは日本に比べ歴史が浅

く、伝統と現代といっても世代間のジェネレーショ

ンギャップでしかイメージできない｡」との意見があ

げられ、事前の想定は通用しなくなった。しかし、

これこそ直接意見を交わすことの醍醐味なのだとわ
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た。グローバル化という時代の利点を活かして、文

化や言葉の壁を越えて個人間から交流を図ることこ

そ、社会を動かす原動力になると確信した。

以下に、印象的な一文を引用したい。

「現在の世界の情勢は混沌とした様相を呈してい

る。…国内に目を向けても不安と焦燥という形容が

相応しい社会になりつつある今日、これら現象は人

間が巡ってきた必然の結果であり、私たち人間が先

ず変わらなければ社会(世界)は変わらないことを示

している兆しである｡」（｢日米学生会議70周年記念に

寄せて｣、第1回参加者中山公威氏）

〈わくし、お互いの共通認識を築くところから話し

合いは始まった。

生活を共にする中でも、生活様式､考え方､スピー

チの仕方などに日米の学生間で差異が見られ、時に

は反発を感じながらも全て興味深く、互いに指摘し

あって意識する中で学びあうことができた。むやみ

に批判や拒絶するのではなく、自分のスタイルを説

明した上で相手を受け入れるというやり取りは、コ

ミュニケーションの中の当然の手法であるようで、

相手を直接目の前にしないとできないものである。

次第に打ち解けてから最も盛り上がり、国の差を

感じなかったテーマは、「恋愛｣についてであった。

｢恋愛｣がテーマとなると、普段英語に苦手意識の

あった私もすらすらと言葉が出てきたのが不思議で

ある。環境や文化といった国家間で話題になる種の

テーマ以外にも、価値観を共有できる興味深い話は

毎日たくさんあふれ出てきた。

3．まとめ｢相互理解」

参加後に、このありふれた表現が実感として得ら

れるようになったことが大きな成果であった。相互

理解は実際に顔を合わせることで生まれるものであ

る。科学が進化し人工的な社会で生活する私たちだ

からこそ、一人一人が直接向き合って心を通わすこ

とが重要だと体感した。

参加前には､不安やプレッシャーを感じ、またたっ

た1ヵ月間生活を共にするだけでは密な関係は築け

ないだろうという勝手な思いもあり構えていた私

も、気が付けば、メンバーに強い絆を感じ、毎日話

したい話題があふれ出てきて寝る間も惜しむ程に会

議に夢中になっていた。この感覚は、今まで様々な

海外プログラムに参加しても味わえなかったもので

ある。日米学生会議に開催当初から現在まで続いて

いる伝統があり、参加者に日米の架け橋となる責任

や自覚があるから連帯感が生まれるのであり、本音

で意見をぶつけあう中で壁にぶつかったり互いに対

立する人間臭い場面があるからこそ真の友情が育ま

れるのだと思う。分科会やフォーラムで熱い議論に

刺激を受けたことだけではなく、会話が弾んで明け

方まで話し込んだことなどは、人は国や年齢に関係

なく通じ合えることを実感できる貴重な経験となっ

伊藤昂介

第60回日米学生会議お疲れ様でした。当初、参加

を決めた時は正直不安もありました。というのも、

1ヵ月間自分の「日常｣からかけ離れて、本当に大丈

夫なのか。有意義に過ごせるのか。そんな不安が頭

の片隅に常にあったからです。しかしそれも杷憂に

過ぎませんでした。それもすべては国際的な視野を

持った、尊敬できる『仲間』に出会えたためです。そ

んなことを思えるほど、分科会、会議行事、そして

何より日常から様々な刺激をもらえました。

私が所属していたCSR(企業の社会的責任)の分

科会を通して､本当に尊敬できる親友に出会い､様々

な関心事に関して議論ができたのは、私の大学生活

における最も貴重な経験の一つだと思います。そし

てまた、CSR(企業の社会的責任）というまだまだ

新しいコンセプトを様々な見識者から学び、優秀な

仲間と議論できたのも、これからビジネスパーソン

として社会に出て働く上で、非常に役立つものだと

思います。また、分科会の議論を通して、英語を話

す時の自分と、日本語の時の自分、まじめな時の自

分、ふざけている時の自分、というように、様々な

自分のアイデンティティを他者の反応や言動を見て

再認識できたと思います。しかしそんな素晴らしい

ことだらけでもなかったです。非常にモチベーショ

ンも高い人材が集まったというのに、結局『社会に

対してインパクトを与える』どころか、それ以前の

『行動する』というレベルにすら到達できなかったか

らです。そういう意味では会議中、会議直後は後悔
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の念がありました。今でもあのグループで何かやっ

たら楽しく真剣にできたなと心残りはあります。し

かしそれはそれでも、CSRの分科会に参加できて

本当に良かったと思える程、素晴らしい出会いがで

きて喜ばしく思います。

そしてまたJASCという日常においても、様々な

思い出が残っています。日米学生会議ということだ

けあって、公用語も英語と日本語(ちょっとした韓

国語)で言語が入り混じるという非日常的な行為が

日常でした。日本側参加者にとってはアメリカが、

アメリカ側参加者にとっては日本が異文化のはずで

すが、私にはJASCという異質な空間が日常となる

ことで、その文化間の壁を乗り越える足場となって

いた気がします。またともに、ある課題について議

論することによって、様々な視点を得られ、世界に

対しての視野を広げることもできたなと思っていま

す。

そんな私の第60回日米学生会議は8月21日を

もって終わりました。ですが、"OnceaJASCer,

alwaysaJASCer''という様に、JASCerとしてのア

イデンティティは永遠に残ります。そしてJASCで

得たこの絆はビジネス、政治、アカデミアと各々の

道に飛び出ても､途切れるものではないと思います。

また、各々の道が近い将来または遠い未来、会議中

に語りあった夢に向けて走り出すのを切に願ってい

ます｡そしてそれが国境を越えて交差し､パートナー

として再会できたら尚喜ばしいことだと思います。

それでは、第61回日米学生会議の委員や参加者、そ

して将来のJASCerの皆さま、JASCでかけがえのな

いひと夏を手に入れてください。

デンティティーを超え、お互いの価値観や思考をぶ

つけあい、時には熱く議論し、共に笑い、泣き、は

しゃぎ、尊重し、刺激し合う大切な仲間となってい

た。寮のラウンジでみんなが深夜まで戯れ話し、笑

い声あふれる光景も、毎晩分科会の準備のために行

われた大好きな分科会メンバーとの集まりも、もう、

ない。そして何より、帰国すれば、今のこの楽しい

空間も、私の目の前にある彼らの温かい笑顔も、い

つか思い出となってしまう。そう思うと、寂しさ

と、このような素晴らしい空間にいれることを嬉し

く思う気持ちが同時に込み上げ、涙として私の頬を

つたっていった。

10年前に住んでいたポートランドから始まった本

会議は、その当時の私が知っていたアメリカとは

違ったアメリカを見せてくれた。幼い11歳の私に染

み付き、今の私を形成している本質は、ここで経験

したものによって培われた。そして10年という歳月

が過ぎ、22歳を迎える私に、新たな「自分」を作り

出す種が芽生えたのもこの場所となった。就職活動

を終えた大学4年生として、自分自身、自分の将来、

今日の社会についてそれなりに見つめてきたつもり

で挑んだ日米学生会議。結果として、この会議で再

度自分の弱さと甘さを認めざるを得ない状況に直面

し、自分の視野の狭さを痛感することとなった。し

かし、この痛みは、自分の目の前がバツと広く開か

れるような、爽快な痛みであった。「人間は壁や辛

さを乗り越えたときに、新たな皮が剥けて一歩進め

る」という言葉を大切にしてきたが、学生最後の夏

に、まさかこんなにも大きな皮が剥がれるとは思っ

てもいなかった。そしてこの剥がれた後のじんとす

る痛みも、その後に強く厚くなる皮層も、その剥け

た跡も、「日米学生会議」として、私の中に大きく、

深く、温かく刻まれることとなった。

移民問題、環境問題、エネルギー問題、そして戦

争と平和と安全保障問題。今日の日米両国が、そし

て、もはや日米だけでなく世界中の国々が直面して

いる、重大かつ深刻な問題である。このことから目

を反らして今後の国際社会は成り立ち得ない。そし

て世界の一員である以上、これらの本当の現状を知

らずして、あるいは、放置して生きてはいけない。

今矢涼子

ボストン最終日。各々が最後のJASCメールと

パッキングに追われる中、私は、自分が翌日には飛

行機で帰国するのだという現実をうまく受け止めら

れずにいた。数ヵ月前に出会ったばかりであるジャ

パデリや、1ヵ月前に初めて会ったアメデリとの毎

日の生活。会議の最初は、英語のコミュニケーショ

ンに悩み、日本側とアメリカ側に別れてしまってい

たこともあった。しかし、いつしか言葉の壁やアイ
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本会議中にこの問題意識が芽生え、それぞれの問題

につき自分なりの考えが生まれただけでなく、自分

は来年から、社会人としてその責任を担うのだとい

うことを強く認識した。また、私が所属した｢法と

社会｣の分科会では、法と社会という切り口から社

会的問題を見つめ、解決案を検討した。たとえ学生

であっても、現状への問題意識、意見や解決案を提

示し、これらを発信することを通じて、社会的意識

を惹起することができれば、本会議および分科会の

意義は、この上なく有意義であったといえるだろう。

日米学生会議の本会議はたったの1ヵ月であった。

私の人生はそれの何倍とある。この1ヵ月で見て、

触れて、聞いて、味わって、感じたもの、習得した

ものを通じて、これからの私は自分の人生の舵をど

のようにきるか。これは全て自分次第であり、私は

この貴重な経験を糧として、自分という人間をもっ

と磨いていきたい。

JASC中に出会った大切な仲間、彼らと過ごした

最高の思い出を、写真と自分の記憶にしっかり収め

つつ、学生最後の夏にこのような機会が与えられた

ことを本当に嬉しく思う。こんなにも知的好奇心を

くすぐられ、興奮し、本気になった熱い夏を、どう

頑張っても忘れることはできないだろう。

を理解し、ひいては世界の平和に貢献すること。こ

れは、JASC設立当初からの理念でもある。結局の

ところ、有名な教授のスピーチよりも、移動中のバ

スの中で参加者と交わした会話の方が、記憶に残っ

ている。世界中の人が友達になれば、世の中の多く

の問題は解決すると思う。そんな考え方は楽観的す

ぎるのだろうか。

当初は、限られた時間の中で、この二つの目標を

バランスすることが難しく感じられた。学術的な鍛

錬だけを追及するのは、もったいない。ただ楽しむ

だけでも、もったいない。しかし、徐々に、この二

つの目標は対立するのではなく、車輪の両輪である

と思うようになってきた。議論を通して、お互いの

考えをより理解し、その分野の新たな視点を得るこ

とが出来る。逆に、絆が深まっていく中で、今まで

自分は関心の無かった分野にも興味が広がる。

例えば、モンタナでは戦争と平和について考える

日があった。戦争で亡くなった方を追悼する公園や

JeannetteRankinPeaceCenterを訪問した後、軍

事博物館を見ていたときのこと。アメリカ側の参加

者2人と、ふとしたタイミングで憲法9条について話

が及んだ。日系2世でもあるNealは、日本の憲法9

条は、ダブルスタンダードなのではないかという。

つまり、都合のいいときだけ、憲法9条を持ち出し

て、負担を回避しようとしているのではないかと。

Rebeccaは、憲法はアメリカが作ったものなのに、

今では日本固有の考えとして根付いているように見

えるのが不思議だという。私は、日本なりのpeace

keepingの方法があるのではないかという考えを、

一生懸命説明することになった。結局30分ぐらい、

その話題は続いたように思う。もっと説得力を持っ

て自分の考えを伝えられるようになりたいというモ

チベーションがふつふつと沸いてきた。日本側・ア

メリカ側というのではなく、信頼する一個人として

会話ができることは、面白い。

その後、WarandPeaceForumというフォーラ

ムがあった。退役軍人の方、平和運動家、歴史学者

と私たち学生で、輪になって討論をする。様々な立

場の人が、真筆に思うことを共有できる場は、貴重

な機会であった。ここでも、同じように、「いかに

大井あゆみ

私は｢人｣が好きだ。面白い人に出会うこと、その

人たちから刺激を受けたり、何かを返したりするこ

とが人生の意味だと思う。JASCはまさにそんな場

所だった。

JASCには二つの目的があると思う。

一点目に、議論やフォーラムなどのイベントを通

して、世界の現状や様々な問題について、視野を広

げ､自分なりの理解を深めること。分科会の議論は、

いつも多様な意見が飛び交い、刺激的だった。様々

なフォーラムで、壇上に上がって発表する参加者た

ちを見ているのは、頼もしく、誇らしかった。領事

館で聞いた、日本の移民受け入れに関するスピーチ

も印象に残っている。考えさせられるきっかけが、

そこら中に転がっていた。

二点目に、国境を越えて信頼関係を築き、お互い
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平和を構築するのか｣が問題になった。私は、武力

抜きの日本固有の平和構築のやり方を擁護したい一

方で、現実論として、実際はアメリカの武力に頼っ

ている側面があることに関して、自分の葛藤を吐露

した。武力抜きで平和を構築できるというのは、理

想論すぎるが、武力ありきの平和構築が様々な問題

を引き起こすのも間違いない。「平和のありがたさ

を一番身にしみてわかっているのは、兵士なのだ」

という退役軍人のせりふが印象に残った。

日米学生会議で私がどう変わったのかと問われる

と、一言で答えるのは難しい。私の将来の進路や性

格を大きく変える出来事があったわけではない。で

も、一人一人との出会いが私に与えた影響は、決し

て小さくない。

JASCが終わり、1ヵ月。過去をただ懐かしむだけ

でなく、自分がその経験をどう活かせるかが問われ

ている。

ノリティフォーラムで、自分達が調べて発表したこ

とへのフィードバックを20分間もしてくれたよう

な教授や、レセプションで同じテーブルにいた一人

一人に対して、JASCへの参加理由にじっくり耳を

傾けコメントしてくれるような柔和な方。彼らの存

在は、その人たちに自分の意見を聞かれ、うまく言

葉にできなかった時のもどかしさを際立たせる。

僕にとって英語は言葉を滞らせる原因の一つだっ

た。これから、単純に練習が必要だ。それに加え、

僕は自分のことを言葉にするのにどこか抵抗があ

り、いつの間にか黙っていることに慣れていた。気

がつくと、適当な言葉をなくしかけていた。伝えた

い人達を目の前にして、慌てて考えてみても、もや

もやした混沌からまとまりに持っていく段階で、言

葉は逃げていく。僕自身の表現は途切れたままだ。

結局、どこかで読んだ客観的に見える意見を言って

みたり､細かいところを妙に広げてみる。あるいは、

あいまいにぼかして、立場を鮮明にすることから降

りる。

僕のような自分を相手にさらさない｢聞き役｣は、

聞き役ではないのではないか。双方向でなければ、

コミュニケーションは成り立たない。アイデアがま

とまらないままでも全体に投げ出して、その後の議

論の展開を楽しむのがアメリカのスタイルで､一方、

謙遜と自重が日本文化なのだから仕方ないといった

これまたありきたりの結論に逃げるのは、今の僕は

納得できない。

ふと、ここまで書いてきて立ち止まってしまう。

自分の経験を卑下することは、傲慢と同じ平面のベ

クトルに過ぎない。自分の課題を見つけ出し、原因

をひとつひとつ潰していくやり方は、合理的で着実

だが、客観的に自分の課題を見つけたふりをして

も、仕方がない。現在の僕に見えているのは、この

夏休みの体験のほんの一部。わからないことはその

ままで受け止めて、ほんのちょっとしたみんなの仕

草のように、脳裏に焼き付けておこう。いつか分か

らないことが少しでもほぐれてきたら、脳内スライ

ドショーに別の意味が加わるかもしれない。

小野元

ほんのちょっとした仕草がなぜか鮮やかにいくつ

も脳裏に焼き付いている。今はまだその種類が豊富

で、思い出したくない失敗や苦笑いでさえ、ランダ

ムにひょいと浮かんできては、いつでも脳内スライ

ドショーの再生が始まる。これらの具体的な場面が

僕のJASCを彩っていて、それをここに書き出さな

いのは字数制限のこともあるけれど、それを自分の

中で大切にしたいからでもある。

帰国後、友達がアップしてくれた写真を見ると、

JASC期間中、僕は作り笑いでなく、自分でもちょっ

と驚くほどよく笑っている。こんなにも笑っていら

れたのは、多くの参加者が自身を外に開いていたか

らだと思う。新しい人、場所、考えすべてに柔軟。

参加者のその姿勢が作用しあって醸し出される雰囲

気は、なんともいえず居心地がよかった。その雰囲

気の中で、自分ができないと勝手に決め付けていた

ことに、自然に、ときに強引に巻き込まれていた。

話していると、はっとさせられる切り返しで、常に

睡眠不足気味だった僕の目を覚ましてくれた。

寝る時間を惜しんでも、もっと考えを聞いていた

いと思うような人達。参加者以外にも、例えばマイ
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大人数に祝ってもらったのは人生初。毎日のように

スーツを着て沢山のイベントを行ったが、最も思い

出深いのはそのどれでもなく、アメデリのKarenと

ジャパデリとアメデリ間の壁について深く議論した

こと。そこから彼女ととても親しくなり、アメリカ

側の一番の親友になった。

モンタナ。この頃はもうJASCの終わりが見えて

くる。毎日をこなすのが、精一杯ながらも、常に終

わりを考えてしまう日々。ここでの思い出は、環境

フォーラム｡パネルディスカッションに参加し､ノー

ベル賞受賞者らと並んで議論したことは、本当に良

い経験になった。フォーラム後のレセプションディ

ナー会場の隅で、Karenに｢Yoshiと一緒にAECを

やりたい1二人でJASCを盛り上げていこう！」っ

て手を強く握られて、口説かれたことが忘れられな

い。周りで見てた人は、俺が告白されてるのかと勘

違いしたみたいだけど(笑）

ボストン｡予想外の事態でアメデリの到着が遅れ、

ジャパデリだけで2日間を過ごし、感じたことは、

アメデリがいてこそJASCだってこと。彼らは、も

う欠くことの出来ない存在になっていた。ファイナ

ルフォーラムの準備に追われて、みんなと話す機会

もどんどん減っていって、何だか寂しかった。最後

の別れのときに、家族と別れるのと、同じ気持ち。

そう、俺みんなのことデッカイ家族みたいに感じて

たんだ。

今、カナダで留学中の自分は、アメデリにもジャ

パデリにも会う機会が滅多にない。ここで、忙しい

毎日を送りつつも、いつも思い出すのは、みんなの

笑い声、笑顔、そしてナオのENVIRONMENT～1

朝起きると、誰かが｢Yoshi!」って声かけてくれる

ような気がして、でも誰もいなくて。自分がJASC

で得た一番大切なモノ、それはアカデミックなもの

や経験ではなく、やはり温かい仲間、JASCに参加

しなければ、生涯かけても得ることの出来なかった

だろう仲間。そんな彼らとこれからも、共に歩んで

いきたい。そして、いつか皆で、日米を、世界を変

えてみたい。

金光慶紘

昨年12月、某学生シンポジウムに参加し、“ミス

テリアス”な女の子、ナオ(EC)に会う。彼女から、

日米学生会議の存在を知る。このナオとの出会いが

この夏を、いや恐らくこれからの人生を変えていく

ことなんてまだ俺は知らなかった。

5月、2泊3日の春合宿。予想以上のキャラ多数。

特に、OBの前での自己紹介で、ラップを披露した

コウジは神だった｡初日の宿泊は伝説の○○○にて。

男10人部屋で初日から早くも｢恋愛保障理事会(略：

恋保理)｣第1回会合を行い、事務総長に就任。そん

なバカなことをやっている時間もあれば、真剣な議

論の時間は人が変わったように、スイッチを切り替

えるのがJASCero分科会の議論はとても白熱した。

最終日、初めてのリフレクションでは、早くも数人

泣いてしまっていて、俺ももらい泣きするとこだっ

た。悲しいからでなく、こんなに多くの、こんなに

も尊敬出来る仲間を一度に得たことが、本当にうれ

しかったから。

所属する環境RTは事前活動を頻繁に行った。東

京大学、越智衆議院議員、関西電力、電通小池百

合子元環境相､日本テレビを訪問させていただいた。

RT合宿も2度行った。＠マサト宅+@ナオ宅。マ

サト宅では孔子、ナオ宅では毛むくじゃらの化け物

=アンディーに遭遇。防衛大訪問、米軍横須賀基地

訪問等、RT以外の事前活動も非常に有意義だった。

ポートランド、JASC発祥の地、JASCの歴史を

振り返る。何十年も前に、自分達と同年代の先駆者

たちは、ここで何を思い、感じたのだろう。ここで

の思い出は､スキット交換｡日米両方完成度が高かっ

たけど､やはりMVPはジンハ。サイトリフレクショ

ンはジャパデリ、アメデリ別々でジヤパデリのリフ

レクは3時間くらいに及んだ。英語のこと、アメデ

リとジャパデリとの意識の違いなんかが主な議題

だった。結局、リフレクし足りなくて、その後他の

ジャパデリと数人で遅〈までリフレクの続きをやっ

た。ジャパデリの意識の高さにアメデリは応えてく

れるのだろうかという不安がまだあった。

LA｡3日は俺の誕生日。みんな本当に祝ってくれ

てありがとう1誕生日、常に夏休みだから、こんな
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後藤昌也

まず始めにJASCに感謝したい。JASCのおかげ

で、日本にいては叶わないかけがえのない経験がで

きた。単にアメリカの文化を経験するだけでなく、

日米で心腹の友ができ、国際的な視野と行動力を身

につけることができた。

JASCには良い点が数多くあると思うが、中でも

積極的に経験をすることを歓迎する空気があること

が特に素晴らしいと私は思う。その空気の源は、学

生が主導で運営しているということと、参加者全体

で私たちは学生で勉強をする身なのだから積極的に

行動すべきだという共通認識から生まれていた。そ

して、その空気の中で多くの参加者が積極的に行動

し、質問を投げかけ、リーダーシップをとっていた。

JASCにこのような自主性を育む環境があることが

素晴らしいと思う。そして、この環境が将来リーダー

シップを持って世界を変えていく人を生んでいくの

だと思う。これから先、国際的なリーダーの輩出が

求められている日本のためにも、JASCには末長く

続いてほしいと思う。

準備段階について述べると、アメリカに行く前に

できる限り準備をしようとモチベーションが高ま

り､新たに行動がしたことは有意義であったと思う。

私は、もっとイベントに参加できたら良かったし、

時間が許せば自ら企画を立てられれば良かったとも

思う。JASCの準備期間は適度にあり、それが確か

に本会議に繋がっていた。

ポートランドサイトでは、ディスカッションリー

ダーという初めての経験をした。パートナーが期待

を良い意味で裏切ってくれた。アメリカ人はディス

カッションに慣れているようで、随分助けてもらっ

たことを覚えている。このサイトで議論に対して自

信を持つことができた。また進行役をすると視野が

広がるので、ディスカッションリーダーの経験はで

きれば皆がしたほうが良いと感じている。

ロサンゼルスサイトでは、JASC全体を通して言

えたことだが、生活環境が素晴らしかった。食住が

充実することで、毎日のストレスを解消すること

ができ、モチベーションが高く保たれた。影ながら

JASCの活動を支えている部分だと思う。今後も、

この環境を保っていってほしい。また､分科会では、

このころから議論に慣れてきた。ただ、議論の大枠

は理解したが、細かいところをなかなか理解するの

は難しさを感じていた。細かいところで議論を止め

て質問するのは難しく、議論の時間に余裕がさほど

ないと使いづらかった。やはり時間は多ければ多い

ほど良いと感じる。

モンタナサイトでは、アメリカを肌で感じ取るこ

とができた。アメリカの広さに驚くとともに、ホー

ムステイをすることで、アメリカの人の生活を垣間

見ることができた。アメリカの文化を体感するとい

う点で充実したサイトであった。ホームステイは今

後もぜひ続けてもらいたいと思う。また､ここでは、

メンバーと話をする時間が多かったこともあり、踏

み込んだ話をすることができて良かった。例えば、

他の分科会の話を聞いて、お互いに意見を交換する

ことができた。

ボストンサイトは、第60回JASCの終わりを告げ

る場所であり、感慨深いサイトであった。このサイ

トで良かったのは、個人的なことだが、ハーバード

大学に行くことができ、大学院に行くモチベーショ

ンが上がったことだ。大学院生との交流もあり、モ

チベーションが上がるとともに、将来のキャリア

プランに一石を投じてくれた。そしてファイナル

フォーラムでは、あのようなアカデミックな場所を

使わせていただいたことで、モチベーションが高ま

り充実した発表をすることができたと思う。

最後に、JASCを振り返って、実行委員やOB、

大学、多くのスポンサーの協力あってのJASCであ

ることを実感しています。多くの貴重な経験をさせ

ていただいたこと感謝しています。ありがとうござ

いました。

坂本朋美

帰国後2週間以上が経過し、すっかり日常を取り

戻した今、改めて私にとってJASCとは何だったの

かを考えている。間違いなく、5月の春合宿から本

会議を終えるまでの約4ヵ月間はこれまでの私の人

生において最も濃密で、そして特異な日々であった

と言える。こんなにも環境、政治、人権などあらゆ
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切な英語が浮かばなかったために言葉を飲み込んだ

ことが何度あったであろうか。これは私の英語力の

不足だけでなく、意欲の不足だったのだと今になっ

て思う。「変な英語を使いたくない｣などというつま

らないプライドなど捨ててもっと思いを口にすれば

よかった。伝えようとする気持ちを強く持っていれ

ば､何度言い間違えても，多少変な単語を使っても、

皆きっと耳を傾けてくれることはわかっていたの

に｡1ヵ月ではこの壁を乗り越えることが出来なかっ

た。

最後に、丸1年を費やして60thJASCを作り上げ

てくれた実行委員本当にご苦労様でした。学生主

体でここまでやれるものなのかと、学生の可能性に

対する認識を改めさせられました。そして、多忙な

ところ事前活動や本会議中に多大なご協力をいただ

いた皆様、快く送り出してくれた両親、JASCとい

う素晴らしい経験を私に与えて下さった全ての方々

に、この場を借りて心より御礼申し上げます。

る問題について毎日考え、企業や政府機関など普段

ならまず訪れることのない場所を訪問し、そして寝

るとき以外はほぼ常に誰かが傍らにいるなどという

経験はこれまでも、そしてこれからも二度とないで

あろう。

初めて日本側参加者が顔を合わせた春合宿から、

私にとってJASCは特別な存在になった。これま

で属したいかなる集団とも異なる摩訶不思議な"空

間"、JASCo個性的過ぎるほどに個性的で、確固た

る自分の主張を持ち、それでいて他者の意見を貧欲

に吸収する寛容さも持つメンバー達。専攻する学問

分野もこれまで育ってきた環境も、何よりものの考

え方もまるで違うメンバーとの交流は、新鮮な驚き

に満ちていた。またインターンなどを通じて作り上

げた人脈やそれを活かす行動力など、他のメンバー

が持つ私にはない能力に感嘆させられると同時に己

の無能さ、至らなさを痛感する日々でもあった。

このように、日本側参加者35名との出会いで既に

カルチャーショックにも似た衝撃を受けてしまった

私にとって、アメリカ側参加者26名を加えての本会

議がどれほど刺激的であったかは想像がつくであろ

う。フォーラムや分科会では世界的な課題について

真剣に議論し、スペシャルトピックでは食文化や飲

酒、さらには恋愛などについて白熱した意見交換を

展開し、フリータイムでは家族や学校など様々なこ

とについてアメリカの学生と話した。銃規制や環境

問題に関する議論では、日米の学生の間に如何とも

し難い根本的な意識の違いを感じた。その違いは時

に議論を膠着させることもあった。しかしこうした

議論の御蔭で、私は日本で生まれ育ってきた中で当

たり前に思ってきたことを初めて意識し、アメリカ

側学生との違いを生み出した日本の文化、慣習、社

会について改めて考えることが出来た。「他国の文

化を知ることは自国の文化を知ること」とはありき

たりな言葉のようにも思えるが、アメリカで過ごし

た1ヵ月はまさにそのことを実感させるものであっ

た。

JASCを振り返って一つ大きな後悔がある。それ

は英語の壁だ。ディスカッションでもフリータイム

でも、日本語でなら発言していたであろう時に、適

新宮清香

日米学生会議、それは私にとって自分を見つめ直

す場であり、かけがえのない仲間との出会いの場で

あり､社会とのつながりを強く意識した場であった。

私は普段なかなか自分を見つめ直す暇がなかっ

た。しかし今回､日米学生会議という機会を通して、

日本語で自分の意志を何の苦もなく伝えられる日常

から、英語という制約された状況に自分の身を置く

こととなった。また、様々なフォーラム・フィール

ドワークや内容の濃いディスカッションなどの非日

常の世界に向き合った。これらの状況によって、私

は生身の自分と向き合うこととなったのだ。日本語

のように無意識に扱えない英語で自分の意見や思い

を伝えるために、自分の内面を整理し、自分自身が

何を考え、何を本当に伝えたいのか、真剣に考えた。

さらにたくさんの刺激的な人々に出会うことで、他

者を通して自分と向き合うこともできた。様々な得

意分野を持つ人々を見て、自分は何によってこの会

議に貢献できるかを真剣に考えたのだ。そこで発見

したのが、私は日本人であり、日本のすばらしさを

紹介することが好きなのだということであった。そ
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して何より、どんなにつたない英語でも、まず伝

えようとすることが不可欠であると気付いたのであ

る。

さらに、夏の会議で共にすごした仲間が私に様々

なことを教えてくれた｡英語に対して自身が持てず、

挑戦することから逃げていた私に最初に勇気を与え

てくれたのは、SpecialTopicを一緒にやろうと誘っ

てくれたアメリカ側参加者であった。その準備のと

きに、私の拙い英語を辛抱強く聞いてくれたことか

ら、私はとにかく伝えようとすることが重要なのだ

と思った。また日本側参加者の中からも、英語を上

達させるために日本人同士の日常会話でも英語で話

しかけてくる人や、フォーラムで積極的に発言して

いる人に刺激されて、私も頑張ろうと励まされたの

である。そうして、私の日米学生会議における常に

新しいことや英語に挑戦する日々が始まった。この

挑戦し続ける姿勢を維持することができたのも、仲

間のおかげであった｡私がフォーラムで質問すれば、

今日の質間良かったよ、とすぐに反応が返ってくる

し、夜のフリータイムに仲間と政治や社会問題につ

いて議論するときも、お互い真剣に自分の意見を主

張し、相手の意見を聞き合った。私が何かに挑戦す

る時、その何倍もの見返りが仲間から返ってきた。

挑戦すればする程、自分が変わっていく喜び、仲間

と繋がっていける喜び、全てが良いサイクルとなっ

ていったのである。

さらに、事前準備、会議中のフィールドワークや

ホームステイなどを通して、社会に対する責任を日

米学生会議が教えてくれた。日米学生会議初のアメ

リカ開催地となったポートランドで、会議への熱い

思いを語ってくださったアルムナイの方々・ロサン

ゼルスでの大使館や企業訪問で出会い、お話しして

くださった人々・ホームステイで私たちにモンタナ

の暖かさを教えてくださった滞在先の家族。そして

日本について、アカデミックであると同時にフレン

ドリーに私たちと議論してくださったハーヴァード

の教授。また姿は見えないけれど､今会議に投資し、

私たちに期待を持ってくださっている多くの人々･

たくさんの人々に支えられて私はこのすばらしい夏

を経験できたのだと気付いたのだ。

このような人々に感謝するためにも、私は今会議

で学んだことを継続していきたい。それは、自分を

見つめ直すことを忘れず、再発見した自分の良さを

活かし、挑戦し続けることである。さらに、ここで

出会った仲間との絆を大切にして、これからも絆を

深めていきたい。そして将来、仲間とともに日米学

生会議で学んだことを活かして、社会に向けて新し

いことに挑戦出来たなら、それが社会に対して示す

ことの出来る最高の感謝の形となろう。

神馬光滋

会議終了後、日米学生会議の感想を聞かれるとど

ういうわけか｢尊敬できる最高の友人が出来て、や

つらに触発された｣、くらいしか言うことがない。

本会議中、多様な背景を持つジャスカーたちと話し

ているだけで刺激的であったし、私にとっては新鮮

な体験ばかりであった。一生忘れないような思い出

や記憶だって数えきれないほどあるというのに。自

分の感想力のなさに悩んでいると、私はあることに

気付いた。「新鮮な｣出来事に溢れる、刺激的な毎日

が日常になっていたのである。それは、日本に帰っ

てきてもOB・OGの方々と交流させていただいた

り、スーツで学生対象のイベントに参加したりして

みることで、本会議中の｢非日常｣を「日常化｣するこ

とができたからだと思う。そのような日常を本会議

後も楽しむには、主体性やコミュニケーション能力

が必要だと思うのだが、それを教えてくれた意味で

も、出会いの面白さを教えてくれるきっかけを作っ

てくれた意味でも、日米学生会議は私の大学生活、

そして人生の転機となった。ただし、今の私の生き

方を否定してくる友人もいなくはない。「人を見下

しているみたい｣、とまで言われた。それは、自分

が他の学生に触発をされた経験から、私もそのよう

なことが他者に出来ないかと、人に話をしたり、イ

ベントを紹介したりしようとした結果、空回りをし

ていたのであると思う。しかし、最近ではグルー

プワークやチームワークでの経験を通して、自分

の役割を自覚することが大事だということが分か

り（特に、誰もがリーダーでなくても良いというこ

と)、いろいろな人がいて良いのだと考えるように

124第60回日米学生会議 日本側報告書



参加者の声 第5章

は日米学生会議なしでは語れないほど、この活動か

ら多くのことを学ばせていただきました。

なった。以前ならば私が日米学生会議で学んできた

生き方を絶対とし、その価値観で他者を触発したい

と思っていたが、今では押し付けがましく私のライ

フスタイルを勧めることはなくなってきた、と願い

たい。しかしやはり私個人としては、私が日米学生

会議で学んだような日常が大好きである。日米学生

会議参加前の私を否定するわけではないが、参加前

はICUという狭い空間の中で、生活が完結していた

感は否めない。第60回会議の参加者が初めて集った

交訶社での激励会では、学生同士が名刺交換をして

いた。ICUでは稀に見る光景である。私はそれだけ

でも衝撃を受け、早速100枚刷ってみた。また、本

会議前の事前活動では、アメリカ人学生との交流が

あったため、その次の100枚は裏面英語も入れてみ

ることにした。これは、今振り返ってみると、異文

化交流さえも日常のものとなったのではないかと言

えると思う。本会議ではアメリカ側参加者との共同

生活であったので、異文化交流は前提としてあった

のだが、一つ残念なのは、写真を改めて見てみると、

日本人、またアメリカ人同士で写っている写真が多

いということである。言語の壁は否定のしょうがな

いが、日本側参加者として、日本以外の人や物とも

柔軟に接し、相互的に触発が出来る関係を築ける勇

気を養いたい。

ということで、第61回会議の理念は、Towards

GlobalAwareness:Everydaylmpactthrough

InteractiveEmpowennentとなった。今後は、第61

回日米学生会議の実行委員として奔走する日常を満

喫していきたい。

日米学生会議を通して、私は自分が作っていた

｢壁｣を認識できるようになりました。本当のことを

伝えることで人間関係に亀裂が入るのではないか、

流暢ではない英語をしやくることで仲間に見限られ

てしまうのではないか。そういった不安や恐怖が自

分の思いを内に閉じ込めさせ、本当のことを言い合

える真の友人を得る機会を私は幾度も逃していたの

です。しかし、実行委員としての活動はそんな私の

甘えを許しませんでした。より素晴らしい会議を作

るという志の下､私たちはとても永い時間を共有し、

本気で語り合わざるを得ない環境にさらされること

で、相手を深く理解すること、自分を深く理解して

もらうことの心地良さを味わい、「壁｣を越える勇気

を学ぶことができました。そして、最高の友人たち

を得ました。

日米学生会議を通して、私は誰かの為に働くこと

で得られる充実感の素晴らしさを知りました。戦前

から続いてきたこの会議を、莫大な予算がついてい

るこの会議を、そして多くの方の想いが詰まってい

るこの会議を絶対に成功させなければいけない。今

まで背負ったことのないほどのプレッシャーのなか

で、着々と医師となる準備を進める同級生たちを見

て焦りを感じながらも、ずっと投げ出さずに仕事を

続けられたのは、仲間のため、世界のためという思

いが、そしてそれによって得られる充実感があった

からです。いつしか私は自分の一生を誰かの為に捧

げたいと思うようにまでなりました｡生きる意味を、

人生の意義を奉仕に見出すようになりました。高野恭平

手紙 一未来一

私は本当に様々なことを日米学生会議からもらい

ました。だから、今度はあなたが日米学生会議に恩

を返す番です。

拝啓 この手紙を読んでいるあなたは、今何をし

ているのでしょう。風邪などひいていませんか。

後続を育てて下さい。私が学んだことを、後輩た

ちに熱をもって伝えて下さい。私も多くの先輩方の

お世話になりました。時には厳しい父親のように、

また時には全てを包み込む母親のように接していた

今私は第60回実行委員としての最後の仕事であ

る報告書作りをしています。長かった日米学生会議

との関わりももうすぐ終わりです。この1年半を思

い返すと、様々なことがありました。私の大学生活
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だき、道を見失った私の標となって下さいました。

今の仲間とさらに深い交流をして下さい。仲間と共

に頑張ってきたからこそ、日米学生会議を成功させ

ることができたのです。それぞれが自分の力に合っ

た役割をこなし、ひとつのチームとしてまとまった

からこそ、このような大きな会議を動かすことがで

きました。あなただけの力ではありません、うぬぼ

れないで下さい｡今の仲間の方たちと力を合わせて、

より大きな仕事をこなし社会に貢献してください。

社会貢献という日米学生会議で得た思いを忘れない

で下さい。

そして何より、自分の心の中にある誠実さを失わ

ないでいて下さい。日米学生会議は数人の学生に

よって始められました。それが今まで存続してきた

理由は学生の一途な思いによると私は思います。学

生はたいした社会的地位もありませんから、権力も

財力もたかがしれています。そんな私たち学生に多

くの方が協力してくれているのは、何のしがらみに

も囚われることのない｢ただ社会を良くしたい」とい

う学生の純粋な思いに惹かれるからではないでしょ

うか。思いは最高の武器です。どうか、この気持ち

を保ち続けていて下さい。

高畑乃枝

最終日、仲間と別れなくてはならなかった夜、私

は号泣した。人生の中で、いつも涙を〈･つとこらえ

てきた私の胸を、第60回JASCは熱くさせた。自分

が成長できたからだとか、会議で言いたいことが言

えたからではなく、JASCの仲間達と特別な時を共

有し、お互いの存在や価値観を尊敬し合えることが

できたことに、感動した涙だった。私に、そのよう

な経験を与えてくださった全ての人に感謝したい。

【JASC応募への経緯】

私は三膳の森で､平和ボケした日々を送っていた。

そんな時､廊下の掲示板で武田委員長と目があった。

ポスターを読んでJASCの存在を知り、これだ！こ

れは絶対に面白いに違いない！と、興奮した。しか

し同時に、「日米」という枠がひっかかった。それは

私の二つの祖国であると同時に、愛せない二つの国

だったからだ。両国を｢ハーフ」として生きていく中

で、日米の政治や社会に嫌悪感を抱いていた。あの

時、そのまま通り過ぎてしまうことは容易だった。

しかし、「日米｣と向かい合わなくては、この先つま

らない人生を送ってしまうかもしれないという気持

ちが込み上げたので、JASCに応募した。この報告

書を読んでいる学生の方が応募を迷っているとした

ら、応募して欲しい。応募しなかった後悔よりも、

応募した後に待ち受ける失敗の方があなたの人生を

実らせるはず。

【JASCの魅力】

JASCは「日米」という二つの国をベースにしてい

るが、集う人々は日米という枠に収まりきらない背

景を持っている。JASCの何よりの魅力は、各人の

持つ背景や考え方を臆することなく見せ付け合え

る､柔軟な環境にあると思う。つまり､JASCerは｢他

者を受け入れ、理解しようとする｣気持ちが備わっ

ているのかもしれない｡ポートランドのラウンジで、

みんなで輪を作って自己紹介をしたときから、みん

な顔に｢君の事を知りたい」って書いてあるみたい

だった。あのみんなの顔を見たときから、日米とい

う枠への不安がどうでもいいものとなった。なぜな

ら、私たちは日本人、中国人、韓国人、アメリカ人

だけど、お互いに知りたいと思っているのは、その

あなたはこの日米学生会議の思い出をどれほど覚

えているのでしょうか。ヒトは忘れることが得意な

動物ですから、時を経るごとに私の記憶もどんどん

色槌せていくでしょう。今の私にとっては日米学生

会議がこの1年半の全てですので、それが消えてし

まうことをとても寂しく思います。ただ、どうかこ

れだけは忘れないで下さい。私はずっと一生懸命頑

張ってきました｡時にズルすることもありましたが、

この1年半本気で取り組みました。この私を誇りに

思って下さい。辛いときはこの報告書を読んで思い

出して下さい。そして、胸を張ってこれからも生き

ていって下さい。

それでは、また十年後にお会いしましょう。それ

までどうかお元気で。

敬具

2008年 秋 高野恭平
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先にあるものだと確信したからだ。

JASCの多様で柔軟な環境は、議論をする上でも

大いに発揮されたとおもう。私の所属していた通称

｢メモリー」RT(元｢悲劇」RT笑)では歴史問題を

語る上で、互いの価値観や地域的背景を交差させる

ことで、初めて見えてくる議論があった。日本側の

中でも、広島・沖縄・東京出身者としての問題意

識に差異があることは、互いにとって発見であっ

た。私は大学で歴史学を専攻しているが、各人の歴

史観や価値観を議論する場はなかなか無い。それゆ

え、JASCでの歴史認識に関する議論は、とても面

白かった。なぜ、面白くなったのかというと、学生

という立場を最大限に活用して、「本音｣で語ること

ができたから。フォーラムやスペシャルトピックス

での議論でも、知識不足や議論展開の違いを乗り越

えようと努力しながら、みんな腹を割って話そうと

していたことが今も心に残っている。

JASCに参加していなかったら、出会えなかった

人、視点、機会、悔しさ、喜び、言葉、踊り(笑)、

景色、抱擁、手紙、流れ星、励まし、寝顔、歌、ほ

ほ笑みのことを考えると、あの時JASC(タケ）と

出会って本当に良かったと思う。

ただ、自分がJASCを通してどう変わったかは今

も分からない。今分かることは、自分はJASCを｢体

験｣したのではなく「経験｣したという事実。そして、

私がJASCで出会い、感じたすべての｢経験｣を無駄

にはしたくないということ。青春の荒波の中を｢第

60回JASC号｣にみんなと乗って航海できたことを、

私は誇りに思う。ありがとう。60年後の夏に、また

会おう。

間。その中でも特に印象的なものは広報活動だ。第

60回の参加者に会いたくて、広報作業に夢中だった

あの頃。覚えたてのイラストレーターを使ってポス

タ一等のデザインの作成をしたり、一人で恐る恐る

印刷会社に訪問したりした。全国300の大学にポス

ターを貼ってくれないかと慣れない交渉の電話をか

け、地味な発送作業を行ったあの日々・ウイルコム

で同じ志を持った実行委員と今後の広報戦略を話し

た日々。私が壁にぶつかった時はいつも、手を休め

じっくりと話を聞いてくれ、一緒に解決策を考えて

くれた｡広報は対外的に団体の顔となる仕事のため、

一見派手な役割に見えるが、やることはとても地味

な作業ばかりだった。時に仕事を投げ出しそうにも

なったり、衝突があったり、大泣きしたこともあっ

たが、その度に同じ実行委員に支えられて、最終的

に私はこの仕事を通し、本会議を成功させる自信と

彼らとの信頼関係を得ることができた。

また､アメリカ側実行委員とは､コミュニケーショ

ンのツールがウェブと限られていたため、コンセン

サスをとるのになかなか大変だった。分科会におい

ても、環境問題についてウェブ上で議論を行いなが

ら分科会の構成を考えたり、ポートランドサイトも、

知らない土地の情報をウェブで検索しながら、日本

側・米国側コーディネーターと共にスケジュール案

を考えていった。時には価値観を衝突させ受容しな

がら、個人感の絆も深めていった。事前準備に全く

悔いがない、といったら嘘になるが、他の実行委員

から多くの事を事前準備の段階で既に学ぶことがで

きたことに満足している。

実行委員との激しい衝突があったからこそ、一緒

に会議を作りあげていく参加者に出会えた時は、初

恋が実ったような思いを感じられた。

第二部は、そんな彼らと一緒に過ごした時間につ

いて。本当に時間の流れが早く感じられた。春合宿、

防衛大学、直前合宿とコーディネートを行うのは正

直大変だったが、参加者の成長や笑顔が楽しみで、

それを考えたら睡眠時間を削って一つ一つのイベン

トを丁寧に企画･運営することも苦に思わなかった。

また、分科会の準備も感慨深いものがある。分科会

のメンバーには特にお世話になった。頼りない分科

竹内菜緒

第60回日米学生会議一。それは、私の中で永遠に

続くものであるはずで、ここ1年の日常生活の中心

であった。価値観やバックグラウンドが異なる者た

ちで、一つの会議を作り上げるというのは、簡単な

ようであるが、決してそうではなかった。しかし、

だからこそ誇れる会議だ。私にとっての第60回日米

学生会議を三部に分けて紹介していきたい。

第一部は第60回の参加者が決まるまでの準備期
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会リーダーを、よくもここまで助け、ともに最高の

分科会を作ってくれたと思う。事前活動中も、本会

議中も、私の能力に足りない要素を他のメンバー

が分科会に補ってくれることによって、一つの｢環

境とコミュニケーション｣の分科会が成立していた。

このように1年のほとんどの時間を費やして企画し

た本会議は、モンタナで見た流れ星のごとく時間は

早く過ぎていった。本会議で最も私が誇らしく思っ

たこと。それは、間違いなく第60回日米学生会議の

参加者たちであると思う。

そして本会議が終わった今一第三部が始まる。日

米学生会議はこれからもずっと終わらない。いくら

第60回の会議が最高だったと思えても、実行委員

として恥ずかしながら達成できなかった目標もある

し、後悔している点もいくつかある。しかし、達成

できなかった、だけでは終わらせたくない、なぜな

らその後悔も日米学生会議の一部なのだから｡今後、

ひとつひとつその目標を達成していく。私はこれか

らも前に向かって進んでいく。この会議で｢成長し

た」と言い切らない理由は、今もその過程を踏んで

いるから。日米学生会議を通して、個人と個人、個

人とコミュニティの繋がりの可能性を感じられた。

その可能性を信じて、今後は私が社会に何かしてい

きたい。takeばかりでなくgiveもしなくちゃ、と思

う。矛盾だらけのこの社会ではあるが、可能性も確

かに存在する。人間が社会をつくり、そのような社

会が私たちの、時には矛盾する、規範をつくってい

る。その責任を負うべく「社会貢献｣したい、と思う。

それが私の中にある、一生をかけて完成する予定の

第3部である。今後も、第三部は永遠に続きますよ

うに、と願いながら。

最後に、国際教育振興会の職員の皆様、多くのア

ルムナイの皆様、多数の支援者の皆様、実行委員会

の皆、参加者の皆に心からのお礼を申し上げたい。

本当にありがとうございました。

るとそこには満天の星が輝いており、ときどき流れ

星が流れる。"Nme!!"{@Imisseditagain!!!"みんな

で仰向けになり、見つけた流れ星の数を競い合いな

がら、私は願い事をしようとタイミングを見計らっ

ていた。

私は小学生の頃から日米学生会議の存在を知って

おり、機会があれば参加してみたいとどこかで思っ

ていた。しかし、アメリカと日本の両国で人生の半

分ずつを過ごしてきた私にとって、日米学生会議に

参加するということや、参加したいと思うことはあ

る意味で当然のように思えながら、考えれば考える

ほどまたある意味で、全く意味のないことにも思え

た。私は自分のことを完全なる『日」とも『米』とも捉

えていなかった。むしろハイブリッドの『日米』その

もの、もしくはそのどちらでもない『無』だという意

識の方が強く、そのいずれであろうと、参加するこ

とで何か新しい発見や成長があるのかどうか、分か

らなかったからだ。

日米学生会議を通して私の中で何が変わったとい

うことを認識し、整理し、言葉にすることはできな

いし、仮に言葉にしたところで伝わるものではない

と思う。しかし上記のような懸念が激しく的を外し

ていたことは確かである。米国中から集まった学生

との交流の中で自分が予想以上に自分自身と彼らの

『違い』を感じたことや、会議を通して物心ついてか

ら今まで感じたことがないくらい強く、彼らに日本

について『分かってもらいたい』と感じている自分に

気付いたことなどはその印であり、私にとってかけ

がえのない発見であった。第60回日米学生会議は、

『相手を知る』というよりも、『自分を知る』という意

味において本当に貴重な経験であり、それこそが私

にとっての『会議に参加する意味』であったのだろう

と今では思う。

もう一つ、私が会議から得たものは、心から信頼

出来る仲間である。

日米学生会議史上最大の応募者数の中から『偶然』

に選ばれた日本側28人、アメリカ側18人の参加者。

面接の中であの一言を言っていなかったら、書類の

エッセーをあの題材で書いていなかったら、もしか

したら私はいなかったかもしれないし、夜通し喋っ

竹内友理

モンタナ州、ミズーラ市の山の上。下には夜景が

広がり、暖かい光が橋や道路、モンタナ大学のフッ

トボールフィールドなどを包んでいる。目線を上げ
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たあの子やお腹が痛くなるまで一緒に笑ったあの子

も参加できていなかったかもしれない。しかしそん

な激しい競争の中、『偶然｣とはいえ実行委員が選抜

した他の45人のデリゲートは本当に優秀で､素敵で、

皆どこか飛び抜けたところのある『変』人たちで、そ

んな彼ら（そしてもちろん、史上最高の実行委員の

16人）と共に第60回の旅をするジャパデリ28人目と

して選ばれたことを光栄に思う。

日米学生会議で作られる絆には、どこか特別なも

のがある。会議中、JASCOB/OGとお会いする中

でそう感じさせられる機会が幾度かあった。ご自身

が参加した会議から30年経った今でも参加者同士で

文通をしているという方、自分の参加した会議から

は8組もJASC結婚が生まれたのだという方・・・

時間を経てもなお変わらずに固い絆で結ばれている

先輩JASCerのお話を伺いながら、自分が今正にそ

の絆の生成過程にあるのだということが少し不思議

に思えた。しかし62人の学生と1ヵ月も寝食を共に

するという一生に一度の機会を経て、私たちも気付

けば日常ではあり得ないほど深く互いの長所・短所

を知り、それらを認め合った上で仲を深めていった

ようだ。そうやって築き上げられた関係の下には信

用と信頼の根が這っており、壊れたり忘れられたり

失われたりする方が難しいようにさえ思える。（特

に仲良しで『アツい』ことで本会議前から噂になって

いたというCSR分科会の仲間には、特に感謝して

いる。春合宿でRTリーダーの伊関〈んが『家族みた

いなRTにしたい』といっていたのが今では懐かしく

思えるが、本会議が終わった今、CSR分科会は自

分にとって本当に家族のようになっている。沢山の

本を読み、議論を重ね、狂ったようにメールを回し

まくっていた4人は、これからもずっと私にとって

のinspirationであり、心の支えであり続けるだろ

う。）

結局、気まぐれで恥ずかしがり屋の流れ星に直接

願い事をすることはできなかった。いや、あの夜頭

の中では、ずっとそのことしか考えていなかったか

ら、むしろペルセウス座流星群全体に願い事をして

いたのかもしれない。・・・今となってはどちらで

も良い。『このみんなの間で、一生この関係が続き

ますように｡』お星さまに頼る必要はなさそうだ。

今では必然としか思えない第60回参加者とこれ

から一生の付き合いが出来る楽しみを胸に、これか

らの1年間、第61回実行委員としてまた新しい発見

と絆の生成に貢献したいと思う。

武田尚樹

振り返ればこの1年間、パソコンに向かえば講演

会や会議の企画、事務所へ赴いては伊部事務局長と

の会議の方向性や財務についての相談に明け暮れて

いた。終わって1ヵ月が経った今、事務所での作業

や実行委員の皆とのミーティングがないことで、よ

りJASCが自分の生活の大きな一部であったことを

実感する。最初はミーティングが思うように進まな

かったり、渡航費が高くて会議が縮小される危機が

あったりした。山のように積みあがったポスターを

折って送付する作業、クリスマスの企業回り、選考

時期に明け方までデニーズでこなした作業、苦労話

をあげればキリがない。しかし、事前準備を追え5

月の春合宿で日本側のデリゲートに会ったとき、そ

れまでの苦労が形となっていくことを実感した。

初めて参加者が顔を合わせた春合宿で、反省の一

つにあがったのが実行委員とデリとの壁。これはメ

リットとデメリットの両方がある。実行委員業に徹

することにより、参加者をうまく誘導でき、プログ

ラムはスムーズに進行されていく。しかし、果たし

てそのプログラムは良かったのか。意義のあるも

のだったのか。それを検証するには参加者の立場を

通して参加するほかない。春合宿を機に｢参加者の

視点｣を意識して実行委員の仕事に打ち込もうと心

に決めたが、実際に本会議でく参加者に近い実行委

員長＞を務められたかと思うと確かではない。なる

べくデリと会話し、会議に対する不満や英語力の悩

みなどを聞きだそうと努力したものの、どうしても

フォーラム中に次のイベントのことが頭に入ってき

たり、トランスポーテーションが大丈夫か心配した

りと実行委員意識が抜け切れなかった部分がある。

そんな悩みも胸に抱えつつ、自分たちが1年近く

かけて企画してきたものが現実となってどんどん実

行されていく。1年間かけた企画が一日単位で消化
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け加えようとする。自分が訪れた場所のこと、アメ

リカでできた青い目の友達のこと、自分が少しは英

語を話せるようになったこと･･･・申し訳程度に付け

加える。

では、自分にとって、この夏の経験はその程度の

ものでしかなかったのだろうか｡その点に関しては、

否、と言いたい自分がいる。そこで再び自分に問い

かける。この夏に得たものは、何であったのか、と。

そう考えると再び答えにつまる。

この夏に､自分は何を獲得し､何を獲得できなかっ

たのか。そもそも、自分は何を期待して渡米したの

だったのだろうか、とまで振り返る。

ところで、日米学生会議が掲げる大きな目標の一

つは事後活動としての社会発信である。それは、ま

さに今の私に求められていることと言えるのかもし

れない。

では、何を社会に発信していくのか。日米学生会

議を学生の国際交流団体という視点から捉えれば、

｢国際交流の大切さ」、「グローバル｣、「平和｣、「国

境を越えた対話｣などという言葉が浮かんでくるだ

ろう。しかし、それらの言葉も自己の内面の深い理

解から紡ぎ出されていないかぎり何の意味も持たな

い。

この夏に得たものは、何であったのか。その問い

に満足に答えられないうちは、社会発信の第一歩目

すらおぼつかない。

ここで新たな問いが生まれる。そもそも社会発信

は必要なのか。なぜそこまでこだわるのか。しかし、

その答えははっきりしている。この夏がなかったら

”と想像すると､ある意味でぞっとする自分がいる。

この夏が自分にとって大切な経験であると言いたい

自分もいて、そう断言できる自分もいる。最後に、

社会発信を通してできるだけ多くの人に知ってもら

うことが何かプラスになるのではないか、と思う自

分がいる。そこから先への一歩｡それを模索する日々

は続く。

僕の第60回日米学生会議はまだ終わらない。

されていく。複雑な思いではあったが、参加者がか

けてくれる感謝の言葉、批判の言葉、「楽しかった」

という一言は、それまでの苦労や悩みをすべて吹き

飛ばした。本当に嬉しかった。

参加者であった59回のJASCは自分なりに楽しむ

だけだった。会議が終了してからも、次の参加者に

楽しい思いをしてもらえればそれでいいと考えてい

た。しかし、財団や企業、アルムナイの方々と話し

ていくなかで、JASCの意義について深く考えさせ

られた。財団や企業から頂いている賛助に見合うだ

けの価値が私たちの会議にあるのか。JASCを続け

ることに果たして意味があるのか。委員長として悩

まされることが多々あった。講演会の挨拶などで自

分が口にするJASCの魅力や社会的な意義など、建

前だけの発言だと思うこともあった。一つ一つの企

画に大きな理念と夢を抱いて挑んでいったものの現

実はそう甘くない。予算の問題、学生の限界、自

分の未熟さのせいで自分が理想として描いていた

フォーラムが次々と縮小されていく。悔しかったし、

自分の力の無さを痛感した。しかし、この1年をかけ

てJASCから発せられる意見が社会で重要視される

こと、私たち学生にこそ担うことのできる役割が存

在することを実感するにつれ、JASCの理念一語一

語が委員長として偽りの無い確かな本音になった。

一方で、現時点では会議が社会全体に変化をもた

らしたか否かは定かではない。だからこそ、これが

この先の課題であると思っている。これからどれ

だけ自分がJASCを通して学んだことをJASCで出

会った人々と一緒に活かしていくか。忙しい実行委

員生活は終わったが、これからより一層努力をしな

ければいけないと思う。

田中豪

「アメリカどうだった～？」

日本に戻ってきたから、よく友達に聞かれる。

「うん、楽しかったよ～，」

そう答える私。むしろ、そうとしか答えられない

私。多くの人は僕の余りに単純な答えに怪謡そうな

顔を見せる。あるいは、それに続く次の言葉を待っ

ている。そんな友達の様子を見て、慌てて何かを付

中村玲奈

志望動機シートをメールした日、直前合宿前日、
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本会議中15日目、そして会議終了後の今日でさえ、

その｢宝箱｣の中に詰まった無限の可能性に思いを巡

らし、まるで銀河の闇に輝く宝石を手探りで探して

いるような、そんな不思議な興奮と高揚感に包まれ

るような感覚を味わうことに変わりはない。そんな

｢宝箱｣がついに開かれた本会議、その走馬灯のよう

に過ぎ去り、それでいてあまりに密度の濃かった時

間の中で、結局のところ私は何を見つけたのだろ

う？

その答えを表現する言葉はいくらでもあるだろう

し、列挙すればどれもそれらしく思えてくることに

違いはない。しかし、その中でも極めて深刻なもの

があったのである。中村玲奈という人間が生きてき

た時間の中で｢初めて｣の発見であり、「初めて｣の出

会いでもあったそれは、彼女の中に大きなインパク

トを持ってとどまっている。

それはくタな表現をするのであれば、ボーダーを

越える（というよりは消すといった方が私にはしっ

くりくるような気がする）フレンドシップでもあり、

同時に知らない自分との対面であった。

元来ネイティブではなくとも英語に多少の自信が

あった私は、「日本人は英語が話せない」というステ

レオタイプに対してコンプレックスを抱いており、

｢自分は出来る」というプレッシャーとプライドを自

らに対して無意識にかけていた。会議が始まって2

週間は、相手に甘く見られないように流暢な英語で

議論をしなければ、日常会話くらいさらりとこなさ

ねば、といった具合だった。しかしなんといっても

25日間、24時間の長丁場。会議半ばにして、プライ

ドを守っているだけの体力は尽き果てる。

そこには単に体力という理由以外のものがあっ

た。それは、そんなプライドの塊の自分と会話をす

るアメデリの姿勢だった。私自身が｢ステレオタイ

プを持っている、コミュニケーションのsuperiorた

ち」というステレオタイプを通して見ていた彼らは、

常に真剣な眼差しでこちらの話を聞いていた。彼ら

の目が｢君を理解したい｣｢君の考えを知りたい」とい

うこと、しいては｢同じ人間がコミュニケーション

をとっている」ということを気づかせてくれたのだ。

分科会では特に、「人々に対する環境問題の啓発や

環境関連政策に関するメディア媒体を中心とした効

果的なアプローチ方法｣などを考察していたため、

当然ながら日本語であっても理解の難しい単語、ロ

ジックが飛び交う。不自由な左手を使って箸で小

豆をつまみ上げるような感覚だ。毎回のディスカッ

ションが真剣勝負で、それでやっと｢土俵｣に上がれ

るといった感じだろうか。そんなハードな分科会で

の一場面、なにより、私の話を真剣に聞くアメデリ

の目が、自分の意見を必死に伝えようとする私に自

信を与えてくれたことを思い出す。

「彼らは私を理解しようと努めている」

単純であるが、そんな気づきに肩の力が抜けてい

くのを感じた。そんな本当の意味での言語の壁が崩

れ始めて、こんなことを思った。

「英語を話すためには話せることを選ぶのではな

い。話したいことを、英語を使って伝えるのだ。言

語は、ツールにすぎない。日本語、そして日本人

という要素は、ツール、型なのであって私を代表し

てはいない。私という人間は型にはまりたくもなけ

れば、型の中に隠れて見えなくなるのもいやだ｡」

その時、長年心の底にあった｢外国人と本当の友

達になったことがない」というコンプレックスと、

彼らと話す時に毎度感じる「自分が自分でなくなる

奇妙な感覚｣が頭をよぎった。つまりは、『話す』た

めに言葉を選んでいたから、本当の自分が思うこと

を伝えられなかったということか。自分が壁だと

思っていたものは、自分が自分の前に作りあげた、

英語を話すための誰かだったのだ。誰かの友達が自

分の友達でなかったのは極めて自然なことだ！

そんな気づきから日はどんどんと流れ、8月19日。

すっきりと晴れた空の下、夜とはうって変わって穏

やかなボストンコモンズの中を私とCharityは歩い

ていた。ハワイ出身、バックグラウンドも生活スタ

イルもまったく異なる彼女とは、LAでルームメイ

トとなった時から不思議と気が合った。24時間後に

迫った別れを前に、伝えたいこと、聞きたいこと、

残された時間を無駄にはしまいと焦るようにしてお

互いを知ろうとしているのがわかった。

不思議だったのは、一人の人間としての｢人生｣に

対する考え方、将来達成したいこと、愛、そういつ
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たことへの考え方が奇妙なくらいに一致しているこ

とだった。「日本の友人にも理解を求めたことのない

私を、生まれて初めてここで出すことになるとは｡」

感動にも似た高揚感に心は弾んだ。

別れの時、Charityが私を抱きしめて言った一言

をこれからも忘れることはないだろう。その言葉は、

｢日本｣と「アメリカ」という作られたボーダーの中に

生きてきた自らの価値観を、未来に向けて変えるも

のでもあった。

「Sister,theothersideofme･･･」

胸のうちに熱くこみ上げるものがあった。ボー

ダーは、消えていたのだ。言語のそれも、人間同士

のそれも。それが、JASC60という「宝箱｣に入って

いた最高のtreasureだったと、私は自信を持ってい

うことができるだろう。

ことは、「気づかない振り」ではすまない事実であっ

た。

単純な疑問が浮んだ。彼らはなぜ親日家なのか、

日本の何に魅力を感じているのか。話をしていくう

ちに、その根源がどうやら日本の｢エンターテイメ

ント」にあることがわかった。ハリウッド、ブロー

ドウェイ、ラスベガス。エンターテイメントの代名

詞を数多く所有するアメリカが、日本のそれに魅力

を感じているということは、韓国人に「日本の焼肉

おいしい」といわれることに何となく似ていた。ド

ラマ、アニメ、ファッション、ときにはメイドカフェ。

日本の大衆文化がアメリカで受け入れられているの

だ。日本はアメリカ文化の恩恵に与っているという

雰囲気を、幼少期から感じていた私にとっては、と

ても新鮮な出来事だった。（私は日本で生まれ日本

で育った｡)戦後を振り返ると、日本は､｢戦争｣｢神風」

という時代を払拭して、「技術力｣｢勤勉さ」という時

代を勝ち得た。それらを前提とし、これからは｢エ

ンターテイメント」という要素に注目すべきではな

いだろうか。それが直接的あるいは間接的に利益を

もたらして、日本社会が更なる成長を遂げるきっか

けとなるのではないか。日米学生会議を通じて、日

本の将来と日米関係について、一人の日本人として

思案に暮れた。と同時に、例えば世界の貧しい人々

の存在が､エゴイズムという罵声を自分に浴びせた。

そして、実際に裕福でない国々を旅行して、自分の

感情が愛国心なるものであるということに気がつい

た。自分がお世話になったものに対して、恩返しを

ちゃんとしなくてはいけないと思う。

最後になりましたが、共に1カ月間を過ごしてく

れた参加者のみんな、毎日あなたたちから、色々な

ことを学ばせていただきました。この出会いにとて

も感謝しています。ありがとう。

仁平理斗

第60回日米学生会議と聞くと、まずその数字に驚

かされる。軍国主義を背負った日本と、民主羊義を

掲げる日本を一つの架け橋がつないでいる。1934年

に始まった第1回日米学生会議を想像する。日本の

思想、教育、国際的立場、経済力、政治体制、危機

意識、何もかもが違う中、こうして第60回に参加で

きたことを大変光栄に思う。そして、これまで日米

学生会議を絶やすことなく、引き継がれてきた先輩

方に深く感謝する。

2008年8月初旬、ロサンゼルスにて、「日本の未来」

について参加者同士で話し合う機会があった。専ら

我々日本人学生の関心は､ジャパンバッシング､ジャ

パンバッシングにあらず、ジャパン｢ナッシング｣に

あった。飽和状態にある日本経済を尻目に、著しく

経済成長を続ける新興国の影に埋もれ、日本は興味

関心をアメリカにすら、持たれていないのではない

だろうかと。任意参加のこのディスカッションに、

3人のアメリカ人学生の姿を見て､コーディネーター

の日本人学生が、「ナッシング｣は免れたと言った。

事実、彼らのうち2人はたくさん発言をしたし、そ

の内容も日本を褒め称えるものが多かった。しかし、

参加したアメリカ人学生がそもそも親日家であると

いうことと、アメリカ側参加者が30名弱いるという

比嘉慎一郎

JASCが終わって早1ヵ月が過ぎようとしている。

それでもJASCシンドロームから抜け出せない。一

生のうちでもおそらく最高の夏を過ごしたと思って

いるからそれも仕方ないが(笑)沢山ある思い出から

今回は二つ焦点を当てたいと思う。

132第60回日米学生会議 日本側報告書



参加者の声 第5章

意見がアメリカの人たちに上手く伝わらないのでは

ないか・・・。しかし、実際は会議が始まってしま

うとそんなのは全くの杷憂だったことに気付いた。

もの凄い知識と共に流れてくるみんなの情熱はなん

とも得がたいものであったし、何より驚いたのは出

会った多くのアメリカ人が自分の事をJapaneseで

あると同時にOkinawan(沖縄人）としてみてくれ

た事である。「沖縄のことについて教えて！」、「こ

のことは沖縄ではどう思われているの？？」と興味

津々で尋ねてくる彼らに自分の知識、想いを全力で

ぶつけた。そうして話が終わると彼らは｢あなたに

出会えて良かった。沖縄のことを知ることが出来て

良かった」と言ってくれた。それはとても嬉しい事

だった。

そしてアメデリ・・・。mybuddyで来年のアメ

リカ側実行委員長のColin、つたない日本語を使い

ながらも自分とホストマザーとの意思疎通を図っ

てくれたJon-Michael、Karenとは一晩中恋バナし

たし、ChienとHannahには間接的にフうれたな－

(笑）

そしてTurner･･･沖縄の基地で勤務しイラク

にも行った元軍人でアメリカ側のECだった彼とは

分科会は違うが、沖縄に関しての色々な話をした。

それこそ地元の変な替え歌から極東の安全保障につ

いてまで。真の相互理解ってのは学術的なところか

らではなく人と人とを原始レベルで徹底的に語るこ

とから生まれるのだろうなと思った。

そして会議の最終日、『アメリカが好きだ!!』と言

える自分を見つけた。そう、かけがえのない友人た

ちは自分を凝り固まった一意的な視点からの束縛を

解き放ってくれた。これもまたJASCの理念に沿っ

ていると勝手に思っています。

最後に一言、『挑戦とは一歩ではなく二歩踏み出

す事』これは自分が好きな言葉である。

JASCに参加したとこが－歩目だとしたら、自分達

の挑戦はこれから始まると思う。そう、今こそ二歩

目を踏み出すときなのだ。自分の事、沖縄の事、ア

メリカの事、日本の事、世界の事、これから挑戦す

ることは沢山在る。JASCerと一緒ならそれらを成

功させられると私は信じている。

【課題】

JASCで何を学んだか？？と聞かれれば迷わず

｢成長するための課題」と答えるだろう。

それほど自分にとってJASCは挫折を感じ、成長

している瞬間を感じ、それと同時にもっとみんなと

一緒に成長したい、という欲求が生まれる場所で

あった。他の参加者より英語が出来ないので足手ま

といにならないか。レベルの高い会議の目的をみん

なと共有できているか。数少ない理系で、しかも女

性が多くを占める分科会で適切なコミュニケーショ

ンが取れるか。今振り返っても答えはどちらかと言

えばNOだったと言える(笑）

でもそれはJASCが自分に与えてくれた、自分を

成長させるためのこれからの課題だと信じている。

そんな課題を一緒に見つけてくれた個性派ぞろ

いのRTメンバー。アメリカから帰国する最終日、

そのままカナダに留学するヨシと｢今度会うときは

もっと英語うまくなっていよう」と誓った。祥ちゃ

んとは、ともすれば揺れがちなJASCでの存在意義

について沢山語ったし、につひ－の｢自分達がJASC

に参加できるのは世の中からの投資のお陰である」

と言う言葉はすごく響いた。

そしてJEC。もちろん会議全体の舵取りをして

JASCをまとめあげたことだけでも賞賛の嵐だが、

ストーキングしてただろ！？って突っ込みたくなる

位絶妙のタイミングで日本語で話しかけてきてくれ

て、挫折から来るストレスを溜め込まず、課題であ

るとポジティヴな考えに至ったのは間違いなくアナ

タ方のお陰です(笑)ありがとう！

【アメリカと日本、時々沖縄】

長いフライトを終え、アメリカのリードカレッジ

についた初日。自分の不安はピークに達していた。

自分が他のジャパデリ（日本側参加者）とは少しず

れた考えを持っていたからである。『アメリカが好

きとは言えない』それは自分が沖縄で生まれ育った

という背景から来たもの、即ち祖父母や学校から教

わった沖縄戦や今なお沖縄が抱えている問題からき

たもので、それらを思うと果たしてこれから1ヵ月

やっていけるのかと不安になった。

加えて英語がそこまで上手く話せないので自分の
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廣瀬祥子

「JASCerとして選ばれた」と言うよりも「運よく

JASCerになるチャンスをもらっただけだ」としか思

えなかった。アメリカに行くのも、アメリカ人と友

達になるのも初めてだった。果たして自分がJASC

でやっていけるのか、友達すら出来ないのではない

かと不安で心配で仕方がなかった直前合宿・本会議

前。いざその輪の中に飛び込んでみると、あっと言

う間に夏は過ぎ、たくさんの思い出、かけがえのな

い友達、何度も眺め返してしまう数々の写真を私は

今手にしている。

参加者の声を記すにあたり、何を書くのかを相当

悩んだ。上手くまとめられない上に、1,600字では

到底書ききれないが、ここでは私がJASCで感じ得

た三点に絞って紹介したいと思う。

【日本人とアメリカ人】

JLPとして開かれたお好み焼きパーティー。はじ

めは和気蒻々とみんなで作り始めたお好み焼き。気

づけばいつしか作業をしているのはジャパデリだけ

で、アメデリはカウチに座って楽しく会話。一度に

は全員分が焼けない為、出来たものは順にアメデリ

ヘ。次第に次の予定の時間が迫り、ジャパデリは慌

ててお好み焼きを食べていた。勿論この構造に誰も

不平・不満はないし、本当に楽しいひと時だった。

ポートランドサイトでの移民ディスカッション。

議論内容を発表するため、各グループに二枚の画用

紙が配られた。何を書くのかを話し合う間もなく

さっとペンを執り画用紙へ思うままに書き始めたの

はアメデリニ人で、ただそれを見ているしかない

ジャパデリ。

日本人とアメリカ人だからなのか、それとも個人

の性格なのか。普段はあまり気にしないが、自然に

日．米が別れる様子を目撃する度に何とも言えない

興味深さがあった。

【学ぶ姿勢】

意識一つで｢学び｣が変わる。大きなフォーラム、

フィールドトリップ、前の席に座るか.スピーカー

の近くに行くか、それとも後ろの方にいるかで話

を聞く姿勢が随分違ってくる。英語を学ぶチャン

スもJASCの日常に溢れている。分科会中の議論、

JASCerとの会話、ショッピングでもらう何気ない

レシートにまで。与えられた学びの場だけに頼るの

ではなく、自らそのチャンスを探し、作り、吸収し

ていくことが重要なのだと実感。やはり「全ては自

分次第｣。

【悔しさ】

率直に言うと、私は今回のJASCにおいて、自分

自身の役割が何だったのか、どう貢献できたのか

が明確に分からないままだ。英語も出来る才能あ

る人たちが揃った自分のRTo議論についていくの

が必死で、自分の意見も上手く主張できない事も

多くあった。G.TheJapaneseAmericanNational

Museum''でガイドの方が案内をしてくれていたと

きのこと。「面白い」と口を揃えて興味深く話を聞い

ているグループの皆とは対照的に、何も英語が分か

らない自分｡思い出せばきりがない､自分に｢悔しい」

感情を覚えた瞬間。自分自身の厳しい｢現実｣に向き

合わなければなかった。時には抑えきれず、涙があ

ふれた。しかしそれは同時に、そのようなやりきれ

なさを親身に受け止め励ましあう仲間が常に隣にい

るという、JASCの魅力を痛感する瞬間でもある。

私はこれらの経験をどのように活かすか。ただ

楽しかった、悔しかった、たくさん学べた、かけ

がえのない友達が出来た、では終わらせられない。

JASCerとしての私の役割はこれからなのだと感じ

ている。辛く悔しい思いをしたあの瞬間は、今と今

後の自分自身の糧にして、貴重な友達と経験は心の

支えにして、一人のJASCerとして生き、JASCで出

会ったアラムナイたちのように社会に貢献してゆけ

る人間になりたいと思う。こうした前向きさと、将

来への目標を得ることができたのもあの1ヵ月のお

かげである。

最後に、60回のJASCを作り上げてくれた七人の

実行委員をはじめ、本年の参加者、アラムナイの

方々、そして今回JASCに協力していただいた方全

てに心から感謝している。

廣田隆介

何かをオーガナイズする経験を通じて自己成長し

たい、そして単純にもう一度JASCを楽しみたい、
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質過ぎる己の性格も加担したのか、運営側と参加者

間の壁を感じ、なかなかデリと一緒になって楽しむ

ことができずに常に一歩引いており、初めて実行委

員という立場を後悔した。しかしそんな困難も、デ

リがJASCに積極的に関与し始め、また自分もデリ

と同じ目線で会議から何かを学び取る時と、実行委

員として振る舞わなければならない時の境目が見え

てきたことで乗り越えることができた。こうして

60thJASCがどんどん楽しくなり、事前活動はほぼ

全参加することになったのだった。

そしていよいよ、待ちに待った本会議がスタート

した。アメリカで、英語で、ミス無く様々な活動を

行っていかなければならない重圧。苦労した1年間

の成果は、全てこの本会議の成否にかかっていた。

しかし会議を心の底から楽しんでくれているデリ

ゲート達の姿を見て、実行委員冥利に尽きると心の

底から思うことができたのだった。

今この文章は、実行委員としての肩書を取り払

い、この1年間の出来事や感想を素直に綴っている。

身勝手な文章で申し訳ないが、ここには書かれて

いないJASCが果たしてくれた役割、JASCの意義、

JASCの未来、そしてJASCを巣立った私たちがこ

れから為すべきことなどのトピックに関しては、

JASCerといつまでも語り続け、考え続けて行きた

い。最後に、共に一夏を過ごした63人の仲間たち、

私達にJASCの未来を託してくれた59回の皆、日米

学生会議を支援して下さった皆々様、そして私の

JASCへのコミットメントを支えてくれた友人や家

族にお礼を言いたい。本当にありがとうございまし

た！

そのような思いを抱いて第60回実行委員に立候補

したことを今でも覚えている。思えば大学に入学し

て以降、一つの物事に長い期間をかけて取り組んだ

ことは無かった。海の家運営､政策立案コンテスト、

インターンシップなどを一匹狼的に梯子していくこ

とで色々な経験を積めていると自分に言い聞かせて

いたが、それは何かに長期間仲間と共に取り組むと

いうことへの恐れの裏返しでもあった。しかし日米

学生会議に出会えたことで、そのような恐れは全く

無くなったと自信を持って言える。というのも第59

回会議に参加して、一緒に働きたい、議論し合いた

い、夜通し遊びたい、ライバルになりたいという仲

間たちに出会えたからだ。そう確信できたことで、

第60回実行委員に立候補することができた。

実行委員生活は予想していた以上にダフだった。

自分の担当である報告書と企業財務に加え、何々担

当などの臨時の役割を常に抱え、手が空いている時

は広報や選考を手伝い、また'1月から年明けの2月

まではほぼ毎月講演会などの大きなイベントを開催

するというハードスケジュール。予定帳はいつの間

にかJASC関連の用事で埋め尽くされ、夜はパソコ

ンに張り付いてSkypeミーティングに参加し、その

合間に就職活動を行い、学校に関しては殆ど犠牲に

するという有様であった。特に肉体的にも精神的に

も苦痛を極めたのは、選考が本格化した3月。第1希

望群の会社からまだ内定が出ていないのにもかかわ

らず、応募者を面接したり、評価したりしなければ

ならないというジレンマ。加えて、選考とジョブの

日程が被り、皆の理解と協力を得てオリセンから会

社に通ったこともあったし、京都での'0日間の選考

合宿中には、何度も周りの就活生から置いて行かれ

るような感覚に襲われた。それでも実行委員を辞め

たいと思ったことは一度も無かったし、このような

苦難を仲間と共に乗り越えた時の達成感は、また次

のステップへと自分を駆り立ててくれた。

そして春合宿、ついに第60回のメンバーが一堂に

会す日がやってきた。第60回日米学生会議の正式な

スタートである。しかし、ここで大きな壁にぶつかっ

た。JASCが全く楽しく感じられなかったのである。

アメリカ側分科会パートナーの突然の辞任や、神経

誉田有里

私にはいつも客観的に自分を見つめているもう一

人の私がいる。この私は時にやっかいな存在で、思

い切りはしゃごうとする自分にブレーキをかけたり

する。しかし、日米学生会議中はありのままを受け

入れてくれる仲間の中、居心地が良すぎて、私には

めずらしく心のブレーキが外れ｢思い切り」はしやい

でしまったように思う。

積極的に自らを試す場に身を持っていき、自分を
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変えようとする仲間は、私の眼を大きく見開かせて

くれた。大人しそうだった印象の人が最後まで自分

の意見を曲げない人間に、人の意見に全く耳を貸さ

なかった人が人の意見と妥協していくように、自信

のなさそうだった人が積極的にフォーラムで質問す

るようになるなど、仲間一人一人の確実な変化、変

わろうとする姿勢は会議中、私の原動力になった。

アカデミックな活動と共に、時間を見つけては仲間

と語り合ったことも忘れられない。部屋で枕を並べ

ながら、時には夜の川辺、昆牢と夜の街に挟まれな

がら山の頂上で、移動中や食事の時、公園で、芝生

で寝ころびながら、挙げればきりがない。語り合い

を通じ、仲間一人一人の奥深さに触れたことは、私

が密かに抱いていた｢人｣に対する警戒心を温かく溶

かし、「人｣ともっと向き合ってみるよう、背中をボ

ンと押してもらったような気がしている。

触発される経験がしたい－そんな思いを見事に日

米学生会議は叶えてくれた。

上手くディスカッションをリードできず悔しい思

いをしたことや、価値観が真正面から衝突し、なか

ば口論になりながら議論したこと、ディスカッショ

ンを通じて見えてくる新しい視点に興奮したこと、

仲間と話して泣き笑いするほど楽しかったこと、仲

間からの笑顔やさりげない言葉に隠された優しさに

心がぽかぽかしたこと、会議の全てを思い出そうと

すると、走馬灯のように様々な感情の波に襲われて

いた自分を思い出す。更に思い返せば、本会議前

事前活動が始まってから既に色々な感情に飲み込ま

れていた｡春合宿の後､焦燥感と不安でいっぱいだっ

たのが今ではなんだか懐かしい。色とりどりの感情

と多くの笑い顔に、大きすぎる位の笑い声がつまっ

たこの夏は、これから先の私に映る世界を変えるだ

ろう。

60回の会議のテーマであった"Students

RedefiningTheirRolethroughlnsightand

Action"学生としての役割とは何だろうか。考えて

みるほど自分の未熟さと小ささから限界を感じ、一

人の力がそこまで相互理解や世界情勢の問題に大き

く貢献できるのかは正直懐疑的であった。しかし、

会議を終えた今、一人が｢変わる」ことの影響力は必

ずしも小さいわけではないのかもしれない、そう思

う。参加者一人一人の変化が私や他の参加者を刺激

したように、一人の変化は波及して広がっていく。

変わる人数が多いほど、影響もより広く波及してい

くのなら､一人が与える影響は一人の限界を上回る。

人と人との化学反応は予想不可能でおもしろい。

反応によって生み出されるものがどれほど大きく、

輝いたものになるか、それは先入観を打ち破り、人

を受け入れる個人の器の大きさに左右されるのかも

しれない。アカデミックな面での触発だけでなく、

温かいものを心に残してくれた皆には感謝の気持ち

でいっぱいだ。それぞれの場所で、自分の道を歩き

始めた皆をずっと応援している。私も、「変わる｣た

めのリスクを恐れず、目標に向かって着実に進んで

いきたい。

松尾恵輔

日本は現在、対外的にはアジアでのプレゼンスを

失いつつあり、「ジャパン・ナッシング」といわれる

状況にある。また内側を見てみれば、財政赤字、少

子高齢化、格差の拡大など問題は山積である。

そんな社会の中で日々閉塞感と漠然とした不安を

感じていた私は、これまでずっと｢21世紀の日本の

望ましい姿｣を模索していた。そしてその課題を、

第60回日米学生会議では｢日本人がどのような生き

方をするのが幸せなのか」という課題に置き換え探

してきた。日本人が「どのように生きるのが幸せな

のか｣の大まかな尺度を､先の10年間の不況やグロー

バル化により価値観が多様化する中で見失ってし

まっており、その価値観を再構成することで、その

価値観を達成するために必要な社会状況がどの様な

ものであるか、導き出せると考えたからである。

第60回日米学生会議の半年が終わってみて、まだ

その問いに対する明確な答えは見つからなかった。

やはり価値観は個人によって異なる物だから仕方な

いのだろうか。課題そのものが愚問だったのか。

だが、この課題を考える中で私は実に多くの人た

ちの生き方と真剣に向き合うことができた。そのな

かでも、モンタナで私を迎え入れてくれたグレッグ

とシェリーの夫婦の生き方はとても印象的だった。
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に｢お客様気分｣に浸ってしまったという事。JASC

においては、全てが計画され、資金援助も他の学生

会議などに比べてしっかりしている。そういう意味

でも、少し安心して会を実行委員やプログラムに任

してしまっていた気がしている。それは他の人にも

少なからずあったことのように思う。また内容的な

部分では、事前に準備していった内容をアメリカの

学生と照らし合わせた際に、どうしても妥協しなけ

ればならない部分があったことは、少し消極的だっ

たようにも思う。

しかしそれらは同時に､学ぶべきことでもあった。

今回JASCの組織としての大きさや実行委員の運営

力の偉大さ、参加者として傍観してしまう部分は

あったにしろ、そういった部分を非常に良く見るこ

とができた。またアメリカ側学生との議論について

も、少し妥協してしまった部分があるとは言え、そ

れらを最小限にすべ〈意見を言えたことはできたよ

うに感じるし、アメリカと日本の議論の仕方の違い、

或いはそれを理解した上での話しの進め方といった

ものを考えるキッカケとなったと思う。

そして何よりも、1ヵ月でできた仲間は、一生の

財産であり、私がJASCから得たものの中で最も大

切なことであると感じている。1ヵ月生活を共にし、

議論し、遊んだ時間は、今後の人生において何に

も変えられないものであろう。また今後も、彼ら

とともに思い出を作り、この絆が世界において何

かしらの発信をできるのではないかという期待を

私は大いに抱いている。JASCは良くlifechanging

experienceと表現されるが、私はこの1ヵ月が私の

人生を変えるとは思っていない。人生を変えていく

のは、あくまで「これから｣である。

彼らはミズーラにある山の中腹にある、大きな庭と

家庭菜園のあるアメリカにしては少し小さめの家に

住んでいる。彼らはたまに二人で旅行に行く以外、

大抵家でゆっくり過ごしているそうだ。庭で取れた

野菜を使って料理し、バルコニーにあるベンチでお

酒を飲み、静かに語り合いながら食事をする。それ

は、物質的な豊かさではなく、「家族と、何気ない

日常を過ごす」ことの素晴らしさを体現した生き方

であった。もしかしたら、この生き方こそ今後日本

人が目指していく「幸せな生き方｣の定義なのではな

いかと感じた。

話は変わって、JASCの日々は私にとって一生忘

れられないであろう瞬間の連続であった。みんなと

朝まで語り合ったこと｡誕生日､皆がバスの中でハッ

ピーバースデーを合唱してくれたこと。ポートラン

ドでダンスを踊ったこと。RTのメンバーとの何気

ない冗談の言い合い。ファイナルフォーラムを目指

して、毎日3時間睡眠で議論をした事。皆で夜山の

上から眺めた流れ星、ミズーラの夜景、宮沢賢治、

満月。夜のモンタナ大学の散歩、そして事あるごと

に頭に浮かぶ名曲｢Leavmgonajetplane｣。

国籍を超えて信頼を築き、皆と作った一瞬一瞬が

私にとって宝物である。そこから感じたことや学ん

だことは今の自分や未来の自分を作ってくれるとい

う確信がある。全ての60thJASCerに伝えたい。

｢ありがとう。また会おう｡」

松本秀也

私が日米学生会議(以下JASC)を知ったのは、実

は他でもないmixiだった。大学1年の終盤に差し掛

かっている頃JASCの"コミュニティ”を発見し、面

白そうだなと感じていた。しかし実際の活動内容な

どについては全く知る由もなく、大学2年の夏休み

に、他のプログラムで一緒だった先輩にJASCの話

を聞き、それ以来本格的に興味を持つようになった。

その意味で、参加が決まったとき、またアメリカに

渡るまでの期待は他のプログラムに寄せられていた

それよりも大きかった。

全体を通して、やはり良い部分と悪い部分は在っ

たように思う。反省すべき点としては、私自身が時

盛島正人

第60回日米学生会議(JASC)の日本側代表の1人

に選ばれて以来、事前活動、本会議を通して、現代

におけるJASCの意義を考え続けてきた。戦前の戦

争回避、戦後の平和構築、高度経済成長期の貿易摩

擦の緩和と、JASCの意義・役割は時代の移り変わ

りと共に変化してきた。では、現在、日米関係が成

熟した状況で、JASCに出来ることは何なのか。第
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60回日米学生会議での経験を通して、それは日米両

国の一般の人々の間に、「太平洋を挟んだ反対側の

国にも、自分たちと同じ人間がいる」という質感を

醸成することではないかと思うようになった。「海

の向こう側にも、自分たちと同じように泣き、笑い、

日々を過ごす人々がいる」という感覚を両国の一般

市民の間に育むことこそ、平時の日米関係において

求められていることであり、JASCに出来ることで

はないかと。しかし、こうした理解に至るまでには、

多くの挫折や失望があった。

JASCの持つ可能性に胸躍らせて参加した会議

だったが、開始直後は失望の連続だった。ポート

ランドやLAの日本領事館でのレセプションでは、

JASCerが両国のDecisionmakersに対して、ほと

んど何も提供出来ないこと(彼らは、JASCの有無

に関わらず、有事などの際に必要とあらば日米関係

に関して学び、良好な関係維持のために奔走するだ

ろうし、現在はその手段も多数ある）を思い知らさ

れ、また分科会活動やその他のアカデミックな活動

では、専門知識を有さない学生が1ヵ月という限ら

れた時間の中で達成できる学問的貢献が限定的であ

ることを思い知らされた。このように、JASCの外

の世界に全く影響を与えることのできない日々が続

き、JASCの意義を見出せない状況が続いた。

こうした状況を打破するキッカケとなったのは、

モンタナでのHomestayとWar&PeaceDiscussion

だった。Homestayでは、JASCerが一般のアメリ

カ人と初めて触れ合い、外の世界に初めて影響を与

えることが出来た。日本の領事や日本を研究対象と

する学者らとは異なり、ホストファミリーたちは、

JASCerとの一つ一つの会話や私たちの彼らの家で

の振る舞いなどから、日本人とアメリカ人の共通点

や違いを学ぶことが出来た。また、War&Peace

Discussionでは、現役アメリカ軍人、退役軍人、

平和活動家、そして日米両国の学生が戦争と平和に

関して議論することを通して、それまでの人生、考

え方、所属組織、そして国籍が異なる中でも、合意

点を目指して建設的な議論ができるということを証

明した。自分の目の前でモンタナの素晴らしさを語

るホストマザーや戦争の悲惨さを訴える現役アメリ

力軍人が段々と人間になっていき、私たちが彼女

や彼にとって人間になっていった。JASCが媒体と

なって、立場の違いや国境を越えて、両国の一般の

人々の間に、「彼らも自分たちと同じ人間なんだ」と

いう質感が醸成されていった。

フルブライト奨学金の創設者、故J･ウィリアム・

フルブライト上院議員はかつて、“教育交流は、「国

家を人々に変える｣”と言い、人間的な国際関係、す

なわち"他の国々に自分たちの国で育った人々と同

じように喜びや悲しみ、残酷さや優しさを共感でき

る人々が住んでいる、ということが実感"できるよ

うな関係の構築に尽力した。そのような関係こそ、

悲惨な戦争を防ぐ有効な手立てになると信じて。戦

争のない平和な時代、JASCに出来ることは、日米

両国の人々の間に｢太平洋の向こう側にも自分たち

と同じ人間がいる」という質感を醸成し、日米関係

を人間的に変えていくこと、日本とアメリカを日

本人とアメリカ人に変えていくことではないだろう

か。モンタナで手にした質感がこれからのJASCで、

よりはっきり、ずっしりと重たいものになっていく

ことを心から願う。

安川瑛美

私にとってJASCの夏は、新たな発見と再確認で

満ちた一生に一度の時だった。何か大きな変化が私

に起こったのかといえば、正直そうではないかもし

れないけれど、変化はこれから起きるような予感が

する。

始まりは終わりへのカウントダウン。会議の始ま

りから終わりは、あっという間に過ぎ去った。毎日

1分1秒でも惜しんで、みんなと過ごそうと心に決め

た。眠くて、疲れていて、目を閉じたい時も、もう

少しみんなと話していよう。だって、もっともっと

みんなを知りたいから。

Youcanmakemorefriendsintwomonthsby

becominginterestedinotherpeoplethanyou

canintwoyearsbytryingtogetotherpeople

interestedinyou.

--DaleCarnegie

-Portland:theplacewherewestarted-
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緊張の初対面から、はじめて受け取るJASC

mail、buddyからの歓迎の言葉に興奮を隠せない。

大使館でのopeningceremony、会議は始まった。

はじめてのRT時間から、移民フォーラムでのディ

スカッション、アカデミックな準備はそこまで楽

じゃないけれど議論するのは楽しい。ポートランド

の街へ繰り出したscavengerhuntで、「指令｣に従っ

て大通りで歌う、走る、躍る。負けず嫌いが集まっ

たチームは、町を走る、走る。ポートランドで私た

ちは出会い、走りだした。

-LA:theplacewherewegrew-

所属のマイノリティと多文化社会RTは、マイノ

リティ・フォーラムでのアファーマテイブ･アクショ

ンのプレゼンテーションの準備に、滞在中半分明け

暮れた。UCLAの寮で、移動バスの中で、ビーチで、

カフェでみんなと語り合う。夢、趣味、恋などを話

し始めたら、止まらない。これだからみんな、寝

不足なんだ!Hollywoodから帰るときに道に迷っ

てとった"wearelost''picture、今ではいい思い出。

ビーチでの日焼けをアロエで癒しながら、LAの太

陽は私たちの心に熱い友情を芽生えさせ、団結をよ

り強くした。

-Missoula:theplacewherewewerebonded

tight-

ホストファミリーとの時間は、モンタナを特別な

場所に。Horsebackriding,s'moresなどアメリカ

らしい経験をプレゼントしてくれたお礼に、手巻き

寿司をふるまい日本の食を楽しんでもらった。環境

フォーラム、自転車づくり、地元の方々との接点を

通じて、私たちは何かしら発信できたのだろうか。

モンタナでの緩やかな時間の中、流星群が流れる星

空の下で過ごした時間の｢意味｣は更新されていく。

-Boston:theplacewherewefinishedand

departedforthefuture-

終わりのことは考えないように、楽しもう。ハー

バード大学でのファイナルフォーラム、7分に詰め

込む1ヵ月の成果。最後の夜のJASCmail、みんな

へ綴る思いの数々はあふれる涙と、温かいハグで

いっぱいだ。「また会おうね｣の言葉で、終えよう。

Inthehopetomeet

Shortlyagam,andmakeourabsencesweet.

--BenJonson

私たちはまだ始まったばかり、

JASCでの価値の真価を問われるのは、これから。

油井英孝

初めてJASCのメンバーと会ったとき、本当に仲

良くなれるのだろうか／自分が変化できるのだろう

かという心配があった。しかし、今はこの友情は一

生続いていくだろうし、自分も強くなれた、と確信

をもって言える。JASCでの経験は、それほど自分

にとって衝撃的なものであった。なぜだろうか？自

分は二つの大きな理由を考えた。

一つ目は、一人一人、個人が活躍出来るチャンス

があること。3週間という時間は非常に短いが、自

分が勇気を出せば、どの日常の一コマも自分が輝け

るものに変わっていく。全体ミーティングで発言す

ること、パネリストに質問をすること、喋ったこと

のない人に話しかけてみること、プログラムにない

企画を作ってみること。これらは､全て自分の｢勇気」

によって作り出せるものであり、自分の一生を変え

うるような出来事になるかもしれないのだ。

二つ目は、個人の活躍を讃えあえる文化があるこ

と。たとえ、活躍できるチャンスで失敗したとして

も、仲間が失敗を受容してくれ、的確なアドバイス

をくれ、積極的な行為に対して賛美の言葉をくれる

のである。このような明るい雰囲気が、自分の成功

体験を作り出せてくれて、他人から積極的に学ぼう

というムードを作り出し、個人として仲間を尊敬で

きる所へと繋がっていくのだ。

自分にとっての、アメリカでの約3週間は、自分

を鍛え、他人を思いやるという日々の小さな目標を

こなすだけで精一杯に終わったが、振り返ってみた

ら、一つ一つの行動が自分を成長させるチャンスで

あったと思う。そして、自分は毎日、毎日のチャン

スを逃さず活かせていたと自信を持って言えること

を改めて誇りに思っている。

アメリカに行く前は、世界は狭く、自分は、将来

は若い頃に貯蓄していた知識のみで生きていけるだ

ろうという安易な思いで生きていた。しかし、アメ
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は友情を培う場としての会議、というイメージが生

まれた。今考えてみると、それからの私にとっての

日米学生会議とは、一つにはこのイメージを確かめ

ていく軌跡であったような気もする。

3カ月の事前活動、1ヵ月の本会議の中で、友情

が(そして時には愛情が)固まっていった。分科会の

方向性を悩みながら、レストランで食事しながら、

休憩中に、1日のプログラムを終えた後に、ホテル

のロビーで、バスでの移動中に、ディスカッション

をしながら、食事しながら、買い物しながら、ジム

で運動しながら、自転車を組み立てながら、スーツ

を着て真剣に講演を聞きながら、草の上に寝転がり

ながら、野球しながら、私たちはJASCerとして同

じ時を共有した。参加者全員と納得行くまで話がで

きた、という訳ではない。それでも、皆と本当に楽

しく過ごすことができた。

最も力を入れて取り組んだ分科会活動では、分科

会の目標がなかなか定まらず、皆で本会議まで苦し

み続けた。分科会合宿を行っても目標は定まらな

かった。多くの方々を訪問してお話を伺った。イン

ターネットを通じて何度も連絡を取り合った。自分

がディスカッションのファシリテートをする為の準

備にも、相当骨を折った。しかし、そうした苦しみ

の一つ一つでさえ、本当に楽しかった。目標を上手

く設定できず苦しむ中でも下らないことで皆笑い

あった｡お互いに色々からかいあうこともあったが、

それも信頼あってこそのことだ。

ここまでは主に満足感を持って語れることを述べ

てきたが、一方で悔いが残っていることもある。ま

ずは、英語だ。皆が一生懸命伝えてくれることが分

からないことが数え切れないほどあった。ジョーク

が理解できず、周りが笑っている中で笑えないとい

う状況の中で何度悔しい思いをしただろう。言いた

いことを正確に伝えられずに歯軋りをするのは毎日

のことだった。アメリカ滞在中に日本に送った葉書

のほとんどに私は｢英語で苦労している」と書いた気

がする。だがそれでも、困ったときにはいつも誰か

が手を差し伸べてくれた。皆の通訳、ノート、説明

に、何度も助けられた。

もう一つ悔いが残るのは、積極的になりきれな

リカに1カ月いて、世界は広く、世の中には面白い

学問・友人・世界があって、一つ一つが輝いている

ということを改めて感じた。JASCでの別れは、と

ても辛いものがあった。

皆、別々の道を歩んできて、一度JASCに集まっ

て、またそれぞれの道を歩んでいく。今まで、1ヵ

月間共に、笑い・泣き・一生懸命に過ごした分だけ、

寂しさは募るが、別々の道を心から応援してあげた

いと思っている。そして、自分も彼ら彼女らの頑張

りに負けないよう、精一杯頑張っていきたいと思っ

ている。

JASCはいわば｢駅｣であると思っている。JASC

という｢駅｣に集まり、そこを通過点として、お互い

の電車を確認しながら、自分の道を切り開いていく。

この素敵な出来事に出会えたことを心から感謝して

いる。

横山雄一

日米学生会議。そんな会議の存在をふと思い出し

たのは、1次選考の締め切りも差し迫った2月下旬の

ことだった。

私がこの会議の存在を知ったのは、中高時代の先

輩に大学1，2年の間にどんなことに取り組んだらい

いか尋ねた、2007年の夏のこと。応募時期がまだま

だ先だと聞いた私はすっかり安心しきってしまって

いた。1次選考直前になって初めて2次選考の日程を

知ったため選考の時期には海外旅行の予定まで入っ

ていた。フライトのスケジュールを変え、選考の為

の準備を旅行の準備と並行して進め…といった調子

で2次選考は慌しく終了した。絶対に落ちたと思っ

て失意の内に旅行に向かった私を日本で待っていた

のは、どうしたことか、合格の連絡だった。

こうして運良く日米学生会議に参加できることに

なった私がまず行ったことは、イメージを持つこと

だった。イメージを先に作っておくことで、自分の

体験を振り返るのが容易になる。最も著名な｢先輩」

のお一人、故宮澤喜一氏の参加した時期の日米学生

会議を描いた『友情力あり」(城山三郎著、講談社)に

こんな一文を見つけた。「真の友情だけは海を隔て

年を経ても、変わることがない｡」こうして私の中に
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かつたかな、ということだ。皆のエネルギーには圧

倒されることが非常に多かった。私は不器用で小心

なところもあるせいか(…というと一部の人には疑

われそうだが)、どこか自分を出し切れなかった部

分があった。

楽しく、少し悔いの残る、それでも充実した旅は、

もう終わってしまった。しかし､私は確信している。

｢真の友情だけは海を隔て年を経ても、変わること

がない｡｣一度は参加できないのではないかと思った

日米学生会議。幸運を噛み締めながら、ここで得た

友情を大切にしてこれからの人生を過ごしていきた

い。

幸せや喜びを自信に変え、世界への信頼に変え、こ

の先に突き進んで行ってほしい。世界を変えたい、

自己実現をもってよりよい影響を。若者ならば一度

は思うことである。それが諦められ、色あせてゆく

のは、やはり先が見えないから、レスポンスが返っ

てこないから、そして一人で世界に立ち向かう孤独

感である。JASCは、そんな夢をかすめとるひとつ

ひとつの小さな出来事を、さらにかすめとる場では

ないかと思う。

そしてそんな自分の夢､自分の目標の成長の傍で、

国際交流というテーマが、私の人生に加わるのは確

かであろう。

李凌叡

二回目のJASC、二回目の1ヵ月間。何かが待ち

受けているのだろうというわくわく感は変わらない

が、緊張感と責任感、そして若干の疲労感が去年よ

り加わった。実行委員とはいかなるものか、いかな

る役割を負って、いかなる態度で行うものなのか。

その答えは実行委員の数だけあるのだろう。私が自

分に課したのは、参加者をサポートすること、常に

注意力を絶やさずに突発時に対応できること、そし

てなおかつ参加者の輪に溶け込むことであった｡1ヵ

月終わってみた現在、それが全て達成されたとは言

いがたい。次々と起こる不測事態にたじろぎ、困惑

したこともあったし、葛藤し苦しむ参加者に、どん

な言葉をかけていいか分からずに立ち去ることも

あった。そして、参加者の発言に既視感を感じてし

まって、一歩引いて観察していたことも多々あった

と思う。

それを反省した上で考えてみても､1ヵ月間終わっ

て鮮明に覚えていることは、助けてくれた仲間の

こと、会議中で味わった達成感、そしてみんなか

らもらった無数の小さな幸せである。挫折感と壁、

JASCにおいて誰もが感じたことだろう し、誰にも

感じてほしいことである。でもそれが、JASCでは

ない。

JASCの終わりが始まりである。会議中何度も繰

り返された言葉だ。それは実行委員8人が、頭をつ

き合わせて考えた理念でもある。JASCで見つけた

渡辺恭子

日米学生会議との出会いは、大学の情報提供ス

ペースに置かれた青いリーフレットを通してだっ

た。委員長の威厳溢れる顔と、それとは対照的な楽

しそうな写真の数々が一緒に並んでいる事をちょっ

と面白く思ったことを覚えている。会議の名前を聞

いたこともない私が応募しようと決めた理由は、分

科会の内容に強く惹かれたからだった。山積する社

会問題を真剣に考え、自分達なりの答えを模索する

人たちが集まる場だと思った。そして、その考えは

今でも変わっていない。

会議を二度経験して思うに、日米学生会議は自分

と向き合い、そして社会と向き合う機会を提供して

くれている場でもある ということだ。二度目の夏、

会議中ずっと頭を駆け巡っていた言葉がある。IIDo

whatyoucando,don'taskforwhatyoucan'tdo'1.

59回の時参加した分科会のリーダーからもらった言

葉だ。思えば、私は自分に自信が持てなくていつも

あれこれ悩み立ち止まっていた。「悩む暇があれば、

動いてから悩め｣。そうやって私の背中を押してく

れた。今でも、私に出来ない事はたくさんある。で

も出来ない事を悲観的に考えて立ち止まるよりも、

今の自分に出来る事を探して動いていくほうが精神

衛生上もいいし生産的だ。今出来ないことはなぜ出

来ないのか、どうやったら出来るようになるのか、

そう考えて行動していくことの大切さをこの言葉を

起点とし会議を通して学んだ。各サイトで組まれて
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いた様々なディスカッションの機会を通して、山積

する社会問題とその解決の複雑さを知った。ロサン

ゼルスの比較政治フォーラムでは、アメリカのgun

controlについて考え、アメリカ社会の根底に流れ

る個人主義がもたらした現代の問題を垣間見た。モ

ンタナの環境フォーラムでは、現地の活動家を交え

電子廃棄物や水銀の問題について意見交換をするこ

とができ、遠く離れたアメリカでも世界的な問題に

ついて取り組んでいる人たちが確かにいることを実

感でき励まされた。こうした社会問題と向き合う機

会が充実していると共に、ディスカッションを自分

のものとするための工夫や取り組みが日米学生会議

ではなされていることは特筆すべきだろう。"C"を

して論点や要点を言ってもらう他、"T"をして通訳

するなど伝統あるサインが今でも残っている。そし

て、何より話しがうまく通じなくても諦めずに理解

しようと話を聞いてくれる人々の存在は何よりあり

がたかった。相手の言っていることに耳を傾け、自

分も相手に伝わるように話をする姿勢。会議が始

まった理由でもある相互理解を重んじる伝統が生ん

だ土壌によって、私達は相手を慮る姿勢とともに、

いい事も悪い事も含め忌揮なく意見を言い合いお互

いの友情を深めていった。

日米学生会議の出会いから今に至るまで、本当に

様々なことがあった。感想文を書くこととなった

今、次々と色々な思い出が浮かんでは消えていく。

一つ一つの経験が波紋を作り影響しあって今の私を

つくっている。初めて日米学生会議に参加した直後

は、"Lifechangingexperience''という言葉の意味

が実感できなかった。しかし今言えることは、日米

学生会議は私の生き方を変えてくれたということ

だ。日米学生会議との出会いをもたらしてくれた、

青いリーフレットは想像を超える世界に私を引っ

張ってくれた。そうして迎え入れてくれた全ての人

に感謝を言いたい。月1回の合宿、広報活動、選考、

各種イベントの実施など実行委員8人の力を結束さ

せないととてもじやないがまわしきれなかった。そ

して何より、周りからの支援が私達を勇気付けてく

れた｡主催団体である国際教育振興会の方々を始め、

OB･OGの方々、第59回実行委員.参加者のみんな。

第60回参加者のみんな。日米学生会議に関わって下

さった全ての方々･たくさんのご支援と愛情を受け

て第60回は無事に終わる事ができました、この場を

借りて言わせて下さい。ありがとうございました。

渡辺千尋

初めてJASCのことを知ったのは今年の初めに学

校でポスターを見たとき。見た瞬間に｢学生最後の

夏休み、これに参加してみよう。」という意欲がわい

た。直感的に最高の夏休みになる気がした。この直

感は間違っていなかった。JASCはただ単に｢楽し

い｣だけじやない。その楽しさは以下に記すとおり。

(無理やりJASCの頭文字を使って表すと）

J日本人として、

A アメリカに渡り、

S 学生として、

C会議に参加

することだと思う。

日本人として

私は生まれてから日本にいなかったことは総計し

ても2ヵ月ぐらいであろう。日本の義務教育をまじ

めに受けて、書道・剣道の段をもっていて、日本文

学と和食が大好きな私。分科会が｢悲劇の記憶｣だっ

たので会議前に日本史も復習したし。私は柳田國男

には到底かなわないけど、日本のことはきちんと説

明できると思っていた。でも実際、今回アメリカに

行って、いろいろな方々に、広範囲にわたって、日

本についてたくさん質問(マンガ・食べ物・教育．

歴史問題などなど)を受けた。私の日本に対しての

認識はまだまだまだまだ足りないと痛感した。もっ

と日本人として自国､日本を知らなくてはならない。

1．アメリカ

初めてのアメリカ｡何もかもが新鮮に感じられた。

ポートランド・LA・ミズーラ・ボストン。四つの

異なるアメリカを一度に見られる機会はそうないと

思う。アメデリと一緒だったこともあり私たち日本

人だけでは見えてこないアメリカの側面を見られた

と確信している。アメリカは何もかも大きく豪快で

大雑把だった。アメリカの大学の寮や学食は私に
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とってはとても新鮮だった。各地で訪れたミュージ

アムや企業への訪問も驚きの連続だった。（日本と

アメリカを相対化してもっと日本が好きになった｡）

2．学生として

学生として。これはJASCの最も大切にしている、

しなければならない点だと思う。私は｢学生として」

日米交流活動に参加する意義を考えていた。それは

｢一人の学生として、自分の考えをもつこと｣だとい

う結論に達した。JASCの良いところは学生だから

こそ素直に疑問や意見を言えるということだ。たと

え相手がアメリカ海軍の将校、ハーバードの教授

偉い弁護士の先生でも、思ったことを質問・発言で

きる。これは学生の特権である。そうすることによっ

て私たち学生は本当に知りたかったことを知ること

ができる。その結果、より興味関心を持ち、次の行

動に移すというように、良い循環になる。こうして

良い学生会議が受け継がれていくのだ。

3．会議に参加して

会議に参加して、私はたくさんの刺激を受けた。

刺激を受けすぎて、逆に今でも何がなんだかわから

なくなかったりするので私は個人的に時間をかけて

消化していくつもりだ。アメリカで個人的には絶対

に入れないような施設を訪問し、個人的には絶対に

お話できないような方々と談話した。この経験から

学んだことは実に貴重である。

しかし…しかし…。一番刺激が強かったのは

やっぱりJASCerだと思う。私はこのメンバーを客

観的に見て｢すごいなあ」と幾度となく感嘆した。お

世辞抜きでみんな才能豊かで、努力を惜しまない人

たちばかりだった｡言ってしまえば｢所詮｣学生会議。

手を抜こうと思えば抜ける。でもそんなことをする

人は一人もいない。全員が全力で取り組む姿は本当

に美しい。こういった人たちと一緒に生活すること

は、お互い知らず知らずのうちにいい影響波を出し

あっている｡私は何度もビッグウェーブにのまれた。

この会議で出会いは…千載一遇かつ一期一会。

このようにJASCの｢楽しさ」は学生として今しか

できない体験．経験ができること。同時に、将来に

向けての課題も見つけられるということ。世界、特

に日本とアメリカに向き合うことで究極的には自分

に向き合わなくてはならないということ。この三点

が参加して最も痛感したことだ。もちろん、楽しく

ない瞬間も多々あった。英語で内容の理解できない

講演、未知の分野のプレゼンテーション。眠気と戦

いながらのRToでも、こうした事も、私にとって

はJASCの｢楽しさ｣に含まれる。

私は今回、この会議に参加できたことを誇りに思

う。これほどの大きな会議を運営してくれたECの

皆、本会議を支えてくださっているすべての方々に

お礼を言いたいです。ありがとうございました。

会議が終わって早1ヵ月。私は長い夏休みを終え、

いつもと変わらない学生生活を送っている…はず

だった。でも、今までの夏休み明けとは少し違う。

世間で騒がれているNEWSの理解度と関心度が増

し、大学には留学生としてアメデリがいて、JASC

メーリスは相変わらず頻繁に回ってきて、本屋さん

に行けば戦争関係の本が目に飛び込んでくる。極め

つけはフランス人のフランス語がわからなくて無意

識にTを使いそうになった…。今でも確実に私の

中にJASC魂が根付いている。私はこれからもこの

JASC魂を大切にしたい。みんながそうしているよ

うに。終わり。

渡邉ともね

「自分自身と向き合う．自分の価値観にふれる｣1ヵ

月だったという表現が、私の率直な感想である。そ

の中で感じたことを｢3つの50%」と｢一つの100%」と

いうキーワードを使って、述べたいと思う。

一つ目の50パーセント。それは、「自分が自分自

身を知っていたパーセンテージ｣である。日米学生

会議(以下JASCとする)の活動を通して、自分とは、

何を大切に思い、何を重要視して生きているのかな

ど､自分自身の価値観と向き合う時間が多々あった。

その中で、「自分とはこういう人間だったのだ｣等、

普段見過ごしていた自分自身に気づかされ、同時に

知っていたようではっきり認識していなかった自分

に気付かされた。

二つ目の50パーセント。それは、「私たちに見え

るもの」である。JASCの活動を通して、たくさん

のひとに出会うことができた。その中で感じたこと
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ないも、全てそれは私たちの責任である。JASCと

いう場で私がどの程度、自分に委ねられた50パーセ

ントを上手に使うことができたか、（またはこれか

らできるか)それを自分に問い直す。私は、この機

会を得るために私を支えてくれたひとたちに感謝し

つつ、責任を感じながら歩みたい。

最後に、私が感じた100パーセントを述べて、私

の第60回日米学生会議の感想としたい。私たちは日

常の中で、興味のあることや、やってみたいと思う

ことにたくさん出会う。しかし、その想いが中途半

端では、なかなか実現できない。何かを成し遂げた

いと感じたときに、そのことに私たちがかけるべき

想いは、ほぼ｢100パーセント」である。「強い想いや

願い」こそが、変化や達成の源である。JASCに参

加した学生たちから、私が受けた最大の刺激は彼ら

の｢想い｣や｢願い｣であった。この仲間に出会えたこ

である。私たちが何かを判断するとき、真実(また

は本質)は、私たちの目に映っているものの半分(ま

たはそれ以下)でしかないということである。「目に

映らないものをどれだけ大切にできるか｣「目立たな

いものに配慮する心があるか｣など、人の本質は私

たちが見逃してしまいそうな行動やしぐさのなかに

現れていると感じた。目に見えないものには、私た

ちが見逃してしまいそうで価値有るものがたくさん

ある。そして私も、「目に見えないもの｣を大切にで

きるひとになりたいと心から願う。

三つ目の50パーセント。それは､｢与えられた機会」

である。私たちは同じ時間を与えられたとしても、

その経験の一連を100パーセントとして捉えるとし

たら、「与えられた機会｣自体はそのうちの50パーセ

ントであると思う。残りの50パーセントは個人個人

に委ねられており、それを充実したものにするか否

かは私たちそれぞれの手に委ねられている。与えら

れた同じ時間が有るとして、それを活かすも活かさ

とを、心の底から、幸せに思う。
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第6章日米学牛会議

｢アラムナイ・参加者の実像｣企画趣旨

第60回日米学生会議実行委員報告書担当

廣田隆介

したが、それと同時にJASCに参加したことは、そ

の後の人生に大きな影響がありました。私が参加し

たJASCは米国で開催され、初めてのワシントンDC

やNY、デューク大学、ボストン郊外のWellesley

Collegeでの滞在は、一つ一つの出来事が鮮明な思

い出となっています。

分科会はbioethics(生命倫理)に参加しました。

社会科学系の学生が選ぶ分野としては異質な感じも

ありましたが、社会現象の比較文化的な分析手法に

関心があり、自殺の日米比較が私の報告テーマでし

た。分科会のリーダーは当時東大医学部6年生の赤

林朗さん、参加者は東大医学部2年生の粂和彦さん、

北大医学部の松浦淳さん、聖心女子大で美学を専

攻していた赤津晴子さん、アメリカ側はYale大学

のSusanAsmaningさん、Amherst大学のAndrew

Infosmoさんでした。当時は、将来医療関係者と一

緒に研究をするようになるとは思いませんでした。

医療界との最初の出会いがJASCの分科会でした。

JASCを終えて、将来の進路を模索している時に、

国際機関の中でも、世界銀行やIMFのような機関の

方が働き甲斐があるのではないか、そのためには経

済学を専門とすること、などのアドバイスをくれた

のもJASCの先輩でした。当時のICUの社会科学科

では経済学の教員の数も少なく、科目としてもあま

り充実していませんでした。慶応大学の経済学部に

在籍していたJASCの友人がICUの近くに住んでお

り、しばしば訪ねてはいろいろ教えてもらいました。

慶応大学の講義を聴きに三田キャンパスに行ったこ

とも懐かしい思い出です。

ICUを卒業して、米国のウィスコンシン州立大学

マディソン校の経済学部の博士課程に進学しまし

た。国際機関で働くためには、欧米の一流大学で経

済学の修士号、できれば博士号を取得することが必

須と聞いていたからです。ウィスコンシン州立大学

は経済学部では全米で10位前後の大学です。東海岸

や西海岸の大学、中西部でもシカゴ大学などと比べ

ると日本では知名度が低いのですが、州都のマデイ

ソンは全米でも住みやすい街に何度も選ばれたこと

のある美しい学園町です。安全で物価も安く、のん

びりとした留学生活を送ることができました。

本章は、主に二つのターゲットに向けて企画され

ました。第一に、日米学生会議を日々ご支援いただ

いている方々。そして第二に、これから日米学生会

議に参加しようと考えている学生の方々へ向けてで

す。日米学生会議は社会から多大なご支援を受けな

がら継続されており、その期待に答えるための一つ

の方法として、日米学生会議アラムナイのご活躍を

お伝えすることが適当と考えました。そのため｢ア

ラムナイ寄稿文」という項を設け、アカデミア、ベ

ンチャー企業経営、NPO法人、国際協力関係など

幅広いジャンルで社会に貢献している方々が、日米

学生会議における経験をその後どのように仕事に活

かされているかということを当報告書に寄稿してい

ただきました。同時にこれらは、将来日米学生会議

に参加を希望されている学生の皆様の道標ともなる

と期待しています｡また､｢数字で見る日米学生会議」

という企画を立ち上げ、日米学生会議参加者のデー

タを数字で示すことで、「帰国子女会議｣や、「理系

は参加できない｣などといったレッテルを取り払う

ことに注力しました。

本章をご覧になることで、様々な側面から日米学

生会議に対する理解が深まり、日米学生会議をご支

援いただいている方々、そして日米学生会議へのご

応募を考えていらっしゃる方々の輪が広まれば幸い

です。

アラムナイ寄稿文

第34回会議参加

井伊雅子

一橋大学の国際・公共政策大学院で経済学、特に

医療経済の問題を中心に研究と教育に携わっていま

す。

ICUの1年生の時にJASCに参加しました。高校時

代に1年間カナダに留学した経験があり、将来は国

際機関で働きたいという希望を持ちICUに入学しま
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大学院の途中で､世界銀行の調査局で働きました。

最初はサマーインターンとして夏休みだけと思って

いましたが、結局2年間、研究員としてワシントン

DCに滞在しました。当時世銀では研究体制が大き

な変革期にありました。マクロ経済政策だけでなく

て、医療や福祉といったミクロの経済政策へも関心

が移っていった時期です。当時構造調整政策の対象

になっていたボリビアの貧困分析が私の世銀で与え

られた仕事で、家計調査のデータを担当しました。

ボリビアの医療制度改革に関係することになり、何

度か現地を訪ねました。博士論文も途卜国の医療制

度改革をテーマにボリビアのデータを用いて執筆し

ました。

1995年に横浜国大の経済学部に就職したのです

が、日本に戻ると日本の医療制度の問題に徐々に関

心が移りました。途卜国で働くと日本の制度につい

ていろいろ聞かれることが多いのですが、あまり詳

しく知らなくて残念に思ったこと、日本の医療制度

も大きな問題をいろいろ抱えていることなどが理由

です。

国際機関にいる時にもJASCの先輩、友人、共通

の知人に出会うことが多くありましたが、日本に戻

り、医療政策にかかわりますと、JASC出身の医師、

官僚、研究者と仕事上ばったり出会うことが多くな

りました。利害関係のない学生時代にこれだけ多く

の分野の仲間に巡り合えたことは本当に恵まれたこ

とです。

JASCの分科会の日本人参加者に限っても、赤林

さんは生命倫理の研究者の第一人者となり東大教授

として活躍され、粂さんも熊大医学部で専門の研究

を続けながら、睡眠と時間という専門分野を一般向

けの著書『時間の分子生物学』として出版し、講談社

出版文化賞を受賞されています。赤津さんは聖心大

学を卒業後、アメリカのメディカルスクール、イン

ターンを経て、アメリカで臨床と研究に携わり、そ

の体験記を出版されて医学部の関係者に広く読まれ

ています。学術会議の会長を務められた黒川清元東

大医学部教授は海外経験も豊富で、小泉元総理のア

ドバイザーも務められた方ですが、赤林さんや粂さ

んは東大時代の教え子であり、アメリカで活躍す

る赤津さんもよく御存じで、私たちが学生時代から

の知り合いだと知って、「日本の通常の学生の人間

関係では考えられない！」と驚いていました。単な

る同級生とか同窓生というのではなくて1カ月間の

JASC、その前の数カ月の準備期間と文字通り寝食

を共にした人間関係は確かに通常の学生生活では得

られないものです。

さて、現在アジアの医療制度に関する書籍を執

筆・編集しています。今年JASCに参加した学生さ

んたちがお手伝いをしてくれています。彼女たちの

JASCの経験談を聞きながら、私も経験したJASC

の思い出を昨日のように思い出しています。あの濃

密な夏の1ヵ月は二度と経験することはできないの

かと思うと、これからの参加者の方々を羨ましく思

います。

第39回会議参加

ヴィジョネア株式会社 内古閑宏

私は2000年にヴィジョネア株式会社を設立しま

した。私が起業をしたのは、日本の技術者に光を当

て、技術と市場の橋渡しを行い世の中に新しい価値

を提供したい、と思ったからです。設立の理念は｢日

本発世界初の技術で新しい産業を創る｣です。

ヴィジョネアは技術開発ベンチャーであり、映像

メディアの技術を開発して事業にする、というこ

とに現在は注力しています。映像メディアである

DVDとインターネットの連動。複数のデジタルメ

ディアを連動させることによって単独のメディアで

は実現できなかった新しい提案をしています。映像

を楽しむ時に｢DVDを買う」、「DVDを借りる」とい

う形でいまは商品を手に入れています。しかしこれ

はVHSというアナログメディア時代からの続いて

いる購入スタイルです。もっと何か新しいスタイル

があってもいいのではないか。それによって市場が

もっと広がっていくのではないか。ヴィジョネアは

DVDとインターネットを連動することによって消

費者に商品購入法の第三の選択肢､｢PPV(ペイパー

ビュー)DVD｣を提唱しました。DVDの映像がレ

ンタル価格で視聴できる、でも商品を返却せずに
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手元に残しておけるという購入方法がPPV-DVDで

す。次世代DVDのブルーレイ・ディスク(BD)でも

同様な開発を行っています。独自技術を基に映像商

品の新たな購入スタイルを世に提唱する、というこ

とにチャレンジしています。

このようなヴィジョネアでの活動は、遡ると

JASC(日米学生会議)での経験が起点になっている

ことが多いです。JASCの経験で得た視点が、その

後の学生生活、社会人生活で培われていったのだと

思います。一つ目は、国、という視点でものごとを

考えられるようになったということ。日米、という

2カ国を意識した会議を通じて日本と世界、という

観点でものごとを考えるようになりました。世界に

通用する日本人技術者のレベル、そこから生まれた

技術を用いて新ビジネスを創造し世界に貢献する。

そのために技術者が活き活きと働いて技術を世に出

せる場を創っていきたい、と考えたことです。二つ

目は、人と違った、自分らしい人生を歩んでいく、

という視点を持てたことです。JASCに参加して、

米国で教育を受けてみたいという思いが益々強くな

り、就職後私はハーバード・ビジネス．スクールへ

留学することになりました。そこでは一回限りの人

生を独自の考えを持って歩むことの大切さ、面白さ

を強く感じました。一度の人生であるならば新しい

ビジネスを創造することによって世の中を変えてみ

たい、という価値観が醸成されました。三つ目は、

チームでことを成し遂げる意義です。一人ででき

ることは限られている、チームを結成することによ

り、達成できることも違う、達成感も違う。JASC

では日米のチームに、個性豊かなメンバーが揃って

いました｡個性のダイバーシティから生まれる議論、

発想。ビジネススクールの教室においても、たくさ

んの個性を集め企業のケーススタディを徹底的にし

ていました。あらゆる視点から考察した上で事業を

進める、可能な限りのオプションを考えた上で方向

性を選ぶ、ことの重要性を学びました。ヴィジョネ

ア社での採用は、可能な限り異なる個性を集めるこ

とを心掛けています。

本原稿を書きながらJASCに参加した当時の純粋

で前向きな気持ちを思い出しました。思い出しなが

ら、当時の自分には負けていられないぞ、まだまだ

成長するぞ、と逼進するパワーが湧いてきます。い

まの私にとって｢JASCでの経験｣は、そのような存

在です。

｢あの夏の記憶」

第54回会議参加、第55回会議実行委員長

乗竹亮治

あの夏の沖縄もとめどなく暑く、僕らをうだらせ

ていた｡あの夏も、オリンピックセンターのアスファ

ルトは、灼けつく日差しを照り返していた。あの夏

の原爆忌も、蝉し〈･れの中、黙祷を捧げる日米両学

生の額には、汗がにじんでいた。

「真剣に語り合う夏があってもいいと思う」という

キャッチコピーをまとった実施要綱を配り歩き、70

名近い仲間と、泣き笑いしたあの夏から、はや5年

が経とうとしている。

日米学生会議に想いを馳せるとき、その記憶が細

やかなディテールまで鮮明であることに、時として

驚<｡2003年の夏、沖縄の空は台風に覆われ、一晩

を停電のなか過ごすこととなった。深夜、宿舎が用

意したガス式のランタンを持とうとすると、熱せら

れた取っ手に触れた人差し指に痛みが走った。火傷

の痛みが、鈍く尾を引いた。ロウソクやランタンの

灯で、夜更けまで語り合い、心の底から笑い合った

記憶。沖縄の現地学生、日本側参加者、アメリカ側

参加者の間で、なかなか埋まらない歴史感覚の溝と

もどかしさ。降り止まない雨。そして右手人差し指

の痛み。このまざまざと想い起こせる皮膚感覚こそ

が、日米学生会議の想い出であるように思う。

日本側実行委員長として参画した第55回日米学

生会議のテーマは、「グローバル化社会と日米～市

民参加の視点から考える～U.S.andJapan:Civic

ParticipationinaGlobalizingSociety｣だった。学

生同士が国家論やイデオロギーなど大きな物語を語

り合うことも重要だが、同時に、教科書的な議論に

陥ることなく、今、学生として、一市民として何が

実現可能なのかを議論すべきであるという我々なり

の模索だった。
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この模索の延長線上に現職があるかもしれない。

現在、「日本医療政策機構｣というシンクタンクで勤

務しているが、市民主体の医療政策の実現をミッ

ションとするノンプロフィットの組織である。海外

の財団や組織、国内の組織と連携取りながら、国内

外における医療政策提言活動を行っている。

我々が実現しようとしているミッションは、まさ

に日米学生会議で語り合ったテーマと重なり合うと

ころも多いが、直接の決め手となったのは、日米学

生会議の若手OBが、何人もこの組織の立ち上げ時

期に参画していたことだった。非営利法人に新卒で

就職することは一般的にも、日本ではまだ珍しいこ

とだと思う。いささかの不安ももちろんあったが、

日米学生会議の若手OBがワールドクラスで認めら

れる組織を作ろうとしている姿は、不安を上回る安

心感と期待感を持たせてくれた。

日米学生会議での経験は、終わることなく今に引

き継がれている。海外組織や財団との連携の任に当

たることも多いが、お会いした方がアメリカ側OB

であったり、JASC,InCのボードメンバーであった

例もある。人脈に限らず、プロジェクトの収支を議

論し、外部と折衝し、そして70名近い学生を引率で

きた経験は、有形無形に今に活かされている。今年

の夏、スイスのジュネーブで国際学会があり、患者

市民リーダーを引率し通訳したことがあった。そん

なときもふと、5年前の夏を懐かしく思う。

現役の学生さんに依頼されたとはいえ、鐸々たる

諸先輩方を差し置いて、このように筆を取ることは

樟られた。身の程知らぬ放言であることを自認する

ところだが、日米学生会議の参加者に、幅広い職業

選択の可能性を示す意味で、あえて現職のことを書

かせていただいた。

森鴎外｢舞姫｣の冒頭付近にこんな記述がある。

「5年前の事なりしが、平生の望足りて、洋行の官

命を蒙り、このセイゴンの港まで来し頃は、目に見

るもの、耳に聞くもの、一つとして新ならぬはなく、

筆に任せて書き記しつる紀行文日ごとに幾千言をか

なしけむ、当時の新聞に載せられて、世の人にもて

はやされしかど、今日になりておもへば、稗(をさ

な）き思想、身の程知らぬ放言、さらぬも尋常(よの

つれ)の動植金石、さては風俗などをさへ珍しげに

しるし皇を、心ある人はいかにか見けむ｡」

2003年の蒸し返すような暑い夏から、5年が経と

うとしている。右手の指に火傷の跡は見当たらない

が、あの夏の記憶は僕の心に今も焦げ付いている。

日米学生会議一終わらない、夢を見られる場所

第57回会議参加、第58回会議実行委員

波多野綾子

本稿では、日米学生会議を卒業した駆け出しの社

会人として、日米学生会議での経験が仕事や人生の

進路を選ぶ際にどう影響し、また現在の生活の中で

どう生きているのか、といったことをお伝えできれ

ばと思います。とはいえ、他にもより経験豊かご先

輩方、友人たちがいる中で、拙稿がお役にたてるの

かわかりませんが、結局日米学生会議の経験やそこ

から学んだもの､その活かし方は一人一人違うので、

数多くの参加者それぞれが抱く「日米学生会議｣の中

に、こんな経験・想いも存在するのだな、という気

持ちで読んでいただければと思います。

さて、簡単に自己紹介をしますと、私は57回(2005

年、日本開催)に参加者として、また58回(2006年、

アメリカ開催)に実行委員として日米学生会議に関

わりました。大学卒業後、米系投資銀行を経て、現

在は官庁で国際協力の仕事をしています。

人生の進路選択として重要な就職先を選ぶにあ

たっての日米学生会議の影響はけして少なくありま

せんでした。何より、日米学生会議の実行委員とし

ての活動期間が、就職活動にまるかぶりしていたこ

とで影響せざるをえませんでした(笑)。時間や精神

的にけして楽ではありませんでしたが、今はあの時

日米学生会議があったから今の自分がいる、きっと

やらなかったら一生どこかで後悔していただろうと

思えます。

まず、現在の仕事を選んだ理由のひとつに、日米

の尊敬できる仲間たちとの交流と協働を通して、ま

た様々な分野で活躍する先輩方を拝見して、グロー

バルな環境で自分を磨きより成長したいという思い

が育っていったことがあるでしょう。
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さらに、自分は人一人一人がその可能性や能力を

最大限に発揮できるような社会と平和の実現に少し

でも役に立てるような生き方がしたいと思っていま

したが(それがJASCに参加し、また実行委員となっ

た理由の一つでもあったのですが)、その目的は民

間の会社ではなかなか達成されないと思いこんでい

ました。しかし実際に多くの公共心を持ったJASC

の先達が企業でも自分を磨き、自由な発想で社会変

革を起こしているのを眼の辺りにし、またCSRを

テーマにしたシンポジウムの開催(58回では、社会

責任投資の会社を起業した井上氏、現タリーズコー

ヒーインターナショナル会長松田公太氏などを招い

てシンポジウムを行いました)などを通して、公務

員や政治家だけでなく、どのような分野にも志を

持った人々が存在し、よりよい商品、会社、仕組み、

社会を作るために日々奮闘しているということを実

感しました。どのような立場にあっても、志とあき

らめない力、そしてここ日米学生会議で出会えたよ

うな素晴らしい同士さえいればやりたいことが実現

できてしまうのではないか、それを現実と思わせて

くれる仲間との出会いがここにありました。大事な

のは、どこで働くかではなく、どうありたいのか、

誰と、何を目指したいのか。異なる価値観やバック

グラウンドを持った仲間との出会いは、より広く長

期的な眼で人生を見渡す力をくれたと思います。

そのように就職という人生の選択においても大き

くインパクトのあった日米学生会議ですが、私は社

会人になった今､一層その有難さを実感しています。

もちろんJASCで培った人とのコミュニケーション

や協働の経験は実務でも役に立っていますが、より

感じるのは学生という社会的｢肩書き｣の無い身分で

出会った友人たちが、「会社」というベールを取り

去ったありのままの自分に忌悼の無い意見をしてく

れる貴重な仲間であるということです。また、何度

も徹夜で議論をして、笑って、泣いて、日米学生会

議という場を創り上げるため不器用なほど一生懸命

に日々を駆け抜けた仲間たちは、今でも、盛り上が

りたいとき、落ち込んだとき、人生に迷ったとき、

真剣に話を聞いてくれ、そして一方でどこまでも馬

鹿な企画も、突拍子もない考えも現実に出来てしま

う、他には無い｢場」となっています。1年経っても2

年経っても、きっと10年後も、このかけがえのない

絆とともに、いつか見た夢は終わらずに続いていく

のだと、そう思います。

最後になりましたが、本年度も素晴らしい会議を

共に創り上げた60回日米学生会議の皆に祝辞を、そ

れを支援してくださった賛助者・団体の方々、また

この場をくれた実行委員の皆様に心より感謝を申し

上げます。

数字で見る日米学生会議

これまでの募集広告やの報告書ではあまり

JASCer自体の特性を把握できない。ゆえにそれを

数値やグラフ化することにより、これからJASCz､

の応募を考えている方々に本当のJASCerの特性を

知っていただきたく思い、第60回会議参加者にアン

ケートを実施した。また、学年や専攻データに関し

ては過去5年間に遡って検証を加えた。本項が今後

JASCへの応募を考える方々の一助となれば、本項

の目的は達成されたと言えるだろう。

■3年以上5年

未満 R31.JASCerの海外歴

･留学）は？知1

■なし11名

■1年未満7名

■5年以上6名

■1年以上3年未満4名

■3年以上5年未満3名

第60回日米学生会議参加者36人のデータを基に作成

問1．

本来JASCとは、日米学生会議と言われるように、

日米間の交流を趣としたプログラムであり、基本

的に高い英語能力が問われると考えられがちであ

る。しかし、参加者の実態はどうか。アンケートで

最も多いのが｢海外経験なし」という予想に反する

結果だった。1年未満まで合わせると実に半分の参
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加者が海外に長期滞在した経験に乏しいのだ。実際

に、英語力が会議の全てを左右する訳では無い。本

会議では英語の堪能な参加者に適宜通訳をお願い

し、またSlowdown,Translation,Clarify,Wrapit

up,Louder,などの独特のサインが参加者のコミュ

ニケーションを助けている。勿論海外に長期滞在し

ていた経験を持つ者も多いが、JASCを海外経験の

足掛かりにしている者も少なく無いのである。

問3． JASCerの

専攻は？
医療 ・看護

6％

系

■法学・政治系

■国際・外国語系

■経済学・商学系

ロ文学・教育学系

■理工学・農学系

ロ医療・看護系

■その他

理工学・

系

7％

農学

文学

学

輯系

11 ％

響一

大学院2大学1年
年以上3％

大学院1年 3％

問2． JASCerの

学年は？

過去5年間の参加者148人のデータを基に作成

問3．

JASC参加者の割合は圧倒的に文系が多い。国際

交流が主に文系学生によって担われていることと共

に、分科会のテーマが文系寄りであったり、また議

論において抽象的な事柄を議論することが多いこと

も一因であると思われる。しかし、その他の分野の

参加者が活躍できないのかというと、そのようなこ

とは全くない。逆に理系のように、数値やデータを

使って議論を展開するのも会議の中では必要となっ

てくる。またそうした現実的、科学的視点が、文系

中心の参加者の議論の中で力を発揮し、議論に革命

を起こしてくれることもある。それゆえ日米学生会

議では毎年、理系学生にも広く参加を呼びかけてい

る。

■大学1年

■大学2年

■大学3年

■大学4年

■大学院1年

過去5年間の参加者148人のデータを基に作成

問2．

データを見ると高学年の割合が多いように見える

が、1，2年生の割合も1/4程度とかなりの割合で参

加している。上級生の専門的知識や広い視野、下級

生の発想力やエネルギーが上手い具合にバランスが

取れており、本会議に活力を与えているというのが

率直な感想だ。また様々な年齢層の参加者がいるこ

とにより、各々が自分の役割を意識し、お互いを高

め合うことができる。アカデミックだけでなく人間

的にも成長できる場だと言える。

さらには、JASCでは学年や年齢に関係無く参加

者同士フランクに付き合う習慣があり、全員がタメ

ロで会話をする｡言葉による距離感が無くなること、

更に1ヵ月という長い本会議期間を通して、参加者

同士の絆は一気に深まるのだ。

R34.JASCerの就職先は？

(就職がまだの場合は希望）
ベンチャー．

瞳金融6名

■メーカー6名

■コンサルノシンクタンク5名

■公務員4名

■専門職（医者・弁護士・公認会計

士等） 3名
F商社2名

■アカデミック2名

■ベンチャー2名

■メディア1名

垂NPO/NGO0名

第60回日米学生会議参加者36人のデータを基に作成
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問4．

60回参加者の就職先や就職希望先のデータであ

る。これを見ると、外資系を含む金融やコンサル、

総合商社やメーカーが圧倒的に多い。どれも国際的

に活躍する場が多い業界である。日米学生会議は日

本という国を相対的に見られる機会でもあるので、

国際的な視点の獲得に繋がるのだろう。そしてその

高い能力をいかんなく発揮する場所に就職している

と言える。また、公務員と言っても外務省を目指す

者も多く、様々な分野で国際的であるといえる。し

かしそんな中ながら、起業やベンチャーを目指すユ

ニークな者も存在する。自分の専攻に閉じこもって

いてはなかなか出会えない刺激的な仲間と出会える

ことは、その後の進路にも大きな影響を及ぼしてい

るのだろう。

こうした多岐に渡る就職先において、先輩方は多

大な功績を残している。そしてJASCでの繋がりが、

ビジネスや研究上役に立ったと聞くことも少なく無

い。先人の偉業を乗り越えて、私たちも数年後に社

会で活躍できる人材になり、社会に貢献していく。

それが日米学生会議の目指す社会貢献の一つの形で

もあるのだろう。

(文責：伊藤昂介 廣田隆介）
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第61回日米学生会議テーマ

"TowardGlobalAwareness:EverydaylmpactThroughlnteractiveEmpowerment''

「日常から世界、日米から地球へ～国際社会を見据えた対話と発信～」

「世界の平和は太平洋の平和にあり、太平洋の平

和は日米間の平和にある。その一翼を学生も担うべ

きである｡」1934年、満州事変を契機に悪化しつつ

あった日米関係を危倶した四名の日本人学生は、こ

の理念を胸に抱き太平洋を渡った。これが日本初の

国際学生交流プログラム、日米学生会議の幕開けで

ある。創立以来、参加者たちは国際社会で起きてい

る様々な問題に深い洞察を加えると共に、日米両国

の学生間の相互理解を促進し、友情と信頼関係を醸

成してきた。毎夏日米交互に開催される約1ヵ月間

の会議は、すべて学生の手によって企画・運営され

ている。

国やインドなど新興国の発展に視線が集まる中、日

米関係への関心は相対的に低下しつつある。こうし

た現代の世界情勢を踏まえた上で、21世紀における

日米同盟の意義や国際社会における日米の役割を考

察したいという思いが、「日米から地球へ｣という言

葉に込められている。

また、分科会では文化や言語の壁を乗り越えなが

ら率直な議論を交わし、フォーラムやフィールドト

リップではさまざまな人と出会い、学生としていか

に社会に発信できるかを模索する機会がある。この

過程で、参加者は自身の考え方や価値観の根幹を見

つめ直すことができるであろう。参加者には、第61

回日米学生会議を終えて、それぞれが学生としての

日常生活に戻り、さらには社会に羽ばたく際に、会

議で蓄積された経験を生かし、自らの周囲に影響

を与え続けていくことが求められている。さまざま

な場で｢対話と発信｣を繰り返していくことが、やが

て世界の諸問題を解決する一助になるであろう。こ

れが｢日常から世界へ｣という文言の目指すものであ

る。

第61回日米学生会議は｢日常から世界、日米から

地球へ～国際社会を見据えた対話と発信～」という

テーマを掲げた。私たちはこのテーマに二つ意味を

込めた。

20世紀における日本とアメリカの二国間関係を

振り返れば、それは絶えず変化してきた。第二次世

界大戦直後の米国による戦後統治、さらには安保闘

争や貿易摩擦など幾多の困難を乗り越え、日米両国

間の関係は｢歴史上最も成熟した二国間関係」と表現

されるまでに至った。しかし我々を取り巻く世界に

目を向けると､テロリズムに代表される暴力の応酬、

環境問題、経済、貧困、民族問題など、日米だけで

は解決が困難な様々な課題が溢れている。また、中

このような基本理念の下、本年度の日米学生会議

は東京、函館、長野、京都の四都市を主要開催地と

し、議論と交流を重ねる。私たちは、第61回を迎え

る当会議の歴史と、それを支えてきた多くの人々の

思いを受けとめ､両国学生間の対話の充実を目指し、

学生のメッセージを社会に投げかけていく。

開催期間主催

2009年7月28日～2009年8月21日財団法人 国際教育振興会

企画・運営

第61回日米学生会議実行委員会
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開催地 る。暑い夏をさわやかに過ごせる避暑地、喧騒か

ら離れて自然を躯歌する保養地などとしても名高

い。しかしながら一方、少子高齢化、過疎化、大

都市との格差など今日の地方が直面する課題も忘

れてはならない。経済活性化に向けた高度技術産

業促進、信州農業と魅力ある農村社会へのビジョ

ンなど、地方県政の取り組みを知ることができる

重要なサイトでもある。「ふるさと信州｣の美しい

風景と人々の暮らしを、ホームステイや地域住民

の方々との積極的なコミュニケーションを通じ

て、都市では伝えきれない日本を体感したい。

東京

江戸開府から四百余年。1300万人近い人口を擁

する巨大都市に成長した東京は日本の政治経済の

中心であると同時に、常に最新の技術と文化の発

信地であり続けてきた。世界各国の企業、公館

国際機関が集中しているところを見れば、東京が

国際都市であることは一目瞭然である。同時に、

浅草や上野など、日本の伝統文化が色濃く残る

街もあれば、もはや世界共通語にもなっている、

ファッション街の｢HARAJUKU｣や最新技術と

オタク文化の聖地｢AKIBA｣もある。今や、どこ

へ行っても人種や国籍の多様性が見られるように

なった東京。様々な文化や価値観が交錯するこの

大都市から、第61回日米学生会議は国際社会を見

据え、日米の学生による対話と発信を開始する。

京都

明治維新まで千年間、日本の都であった京都。

足を踏み入れれば、その歴史を見守ってきた寺社

仏閣の醸し出す雰囲気に包まれ、日本文化を肌で

感じることができる。一方、多くの大学、ベン

チャー企業NGO、NPOが存在し、技術革新や

市民活動の先端を担っている。また、京都議定書

の採択に代表されるように多くの国際会議の開催

地でもある。このように世界に開かれた都市とし

て現在も発展を続ける原動力になっているのは、

芸術や工芸などの成熟した伝統と新しい感性とが

刺激し合う相乗効果であろう。私たちも、この都

市、さらには国際社会を動かす新しい意見の一つ

となることを目指して、第61回日米学生会議の

1ヵ月にわたる議論の成果を発表する。

函館

100万ドルの夜景に朝獲れイカ刺し。年間500

万人を集める観光都市として、また日本有数の漁

業都市として名を馳せている函館も、江戸鎖国期

には松前藩による蝦夷地交易の拠点の一つにすぎ

なかった。しかし、今からちょうど150年前に日

米修好通商条約が締結されると日本初の国際貿易

港として開港され、洋館や教会を建築する中で外

国文化をいち早く吸収していった。一方で、幕末

動乱の舞台となった五稜郭も残っており、異国情

緒溢れる街並みと日本の伝統的雰囲気の双方をあ

わせもつ函館は、日本の近代化とそれに密接に関

わってきた日米両国の関係を捉えなおす最適な場

と言える。それに留まらず、日米両国と国境を接

するロシアを加えながら包括的に国際関係を、ま

た、日本の漁業から世界の海洋資源を、アイヌ民

族から世界の少数民族を、と日米の枠を出発点に

しながら様々な社会問題を世界全体に敷術して論

じることを目指す。

会議の過程

第60回日米学生会議の参加者から選出され、発足

した実行委員会が、日本側の主催団体である財団法

人国際教育振興会、米国側はISC,Inc.の協力の下、

本会議開催のための準備活動を行う。4月に参加者

決定後、所属分科会のテーマに関するレポートを作

成し、講演会や勉強会､合宿などの事前準備を行い、

夏の本会議に臨む。

本会議では、日米各36人､合計72名の学生が約1ヵ

月に渡って共同生活を送る。本会議の主な活動とし

て、討論が中心となる分科会、各種のフィールドト

リップ、そして様々な社会活動、終盤に開催される

フォーラムなどが挙げられる。参加者は7つの分科

会に別れ、第61回会議のテーマである「日常から世

長野

日本アルプス、八ヶ岳などの雄大な山々、松本

城、善光寺といった多数の国宝、重要文化財が存

在する長野には年間9000万人程の観光客が訪れ
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界、日米から地球へ～国際社会を見据えた対話と発

信～｣の下、ディスカッションを行う。また、フィー

ルドトリップでは、各自の視野を広げ、討論の充実

化を図る。さらに､本会議では議論に止まらず､ホー

ムステイやフォーラムなど積極的に地域の方々との

交流を図っていく。また、フォーラムでは、分科会

での討論の結果など本会議の成果を社会に向けて発

信する。

本会議終了後には、参加者は会議の内容を報告書

にまとめ、第61回日米学生会議の総括とする。各参

加者は、本会議で得られた経験を胸に、社会へと巣

立っていく。

できるのか

PublicmterestVSIndividualRight

FieldTrip

分科会の議題や各開催地に対する理解を深める

ことを目的に、政府機関、国際機関、企業、大学、

NGO、NPO及び研究所などへの訪問研修を実施

する。事前活動におけるものと同様に、社会と直

接関わることができる貴重な機会であり、議論を

より現実的視点から行うための礎とする。

SpecialTopics

限定された議題を扱う分科会とは異なり、参加

者が個々の関心に沿った議題を自由に設定し、異

なる視点からの議論を行うことを目的としてい

る。また参加者の主体的、自発的な参加により、

問題発見及び議題設定能力を養うと同時により広

い参加者同士の交流を促し、新たな視点や発想の

獲得により、会議をより充実させることも求めら

れる。

ConferenceWideDiscussion

会議中のプログラム

分科会

本会議においての活動の中心となる分科会は

7つ設けられており、日米双方5名ずつの学生が、

本会議期間中を通じて議論を重ねることとなる。

事前活動に加え、本会議中もフィールドトリップ

で関連機関や専門家を訪問するなど、議論の質の

向上を目指す努力が続けられる。なお、第61回会

議における分科会は以下の通りである。

分科会では扱わないテーマを対象とし、日米学

生会議アラムナイや専門家をゲストスピーカーと

して招き、第61回会議のテーマである「日常から

世界、日米から地球へ｣を掲げ、参加者の見識を

広め、新たな課題や視点を発見することを目的と

する。

ConferenceWideRenection

●地球市民教育

EducatingaGlobalCitizenry:Whatisthe

idealeducationforaglobalizingsocietv？

●国際開発と自京的発展～途卜国と向き合う～

InternationalDevelopment:SearchingFor

RealSolutions

●世界を動かす新興国～BRICsの台頭と日米～

GlobalizingEconomies:TheRiseofBRICsin

RelationtoJapanandtheUS

●世界の食糧安全保障～生産、流通、消費の再構

築～

FoodSecurityandtheFutureAccessibilityof

EdibleCommodities

●現代社会と健康

ModernizedTechnologyandHealthlssues

●環境と持続可能な発展

EnvironmentandSustainableDevelopment

●公と私：公共の利益は個人の権利と両立

参加者が一同に集い、会議中に感じた悩み、不

安､感動､喜びなど様々なことを自由に話し合う。

自分の思いを全体に伝え、また他者と思いを共有

することで、自己を振り返り、他の参加者との相

互理解を促進することを目的とする。

Forum

各開催地のテーマに沿って随時行われる。第一

線で活躍する専門家や有識者の講演、または学生

を交えたパネルディスカッションなど、参加者に

学術的経験を得てもらうことを目的とする。さら

には、分科会の成果の発表を行い、現代社会が抱

える問題とそれに対する学生なりの視点を来場者

と共有することによって、第61回日米学生会議の

成果を社会に発信することも目的としている。
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第B章日米学生会議にご協力いただいた方々

○第60回日米学生会議圭催･後援団体
会議全般

主催：財団法人国際教育振興会

後援：外務省、文部科学省、米国大使館、財団法人

国際ビジネスコミュニケーション協会、朴研

法人日米協会、日米文化センター

ポートランドサイト

後援:ReedCollege

ロサンゼルスサイト

後援:UniversityofCaliforniainLosAngeles、

TerasakiCenterattheUniversityof

California,LosAngeles

モンタナサイト

後援:UniversityofMontana、TheMaureen

andMikeMansfieldCenter,Universityof

Montana

ボストンサイト

後援:SuffolkUniversitv、HarvardUniversitv、

Reischauerlnstitute,HarvardUniversity

人物交流室長 津川貴久

人物交流室 外務事務官 小山久子

文部科学省

大臣官房 国際課 課長 吉尾啓介

大臣官房 国際課 総務係長 平田純一

米国大使館

文化担当官JohnG.Moran

広報・文化交流部 教育・人物交流担当官

NiniJ.Forino

広報・文化交流部 教育・人物交流室

松元美紀子

広報・文化交流部 教育・人物交流室 大谷桂子

広報・文化交流部 教育・人物交流室 落合安代

東京アメリカンセンター

副館長KevinOlbrysh

畠山陽子

伊藤亜紀

財団法人 国際ビジネスコミュニケーション協会

専務理事 吉澤誠司

広報渉外部 部長 齋藤一彦

財団法人 世界平和研究所 理事長 大河原良雄

国際交流基金

市民青少年交流課 課長 村上尚久

課長代理 日下部陽介

市民交流課 課長 平野正樹

日本歯科医師会 常務理事 浅野正樹

財団法人 三菱銀行国際財団

専務理事 須田英一

企画部長 福田一

日米教育委員会

事務局長 DavidH.Satterwhite

事務局長補佐MarigoldS.Holmes

社団法人 日米協会 専務理事 渡辺隆

京王観光株式会社 東京南支店 主任 吉田和明

ブルーバンブー株式会社

制作局 ディレクター 荒木遼太郎

制作局 村山裕美子

株式会社千修 第四営業本部 営業第一部

宇津木義彦

日本放送協会 放送総局 チーフ・プロデューサー

宮本英樹

○ご協力頂いた方々

会議全般

財団法人 国際教育振興会

顧問 山室勇臣

理事長 大井孝

参与 稲田脩

事務局 後藤明子

国際教育振興会賛助会

名誉会長 高円宮妃殿下

会長 椎名武雄

副会長 南原晃

事務局長 伊部正信

事務局 好中由紀恵

InternationalStudentConferences,Inc

理事長 RobinL.White

専務理事ReginaDull

事務局AshleyNeeley

外務省

広報文化交流部 部長 山本忠通

大臣官房 参事官 廣木重之
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VitalJapan小田康之

国際教育交換協議会(CIEE)

スタディーセンター・ディレクター

StevenHoughton

早稲田大学国際教養学部留学生の皆さん

Speech&Debate井上敏之

KIPPFonlm パッカード啓子

NanoJapanProgram留学生の皆さん

在日米国大使館

安全保障政策課 課長補佐SangminLee

在日米軍司令部(横田基地内）

広報部長 EricSchnaible

広報部 渉外担当 江川淳子

ChandraBabyEnglish

ダーニング・舞子・シャンドラ

防衛大学校 校長 五百旗頭真

防衛大学校学生の皆さん

在日米海軍横須賀基地

司令官 DanielWeed

東京大学 検見川セミナーハウス

朝日新聞社マーケティングセンター高部恭子

いちごアセットマネジメント株式会社

代表取締役社長ScottCallon

パートナー 清水早苗

伊藤忠商事株式会社

総務部社会対応チーム長木島直人

総務部社会対応チーム(兼)総務部長付

石川恵美子

ヴィジョネア(株)代表取締役社長内古閑宏

協和発酵工業株式会社

コーポレートコミュニケーション部

IR担当マネージャー本田健志郎

社団法人大阪日米協会事務局重松澄広

オタフクソース株式会社

マーケティング部販促グループ坂本万佐子

株式会社公文教育研究会

グループ広報室東京広報デスク小林聖佳

グループ広報室東京広報デスク鈴木麻里子

グループ広報室東京広報デスク伊藤美香

住友商事株式会社

金融事業本部長 高井裕之

ウェブビジネス事業企画部 出浦直子

文書総務部 森中安昭
分科会事前活動

衆議院議員 小池百合子

衆議院議員 越智隆雄

関西電力株式会社地球環境室 砥山浩司

株式会社電通第8営業局吉野次郎

株式会社電通サッカー事業局金大鐘

日本テレビ放送網株式会社

情報エンターテイメント局 秋山健一郎

人事局人材育成部 関健一

東京大学大学院工学系研究科原子力専攻

准教授 木村浩

株式会社ソニー・ピクチャーズエンタテイ

事前活動(分科会を除く）

独立行政法人

国立オリンピック記念青少年総合センター

日本外国特派員協会

オペレーションズアシスタントマネジャー

斎藤礼子

青山学院大学客員教授佐野光質

早稲田リンクス

衆議院議員 松原仁

衆議院議員 塩崎恭久

同志社大学法学部教授村田晃嗣

立命館大学

衣笠セミナーハウス

国際部衣笠国際教育課課長補佐田中清子

YouthTheatreJapan広報部長安宅昇

長坂守

卜株式会社ソニー・ピクチャーズエンタテインメン

林大介

馬越彩子

骨董通り法律事務所

弁護士・ニューヨーク州弁護士 福井健策

社団法人 日本経済団体連合会 社会第二本部

企業・社会グループ副長 長沢恵美子
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NikkeiAmelica,Inc.

BusmessDevelopment&AdvertisingSemorManager
田邉雄

東レ株式会社CSR推進室長松野健三

東レ株式会社人事部人事採用課長小西明子

Prof.TeresaWilliams-Leon

Mr.SamRussell

Mr.RandvLewis

Mr.TomStewart

Mr.StevenMacias

Mr.KenUriu

Mr.RonOhata

Mr.WilliamKnox

Mr.RonQuezon

Mr.DouglasErber

Mr.JerryLondon

Prof.SethJacobowitz

Prof.MarikoTamanoi

MichaelPless

Mr.GeorgeTanaka

東京医科歯科大学准教授田中智彦

聖路加国際病院 理事長 日野原重明

日本二分脊椎症協会 会長 鈴木信行

東京大学 教授 班目春樹

自治医科大学 教授 AlanLefor

岐阜大学助教授 阿部恵子

岐阜大学教授塚田敬義

参議院議員 中山恭子

私立沖縄尚学高校の皆さん

京都府立桃山高校の皆さん

慶応大学経済学部准教授柏崎千佳子

早稲田大学国際教養学部 教授 岩渕功一

財団法人 自治体国際化協会(CLAIR)

モンタナサイト

Benefield,Gayla

Campuslnn

Orser,Teri

CFRTAC

Kustudia,Michael

DoubletreeHotel

ポートランドサイト

ConsulateGeneralofJapaninPortland

Japan-AmericaSocietyofWashington,Inc

Mrs.LeilaWice

Mrs.KiyoEndecott

Mr.JimTsugawa

Mrs.BrendaBe祠ham

Mrs.MeganMcElroy

Mr.MatthewTurner

EnvironmentalProtectionAgency

Hammer,Diana

HolidaylnnExpress

Hungate,Mona

HomeWORD

InternationalChoralFestival

JapanFriendshipClubofMontana

JeannetteRankinPeaceCenter

KPAX-TV

Marquand,Ian

LibbyHighSchool

Reckin,Gene

Gruber,Jeff

MCTCenterforPerfonningArts

Kukla,Don

MissoulaCulturalCouncil

MissoulainMotion

ロサンゼルスサイト

BallCorporation

ConsulateGeneralofJapaninLosAngeles

GreenbergTraurig,LLP

SoCalComputerRecyclers

StewartFilmscreenCoIPoration

MarikBirdo

Mrs.GinaNieto

Prof.VictorBascara

Prof.CurtissTakadaRooks

Prof.EdwardFowler
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Little,Warren

Marquand,Ian

McArthur,Steve

McDonald,Ethel

Pulleyblank,Caitlin

Rosscup,Shawn

Marra,Nancy

Stokman,Dale

Woolhiser,Dale

Stokman,Alex

MissoulalnstituteofSustainableTransportation

Giordano,Bob

MissoulalnternationalFriendshipProgram

Fluck,Udo

MissoulaMayor'sOffice

Engen,John

Coyle,Melam

MonTEC

RockyMountainMuseumofMilitaryHistory
ボストンサイト

Prof.PharrSL'Ran

Dr.GilmanTheodore

Mrs.StacieMatsumoto

Mrs.HigoMontana

Mr.PeterGrilli

Mr.GeraldineM.Cuddyer

Mrs.ChristinaAndronico

Mrs・JulieBurns

Mrs.AnneBragle

FortMissoula

Jones,Tate

Running,Steven

SmokejumpersCenter

Cottrell,Daniel

TheMaureenandMikeMansfieldCenter

Weidner,Teny

Marlow,Christopher

TheUniversityofMontana

DiningServices

Events&Planning

TuckerTransportation

WesternMontanaFair

Misbe,Eunice

WildernessWatch

Women'sVoicesfortheEarth

○日米学生会議アルムナイ協力者

天野順一､荒島由也､飯田智紀､市川裕康､井一上敏之、

井上雅章､井上裕太､岩崎洋一郎､梅崎渉､江川響子、

大高巽、大原学、金井隆、木ノ上高章、小林悦子、

小林規威、真田雄太、塩崎哲也、島村明子、杉田道

子、住野豪、竹内幸美、武田興欣、千代明弘、辻

喜久子、出浦寛子、中瀬正一、中村信之、中山智夫、

西田尚弘、乗竹亮治、ハナ．ハイネケン、波多野綾

子、廣田良平、グレン・フクシマ、降旗健人、寶槻

徹、細野恭平、源飛輝、宮崎あゆみ、山田裕一朗、

山室勇臣、山本東生、吉野次郎、吉原健吾、

第59回日米学生会議実行委員会／参加者一同

ホームステイをお引き受けいただいた皆様

Ayoub,Charyn

Barker,JudyandHayes,Steve

Pmitt-Chapm,Kate

Coyle,Craig&Melani

Mulligan-Dague,Betsy&Rusty

Decker,DalTyl&Mary

Dudden,Jennifer

Flanagan,Michael&Louise

Gessner,Stephen

Greenhoe,Shirley&Greg

Grimm,Karrie

Kelly,Mary

○賛助者・団体・企業

財団法人 国際ビジネスコミュニケーション協会

財団法人 日商岩井国際交流財団

財団法人 平和中島財団

財団法人 三菱UFJ国際財団

社団法人 日米協会

社団法人 大阪日米協会
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アサヒビール株式会社

イオン株式会社

エアバス・ジャパン

株式会社オリエンタルランド

キッコーマン株式会社

株式会社三和

新日本製鐵株式会社

住友スリーエム株式会社

住友不動産株式会社

セコム株式会社

株式会社セブン＆アイ・ホールディングス

大成建設株式会社

株式会社竹中工務店

株式会社電通

東京海上日動火災保険株式会社

東京ガス株式会社

東京電力株式会社

トヨタ自動車株式会社

中辻産業株式会社

日産自動車株式会社

日本アイ・ビー・エム株式会社

野村ホールディングス株式会社

株式会社日立製作所

富士ゼロックス株式会社

富士通株式会社

本田技研工業株式会社

松下電器産業株式会社

三井不動産株式会社

三井物産株式会社

三菱地所株式会社

三菱重工業株式会社

三菱商事株式会社

株式会社三菱東京UFJ銀行

三菱UFJリース株式会社

メルシャン株式会社

橘・フクシマ・咲江

堤清二

南原晃

西田尚弘

橋本徹

いちごアセットマネジメント株式会社

伊藤忠商事株式会社

ヴィジョネア株式会社

協和発酵工業株式会社

株式会社公文教育研究会

住友商事株式会社
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編集後記

総ページ数163ページ、執筆担当者50入超、構想・執筆・校正にかかった延べ日数200日以上。こ

のような巨大報告書制作プロジェクトに学生時代から携われることは、多大な喜びであると同時に

大きな挑戦でもあった。限りある紙面をどのように配分するか、本会議終了後もいかに実効委員や

参加者のモチベーションを維持するか、賛助者リストに間違いは無いか、字体や語調は統一されて
いるかなどなど、数ある困難を乗り越えながらとうとう製本まで漕ぎ着けた。そして困難に直面し

た際には常に己の力の微力さを知り、仲間の協力の有難さを身に沁みて感じた。この場を借りて、

報告書作りに携わってくれた参加者、実行委員にお礼を言いたい。

最後に、これまで日米学生会議をご支援いただいた全ての方々に、ここで改めて厚く御礼申し上

げたいと思います。この報告書が皆様の目に留まり、日米学生会議へのご理解を深めていただけれ

ば幸いです。そして、どうぞ忌揮のないご意見を日米学生会議にお寄せください。この報告書が日

米学生会議と支援者の皆様そして日米学生会議へ興味をお持ちの学生の皆様との媒介となること
を願いながら、第60冊目の報告書を世に送り出します。

第60回日米学生会議実行委員 廣田隆介

2008年11月29日

；

職刃

懲
F簿

F

懲調

斑

第60回日米学生会議実行委員

編集スタッフ

廣田隆介、松尾恵輔、伊藤昂介、神馬光滋、

高畑乃枝、田中豪、油井英孝

発行

財団法人国際教育振興会

企画・編集

第60回日米学生会議実行委員会

〒160-0004束京都新宿区四ツ谷1-21

http://www.jasc-japan.com/
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